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は
し
が
き

一
。
太
平
洋
の
波
に
浮
べ
る
、
こ
の
船
に
も
似
た
る
我
日
本
の
國
人
は
、
今
や
徒
ら
に
、
富
士
山
の
明
麗
な
る

風
光
に
の
み
恍
惚
た
る
べ
き
時
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

光
譽
あ
る
桂
の
冠
と
、
富
と
權
力
と
の
優
勝
旗
は
、
す
で
に
陸
を
離
れ
て
、
世
界
の
海
上
に
移
さ
れ
た
り
。

こ
の
冠
を
戴
き
、
こ
の
優
勝
旗
を
握
ら
む
も
の
は
誰
ぞ
。

他
な
し
、
海
の
勇
者
な
り
。
海
の
勇
者
は
即
ち
世
界
の
勇
者
た
る
べ
し
。

一
。
天
長
節
の
佳
日
に
際
し

　
　
子
爵
　
　
伊
東
海
軍
大
將

　
　
　
　
　
　
肝
付
海
軍
少
將

　
　
伯
爵
　
　
吉
井
海
軍
少
佐

　
　
子
爵
　
　
小
笠
原
海
軍
少
佐

　
　
　
　
　
　
上
村
海
軍
少
佐

各
位
の
清
福
を
賀
※
、
つ
た
な
き
本
書
の
た
め
に
、
題
字
及
び
序
文
を
賜
は
り
し
高
意
に
む
か
つ
て
、
誠
實
な

る
感
謝
の
意
を
表
す
。

一
。
上
村
海
軍
少
佐
の
懇
切
な
る
教
示
と
、
嚴
密
な
る
校
閲
と
を
受
け
た
る
は
、
啻
に
著
者
の
幸
福
の
み
に
は

あ
ら
ず
、
讀
者
諸
君
若
し
此
書
に
よ
り
て
、
幾
分
に
て
も
、
海
上
の
智
識
を
得
ら
る
ゝ
あ
ら
ば
、
そ
は
全
く
少
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佐
の
賜
な
り
。

一
。
遙
か
に
、
獨
京
伯
林
な
る
、
巖
谷
小
波
先
生
の
健
勝
を
祈
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
者
※
る
す
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目
次

　
第
一
回
　
海

外







の
日
本
人








　
　
　
　
　
子
ー
プ
ル
ス
港
の
奇
遇
　
　
大
商
館
　
　
濱
島
武
文
　
　
春
枝
夫
人
　
　
日
出
雄
少
年
　
　
松
島

　
　
　
　
　
海
軍
大
佐
の
待
命

　
第
二
回
　
魔

の
日

魔

の
刻



　
　
　
　
　
送
別
會
　
　
老
女
亞
尼
　
　
ウ
ル
ピ
ノ
山
の
聖
人
　
　
十
月
の
祟
の
日
　
　
黄
金
と
眞
珠
　
　
月

　
　
　
　
　
夜
の
出
港

　
第
三
回
　
怪





の
船



　
　
　
　
　
銅
鑼
の
響
　
　
ビ
ー
ル
樽
の
船
長
　
　
白
色
檣
燈
　
　
古
風
な
英
國
人
　
　
海
賊
島
の
奇
聞
　
　

　
　
　
　
　
海
蛇
丸

　
第
四
回
　
反

古

の
新
聞






　
　
　
　
　
葉
卷
煙
草
　
　
櫻
木
海
軍
大
佐
の
行
衞
　
　
大
帆
走
船
と
三
十
七
名
の
水
兵
　
　
奇
妙
な
新
體
詩

　
　
　
　
　
　
　
秘
密
の
發
明
　
　
二
點
鐘
カ
ー
ン
カ
ン

　
第
五
回
　
ピ
ア
ノ
と
拳
鬪






　
　
　
　
　
船
中
の
音
樂
會
　
　
鵞
鳥
聲
の
婦
人
　
　
春
枝
夫
人
の
名
譽
　
　
甲
板
の
競
走
　
　
相
撲
　
　
私

　
　
　
　
　
の
閉
口
　
　
曲
馬
師
の
虎
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第
六
回
　
星
火
榴
彈










　
　
　
　
　
難
破
船
の
信
號
　
　
イ
ヤ
、
流
星
の
飛
ぶ
の
で
せ
う
　
　
無
稽
な
　
　
三
個
の
舷
燈
　
　
船
幽
靈

　
　
　
　
　
め
　
　
其
眼
が
怪
し
い

　
第
七
回
　
印
度
洋







の
海
賊
船








　
　
　
　
　
水
雷
驅
逐
艦
か
巡
洋
艦
か
　
　
往
昔
の
海
賊
と
今
の
海
賊
　
　
潜
水
器
　
　
探
海
電
燈
　
　
白
馬

　
　
　
　
　
の
如
き
立
浪
　
　
海
底
淺
き
處
　
　
大
衝
突

　
第
八
回
　
人
間






の
運
命






　
　
　
　
　
弦
月
丸
の
最
後
　
　
ひ
、
ひ
、
卑
怯
者
め
　
　
日
本
人
の
子
　
　
二
つ
の
浮
標
　
　
春
枝
夫
人
の

　
　
　
　
　
行
衞
　
　
あ
ら
、
黒
い
物
が
！

　
第
九
回
　
大
海
原








の
小
端
艇








　
　
　
　
　
亞
尼
の
豫
言
　
　
日
出
雄
少
年
の
夢
　
　
印
度
洋
の
大
潮
流
　
　
に
は
か
雨
　
　
昔
の
御
馳
走
　

　
　
　
　
　
　
巨
大
な
魚
群

　
第
十
回
　
沙

魚

の
水
葬






　
　
　
　
　
天
の
賜
　
　
反
對
潮
流
　
　
私
は
黒
奴
、
少
年
は
炭
團
屋
の
忰
　
　
お
や
〳
〵
變
な
味
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
し
た
　
　
ま
た
も
斷
食

　
第
十
一
回
　
無
人
島







の
響





　
　
　
　
　
人
の
住
む
島
か
魔
の
棲
む
島
か
　
　
あ
ら
、
あ
の
音
は
　
　
奇
麗
な
泉
　
　
ゴ
リ
ラ
の
襲
來
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水
兵
ヒ
ラ
リ
と
身
を
躱
は
し
た
　
　
海
軍
士
官
の
顏

　
第
十
二
回
　
海
軍






の
家



　
　
　
　
　
南
方
の
無
人
島
　
　
快
活
な
武
村
兵
曹
　
　
お
ぼ
ろ
な
想
像
　
　
前
は
絶
海
の
波
、
後
は
椰
子
の

　
　
　
　
　
林
　
　
何
處
と
も
な
く
立
去
つ
た

　
第
十
三
回
　
星
影






が
ち
ら
〳
〵

　
　
　
　
　
歡
迎
　
　
春
枝
夫
人
は
屹
度
死
に
ま
せ
ん
　
　
此
新
八
が
先
鋒
ぢ
や
　
　
浪
の
江
丸
の
沈
沒
　
　

　
　
　
　
　
此
島
も
な
か
〳
〵
面
白
い
よ
　
　
三
年
の
後

　
第
十
四
回
　
海
底






の
造
船
所








　
　
　
　
　
大
佐
の
後
姿
が
チ
ラ
リ
と
見
え
た
　
　
獅
子
狩
は
眞
平
御
免
だ
　
　
猛
犬
稻
妻
　
　
秘
密
の
話
　

　
　
　
　
　
　
屏
風
岩
　
　
物
凄
い
跫
音
　
　
鐵
門
の
文
字

　
第
十
五
回
　
電
光
艇









　
　
　
　
　
鼕
々
た
る
浪
の
音
　
　
投
鎗
に
似
た
形
　
　
三
尖
衝
角
　
　
新
式
魚
形
水
雷
　
　
明
鏡
に
映
る
海

　
　
　
　
　
上
海
底
の
光
景
　
　
空
氣
製
造
器
　
　
鐵
舟
先
生
の
詩

　
第
十
六
回
　
朝
日
島







　
　
　
　
　
日
出
雄
少
年
は
椰
子
の
木
蔭
に
立
つ
て
居
つ
た
　
　
國
際
法
　
　
占
領
の
證
據
　
　
三
尖
形
の
紀

　
　
　
　
　
念
塔
　
　
成
程
妙
案
々
々
　
　
其
處
だ
よ

　
第
十
七
回
　
冐
險
鐵
車
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自
動
の
器
械
　
　
斬
頭
刄
形
の
鉞
　
　
ポ
ン
と
小
胸
を
叩
い
た
　
　
威
張
れ
ま
せ
ん
　
　
君
が
代

　
　
　
　
　
の
國
歌
　
　
い
ざ
帝
國
の
萬
歳
を
唱
へ
ま
せ
う

　
第
十
八
回
　
野
球
競
技











　
　
　
　
　
九
種
の
魔
球
　
　
無
邪
氣
な
紛
着
　
　
胴
上
げ
　
　
西
と
東
に
別
れ
た
　
　
獅
子
の
友
呼
び
　
　

　
　
　
　
　
手
頃
の
鎗
を
捻
つ
て
　
　
私
は
殘
念
で
す
　
　
駄
目
だ
ん
べ
い

　
第
十
九
回
　
猛
獸
隊








　
　
　
　
　
自
然
の
殿
堂
　
　
爆
裂
彈
　
　
エ
ン
ヤ
〳
〵
の
掛
聲
　
　
片
足
の
靴
　
　
好
事
魔
多
し
　
　
砂
滑

　
　
　
　
　
り
の
谷
、
一
名
死
の
谷
　
　
深
夜
の
猛
獸
　
　
か
ゞ
り
火

　
第
二
十
回
　
猛
犬






の
使
者





　
　
　
　
　
山
又
山
を
越
え
て
三
十
里
　
　
一
封
の
書
面
　
　
あ
の
世
で
か
、
此
世
で
か
　
　
此
犬
尋
常
で
な

　
　
　
　
　
い
　
　
眞
黒
に
な
つ
て
其
後
を
追
ふ
た
　
　
水
樽
は
空
に
な
つ
た

　
第
二
十
一
回
　
空
中






の
救



ひ

　
　
　
　
　
何
者
に
か
愕
い
た
樣
子
　
　
誰
か
の
半
身
が
現
は
れ
て
　
　
八
日
前
の
晩
　
　
三
百
反
の
白
絹
　

　
　
　
　
　
　
お
祝
の
拳
骨
　
　
稻
妻
と
少
年
と
武
村
兵
曹

　
第
二
十
二
回
　
海



の
禍






　
　
　
　
　
孤
島
の
紀
元
節
　
　
海
軍
大
佐
の
盛
裝
　
　
海
岸
の
夜
會
　
　
少
年
の
劍
舞
　
　
人
間
の
幸
福
を

　
　
　
　
　
嫉
む
惡
魔
の
手
　
　
海
底
の
地
滑
り
　
　
電
光
艇
の
夜
間
信
號
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第
二
十
三
回
　
十
二
の
樽



　
　
　
　
　
海
底
戰
鬪
艇
の
生
命
　
　
人
煙
の
稀
な
橄
欖
島
　
　
鐵
の
扉
は
微
塵
　
　
天
上
か
ら
地
獄
の
底
　

　
　
　
　
　
　
其
樣
な
無
謀
な
事
は
出
來
ま
せ
ん
　
　
無
念
の
涙

　
第
二
十
四
回
　
輕
氣
球







の
飛
行





　
　
　
　
　
絶
島
の
鬼
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
　
　
非
常
手
段
　
　
私
が
參
り
ま
す
　
　
無
言
の
わ
か
れ
　
　
心

　
　
　
　
　
で
泣
い
た
よ
　
　
住
馴
れ
た
朝
日
島
は
遠
く
〳
〵

　
第
二
十
五
回
　

白
色
巡
洋
艦














　
　
　
　
　
大
陸
の
影
　
　
矢
の
如
く
空
中
を
飛
走
し
た
　
　
ポ
ツ
ン
と
白
い
物
　
　
海
鳥
の
群
　
　
「
ガ
ー

　
　
　
　
　
フ
」
の
軍
艦
旗
　
　
や
、
や
、
あ
の
旗
は
！
　
あ
の
船
は
！

　
第
二
十
六
回
　
顏



と
顏



と
顏



　
　
　
　
　
帝
國
軍
艦
旗
　
　
虎
髯
大
尉
、
本
名
轟
大
尉
　
　
端
艇
諸
共
引
揚
げ
ら
れ
た
　
　
全
速
力
　
　
賣

　
　
　
　
　
れ
た
顏
　
　
誰
か
に
似
た
顏
　
　
懷
か
し
き
顏

　
第
二
十
七
回
　
艦
長
室









　
　
　
　
　
鼻
髯
を
捻
つ
た
　
　
夢
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
　
　
私
は
何
よ
り
嬉
し
い
　
　
大
分
色
は
黒
く
な

　
　
　
　
　
り
ま
し
た
よ
、
は
い
　
　
今
度
は
貴
女
の
順
番
　
　
四
年
前
の
話

　
第
二
十
八
回
　
紀
念
軍
艦









　
　
　
　
　
帝
國
軍
艦
「
日
の
出
」
　
　
此
虎
髯
が
御
話
申
す
　
　
テ
ー
ム
ス
造
船
所
の
製
造
　
　
「
明
石
」
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に
髣
髴
た
る
巡
洋
艦
　
　
人
間
の
萬
事
は
天
意
の
儘
で
す

　
第
二
十
九
回
　
薩
摩
琵
琶











　
　
　
　
　
春
枝
夫
人
の
物
語
　
　
不
屆
な
悴
　
　
風
清
き
甲
板
　
　
國
船
の
曲
　
　
腕
押
し
脛
押
と
參
り
ま

　
　
　
　
　
せ
う
　
　
道
塲
破
り
め
　
　
奇
怪
の
少
尉

　
第
三
十
回
　
月
夜





の
大
海
戰








　
　
　
　
　
印
度
國
コ
ロ
ン
ボ
の
港
　
　
滿
艦
の
電
光
　
　
戰
鬪
喇
叭
　
　
惡
魔
印
の
海
賊
旗
大
軍
刀
を
ブ
ン

　
　
　
　
　
〳
〵
と
振
廻
し
た
　
　
大
佐
來
！
　
電
光
艇
來
！
　
朝
日
輝
く
印
度
洋

目
次
終
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第
一
回
　
海

外







の
日
本
人








　
　
　
　
　
ネ
ー
プ
ル
ス
港
の
奇
遇
　
　
大
商
館
　
　
濱
島
武
文
　
　
春
枝
夫
人
　
　
日
出
雄
少
年
　
　
松
島

　
　
　
　
　
海
軍
大
佐
の
待
命

　
私




が

世
界





漫
遊






の
目
的






を
も
つ
て
、
横
濱






の
港





を
出
帆





し
た
の
は
、
既



に
六
年






以
前





の
事



で
、
は
じ
め
亞

米

利

加

に
渡



り
、
そ
れ
か
ら
大
西
洋








の
荒
浪






を
横
斷





つ
て
歐
羅
巴







に
遊



び
、
英
吉
利









、
佛
蘭
西









、
獨
逸
等







音


に
名

高


き
國

々







の
名
所






古
跡





を
遍
歴






し
て
、
其

間







に
月



を
閲



す
る
こ
と
二
十
有
餘
箇
月








、
大
約






一
萬



五
千
里





の

長
途






を
後



に
し
て
、
終



に
伊
太
利









に
入

り
、
往
昔





か
ら
美
術
國








の
光
譽





高


き
、
其



さ
ま
／
″
＼
の
奇
觀






を
も
足

る
程



眺


め
た
れ
ば
、
之



よ
り
我

が
懷



か
し
き
日
本






へ
歸



ら
ん
と
、
當
夜





十
一
時

半


拔
錨






の
弦
月
丸








と
て
、
東
洋






行


の
※
船





に
乘
組





ま
ん
が
た
め
、
國



の
名
港






ネ
ー
プ
ル
ス
ま
で
來

た
の
は
、
今



か
ら
丁
度






四
年



前


、
季

節

は
櫻





散

る
五
月






中
旬





の
或



晴
朗






な
日

の
正
午





時
分





で
あ
つ
た
。

市

街

は
づ
れ
の
停
車
塲








か
ら
客

待







の
馬
車





で
、
海
岸






附
近





の
或



旅
亭






に
着

き
、
部

室

も
定



ま
り
軈



て
晝
餉





も

す
む
と
最
早





何


も
爲

る
事



が
な
い
、
船



の
出

港







ま
で
は
未

だ
十
時
間





以
上






。
長



い
旅
行






を
行

つ
た
諸
君






は
お

察


し
で
も
あ
ら
う
が
、
知

る
人



も
な
き
異
境






の
地

で
、
※
車





や
※
船





の
出

發







を
待

ち
暮



す
ほ
ど
徒
然





ぬ
も
の

は
な
い
、
立

つ
て
見

つ
、
居

て
見

つ
、
新
聞






や
雜
誌
等







を
繰
廣






げ
て
見

た
が
何



も
手

に
着

か
な
い
、
寧



そ
晝
寢





せ
ん
か
、
市

街

で
も
散
歩





せ
ん
か
と
、
思
案





と
り
／
″
＼
窓





に
倚

つ
て
眺



め
る
と
、
眼
下





に
瞰

お
ろ
す
子
ー
プ

ル
ス
灣



、
鏡





の
や
う
な
海
面






に
泛



ん
で
、
出

る
船



、
入

る
船



停
泊





つ
て
居

る
船



、
其



船

々







の
甲
板






の
模
樣





や
、
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檣

上








に
飜




る

旗

章







や
、
ま
た
彼
方





の
波

止

塲

か
ら
此
方





へ
か
け
て
奇
妙





な
風



の
商

舘








の
屋

根

な
ど
を
眺



め
廻



し
つ
ゝ
、
た
ゞ
譯



も
な
く
考
想





へ
て
居

る
内



に
ふ
と
思



ひ
浮



ん
だ
一

事

が
あ
る
。
そ
れ
は
濱
島
武
文










と
い

ふ
人



の
事



で
。

濱
島
武
文










と
は
私




が

ま
だ
高
等
學
校










に
居

つ
た
時
分





、
左
樣





か
れ
こ
れ
十
二
三
年



も
前



の
事



で
あ
る
が
、
同



じ

學


び
の
友



で
あ
つ
た
。
彼



は
私




よ

り
は
四
つ
五
つ
の
年
長
者









で
、
從




て

級


も
異



つ
て
居

つ
た
の
で
、
始
終





交




る

で
も
な
か
つ
た
が
、
其
頃






校
内






で
運
動






の
妙
手






な
の
と
無
暗





に
冐
險
的
旅
行












の
嗜

好

な
の
と
で
、
彼



と
私




と

は

指


を
折

ら
れ
、
從




て

何


ゆ
ゑ
と
な
く
睦



ま
し
く
離



れ
が
た
く
思



は
れ
た
が
、
其
後






彼


は
學
校






を
卒

業







し
て
、

元

來







な
ら
ば
大
學






に
入

る
可

き
を
、
他

に
大
望






あ
り
と
稱





し
て
、
幾
何






も
な
く
日
本






を
去

り
、
は
じ
め
は
支

那

に
遊



び
、
そ
れ
か
ら
歐
洲






を
渡



つ
て
、
六
七
年



以
前





の
事



、
或



人


が
佛
京
巴
里








の
大
博
覽
會











で
、
彼



に
面



會




し
た
と
ま
で
は
明
瞭






だ
が
、
私




も

南
船
北
馬









の
身

の
其
後






の
詳





な

る
消
息






を
耳



に
せ
ず
、
た
ゞ
風



の
た
よ

り
に
、
此
頃






で
は
、
伊
太
利









の
さ
る
繁
華






な
る
港





に
宏
大





な
商

會








を
立

て
ゝ
、
專





ら
貿
易
事
業









に
身

を
委



ね

て
居

る
由



、
お
ぼ
ろ
な
が
ら
に
傳



へ
聞

く
の
み
。

伊
太
利









の
繁
華






な
る
港





と
い
へ
ば
、
此

處

は
國
中






隨
一






の
名
港






子
ー
プ
ル
ス
、
埠
頭





か
ら
海
岸
通








り
へ
か
け
て

商

館








の
數



も
幾
百
千









、
も
し
や
濱
島






は
此



港




で
、
其



商

會








と
や
ら
を
營





ん
で
居

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か

と
思



ひ
浮



ん
だ
の
で
、
實



に
雲



を
掴



む
や
う
な
話





だ
が
、
萬



が
一
も
と
旅
亭





の
主
人






を
呼

ん
で
聽

い
て
見

る
と
、

果
然






！
　
主
人






は
私




の

問


を
終



ま
で
言

は
せ
ず
、
ポ
ン
と
禿

頭







を
叩



い
て
、

『
オ
ヽ
、
濱
島






さ
ん
⁈
　
よ
く
存



じ
て
居



ま
す
よ
、
雇

人







が
一
千
人



も
あ
つ
て
、
支
店





の
數



も
十
の
指
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ホ
ー
、
其



お
宅



で
す
か
、
そ
れ
は
斯

う
行

つ
て
、
あ
ゝ
行

つ
て
。
』
と
口



と
手

眞

似

で
窓



か
ら
首



を
突
出





し
て

『
あ
れ
〳
〵
、
あ
そ
こ
に
見

へ
る
宏
壯





な
三
階



の
家



！
』

天

外







萬
里





の
異
邦





で
は
、
初
對
面








の
人



で
も
、
同



じ
山
河






の
生



れ
と
聞

け
ば
懷



か
し
き
に
、
ま
し
て
昔
馴
染








の
其
人






が
、
現
在






此


地

に
あ
り
と
聞

い
て
は
矢

も
楯



も
堪



ら
な
い
、
私




は

直

ぐ
と
身
仕
度









を
整





へ
て
旅
亭





を
出

た
。

旅
亭





の
禿

頭







に
教



へ
ら
れ
た
樣



に
、
人
馬





の
徃
來





繁


き
街
道






を
西



へ
〳
〵
と
凡



そ
四
五
町





、
唯

あ
る
十
字
街









を
左





へ
曲



つ
て
、
三
軒
目





の
立
派





な
煉
瓦
造








り
の
一

構







、
門



にT.H
am

ashim
a










,

と
記



し
て
あ
る
の
は
此

處

と
案
内






を
乞

ふ
と
、
直

ぐ
見
晴





し
の
よ
い
一
室





に
通



さ
れ
て
、
待

つ
程



も
な
く
靴
音






高


く
入

つ
て
來

た
の
は
ま

さ
し
く
濱
島






！
　
十
年



相


見

ぬ
間

に
彼



に
は
立
派





な
八
字
髯







も
生

へ
、
其



風
采






も
餘
程





變


つ
て
居

る
が
相
變






ら

ず
洒
々

落

々










の
男





『
ヤ
ァ
、
柳
川
君








か
、
こ
れ
は
珍



ら
し
い
、
珍



ら
し
い
。
』
と
下



に
も
置

か
ぬ
待
遇






、

私


は

心


か
ら
※



し
か
つ
た
よ
。
髯



は
生

へ
て
も
友
達






同
士





の
間





は
無
邪
氣









な
も
の
で
、
い
ろ
〳
〵
の
話





の
間





に

は
、
昔





倶


に
山
野





に
獵
暮






し
て
、
※




て

農

家









の
家
鴨





を
射
殺





し
て
、
辛



き
目

に
出

逢

つ
た
話





や
、
春

季

の

大
運
動
會











に
、
彼



と
私




と

は
お
の
〳
〵
級



の
撰

手








と
な
つ
て
、
必
死





に

優

勝

旗











を
爭





つ
た
事



や
、
其



他


さ
ま
／
″
＼
の
懷
舊
談









も
出

て
、
時



の
移



る
の
も
知

ら
な
か
つ
た
が
、
ふ
と
氣

付

く
と
、
當
家





の
模
樣





が

何


と
な
く
忙



が
し
相



で
、
四
邊





の
部

室

で
は
甲
乙






の
語



り
合

ふ
聲



喧



し

く
、
廊
下





を
走



る
人



の
足
音






も
た
ゞ
な

ら
ず
速



い
、
濱
島






は
昔





か
ら
極

く
沈

着







な
人



で
、
何
事






に
も
平
然






と
構



へ
て
居

る
か
ら
夫



と
は
分



ら
ぬ
が
、

今


珈
琲






を
運



ん
で
來

た
小
間
使







の
顏



に
も
其



忙


が
し
さ
が
見

へ
る
の
で
、
若

し
や
、
今

日

は
不

時

の
混
雜
中








で

13



は
あ
る
ま
い
か
と
氣

付

い
た
か
ら
、
私




は

急


に
顏



を
上

げ

『
何



か
お
急



が
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
』
と
問

ひ
か
け
た
。

『
イ
ヤ
、
イ
ヤ
、
决



し
て
御
心
配







な
く
。
』
と
彼



は
此
時






珈
琲






を
一
口






飮

ん
だ
が
、
悠
々






と
鼻
髯





を
捻



り
な
が

ら『
何



ね
、
實



は
旅
立





つ
者



が
あ
る
の
で
。
』

オ
ヤ
、
何
人





が
何

處

へ
と
、
私




が

問

は
ん
と
す
る
よ
り
先



に
彼



は
口



を
開



い
た
。

『
時



に
柳
川
君








、
君



は
當
分






此


港




に
御
滯
在









で
せ
う
ね
え
、
そ
れ
か
ら
、
西
班
牙







の
方



へ
で
も
お
廻



り
で
す
か
、

そ
れ
と
も
、
更



に
歩

を
進



め
て
、
亞

弗

利

加

探
險






と
で
も
お
出

掛

け
で
す
か
。
』

『
ア
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
。
』
と
私




は

頭




を
掻

い
た
。

『
つ
い
昔

話








の
面
白






さ
に
申

遲







れ
た
が
、
實



は
早
急






な
の
で
す
よ
、
今
夜





十
一
時

半


の
※
船





で
日

本

へ
皈



る
一
方






な
ん
で
す
。
』

『
え
い
、
君



も
？
。
』
と
彼



は
眼

を
見

張

つ
て
。

『
矢
張





今
夜





十
一
時

半


出
帆







の
弦
月
丸








で
？
。
』

『
左
樣





、
殘
念






な
が
ら
、
西
班
牙







や
、
亞

弗

利

加

の
方



は
今
度





は
斷
念






し
ま
し
た
。
』
と
、
私




が

キ
ツ
パ
リ
と

答


へ
る
と
、
彼



は
ポ
ン
と
膝



を
叩



い
て

『
や
あ
、
奇
妙





々
々
。
』

何


が
奇
妙





な
の
だ
と
私




の

審




る
顏



を
眺



め
つ
ゝ
、
彼



は
言





を
つ
ゞ
け
た
。
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『
何

ん
と
奇
妙





で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
こ
れ
等

が
天



の
紹

介







と
で
も
云

ふ
も
の
で
せ
う
、
實



は
私




の

妻
子





も
、

今
夜





の
弦
月
丸








で
日
本






へ
皈
國





ま
す
の
で
。
』

『
え
、
君



の
細
君






と
御
子
息









⁈
』
と
私




は

意
外






に
※



ん
だ
。
十
年



も
相



見

ぬ
間





に
、
彼



に
妻
子





の
出

來

た
事



は

何


も
不

思

議

は
な
い
が
、
實



は
今



の
今



ま
で
知

ら
な
ん
だ
、
况



ん
や
其
人






が
今



本
國






へ
皈



る
な
ど
ゝ
は
全





く
寢

耳


に
水



だ
。

濱
島






は
聲



高


く
笑



つ
て

『
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。
君



は
ま
だ
私




の

妻
子





を
御
存





じ
な
か
つ
た
の
で
し
た
ね
。
こ
れ
は
失
敬






々
々
。
』
と
急





は
し

く
呼
鈴






を
鳴

ら
し
て
、
入



來


つ
た
小
間
使







に

『
あ
の
ね
、
奧



さ
ん
に
珍



ら
し
い
お
客

樣







が
…
…
。
』
と
言

つ
た
ま
ゝ
私




の

方


に
向
直






り

『
實



は
斯

う
な
ん
で
す
よ
。
』
と
小
膝





を
進



め
た
。

『
私




が

此


港




へ
貿
易
商
會












を
設

立

た
翌
々
年






の

夏


、
鳥
渡






日
本






へ
皈



り
ま
し
た
。
其
頃






君


は
暹
羅






漫
遊
中









と
承





つ

た
が
、
皈
國
中








、
或



人


の
媒
介






で
、
同

郷







の
松
島
海
軍
大
佐













の
妹





を
妻



に
娶



つ
て
來

た
の
で
す
。
こ

れ
は
既



に
十
年



か
ら
前



の
事



で
、
其
後






に
生



れ
た
兒

も
最
早





八
歳






に
な
り
ま
す
が
、
さ
て
、
私




の

日
頃





の
望





は
、

自
分





は
斯

う
し
て
、
海

外







に
一
商
人









と
し
て
世

に
立

つ
て
居

る
も
の
ゝ
、
小
兒





丈

け
は
ど
う
か
日
本
帝
國










の
干
城





と
な
る
有
爲





な
海
軍
々
人











に
し
て
見

た
い
、
夫



に
つ
け
て
も
、
日
本
人







の
子

は
日
本





の
國
土





で
教
育






し

な
け
れ
ば
從




て

愛
國
心








も
薄



く
な
る
と
は
私




の

深


く
感



ず
る
所





で
、
幸





ひ
妻



の
兄



は
本
國






で
相
當






の
軍
人






で
あ

れ
ば
、
其
人






の
手
許





に
送



つ
て
、
教
育






萬
端






の
世

話

を
頼



ま
う
と
、
餘
程





以
前





か
ら
考





へ
て
居

つ
た
の
で
す
が
、
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ど
う
も
然



る
可

き
機
會






を
得

な
か
つ
た
。
然



る
に
今
月






の
初
旬





、
本
國






か
ら
届



い
た
郵
便






に
よ
る
と
、
妻



の
令

兄

な
る
松
島
海
軍
大
佐













は
、
兼



て
帝
國
軍
艦
高
雄













の
艦

長







で
あ
つ
た
が
、
近
頃






病
氣






の
爲

め
に
待
命
中









の

由


、
勿
論






危
篤





と
い
ふ
程



の
病
氣






で
は
あ
る
ま
い
が
、
妻



も
唯



一
人





の
兄



で
あ
れ
ば
、
能



ふ
事



な
ら
自





ら
見
舞





も
し
、
久





ぶ
り
に
故
山





の
月



を
も
眺



め
た
い
と
の
願
望





、
丁
度






小
兒





の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
然



ら
ば
此



機

會

に

と
い
ふ
の
で
、
二
人





は
今
夜





の
十
一
時

半


の
弦
月
丸








で
出

發







と
い
ふ
事



に
な
つ
た
の
で
す
。
無
論





、
妻



は
大

佐


の
病
氣






次
第





で
早



か
れ
遲



か
れ
歸



つ
て
來

ま
す
が
、
兒

は
永



く
〳
〵
　
　
日
本
帝
國










の
天
晴





れ
軍
人






と
し
て

世

に
立

つ
ま
で
は
、
芙
蓉





の
峯



の
麓





を
去

ら
せ
ぬ
積





で
す
。
』
と
、
語



り
終



つ
て
、
彼



は
靜



か
に
私




の

顏


を
眺



め『
で
、
君



も
今
夜





の
御
出
帆








な
ら
ば
、
船



の
中



で
も
、
日
本






へ
皈



つ
て
後



も
、
何
呉





れ
御
面
倒







を
願



ひ
ま
す
よ

。
』

此


話




で
何
事






も
分
明






に
な
つ
た
。
そ
れ
に
就

け
て
も
濱
島
武
文










は
昔





な
が
ら
壯
快






い
氣
象






だ
、
た
ゞ
一
人





の
兒

を
帝
國






の
軍
人






に
養
成






せ
ん
が
爲

め
に
恩
愛






の
覊





を
斷
切





つ
て
、
本
國






へ
送



つ
て
や
る
と
は
隨
分






思


ひ
切

つ
た

事


だ
。
ま
た
松
島
海
軍
大
佐













の
令
妹






な
る
彼



の
夫
人





に
は
ま
だ
面

會







は
せ
ぬ
が
、
兄
君






の
病
床





を
見

舞

は
ん

が
爲

め
に
、
暫
時





で
も
其



良
君





に
別





を
告

げ
、
幼




き

兒

を
携





へ
て
、
浪
風






荒


き
萬
里





の
旅



に
赴





く
と
は
仲
々






殊


勝




な
る
振
舞






よ
と
、
心





竊


か
に
感
服






す
る
の
で
あ
る
。
更



に
想



ひ
め
ぐ
ら
す
と
此
度






の
事

件

は
、
何



か
ら
何



ま
で
小
説






の
や
う
だ
。
海

外







萬
里





の
地

で
、
ふ
と
し
た
事



か
ら
昔
馴
染








の
朋
友






に
出

逢

つ
た
事



、
そ
れ
か
ら

私


は

此


港




へ
來

た
時



は
、
恰





も
彼



の
夫
人





と
令
息






と
が
此

處

を
出

發







し
や
う
と
い
ふ
時



で
、
申

合







せ
た
で
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も
な
く
、
同



じ
時



に
、
同



じ
船



に
乘

つ
て
、
之



か
ら
數



ヶ
月



の
航
海






を
倶



に
す
る
や
う
な
運
命






に
立
到






つ
た
の

は
、
實



に
濱
島






の
云

ふ
が
如



く
、
之



が
不

思

議

な
る
天



の
紹

介







と
で
も
い
ふ
も
の
で
あ
ら
う
、
斯

う
思



つ
て
、

暫
時





或


想
像






に
耽



つ
て
居

る
時



、
忽





ち
部

室

の
戸

を
靜



か
に
開



い
て
入



來


つ
た
二
個





の
人



が
あ
る
。
言

ふ
迄



も

な
い
、
夫
人





と
其



愛
兒





だ
。
濱
島






は
立

つ
て

『
こ
れ
が
私




の

妻


春
枝





。
』
と
私




に

紹
介






せ
、
更



に
夫
人





に
向



つ
て
、
私




と

彼


と
が
昔





お
な
じ
學



び
の
友



で
あ

つ
た
事



、
私




が

今

回







の
旅
行






の
次
第





、
ま
た
之



か
ら
日
本






ま
で
夫
人
等









と
航
海






を
共



に
す
る
や
う
に
な
つ
た

不

思

議

の
縁





を
言
葉





短




に
語



る
と
、
夫
人





は
『
お
や
。
』
と
言

つ
た
ま
ゝ
い
と
懷



か
し
氣

に
進



み
寄

る
。
年



の

頃


廿
六
七
、
眉



の
麗



は
し
い
口
元






の
優



し
い
丁
度






天
女






の
樣



な
美
人





、
私




は

一
目





見

て
、
此



夫
人





は
其



容
姿





の

如


く
、
心





も
美



は
し
く
、
世

に
も
高
貴





き
婦
人





と
思



つ
た
。

一
通






り
の
挨
拶






終


つ
て
後



、
夫
人





は
愛
兒





を
麾




く

と
、
招



か
れ
て
臆



す
る
色



も
な
く
私




の

膝
許






近


く
進



み
寄

つ

た
少
年






、
年

齡

は
八
歳



、
名

は
日

出

雄

と
呼

ぶ
由



、
清
楚






と
し
た
水
兵






風


の
洋
服






姿




で
、
髮



の
房

々







と
し
た
、

色


の
く﹅
つ﹅
き﹅
り﹅
と
白



い
、
口
元






は
父
君






の
凛



し
き
に
似

、
眼
元





は
母
君






の
清



し
き
を
其
儘






に
、
見

る
か
ら
可

憐


の
少
年






。
私




は

端


な
く
も
、
昨
夜





ロ
ー
マ
府

か
ら
の
※
車





の
中



で
讀

ん
だ
『

小

公

子


















』
と
い
ふ

小
説






中


の
、
あ
の
愛



ら
し
い
〳
〵
小
主
人
公










を
聯
想






し
た
。

日
出
雄
少
年









は
海

外







萬
里





の
地

に
生



れ
て
、
父
母






の
外



に
は
本
國
人








を
見

る
事



も
稀



な
る
事



と
て
、
幼




き

心




に
も
懷



か
し
と
か
、
※



し
と
か
思



つ
た
の
で
あ
ら
う
、
其



清


し
い
眼

で
、
し
げ
〳
〵
と
私




の

顏


を
見

上

げ
て
居

つ
た
が
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『
お
や
、
叔

父

さ
ん
は
日
本
人








！
。
』
と
言

つ
た
。

『
私




は

日
本
人








で
す
よ
、
日

出

雄

さ
ん
と
同



じ
お
國



の
人



で
す
よ
。
』
と
私




は

抱


き
寄

せ
て

『
日

出

雄

さ
ん
は
日
本
人








が
好

き
な
の
、
日
本






の
お
國



を
愛



し
ま
す
か
。
』
と
問

ふ
と
少
年






は
元
氣





よ
く

『
あ
、
私




は

日
本






が
大
好





き
な
ん
で
す
よ
、
日
本






へ
皈



り
た
く
つ
て
な
り
ま
せ
ん
の
、
で
ね
え
、
毎
日






〳
〵
日

の
丸



の
旗



を
立

て
ゝ
、
街



で
戰
爭
事








を
し
ま
す
の
、
爾

し
て
ね
え
、
日

の
丸



の
旗



は
強



い
の
で
す
よ
、
何

時

で

も
勝

つ
て
ば
つ
か
り
居

ま
す
の
。
』

『
お
ゝ
、
左

樣

で
せ
う
と
も
〳
〵
。
』
と
私




は

餘


り
の
可
愛





さ
に
少
年






を
頭
上






高


く
差

し
上

げ
て
、
大
日
本
帝










國


萬
歳






と
※



ぶ
と
、
少
年






も
私




の

頭




の
上



で
萬
歳
々
々









と
小
躍






を
す
る
。
濱
島






は
浩
然






大
笑






し
た
、
春
枝
夫
人








は
眼

を
細



う
し
て

『
あ
ら
、
日

出

雄

は
、
ま
、
ど
ん
な
に
※



し
い
ん
で
せ
う
。
』
と
言

つ
て
、
紅




の

ハ
ン
カ
チ
ー
フ
に
笑
顏





を
蔽

ふ
た
。

　
　
　
　
第
二
回
　
魔

の
日

魔

の
刻



　
　
　
　
　
送
別
會
　
　
老
女
亞
尼






　
　
ウ
ル
ピ
ノ
山
の
聖
人
　
　
十
月
の
祟
の
日
　
　
黄
金
と
眞
珠
　
　
月

　
　
　
　
　
夜
の
出
港

　
そ
れ
か
ら
談
話





に
は
ま
た
一
段






の
花



が
咲

い
て
、
日
永





の
五
月





の
空



も
い
つ
か
夕
陽





が
斜





に
射

す
や
う
に
あ

つ
た
の
で
、
私




は

一
先





づ
暇

乞







せ
ん
と
折



を
見

て
『
い
づ
れ
今
夜





弦
月
丸








に
て
　
　
。
』
と
立

ち
か
け
る
と
、
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濱
島






は
周
章





て
押
止






め

『
ま
、
ま
、
お
待

ち
な
さ
い
、
お
待

ち
な
さ
い
、
今



か
ら
旅
亭





へ
皈



つ
た
と
て
何



に
な
り
ま
す
。
久





ぶ
り
の
面



會




な
る
を
今

日

は
足

る
程



語


つ
て
今
夜





の
御
出
發








も
是

非

に
私




の

家


よ
り
。
』
と
夫
人





と
も
／
″
＼
切





に
勸



め
る
の
で
、
元

來







無
遠
慮
勝









の
私




は

、
然

ら
ば
御
意





の
儘



に
と
、
旅
亭





の
手
荷
物









は
當
家





の
馬
丁






を
取

り
に

使


は
し
、
此

處

か
ら
三
人





打
揃






つ
て
出

發







す
る
事



に
な
つ
た
。

い
ろ
〳
〵
の
厚



き
待
遇






を
受

け
た
後



、
夜



の
八
時

頃


に
な
る
と
、
當
家





の
番
頭






手
代





を
は
じ
め
下

婢

下
僕





に
至



る
ま
で
、
一
同






が
集





つ
て
送
別






の
催




を

す
る
相



で
、
私




も

招


か
れ
て
其



席


へ
連



な
つ
た
。
春
枝
夫
人








は
世

に
す

ぐ
れ
て
慈

愛

に
富

め
る
人



、
日
出
雄
少
年









は
彼
等





の
間





に
此

上

な
く
愛



重




せ
ら
れ
て
居

つ
た
の
で
、
誰



と
て
袂

別


を
惜



ま
ぬ
も
の
は
な
い
、
然



し
主
人






の
濱
島






は
東
洋






の
豪
傑






風


で
、
泣

く
事



な
ど
は
大

厭







の
性

質

で
あ
る

か
ら
一
同






は
其



心




を
酌

ん
で
、
表
面





に
涙





を
流



す
者



な
ど
は
一
人





も
無

か
つ
た
。
イ
ヤ
、
茲



に
只



一
人






特
別






に

私


の

眼

に
止





つ
た
者



が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
席



の
末
座





に
列





つ
て
居

つ
た
一
個





の
年
老






た
る
伊
太
利









の
婦
人





で
、

此


女




は
日
出
雄
少
年









の
保

姆

に
と
、
久



し
き
以
前





に
、
遠



き
田
舍





か
ら
雇
入






れ
た
女





の
相



で
、
背

の
低



い
、
白



髮





の
、
極

く
正

直







相


な
老
女






で
あ
る
が
、
前



の
程



よ
り
愁

然







と
頭





を
埀

れ
て
、
丁
度






死

出

の
旅
路





に
行

く
人



を
送



る
か
の
如



く
、
頻



り
に
涙





を
流



し
て
居

る
。

私



は

何

故

と
も
な
く
異
樣





に
感



じ
た
。

『
オ
ヤ
、
亞
尼






が
ま
た
詰



ら
ぬ
事



を
考





へ
て
泣

い
て
居

り
ま
す
よ
。
』
と
、
春
枝
夫
人








は
良
人





の
顏



を
眺



め
た
。

頓


て
、
此



集
會





も
終



る
と
、
十
時

間
近





で
、
い
よ
〳
〵
弦
月
丸








へ
乘
船






の
時
刻





と
は
な
つ
た
の
で
、
濱
島






の
一
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家
族






と
、
私




と

は
同



じ
馬
車





で
、
多





の
人



に
見
送





ら
れ
な
が
ら
波

止

塲

に
來



り
、
其
邊






の
或



茶
亭






に
休
憇






し
た
、

此

處

で
彼
等





の
間





に
は
、
そ
れ
〳
〵
袂
別





の
言





も
あ
ら
う
と
思



つ
た
の
で
、
私




は

氣
轉





よ
く
一
人





離


れ
て
波
打






際


へ
と
歩



み
出

し
た
。

此
時






に
ふ
と
心
付






く
と
、
何
者






か
私




の

後




に
こ
そ
〳
〵
と
尾
行





し
て
來

る
樣
子





、
オ
ヤ
變



だ
と
振
返






る
、
途
端





に
其



影


は
轉



ぶ
が
如



く
私




の

足
許






へ
走



り
寄

つ
た
。
見

る
と
、
こ
は
先
刻






送
別






の
席



で
、
只



一
人





で
泣

い
て
居

つ
た
亞
尼






と
呼

べ
る
老
女






で
あ
つ
た
。

『
お
や
、
お
前



は
。
』
と
私




は

歩
行





を
止

め
る
と
、
老
女






は
今



も
猶

ほ
泣

き
な
が
ら

『
賓
人






よ
、
お
願



ひ
で
厶



り
ま
す
。
』
と
兩
手






を
合



せ
て
私




を

仰


ぎ
見

た
。

『
お
前



は
亞
尼






と
か
云

つ
た
ね
え
、
何



の
用



か
ね
。
』
と
私




は

靜


か
に
問

ふ
た
。
老
女






は
虫



の
や
う
な
聲



で

『
賓
人






よ
。
』
と
暫
時





私



の

顏


を
眺



め
て
居

つ
た
が

『
あ
の
、
妾




の

奧
樣






と
日
出
雄
樣











と
は
今
夜





の
弦
月
丸








で
、
貴
方





と
御
同
道







に
日
本






へ
御
出
發








に
な
る
相



で
す

が
、
そ
れ
を
御
延

べ
に
な
る
事



は
出

來

ま
す
ま
い
か
。
』
と
恐



る
〳
〵
口



を
開



い
た
の
で
あ
る
。
ハ
テ
、
妙



な

事


を
言

ふ
女





だ
と
私




は

眉


を
顰



め
た
が
、
よ
く
見

る
と
、
老
女






は
、
何
事






に
か
痛



く
心





を
惱



ま
し
て
居

る
樣
子





な
の
で
、
私




は

逆


ら
は
な
い

『
左

樣

さ
ね
え
、
も
う
延

ば
す
事



は
出

來

ま
い
よ
。
』
と
輕



く
言

つ
て

『
然



し
、
お
前



は
何

故

其
樣





に
嘆



く
の
か
ね
。
』
と
言
葉





や
さ
し
く
問

ひ
か
け
る
と
、
此



一
言






に
老
女






は
少



し

く
顏



を
擡



げ
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『
實



に
賓
人






よ
、
私




は

こ
れ
程



悲


し
い
事



は
あ
り
ま
せ
ん
。
は
じ
め
て
奧
樣






や
日
出
雄
樣











が
、
日
本





へ
お
皈



り

に
な
る
と
承





つ

た
時



は
本
當






に
魂
消





え
ま
し
た
よ
、
然



し
そ
れ
は
致

方







も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
其
後






よ
く
承





る

と
、
御
出
帆








の
時
日





は
時



も
あ
ら
う
に
、
今
夜





の
十
一
時

半


…
…
。
』
と
い
ひ
か
け
て
唇




を

ふ
る
は
し

『
あ
の
、
あ
の
、
今
夜





十
一
時

半


に
御
出
帆








に
な
つ
て
は
　
　
。
』

『
何



、
今
夜





の
※
船





で
出

發







す
る
と
如

何

し
た
の
だ
。
』
と
私




は

眼




を
※



つ
た
。
亞
尼






は
胸



の
鏡





に
手

を
當

て
ゝ

『
私




は

神
樣






に
誓



つ
て
申



し
ま
す
よ
、
貴
方





は
ま
だ
御
存





じ
は
あ
り
ま
す
ま
い
が
、
大
變






な
事



が
あ
り
ま
す
。

此
事






は
旦
那
樣







に
も
奧
樣






に
も
毎
度






か
申
上






げ
て
、
何
卒





今
夜





の
御
出
帆








丈

け
は
御
見
合









せ
下



さ
い
と
御
願





ひ

申


し
た
の
で
す
が
、
御
兩
方









共


た
ゞ
笑



つ
て
「
亞
尼






や
其
樣





に
心
配






す
る
に
は
及



ば
な
い
よ
。
」
と
仰



せ
あ
る

ば
か
り
、
少



し
も
御

聽

許

に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
け
れ
ど
賓
人






よ
、
私




は

よ
く
存



じ
て
居

り
ま
す
、
今
夜





の

弦
月
丸








と
か
で
御
出
發








に
な
つ
て
は
、
奧
樣






も
、
日
出
雄
樣











も
、
决



し
て
御

無

事

で
は
濟

み
ま
せ
ん
よ
。
』

『
無

事

で
濟

ま
ん
と
は
　
　
。
』
と
私




は

思


は
ず
釣
込





ま
れ
た
。

『
は
い
、
决



し
て
御

無

事

に
は
濟

み
ま
せ
ん
。
』
と
、
亞
尼






は
眞

面

目

に
な
つ
た
、
私




の

顏


を
頼
母





し
氣

に
見

上

げ
て

『
私




は

貴
方





を
信



じ
ま
す
よ
、
貴
方





は
决



し
て
お
笑



ひ
に
な
り
ま
す
ま
い
ね
え
。
』
と
前
置






を
し
て
斯

う
言

つ

た
。

『
ウ
ル
ピ
ノ
山



の
聖
人





の
仰




つ

た
樣



に
、
昔





か
ら
色
々






の
口

碑







の
あ
る
中



で
、
船
旅






程


時

日

を
選



ば
ね
ば
な
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ら
ぬ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
、
凶
日






に
旅
立





つ
た
人



は
屹
度





災
難






に
出

逢

ひ
ま
す
よ
。
こ
れ
は
本
當






で
す
、
現



に

私


の

一
人





の
悴





も
、
七
八
年



以
前





の
事



、
私




が

切


に
止

め
る
の
も
聽

か
で
、
十
月





の
祟





の
日

に
家
出





を
し
た
ば

か
り
に
、
終



に
世

に
恐



ろ
し
い
海
蛇






に
捕

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私




に

は
よ
く
分



つ
て
居

ま
す
よ
。
奧
樣






と

て
日
出
雄
樣











と
て
今
夜





御
出
帆








に
な
つ
た
ら
决



し
て
御

無

事

で
は
濟

み
ま
せ
ん
、
は
い
、
其



理

由

は
、
今

日

は

五
月





の
十
六
日



で
魔

の
日

で
せ
う
、
爾

し
て
、
今
夜





の
十
一
時

半


と
い
ふ
は
、
何

ん
と
恐



ろ
し
い
で
は
御

座

い

ま
せ
ん
か
、
魔

の
刻
限






で
す
も
の
。
』

私



は

聽

き
な
が
ら
プ
ツ
と
吹

き
出

す
處





で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
老
女






は
少



し
も
構



は
ず

『
賓
人






よ
、
笑



ひ
事



で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
魔

の
日

魔

の
刻



と
い
ふ
の
は
、
一
年
中









で
も
一
番






に
不
吉





な
時



な

の
で
す
、
他



の
日

の
澤
山






あ
る
の
に
、
此



日

、
此



刻
限






に
御
出
帆








に
な
る
と
い
ふ
の
は
何

ん
の
因
果






で
せ
う
、

私


は

考




へ
る
と
居

て
も
立

つ
て
も
居

ら
れ
ま
せ
ぬ
。
其
上






、
私




は

懇
意





の
船
乘






さ
ん
に
聞

い
て
見

ま
す
と
、
今

度


の
航
海






に
は
、
弦
月
丸








に
澤
山






の
黄
金






と
眞
珠






と
が
積
入





れ
て
あ
り
ま
す
相



な
、
黄
金






と
眞
珠






と
が
波



の
荒



い
海

上







で
集





る
と
、
屹
度





恐


ろ
し
い
祟





を
致



し
ま
す
。
あ
ゝ
、
不
吉





の
上



に
も
不
吉





。
賓
人






よ
、
私




の

心




の

千
分






の
一



で
も
お
察



し
に
な
つ
た
ら
、
ど
う
か
奧
樣






と
日
出
雄
樣











を
助



け
る
と
思



つ
て
、
今
夜





の
御
出
帆








を
お

延

べ
下



さ
い
。
』
と
拜



ま
ぬ
ば
か
り
に
手

を
合



せ
た
。
聽

い
て
見

る
と
イ
ヤ
ハ
ヤ
無

※

な
話





！
　
西
洋






で
も
い

ろ
〳
〵
と
縁
起





を
語



る
人



は
あ
る
が
、
此



老
女






の
や
う
な
の
は
ま
ア
珍



ら
し
か
ら
う
。
私




は

大
笑






ひ
に
笑



つ
て

や
ら
う
と
考





へ
た
が
、
待

て
よ
、
た
と
へ
迷
信






で
も
、
其



主
人






の
身

の
上



を
慮



ふ
こ
と
斯

く
ま
で
深



く
、
か
く

も
眞

面

目

で
居

る
者



を
、
無

下

に
嘲

笑

す
で
も
あ
る
ま
い
と
氣

付

い
た
の
で
、
込

み
上

げ
て
來

る
可
笑





さ
を
無
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理

に
怺



え
て

『
亞
尼






！
。
』
と
一
聲






呼

び
か
け
た
。

『
亞
尼






！
　
お
前



の
言

ふ
事



は
よ
く
分



つ
た
よ
、
其



忠
實






な
る
心





を
ば
御
主
人
樣









も
奧
樣






も
ど
ん
な
に
か
お
悦





び
だ
ら
う
、
け
れ
ど
　
　
。
』
と
彼
女






の
顏



を
眺



め

『
け
れ
ど
お
前



の
言

ふ
事



は
、
み
ん
な
昔





の
話





で
、
今



で
は
魔

の
日

も
祟





の
日

も
無

く
な
つ
た
よ
。
』

『
あ
ゝ
、
貴
方





も
矢
張





お
笑



ひ
な
さ
る
の
で
す
か
。
』
と
亞
尼






は
い
と
情





な
き
顏



に
眼





を
閉

ぢ
た
。

『
い
や
、
决



し
て
笑



ふ
の
で
は
な
い
が
、
其
事






は
心
配






す
る
に
は
及



ば
ぬ
よ
、
奧
樣






も
日
出
雄
少
年









も
、
私





が

生
命





に
か
け
て
保

護

し
て
上

げ
る
。
』
と
言

つ
た
が
、
亞
尼






は
殆



ん
ど
絶
望






極




り
な
き
顏



で

『
あ
ゝ
、
も
う
無

益

だ
よ
〳
〵
。
』
と
す
ゝ
り
泣

き
し
な
が
ら
、
む﹅
つ﹅
く﹅
と
立
上






り

『
神
樣






、
佛

樣







、
奧
樣






と
日
出
雄
樣











の
御
身





を
お
助



け
下



さ
い
。
』
と
叫



ん
だ
儘



、
狂
氣






の
如



く
に
走



り
去

つ
た
。

丁
度






此
時






、
休
憩
所








で
は
乘
船






の
仕
度





も
整





つ
た
と
見

へ
、
濱
島






の
頻



り
に
私




を

呼

ぶ
聲



が
聽



え
た
。

　
　
　
　
第
三
回
　
怪





の
船



　
　
　
　
　
銅
鑼
の
響
　
　
ビ
ー
ル
樽
の
船
長
　
　
白
色
の
檣
燈
　
　
古
風
な
英
國
人
　
　
海
賊
島
の
奇
聞
　

　
　
　
　
　
　
海
蛇
丸

　
春
枝
夫
人








と
、
日
出
雄
少
年









と
、
私




と

が
、
多





の
身
送
人








に
袂
別





を
告

げ
て
、
波

止

塲

か
ら
凖
備





の
小
蒸
※
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船


で
、
遙



か
の
沖
合






に
停
泊






し
て
居

る
弦
月
丸








に
乘
組





ん
だ
の
は
其



夜

十
時

※

ぎ
三
十
分



。
濱
島
武
文










と
、
他



に
三
人





の
人



は
本
船






ま
で
見
送





つ
て
來

た
。

此


弦
月
丸








と
い
ふ
の
は
、
伊
太
利









の
東
方
※
船
會
社














の
持
船






で
、
噸
數






六
千
四
百
。
二
本



の
煙
筒






に
四
本



檣




の

頗

る

巨
大






な
船



で
あ
る
、
此
度






支

那

及


び
日
本






の
各
港






へ
向



つ
て
の
航
海






に
は
、
夥




し

き
鐵
材






と
、
黄
金






眞
珠






等


少


な
か
ら
ざ
る
貴
重
品








を
搭
載






し
て
居

る
相



で
、
其



船
脚






も
餘
程





深


く
沈



ん
で
見

え
た
。

弦
月
丸








の
舷
梯






へ
達



す
る
と
、
私

共








の
乘
船







の
事



は
既



に
乘

客








名
簿





で
分



つ
て
居

つ
た
の
で
、
船
丁





は
走



つ
て
來

て
、
急





は
し
く
荷
物





を
運



ぶ
や
ら
、
接
待
員








は
恭




し

く
帽



を
脱



し
て
、
甲
板






に
混
雜






せ
る
夥
多





の
人



を

押
分






る
や
ら
し
て
、
吾
等





は
導





か
れ
て
船



の
中
部






に
近



き
一
等



船
室






に
入

つ
た
。
ど
の
※
船





で
も
左

樣

だ
が
、

同


じ
等
級






の
船
室






の
中



で
も
、
中
部






の
船
室






は
最





も
多



く
人



の
望



む
所





で
あ
る
。
何

故

か
と
言

へ
ば
航
海
中









船


の
動
搖






を
感



ず
る
事



が
比
較
的







に
少



な
い
爲



で
、
此



室


を
占

領







す
る
爲



に
は
虎
鬚






の
獨
逸
人







や
、
羅
馬








風


の
鼻



の
高



い
佛
蘭
西
人
等










に
隨
分






競
爭
者









が
澤
山






あ
つ
た
が
、
幸




に

も
ネ
ー
プ
ル
ス
市

中




で
「
富
貴





な

る
日
本
人








。
」
と
盛
名






隆
々






た
る
濱
島
武
文










の
特
別






な
る
盡

力







が
あ
つ
た
の
で
、
吾
等





は
遂



に
此



最

上







の

船
室






を
占

領







す
る
事



に
な
つ
た
。
加



ふ
る
に
春
枝
夫
人








、
日
出
雄
少
年









の
部

室

と
私




の

部

室

と
は
直

ぐ
隣
合






つ
て
居

つ
た
の
で
萬
事





に
就

い
て
都
合





が
宜

か
ら
う
と
思



は
る
ゝ
。

私



は

元

來







膝
栗
毛
的









の
旅
行






で
あ
る
か
ら
、
何



も
面
倒






は
な
い
、
手
提
革
包








一
個





を
船
室






の
中



へ
投
込





ん
だ

ま
ゝ
直

ぐ
春
枝
夫
人
等









の
船
室






へ
訪



づ
れ
た
。
此
時






夫
人





は
少
年






を
膝



に
上

せ
て
、
其



良
君





や
他



の
三
人





を
相

手


に
談
話





を
し
て
居

つ
た
が
、
私




の

姿




を
見

る
よ
り
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『
お
や
、
も
う
お
片
附






に
な
り
ま
し
た
の
。
』
と
い
つ
て
嬋
娟






た
る
姿





は
急



ぎ
立

ち
迎



へ
た
。

『
な
あ
に
、
柳
川
君








に
は
片
附





け
る
や
う
な
荷
物





も
な
い
の
さ
。
』
と
濱
島






は
聲



高


く
笑



つ
て
『
さ
あ
。
』
と

す
ゝ
め
た
倚

子

に
よ
つ
て
、
私




も

此


仲
間





入


。
最
早





袂
別





の
時
刻





も
迫



つ
て
來

た
の
で
、
い
ろ
〳
〵
の
談
話





は

そ
れ
か
ら
そ
れ
と
盡

く
る
間

も
無

か
つ
た
が
、
兎
角





す
る
程



に
、
ガ
ラ
ン
、
ガ
ラ
、
ガ
ラ
ン
、
ガ
ラ
、
と
船






中

に
布

れ
廻



る
銅

鑼

の
響





が
囂




し

く
聽



え
た
。

『
あ
ら
、
あ
ら
、
あ
の
音



は
　
　
。
』
と
日
出
雄
少
年









は
眼

を
ま
ん
丸



に
し
て
母
君






の
優



し
き
顏



を
仰



ぐ
と
、

春
枝
夫
人








は
默
然






と
し
て
、
其



良
君





を
見

る
。
濱
島
武
文










は
靜



か
に
立
上






つ
て

『
も
う
、
袂
別






の
時
刻





に
な
つ
た
よ
。
』
と
他

の
三
人





を
顧
見






た
。

す
べ
て
、
海

上







の
規
則





で
は
、
船



の
出
港







の
十
分



乃
至





十
五
分



前


に
、
船
中






を
布

れ
廻



る
銅

鑼

の
響





の
聽



ゆ

る
と
共



に
本
船






を
立
去





ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
で
、
濱
島






は
此
時






最
早





此


船


を
去

ら
ん
と
て
私




の

手

を
握



り
て
袂
別





の
言
葉





厚


く
、
夫
人





に
も
二
言






三
言





云

つ
た
後



、
そ
の
愛
兒





を
ば
右

手

に
抱



き
寄

せ
て
、
其



房

々







と
し
た
頭
髮






を
撫

で
な
が
ら

『
日

出

雄

や
、
汝





と
父



と
は
、
之



か
ら
長
時






の
間





別


れ
る
の
だ
が
、
汝





は
兼

々







父


の
言

ふ
や
う
に
、
世

に
俊



れ
た
人



と
な
つ
て
　
　
有
爲





な
海
軍
士
官










と
な
つ
て
、
日
本
帝
國










の
干
城





と
な
る
志





を
忘



れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

よ
。
』
と
言

ひ
終



つ
て
、
少
年






が
默



つ
て
點
頭





く
の
を
笑

ま
し
氣

に
打

ち
見

や
り
つ
ゝ
、
他

の
三
人





を
促





し
て

船
室






を
出

た
。

先
刻






は
見
送





ら
れ
た
吾
等





は
今



は
彼
等





を
此



船


よ
り
送



り
出



さ
ん
と
、
私




は

右

手

に
少
年






を
導





き
、
流
石





に
悄
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然


た
る
春
枝
夫
人








を
扶



け
て
甲
板






に
出

る
と
、
今
宵





は
陰
暦






十
三
夜

、
深
碧






の
空



に
は
一
片



の
雲



も
な
く
、
月



は
浩
々






と
冴

え
渡



り
て
、
加



ふ
る
に
遙



か
の
沖



に
停
泊






し
て
居

る
三
四
艘



の
某



國


軍
艦






か
ら
は
、
始
終






探
海
電









燈


を
も
つ
て
海
面






を
照



し
て
居

る
の
で
、
其



明



な

る
事



は
白
晝





を
欺





く
ば
か
り
で
、
波



の
ま
に
〳
〵
浮
沈






ん
で

居

る
浮

標

の
形





さ
へ
い
と
明




に

見

え
る
程



だ
。

濱
島






は
船



の
舷
梯






ま
で
到



つ
た
時



、
今



一
度

此
方





を
振
返






つ
て
、
夫
人





と
そ
の
愛
兒





と
の
顏



を
打
眺






め
た
が
、

何


か
心





に
か
ゝ
る
事



の
あ
る
が
如



く
私




に

瞳




を
轉



じ
て

『
柳
川
君








、
然

ら
ば
之



に
て
お
別



れ
申



す
が
、
春
枝





と
日

出

雄

の
事



は
何
分






に
も
　
　
。
』
と
彼



は
日
頃





の
豪



壯


な
る
性
質






に
は
似

合

は
ぬ
迄



、
氣
遣





は
し
氣

に
、
恰





も
何
者






か
空
中







に
力

強







き
腕



の
あ
り
て
、
彼



を
此



塲

に
捕



へ
居

る
が
如



く
い
と
ゞ
立
去





り
兼

ね
て
見

へ
た
。
之



が
俗



に
謂

ふ
虫



の
知

ら
せ
と
で
も
い
ふ
も
の
で
あ
ら

う
か
と
、
後



に
思



ひ
當



つ
た
が
、
此
時






は
た
ゞ
離
別





の
情





さ
こ
そ
と
思



ひ
遣

る
ば
か
り
で
、
私




は

打
點
頭







き

『
濱
島
君








よ
、
心

豐







か
に
い
よ
〳
〵
榮



え
玉



へ
、
君



が
夫
人





と
愛
兒





の
御
身





は
、
此



柳
川






の
生
命





に
か
け
て

も
守
護





し
ま
い
ら
す
べ
し
。
』
と
答



へ
る
と
彼



は
莞
爾





と
打
笑





み
、
こ
も
／
″
＼
三
人







と
握
手






し
て
、
其
儘






舷


梯


を
降



り
、
先
刻






か
ら
待
受





け
て
居

つ
た
小
蒸
※
船









に
身

を
移



す
と
、
小
蒸
※
船









は
忽





ち
波



を
蹴

立

て
ゝ
、
波

止

塲

の
方



へ
と
歸



つ
て
行

く
、
其



仇
浪






の
立
騷






ぐ
邊





海
鳥






二
三
羽

夢


に
鳴

い
て
、
う
た
ゝ
旅
客






の
膓




を

斷

つ
ば

か
り
、
日
出
雄
少
年









は
無
邪
氣









で
あ
る

『
あ
ら
、
父
君







は
單
獨





で
何

處

へ
い
ら
つ
し
や
つ
た
の
、
も
う
お
皈



り
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
か
。
』
と
母
君






の
纎
手



に
依

り
す
が
る
と
春
枝
夫
人








は
凛



し
と
は
い
ひ
、
女

心








の
そ
ゞ
ろ
に
哀





を
催





し
て
、
愁

然







と
見
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送


る
良
人





の
行
方






、
月



は
白
晝





の
や
う
に
明




だ

が
、
小
蒸
※
船









の
形





は
次
第
々
々











に
朧





に
な
つ
て
、
殘



る
煙





の

み
ぞ
長



き
名
殘





を
留



め
た
。

『
夫
人






、
す
こ
し
、
甲
板





の
上



で
も
逍
遙





し
て
見

ま
せ
う
か
。
』
と
私




は

二
人





を
誘





つ
た
。
か
く
氣

の
沈



ん
で

居

る
時



に
は
、
賑



は
し
き
光

景







に
て
も
眺



め
な
ば
、
幾
分






か
心





を
慰





む
る
因





と
も
な
ら
ん
と
考





へ
た
の
で
、

私


は

兩
人





を
引
連





れ
て
、
此
時






一
番



に
賑



は
し
く
見

え
た
船
首






の
方



へ
歩

を
移



し
た
。

最
早





、
出
港







の
時
刻





も
迫



つ
て
居

る
事



と
て
、
此
邊






は
仲
々






の
混
雜






で
あ
つ
た
。
輕



き
服
裝






せ
る
船
丁
等









は
宙



に
な
つ
て
驅

け
め
ぐ
り
、
逞



ま
し
き
骨
格






せ
る
夥
多





の
船
員
等







は
自

己

が
持
塲





〳
〵
に
列



を
作



り
て
、
後
部





の

舷
梯






は
既



に
引
揚





げ
ら
れ
た
り
。
今



し
も
船
首
甲
板










に
於

け
る
一
等
運
轉
手













の
指

揮

の
下



に
、
は
や
一
團



の
水

夫
等





は
捲
揚
機









の
周
圍






に
走

せ
集





つ
て
、
次



の
一
令



と
共



に
錨
鎖





を
卷
揚





げ
ん
身
構






。
船
橋






の
上



に
は
ビ
ー
ル

樽


の
や
う
に
肥
滿





し
た
船

長







が
、
赤



き
頬
髯






を
捻



り
つ
ゝ
傲
然






と
四
方



を
睥
睨






し
て
居

る
。
私




は

三
々
五






々


群


を
な
し
て
、
其

處

此

處

に
立

つ
て
居

る
、
顏

色

の
際
立





つ
て
白



い
白
耳
義
人








や
、
「
コ
ス
メ
チ
ツ
ク
」

で
鼻

髯

を
劍



の
や
う
に
塗

り
固



め
た
佛
蘭
西









の
若
紳
士







や
、
あ
ま
り
に
酒



を
飮

ん
で
酒



の
た
め
に
鼻



の
赤



く
な

つ
た
獨
逸





の
陸
軍
士
官










や
、
其
他






美
人





の
標
本






と
も
い
ふ
可

き
伊
太
利









の
女
俳
優









や
、
色



の
無
暗





に
黒



い
印

度


邊


の
大
富
豪








の
船
客
等








の
間





に
立

交







つ
て
、
此



目

醒

ま
し
き
光

景







を
見
廻





し
つ
ゝ
、
春
枝
夫
人








と
く
さ

／
″
＼
の
物

語







を
し
て
居

つ
た
が
、
此
時






不

意

に
だ
、
實



に
不

意

に
私




の

背
部





で
、
『
や
、
や
、
や
、
し
ま

つ
た
ゾ
。
』
と
一
度





に
※



ぶ
水
夫





の
聲



、
同
時





に
物



あ
り
、
甲
板






に
落

ち
て
微
塵





に
碎



け
た
物
音






の
し
た
の
で
、

私



は

急


ぎ
振
返






つ
て
見

る
と
、
其

處

で
は
今



し
も
、
二
三
の
水
夫





が
滑

車







を
も
つ
て
前

檣







高


く
掲



げ
ん
と

27



し
た
一
個





の
白
色
燈









　
　
そ
れ
は
船



が
航
海
中









、
安
全






進
航






の
表

章








と
な
る
べ
き
球

形







の
檣

燈







が
、

何


か
の
機
會





で
糸



の
縁



を
離



れ
て
、
檣

上








二
十
呎




ば

か
り
の
所





か
ら
流
星






の
如



く
落
下





し
て
、
あ
は
や
と
言

ふ
間

に
船

長







が
立

て
る
船
橋






に
衝



つ
て
、
燈



は
微
塵





に
碎



け
、
燈

光







は
パ
ツ
と
消

え
る
、
船

長







驚




い
て

身

を
躱



す
拍
子





に
足



踏
滑






ら
し
て
、
船
橋






の
階
段






を
二
三
段



眞

逆








に
落

ち
た
。
水
夫





共


は
『
あ
ツ
』
と
ば
か

り
顏



の
色



を
變



た
。
船

長







は
周

章

て
ゝ
起
上






つ
た
が
、
怒

氣

滿
面






、
け
れ
ど
自

己

が
醜

態







に
怒



る
事



も
出

來

ず
、
ビ
ー
ル
樽



の
や
う
な
腹



に
手

を
當

て
ゝ
、
物
凄






い
眼





に
水
夫





共


を
睨



み
付

け
る
と
、
此
時






私



の

傍



に

は

鬚


の
長



い
、
頭





の
禿



た
、
如

何

に
も
古
風





ら
し
い
一
個





の
英
國
人








が
立

つ
て
居

つ
た
が
、
此



活
劇






を
見

る
よ
り
、

ぶ﹅
る﹅
ぶ﹅
る﹅
と
身
慄






し
て

『
あ
ゝ
、
あ
ゝ
、
縁
起





で
も
な
い
、
南
無
阿
彌
陀
佛















！
　
此



船


に
惡
魔





が
魅





て
居

な
け
れ
ば
よ
い
が
。
』
と
呟





い
た
。

え
い
。
ま
た
御
幣





擔


ぎ
！
　
今

日

は
何

ん
と
い
ふ
日

だ
ら
う
。

勿
論






、
此
樣





事


に
は
何



も
深



い
仔
細





の
あ
ら
う
筈



は
な
い
。
つ
ま
り
偶
然






の
出
來
事









に
は
相
違





な
い
の
だ
が
、

私


は

何


と
な
く
異
樣





に
感



じ
た
よ
。
誰



で
も
左

樣

だ
が
、
戰
爭





の
首
途





と
か
、
旅

行

の
首
途





に
少



し
で
も
變



な

事


が
あ
れ
ば
、
多
少





氣

に
懸

け
ず
に
は
居

ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
特



に
我



弦
月
丸








は
今



や
萬
里





の
波
濤





を
志




し

て
、

音


に
名
高





き
地
中
海








、
紅
海






、
印
度
洋
等









の
難
所






に
進



み
入

ら
ん
と
す
る
其



首
途





に
、
※
船





が
安
全






航
行






の
表

章


と
な
る
べ
き
白
色
檣
燈












が
微
塵





に
碎



け
て
、
其



燈
光






は
消

え
、
同
時





に
、
此



船


の
主

長







と
も
い
ふ
べ
き

船

長







が
船
橋






よ
り
墮
落






し
て
、
心





の
不
快






を
抱



き
、
顏



に
憤
怒





の
相



を
現



は
し
た
な
ど
、
或



意

味

か
ら
い
ふ
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と
、
何



か
此



弦
月
丸








に
禍




の

起


る
其



前
兆






で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
ど
う
も
好

い
心
持





は
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

無
論





此

樣

な
妄
想






は
、
平
生





な
ら
ば
苦

も
な
く
打
消





さ
れ
る
の
だ
が
、
今

日

は
先
刻






か
ら
亞
尼






が
、
魔

の
日

だ

の
魔

の
刻



だ
の
と
言

つ
た
言
葉





や
、
濱
島






が
日
頃





に
似

ぬ
氣
遣





は
し
氣

な
り
し
樣
子





ま
で
が
、
一
時





に
心





に
浮



ん
で
來

て
、
非
常






に
變



な
心
地





が
し
た
の
で
、
寧



ろ
此



塲

を
立
去





ら
ん
と
、
春
枝
夫
人








を
見

返

へ
る
と
、
夫
人





も
今



の
有
樣






と
古
風





な
る
英
國
人








の
獨

言







に
は
幾
分






か
不
快






を
感



じ
た
と
見

へ

『
あ
の
艫



の
方



へ
で
も
い
ら
つ
し
や
い
ま
せ
ん
か
。
』
と
私




を

促




し
つ
ゝ
蓮
歩





を
彼
方





へ
移



し
た
。

頓


て
船
尾





の
方



へ
來

て
見

る
と
、
此

處

は
人
影






も
稀



で
、
既



に
洗

淨







を
終



つ
て
、
幾
分






の
水
氣





を
帶

び
て
居

る
甲
板






の
上



に
は
、
月



の
色





も
一
段






と
冴
渡






つ
て
居

る
。

『
矢
張





靜


か
な
所





が
宜

う
厶



い
ま
す
ね
え
。
』
と
春
枝
夫
人








は
此
時






淋


し
き
笑



を
浮



べ
て
、
日
出
雄
少
年









と
共



に
ず
つ
と
船
端






へ
行

つ
て
、
鐵
欄





に
凭



れ
て
遙



か
な
る
埠
頭





の
方



を
眺



め
つ
ゝ

『
日

出

雄

や
、
あ
の
向



ふ
に
見

え
る
高



い
山



を
覺



え
て
お
い
で
か
え
。
』
と
住
馴





れ
し
子
ー
プ
ル
ス
市

街

の
東



南


に
聳



ゆ
る
山



を
指





す
と
、
日
出
雄
少
年









は

『
モ
リ
ス
山



で
せ
う
、
私




は

よ
つ
く
覺



え
て
居

ま
す
よ
。
』
と
パ
ツ
チ
リ
と
し
た
眼

で
母
君






の
顏



を
見

上

げ
た
。

『
お
ゝ
、
そ
れ
な
ら
、
あ
の
電
氣
燈







が
澤
山






に
輝





い
て
、
大



き
な
煙
筒







が
五
本



も
六
本



も
並



ん
で
居

る
處





は
　

　
。
』

『
サ
ン
ガ
ロ
ー
街



　
　
お
つ
か
さ
ん
、
私




の

家


も
彼
處





に
あ
る
ん
で
す
ね
え
。
』
と
少
年






は
兩
手






を
鐵
欄





の
上



に
載

せ
て
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『
父
君







は
も
う
家



へ
お
皈



り
に
な
つ
た
で
せ
う
か
。
』

『
お
ゝ
、
お
皈



り
に
な
り
ま
し
た
と
も
、
そ
し
て
今
頃






は
、
あ
の
保
姆





や
、
番
頭






の
ス
ミ
ス
さ
ん
な
ん
か
に
、

お
前



が
温
順





し
く
お
船



に
乘

つ
て
居

る
事



を
話



し
て
い
ら
つ
し
や
る
で
せ
う
。
』
と
言
葉





や
さ
し
く
愛
兒





の
房



々




せ
る
頭
髮






に
玉



の
や
う
な
る
頬



を
す
り
寄

せ
て
、
餘
念





も
な
く
物
語






る
、
こ
れ
が
夫
人





の
爲

め
に
は
、
唯



一


の
慰




で

あ
ら
う
。
か
ゝ
る
優



し
き
振
舞






を
妨





ぐ
る
は
、
心





な
き
業



と
思



つ
た
か
ら
、
私




は

態


と
其

處

へ
は
行

か
ず
、
少



し
離



れ
て
た
ゞ
一
人





安
樂
倚
子









の
上



へ
身

を
横





へ
て
、
四

方

の
風
景





を
見
渡





す
と
、
今
宵





は
月



明




か

な
れ
ば
、
さ
し
も
に
廣



き
ネ
ー
プ
ル
ス
灣



も
眼
界






到


ら
ぬ
隈



は
な
く
、
お
ぼ
ろ
〳
〵
に
見

ゆ
る
イ
ス
チ
ヤ
の
岬





に
は

廻
轉
燈
明
臺













の
見

え
つ
、
隱



れ
つ
、
天



に
聳



ゆ
る
モ
リ
ス
山



の
頂




に

は
ま
だ
殘





の
雪



の
眞
白





な
る
に
、

月


の
光





の
き
ら
〳
〵
と
反
射






し
て
居

る
な
ど
得

も
言

は
れ
ず
、
港
内






は
電
燈






の
光





煌

々







た
る
波

止

塲

の
附
近





か
ら
ず
つ
と
此
方





ま
で
、
金
龍






走


る
波



の
上



に
は
、
船
艦






浮


ぶ
事



幾
百
艘









、
出

る
船



、
入

る
船



は
前

檣







に

白
燈






、
右
舷





に
緑

燈







、
左
舷





に
紅
燈






の
海
上
法









を
守



り
、
停

泊

ま
れ
る
船



は
大
鳥






の
波
上






に
眠



る
に
似

て
、

丁
度






夢


に
で
も
あ
り
相



な
景
色





！
　
私




は

此

樣

な
風
景






は
今
迄






に
幾

回







と
も
な
く
眺



め
た
が
、
今
宵





は
わ
け

て
趣
味





あ
る
樣



に
覺



え
た
の
で
眼





も
放



た
ず
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
と
眺



め
て
行

く
内



、
ふ
と
眼

に
止



つ
た
一
つ
の

有
樣






　
　
そ
れ
は
此

處

か
ら
五
百
米
突






ば
か
り
の
距
離





に
停
泊






し
て
居

る
一
艘



の
蒸
※
船








で
、
今



某


國


軍
艦






か

ら
の
探
海
燈








は
其
邊






を
隈



な
く
照



し
て
居

る
の
で
、
其



甲
板






の
裝
置





な
ど
も
手

に
取

る
や
う
に
見

え
る
、
此



船


噸
數






一
千
噸



位




、
船
體






は
黒

色







に
塗

ら
れ
て
、
二
本





煙
筒






に
二
本





檣




、
軍
艦






で
な
い
事



は
分



つ
て
居

る
が
、

商

船







か
、
郵
便
船








か
、
或





は
他

に
何
等





か
の
目
的






を
有



し
て
居

る
船



か
夫



は
分



ら
な
い
。
勿
論






、
外

形







に
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現

れ

て
も
何



も
審





し
い
點



は
な
い
が
、
少



し
く
私




の

眼

に
異
樣





に
覺



え
た
の
は
、
總



噸
數






一
千
噸



位




に
し
て
は

其


構
造






の
餘



り
に
堅
固





ら
し
い
の
と
、
ま
た
其



甲
板






の
下

部

に
は
數
門





の
大
砲
等








の
搭
載







て
居

る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
、
其



船
脚






は
尋

常







な
ら
ず
深



く
沈



ん
で
見

え
る
。
今



や
其



二
本





の
烟
筒






か
ら
盛



ん
に
黒
煙






を
吐

い
て

居

る
の
は
既



に
出
港







の
時
刻





に
達



し
た
の
で
あ
ら
う
、
見

る
〳
〵
船
首






の
錨





は
卷
揚





げ
ら
れ
て
、
徐
々






と
し
て

進
航






を
始



め
た
。
私




は

何
氣





な
く
衣

袋







を
探



つ
て
、
双
眼
鏡









を
取
出






し
、
度

を
合



せ
て
猶

ほ
よ
く
其



甲
板






の
工
合





を
見

や
う
と
す
る
、
丁
度






此
時






先
方





の
船



で
も
、
一
個





の
船
員






ら
し
い
男





が
、
船
橋






の
上



か
ら
一
心






に

双
眼
鏡









を
我

が
船



に
向

け
て
居

つ
た
が
、
不

思

議

だ
、
私




の

視
線





と
彼
方





の
視
線





と
が
端



な
く
も
衝

突







す

る
と
、
忽





ち
彼
男





は
双
眼
鏡









を
か
な
ぐ
り
捨

て
ゝ
、
乾

顏








に
横



を
向

い
た
。
其



擧
動






の
あ
ま
り
に
奇
怪






な
の

で
私




は

思


は
ず
小
首





を
傾





け
た
が
、
此
時






何
故






と
も
知

れ
ず
偶
然






に
も
胸



に
浮



ん
で
來

た
一



つ
の
物

語







が
あ

る
。
そ
れ
は
忘



れ
も
せ
ぬ
去
年






の
秋



の
事



で
、
私




が

米
國






か
ら
歐
羅
巴







へ
渡



る
航
海
中








で
、
ふ
と
一
人





の
英
國






の
老
水
夫







と
懇
意





に
な
つ
た
。
其



老
水
夫







が
い
ろ
〳
〵
の
興
味





あ
る
話





の
中



で
、
最





も
深



く
私




の

心




に
刻



ま
れ

て
居

る
の
は
、
世

に
一
番






に
恐



ろ
し
い
航
路





は
印
度
洋







だ
と
う
ふ
物

語







、
亞
弗
利
加
洲













の
東

方








、
マ
ダ
カ

ッ
ス
ル
島



か
ら
も
餘
程





離


れ
て
、
世

の
人



は
夢



に
も
知

ら
な
い
海
賊
島








と
い
ふ
の
が
あ
る
相



だ
、
無
論





世

界

地

圖


に
は
見

る
事



の
出

來

ぬ
孤
島





で
あ
る
が
、
其

處

に
は
獰
猛






鬼
神





を
欺





く
數

百







の
海
賊






が
一
團
體








を
な
し
て
、

迅
速






堅
固





な
る
七
艘



の
海
賊
船








を
浮



べ
て
、
絶

え
ず
其
邊






の
航
路





を
徘

徊







し
、
時



に
は
遠



く
大
西
洋








の
沿
岸






ま
で
も
船



を
乘
出





し
て
、
非
常






に
貴
重






な
貨
物






を
搭
載






し
た
船



と
見

る
と
、
忽





ち
之



を
撃
沈






し
て
、
惡



む
可

き

慾


を
逞



ま
し
う
し
て
居

る
と
の
話





。
而

し
て
歐
米






の
海
員






仲
間





で
は
、
此
事






を
知

ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
如

何

に
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せ
ん
、
此



海
賊






團
體






の
狡

猾







な
る
事



は
言
語





に
絶

え
て
、
其



來


る
や
風



の
如



く
、
其



去

る
も
亦

た
風



の
如



く
。

海
賊






共


は
如

何

に
し
て
探
知





す
る
も
の
か
は
知

ら
ぬ
が
其



覬


ひ
定



め
る
船



は
、
常



に
第



一
等



の
貴
重






貨
物






を
搭



載


し
て
居

る
船



に
限



る
代



り
に
、
滅
多





に
其



形




を
現



は
さ
ぬ
爲



と
、
今



一
つ
に
は
此



海
賊






輩


は
何

時

の
頃



よ
り

か
、
利

を
も
つ
て
歐
洲






の
某



強

國







と
結
托






し
て
、
年
々






五
千
萬
弗






に
近



い
賄
賂





を
納



め
て
居

る
爲



に
、
却



つ

て
隱
然






た
る
保

護

を
受

け
、
折



ふ
し
其



船


が
貿
易
港








に
停
泊






す
る
塲
合





に
は
立
派





な
國
籍






を
有



す
る
船



と
し
て
、

其


甲
板






に
は
該



強

國







の
商
船
旗








を
飜




し

て
、
傍
若
無
人










に
振
舞





つ
て
居

る
由



、
實



に
怪

し
か
ら
ぬ
話





で
あ
る
。

私



は

今


、
二
本





煙
筒






二
本





檣




の
不

思

議

な
る
船



を
見

て
、
神
經






の
作
用





か
は
知

ら
ぬ
が
ふ
と
思



ひ
浮



ん
だ
此



話




、

若

し
か
の
老
水
夫







の
言



が
眞
實





な
ら
ば
、
此

樣

な
船



で
は
あ
る
ま
い
か
、
其



海
賊
船








と
い
ふ
の
は
、
兎

に
角



氣

味

の
惡



い
事



だ
と
思



つ
て
居

る
内



に
、
怪





の
船



は
だ
ん
〳
〵
と
速

力







を
増

し
て
、
我



弦
月
丸








の
左
方





を
掠



め

る
や
う
に
※
去





と
認



め
た
の
は
其



船
尾





に
記



さ
れ
て
あ
つ
た
「
海
蛇
丸







」
の
三
字

、
「
海
蛇
丸







」
と
は
た
し
か

に
か
の
船



の
名

稱







で
あ
る
。
見

る
〳
〵
内



に
波



を
蹴

立

て
ゝ
、
蒼

渺







の
彼
方





に
消

え
去



た
。

『
あ
ゝ
、
妙



だ
〳
〵
、
今

日

は
何

故

此
樣





に
不

思

議

な
事



が
續



く
の
だ
ら
う
。
』
と
私




は

思


は
ず
叫



ん
だ
。

『
お
や
、
貴
方





如

何

か
な
す
つ
て
。
』
と
春
枝
夫
人








は
日
出
雄
少
年









と
共



に
驚





い
て
振
向





い
た
。

『
夫
人





！
』
と
私




は

口


を
切

つ
た
が
、
待

て
よ
、
今



の
塲
合





に
此

樣

な
話





　
　
寧



ろ
私




一

個
人







の
想
像






に
※

ぎ

な
い
事



を
輕

々







し
く
語



つ
て
、
此



美


は
し
き
人



の
、
優



し
き
心





を
痛



め
る
で
も
あ
る
ま
い
、
と
心
付






い
た
の

で『
い
や
、
何



で
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
あ
は
ゝ
ゝ
ゝ
。
』
と
態



と
聲



高


く
笑



つ
た
。
丁
度






此
時






、
甲
板






に
は
十
一
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時

半


を
報



ず
る
七
點

鐘







が
響



い
て
、
同
時





に
ボ
ー
、
ボ
ー
、
ボ
ー
ツ
と
恰





も
獅

子

の
吼

ゆ
る
や
う
な
※
笛





の

響

、

そ
れ
は
出
港







の
相
圖





で
、
吾
等





の
運
命






を
托



す
る
弦
月
丸








は
、
遂



に
徐
々







と
し
て
進
航






を
は
じ
め
た
。

　
　
　
　
第
四
回
　
反

古

の
新
聞






　
　
　
　
　
葉
卷
烟
草








　
　
櫻
木
海
軍
大
佐
の
行
衞
　
　
大
帆
走
船
と
三
十
七
名
の
水
夫
　
　
奇
妙
な
新
體
詩

　
　
　
　
　
　
　
秘
密
の
大
發
明
　
　
二
點
鐘
カ
ヽ
ン
々
々

　
灣
口






を
出

づ
る
ま
で
、
私




は

春
枝
夫
人








と
日
出
雄
少
年









と
を
相
手





に
甲
板
上









に
佇





ん
で
、
四

方

の
景
色





を

眺


め
て
居

つ
た
が
、
其
内






に
ネ
ー
プ
ル
ス
港



の
燈
光






も
微



か
に
な
り
、
夜
寒





の
風



の
身

に
染

む
や
う
に
覺



え
た

の
で
、
遂



に
甲
板






を
降



つ
た
。

夫
人





と
少
年






と
を
其



船
室






に
送



つ
て
、
明
朝






を
契



つ
て
自
分





の
船

室

に
歸



つ
た
時



、
八
點
鐘









の
號

鐘







は
い

と
澄
渡






つ
て
甲
板






に
聽



え
た
。

『
お
や
、
も
う
十
二
時

！
』
と
私




は

獨
語





し
た
。
既



に
夜



深


く
、
加



ふ
る
に
當
夜





は
浪



穩



に

し
て
、
船



に
些




の

動
搖





も
な
け
れ
ば
、
船

客







の
多
數






は
既



に
安



き
夢



に
入

つ
た
の
で
あ
ら
う
、
た
ゞ
蒸
※
機
關










の
響





の
か
ま
び

す
し
き
と
、
折
々






當
番






の
船
員






が
靴
音






高


く
甲
板






に
往
來






す
る
の
が
聽



ゆ
る
の
み
で
あ
る
。

私



は

衣
服





を
更





め
て
寢
臺





に
横




つ

た
が
、
何

故

か
少



し
も
眠



ら
れ
な
か
つ
た
。
船
室






の
中

央







に
吊



し
て
あ
る

球

燈







の
光





は
煌

々







と
輝





い
て
居

る
が
、
ど
う
も
其
邊






に
何



か
魔
性





で
も
居

る
や
う
で
、
空
氣





は
頭





を
壓



へ

る
や
う
に
重



く
、
實



に
寢
苦





し
か
つ
た
。
諸
君






も
御
經
驗







で
あ
ら
う
が
此

樣

な
時



に
は
と
て
も
眠



ら
れ
る
も
の
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で
は
な
い
、
氣

を
焦





て
ば
焦





つ
程



眼




は
冴

え
て
胸



に
は
さ
ま
／
″
＼
の
妄
想






が
往
來






す
る
。

私



は

思


ひ
切

つ
て
再





び
起
上






つ
た
。

喫

烟

室











へ
行

く
も
面
倒






な
り
、
少



し
船



の
規
則





の
違
反





で
は
あ
る
が
、

此

室

で
葉

卷







で
も
燻



ら
さ
う
と
思



つ
て
洋
服






の
衣

袋







を
探



り
て
見

た
が
一
本



も
無

い
、
不

圖

思


ひ
出

し
た

の
は
先
刻






ネ
ー
プ
ル
ス
港



を
出

發







の
み
ぎ
り
、
濱
島






の
贈



つ
て
呉

れ
た
數



あ
る
贈

物







の
中



、
四
角



な
新
聞






包

は

、
若

し
や
煙
草





の
箱



で
は
あ
る
ま
い
か
と
考





へ
た
の
で
、
急



ぎ
開



い
て
見

る
と
果
然






最

上







の
葉
卷





！
　

『
し
め
た
り
。
』
と
火

を
點



じ
て
、
ス
パ
ス
パ
や
り
な
が
ら
餘
念





も
な
く
其
邊






を
見
廻





し
て
居

る
内



、
見

る
と

今


葉
卷





の
箱



の
包



ん
で
あ
つ
た
新
聞
紙







。

『
オ
ヤ
、
日
本






の
新
聞






だ
よ
。
』
と
私




は

思


は
ず
取
上





げ
た
。

本
國






を
出

で
ゝ
か
ら
二
年
間






、
旅



か
ら
旅



へ
と
遍
歴






し
て
歩



く
身

は
、
折
々






日
本






の
公
使
館








や
領
事
館









で
、

本
國






の
珍



ら
し
き
事

件

を
耳



に
す
る
外



は
、
日
本






の
新
聞






な
ど
を
見

る
事



は
極



め
て
稀



で
あ
る
か
ら
、
私




は

實


に
懷



か
し
く
感



じ
た
。
急



ぎ
皺



を
延



し
て
見

る
と
、
こ
れ
は
既



に
一
年



半


も
前



の
東
京






の
某



新
聞






で
あ
つ
た
。

一
年



半


も
前



と
い
へ
ば
私




が

ま
だ
亞

米

利

加

の
大
陸






に
滯
在






し
て
居

つ
た
時
分





の
事



で
、
隨
分






古


い
新
聞






で
は

あ
る
が
、
古



く
つ
て
も
何

ん
で
も
よ
い
、
故
郷






懷


か
し
と
思



ふ
一
念



に
、
眼

も
放



た
ず
讀

ん
で
ゆ
く
内



、
忽





ち

眼

に
着

い
た
一
段



の
記

事

が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
本
紙





第


二
面



の
左

の
如



き
雜
報






で
あ
つ
た
。

◎
櫻

木

豫

備

海

軍

大

佐

の

行

衞

＝

＝

讀

者

は
記
臆





せ
ら
る
可

し
、
先
年






一
種



の
強

力








な
る
爆
發
藥








を
發
明






し
、

つ
ゞ
い
て
浮
標
水
雷









、

花
環
榴
彈
等













二
三
の
軍
器





に
有
功






な
る
改

良







を
施





し
た
る
を
以



て
、
海
軍
部
内









に

其
人






あ
り
と
知

ら
れ
た
る
豫
備
海
軍
大
佐
櫻
木
重
雄
氏



















は
一
昨
年






英
國






に
遊



び
歸
朝





以
來





深


く
企





つ
る
所





あ
り
、
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驚




く
可

き
軍
事
上








の
大
發
明








を
な
し
て
、
我
國
々

防

上













に
貢
獻






す
る
處





あ
ら
ん
と
、
兼



て
工
夫





慘
憺






の
由



仄




に
耳



に
せ
し
が
、
此
度






い
よ
〳
〵
機

熟




し
け
ん
、
或





は
他

に
慮





る

處




あ
り
て
に
や
、
本
月






初
旬







横
濱






の

某


商
船
會
社












よ
り
浪



の
江
丸





と
い
へ
る
一
大



帆
走
船







を
購





ひ
、
密



か
に
糧

食








、
石
炭






、
氣
發
油







、
※
卷
蝋








附
近





に
て
日
本






の
國
旗





を
掲



げ
し
一
大



帆
走
船







を
認



め
し
由



に
て
、
其



船


の
形
状
等









恰




も
大
佐





の
帆
走
船







に

似

寄

り
た
る
處





あ
れ
ば
、
氏

は
其



航
路





を
取

り
て
支
那
海









を
※

ぎ
印
度
洋







の
方
面






に
進



み
し
に
あ
ら
ず
や
と
の

疑


あ

り
、
元



よ
り
氏

が
今

回







の
企
圖






は
秘
中





の
秘

事

に
し
て
、
到
底






測
知





し
得

可

き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
兎

に
も
角



に
も
非
凡





の
智
能





と
遠
大






の
目
的






と
を
有



す
る
氏

の
事



な
れ
ば
、
何

時

意
外






の
方
面






よ
り
意
外






の
大
功






績


を
齎



ら
し
て
再





び
吾
人





の
眼
前






に
現



は
れ
來



る
や
も
知

る
可

か
ら
ず
、
刮

目







し
て
待

つ
可

き
な
り
。
＝
＝

　
云
々






。

何
等





の
關

係







は
な
く
と
も
、
斯

か
る
記

事

を
讀

ん
だ
人



は
多
少





心




を
動



か
す
で
あ
ら
う
。
殊



に
私




は

櫻
木
海







軍
大
佐








と
は
面
識






の
間

柄







で
、
數
年





前


の
事



、
私




が

ま
だ
今

回







の
漫
遊






に
上



ら
ぬ
以
前





、
あ
る
夏



、
北
海






道
旅
行








を
企





て
た
時



、
横
濱






か
ら
凾
館






へ
赴





く
※
船





の
中



で
、
圖



ら
ず
も
大
佐





と
對
面






し
た
事



が
あ
る
。
其
頃






大
佐





は
年
輩






三
十
二
三
、
威
風





凛
々






た
る
快
男
子








で
、
其



眼

光







の
烱
々






た
る
と
、
其



音
聲






の
朗
々






た
る
と
は
、

如

何

に
も
有
爲





の
氣
象






と
果
斷






の
性
質






に
富

ん
で
居

る
か
を
想



は
し
め
た
。
其
人






今


や
新
聞






の
題
目






と
な
つ
て

世
人






の
審





る
旅
路





に
志




し

た
と
い
ふ
、
其



行
先






は
何
地





で
あ
ら
う
、
其



目
的






は
何



で
あ
ら
う
。
軍
事
上








の
大
發






明


　
　
一
大



帆
走
船







　
　
三
十
七
名



の
水
兵






　
　
化
學
用








藥
品






、
是
等





か
ら
思



ひ
合



せ
る
と
朧





な
が
ら
も
想
像






の
出

來

ぬ
事



は
な
い
。
今



や
世
界





の
各
國






は
互





に
兵



を
練

り
武

を
磨



き
、
特



に
海
軍
力









に
は
全

力







を
盡



し
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て
英
佛
露
獨









、
我



劣


ら
じ
と
權
勢






を
爭





つ
て
居

る
、
而



し
て
目
今






其


權

力







爭
議





の
中
心
點









は
多



く
東
洋






の

天
地





で
、
支

那

の
如



き
朝
鮮






の
如



き
は
絶

え
ず
其



侵
害






を
蒙





り
つ
ゝ
あ
る
、
此
時






に
當



つ
て
、
東
洋






の
覇
國





と

も
い
ふ
可

き
我



大
日
本
帝
國












は
其



負

ふ
處





實


に
重



く
一
方



東
洋






の
平
和





を
保



た
ん
が
爲

め
、
他
方





少




く
と
も
我



國


の
威
信





を
存



せ
ん
が
爲

め
に
は
非
常






の
决
心






と
實

力







と
を
要



す
る
の
で
あ
る
。
然



る
も
我
國






の
財
源






に
は

限

あ

り
、
兵
船






の
増
加





に
も
限
度





あ
り
、
國



を
思



ふ
の
士

は
日
夜





此
事






に
憂
慮






し
、
絶

え
ず
此
點






に
向



つ
て
策



を
講



じ
て
居

る
。
櫻
木
海
軍
大
佐













は
元

來







愛
國






慷
慨






の
人



、
甞



て
北
海






の
※
船





で
面

會







し
た
時



も
、
談
話





爰


に
及



ん
だ
時



、
彼



は
ふ
と
衣

袋







の
底



を
探



つ
て
、
昨
夜





旅
亭






の
徒
然







に
作



つ
た
の
だ
と
言

つ
て
、
一
篇



の

不

思

議

な
新
體
詩







を
示



さ
れ
た
。
猛



き
武
人






の
風
流






の
道



は
、
ま
た
格
別






に
可

笑

し
い
で
は
な
い
か
。

其


詩

は
斯

う
だ
。

　
月



高


く
、
風



は
寢



れ
る
印
度
洋







。
　
鏡





の
如



き
海



の
面



に
。

　
　
俄





に
起



る
水



け
ぶ
り
。
　
鯨
※






は
吼

え
、
龍





跳


る
※

　　
見

よ
、
巨

浪

は
怒



り
て
天



を
※

き
。
　
黒
雲






低


く
海



に
埀

る
。

　
　
閃





く
は
電




か

、
轟





く
は
雷




か

。
　
砲
火






閃
々






、
砲
聲






殷
々






。

　
見

よ
、
硝
煙






の
裡



を
ぬ
け
。
　
月



の
光





を
耻

ぢ
顏



に
。

　
　
波
濤





を
蹴

り
て
數

百







の
。
　
艨

艟







旗


を
捲

き
て
北

ぐ
。

　
逃



る
ゝ
鯨
※






、
追

ひ
行

く
飛
龍





！
。
　
飛
龍





は
勇



み
鯨
※






は
。
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青
息






な
ら
ぬ
黒
烟






を
。
　
吐

き
て
影



を
ば
隱



し
け
り
。

　　
か
の
鯨
※






ぞ
、
天



の
涯



。
　
は
た
地

の
角



に
至



る
迄



。

　
　
凡



そ
波
濤





の
打

つ
と
こ
ろ
。
　
凡



そ
珍
寳






の
在

る
と
こ
ろ
。

　
山



な
す
浪



を
船



と
な
し
。
　
千
里





の
風



を
帆

と
な
し
て
。

　
　
跳
梁
跋
扈










厭

き
足

ら
ぬ
。
　
か
の
歐
洲






の
聯
合
艦
隊










※

　　
飛
龍





は
何



ぞ
、
東
洋






の
。
　
鎖
鑰





を
握



る
日

出







の
。

　
　
光





を
海



に
輝





か
す
。
　
其



名

も
高



き
日
本
艦
隊










※

　　
そ
れ
日
本






は
東
洋






の
。
　
飛
龍





に
似

た
る
一
小
邦








。

　
　
そ
れ
歐
洲






は
、
鯨



よ
り
も
。
　
は
た
※



よ
り
も
最



猛


き
。

　
　
　
　
　
　
宇
内





を
睥

睨

む
。
　
一
大






洲


。

　　
い
ぶ
か
し
や
。

　
　
大



は
破



れ
て
、
小



は
勝

つ
。
　
何
故






ぞ
⁈
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聽

け
。
　
敗

將







の
言

ふ
と
こ
ろ
。

　
　
彼

れ
艦
橋






に
昇



り
行

き
。
　
星



を
仰



ぎ
て
嘆



ず
ら
く
。

　
　
　
我



に
百

萬







の
巨
艦






あ
り
。
　
雲
霞





の
如



き
將
士






あ
り
。

　
　
　
　
砲



あ
り
。
　
劔



あ
り
。
　
火
藥






あ
り
。

　
何



ぞ
恐



れ
む
日
本
海
軍










。
　
秋



の
木

の
葉

の
散

る
如



く
。

　
　
海
屑





と
な
さ
ん
勢




に

。
　
進



む
や
、
英



、
佛



、
獨



、
露

艦


。

　　
思



ひ
き
や
。
　
　
日
本






に
不

思

議

の
魔
力






あ
り
。

　
　
こ
れ
。
　

俄

砲










か
。
　
あ
ら
ず
。

　
　
シ
エ
ル
ブ
ル
の
水
雷
艇








か
。
　
あ
ら
ず
。

　
未



だ
見

ず
。
　
未



だ
聞

か
ざ
る
大
軍
器







※

　
　
風



の
ご
と
く
來



り
。
　
風



の
ご
と
く
去

り
。

　
鯱





の
魚
群






を
追

ふ
如



く
。
　
エ
レ
キ
の
物



を
打

つ
ご
と
く
。

　
　
見

よ
、
我



艦
隊






を
粉
韲






く
、
　
電
光
石
火











の
大
魔
力








※

　　
あ
ゝ
、
　
恐



る
べ
し
。
　
恐



る
べ
し
。

　
　
龍



は
眠



れ
る
日
本
海








。
　
黒
雲






飛

べ
る
東
洋






の
。
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空



を
劈





く
日

の
光





。
　
海



に
潜



め
る
大
軍
器







※

と
言

ふ
樣



な
文
句





で
、
隨
分






奇
妙





な
、
恐



ら
く
は
新
派





先
生






一
派





か
ら
税
金






を
徴

收

に
來

さ
う
な
詩

で
は
あ
つ

た
が
、
月



明



に

、
風



清


き
※
船





の
甲
板






に
て
、
大
佐





軍
刀






の
柄



を
後
部





に
廻



し
、
其



朗
々






た
る
音
聲






に
て
、
誦





じ
來



り
誦





し
去

つ
た
時



に
は
、
私




は

思


は
ず
快

哉







を
※



ん
だ
よ
。
勿
論






、
其
時






は
別



に
心





に
も
留

め
な
か
つ

た
が
、
今



に
な
つ
て
初



め
て
そ
れ
と
思



ひ
當



る
節



の
無

い
で
も
な
い
。

何


は
兎

も
あ
れ
此



反

古

新
聞






の
記

事

に
よ
る
と
、
櫻
木
海
軍
大
佐













が
此



秘
密





な
る
旅
行






を
企





て
た
の
は
既



に
一

年


半


も
以
前





の
事



で
、
前



に
も
い
ふ
通



り
私




が

ま
だ
亞

米

利

加

の
大
陸






を
漫
遊






し
て
居

つ
た
時
分





の
事



で
、
其



後


、
私




は

絶

え
ず
旅



か
ら
旅



へ
と
遍
歴






し
て
居

つ
た
の
で
、
此



珍
聞






を
知

つ
た
の
も
今



が
初





て
で
あ
る
が
、
あ

ゝ
、
大
佐





は
其
後






如

何

に
し
た
で
あ
ら
う
、
遂



に
其



目
的






を
達



し
て
再





び
日
本






へ
歸



つ
た
で
あ
ら
う
か
。
櫻
木





海
軍
大
佐










は
其



性
質






か
ら
い
つ
て
も
、
か
ゝ
る
擧
動






に
出

で
た
の
は
大





に
期

す
る
所





が
あ
つ
た
に
相
違





な
い
。

爾

し
て
か
れ
は
一
度

企




て
た
事



は
其



目
的






を
達



す
る
ま
で
は
止

ま
ぬ
人



で
あ
る
か
ら
、
大
佐





が
再





び
此
世





に
現



は
れ
て
來

る
時



に
は
必





ず
絶
大






の
功
績






を
齎



ら
し
て
來

る
事



は
疑




も

な
い
、
さ
れ
ば
櫻
木
大
佐









が
再





び
日
本






へ

皈


つ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
其



勳
功






は
日
月






よ
り
も
明





か
に
輝





き
て
、
如

何

に
私




が

旅


か
ら
旅



へ
と
經
廻





つ
て
居

る
に
し
て
も
其



風
聞






の
耳



に
達



せ
ぬ
事



は
あ
る
ま
い
、
然



る
に
今
日






ま
で
幾
度






か
各
國
市
府








の
日
本
公
使
館












や

領
事
館









を
訪



づ
れ
た
が
、
一
度

も
そ
れ
と
覺



し
き
消
息






を
耳



に
せ
ぬ
の
は
、
大
佐





は
其



行
衞





を
晦



ま
し
た
ま
ゝ

未

だ
世

に
現



は
れ
て
來

ぬ
何



よ
り
の
證
據






。
あ
ゝ
、
大
佐





は
其
後





何
處





に
如

何

し
て
居

る
だ
ら
う
と
考





へ
る
と
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ま
た
種

々







の
想
像






も
沸

い
て
來

る
。

此
時






第


二
點

鐘







カ
ン
、
カ
ン
と
鳴

る
。
（
船
中
の
號
鐘
は
一
點
鐘
よ
り
八
點
鐘
ま
で
四
時
間
交
代
な
り
）

『
お
や
、
と
う
〳
〵
一
時

に
な
つ
た
。
』
と
私




は

欠
伸





し
た
。
何

時

ま
で
考





へ
て
居

つ
た
と
て
際
限






の
な
い
事



、

且

つ
は
此
樣





に
夜

を
更

か
す
の
は
衞
生
上









に
も
極



め
て
愼





む
可

き
事



と
思



つ
た
の
で
私




は

現


に
想
像






の
材






料

と
な
つ
て
居

る
古
新
聞








を
ば
押
丸






め
て
部

室

の
片
隅






へ
押
遣





り
、
強

い
て
寢
臺





に
横




つ

た
。
初





の
間





は
矢

張


頭




が
妙



で
、
先
刻






と
同



じ
樣



に
い
ろ
〳
〵
の
妄
想






が
消

し
て
も
消

し
て
も
胸



に
浮



ん
で
來

て
、
魔

の
日

魔

の

刻


　
　
亞
尼






の
顏



　
　
微
塵





に
碎



け
た
白
色
檣
燈










　

　
怪





の
船



　
　
双
眼
鏡









な
ど
が
更



る
〳
〵
夢



ま
ぼ
ろ
し

と
腦

中







に
ち
ら
つ
い
て
來

た
が
、
何

時

か
晝

間

の
疲
勞





に
二
時

の
號

鐘







を
聽

か
ぬ
内



に
有

耶

無

耶

の
夢



に

落

ち
た
。

　
　
　
　
第
五
回
　
「
ピ
ア
ノ
」
と
拳
鬪






　
　
　
　
　
船
中
の
音
樂
會
　
　
鵞
鳥
聲
の
婦
人
　
　
春
枝
夫
人
の
名
譽
　
　
甲
板
の
競
走
　
　
相
撲
　
　
私

　
　
　
　
　
の
大
閉
口
　
　
曲
馬
師
の
虎

　
翌
朝






、
銅

鑼

の
鳴

る
音

に
驚





き
目

醒

め
た
の
は
八
時

三
十
分



で
、
海

上







の
旭
光





は
舷
窓






を
透



し
て
鮮
明






に

室
内






を
照



し
て
居

つ
た
。
船

中







八
時

三
十
分



の
銅

鑼

は
通

常







朝
食






の
報
知





で
あ
る
。

『
や
、
寢

※

ぎ
た
ぞ
。
』
と
急



ぎ
飛
起





き
、
衣
服





を
更





め
、
櫛

髮







を
終



つ
て
、
急

足







に
食

堂







へ
出

て
見

る
と
、
壯
麗






な
る
食

卓







の
正

面







に
は
船



の
規
則





と
し
て
例



の
ビ
ー
ル
樽



船

長







は
威

儀

を
正



し
て
着

席
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し
、
そ
れ
よ
り
左
右





の
兩

側







に
、
英



、
佛



、
獨



、
露

、
白



、
伊
等





各
國






の
上

等







船

客







は
何



れ
も
美



し

き
服
裝






し
て
着

席







せ
る
其
中






に
交



つ
て
、
美



は
し
き
春
枝
夫
人








と
可
憐





の
日
出
雄
少
年









と
の
姿





も
見

え
た
。

少
年






は
私




を

見

る
よ
り
い
と
懷



か
し
氣

に
倚

子

か
ら
立

つ
て
『
お
は
よ
う
。
』
と
ば
か
り
可
愛





ら
し
き
頭





を
垂

れ
た
。
『
好
朝






。
』
と
私




も

輕


く
會
釋






し
て
其



傍



に

進


み
寄

り
、
何



と
な
く
物
淋






し
氣

に
見

え
た
春
枝
夫
人








に

眼

を

轉


じ

『
夫
人






、
昨
夜





は
御
安
眠







に
な
り
ま
し
た
か
。
』
と
問

ふ
と
、
夫
人





は
微



か
な
笑



を
浮



べ

『
イ
エ
、
此



兒

は
よ
く
眠



り
ま
し
た
が
、
私




は

船


に
馴

れ
ま
せ
ん
の
で
。
』
と
答



ふ
。
さ
も
あ
り
ぬ
べ
し
、
雪



を
欺





く
頬



の
邊



、
幾
分






の
蒼
色





を
帶

び
た
る
は
、
た
し
か
に
睡
眠





の
足

ら
ぬ
事



を
證





し
て
居

る
。
船

中







朝


の

食
事






は
「
ス
ー
プ
」
の
他



冷
肉






、
「
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
」
、
「
カ
フ
ヒ
ー
」
そ
れ
に
香
料





の
入

つ
た
美
麗





し
き
菓

子


、
其
他






「
パ
イ
ン
ア
ツ
プ
ル
」
等



極


め
て
淡
泊






な
食
事






で
、
そ
れ
が
濟

む
と
、
日
出
雄
少
年









は
何



よ
り
前



に

甲
板






を
目

指

し
て
走



つ
て
行

く
の
で
、
夫
人





も
私




も

其


後


に
續



い
た
。

甲
板






へ
出

て
見

る
と
、
弦
月
丸








は
昨
夜





の
間





に
カ
プ
リ
島



の
沖



を
※

の
岬





を
斜





に
見

て
進
航






し
て
居

る
、
季

節

は
五
月





の
中
旬





、
暑



か
ら
ず
寒



か
ら
ぬ
時
※





の
家



の
三
階



か
ら
見

へ
る
エ
リ
ノ
島



に
そ
の
儘





で
す
事



、
此
方





の

は
頭





の
禿

げ
た
老
爺





さ
ん
が
魚





を
釣

つ
て
居

る
形





に
よ
く
似

て
居

ま
す
ね
え
。
』
な
ど
ゝ
い
と
樂



し
氣

に
見

え

た
。

日

は
漸





く
高



く
、
風



は
凉



し
く
、
船



の
進
行





は
矢

の
や
う
で
あ
る
。
私




は

甲
板






の
安
樂
倚
子








に
身

を
よ
せ
て
倩



々


と
考





へ
た
。
昨
日





ま
で
は
經
廻





る
旅

路

の
幾



千
里

、
憂

き
時



も
樂



し
き
時



も
語



ら
ふ
人



と
て
は
一
人





も
な
く
、
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晨




に
明
星






の
清



し
き
光





を
望



み
、
夕





に
晩
照






の
華
美






な
る
景
色





を
眺



む
る
に
も
只



一
人





、
吾



と
吾

心







を
慰





む

る
の
み
で
あ
つ
た
が
、
昨
日





は
圖



ら
ず
も
天

外







萬
里





の
地

で
我



同
胞






に
め
ぐ
り
逢

ひ
、
恰





も
天



の
な
せ
る
が

如


き
奇
縁





に
て
今



は
優
美





き
春
枝
夫
人








、
可
憐





な
る
日
出
雄
少
年
等

















と
同



じ
船



に
乘

り
同



じ
故
國






に
皈



る
と
は

何


た
る
幸
福






で
あ
ら
う
。
今
度





此


弦
月
丸








の
航
海






に
は
乘

客








の
數



は
五
百
人



に
近



く
船
員






を
合



せ
る
と
七
百

人


以
上






の
乘
組






で
あ
る
が
、
其
中






で
日
本
人








と
い
ふ
の
は
夫
人





と
少
年






と
私




と

の
三
名



の
み
、
此



不

思

議

な
る

縁


に
結



ば
れ
し
三
人





は
之



か
ら
海
原






遠


く
幾
千
里







、
ひ
と
し
く
此



船


に
運
命






を
托



し
て
居

る
の
で
あ
る
が
、
若

し
天



に
冥
加





と
い
ふ
も
の
が
在

る
な
ら
ば
近



き
に
印
度
洋







を
※



る
時



も
支
那
海









を
行

く
時



に
も
、
今

日

の
如



く

浪
路





穩




か
に
、
頓



て
相



共


に
※
去





の
平
安






を
祝



ひ
つ
ゝ
芙
蓉





の
峯



を
仰



ぐ
事



が
出

來

る
や
う
に
と
只
管






天


に
祈



る
の
他



は
な
い
の
で
あ
る
。

ネ
ー
プ
ル
ス
港



か
ら
海
路





數


千
里

、
多
島
海







を
※

に
て
石
炭






及


び
飮
料
水









を
補
充





し
て
、
そ
れ
よ
り
水
先
案








内


を
と
つ
て
ス
エ
ス
の
地
峽





を
※

に
達



し
、
遙



か
に
ソ
コ
ト
ラ
島



を
煙
波





縹
茫






た
る
沖



に
望



む
ま
で
、
大
約






二

週
間






の
航
路





は
毎
日






毎
日






天
氣





晴
朗






で
、
海
波





平
穩






で
、
十
數
年






來


浪


を
枕





に
世

を
渡



る
水
夫





共


も
未
曾
有







の

好


航
海






だ
と
語



つ
た
程



で
、
從




て

其

間







に
は
格
別






に
記



す
程



の
事



も
な
い
。
た
ゞ
二
つ
三
つ
記
臆





に
留





つ
て

居

る
の
は
斯



る
平
和





の
間





に
も
不
運





の
神



は
此



船


の
何
處





に
か
潜

伏

ん
で
居

つ
た
と
見

え
、
船



の
メ
シ
ナ
海
峽






を
出



ん
と
す
る
時



、
一
人





の
船

客







は
海

中







に
身

を
投

げ
て
無
殘





の
最
後





を
遂

げ
た
事



と
、
下
等
船
客










の
一



支
那
人









は
ま
だ
伊
太
利









の
領

海







を
離





ぬ
、
頃



よ
り
苦



し
き
病





に
犯



さ
れ
て
遂



に
カ
ン
デ
イ
ア
島



と
セ
リ
ゴ
島



と
の
間





で
死
亡





し
た
爲



に
、
海

上







の
規
則





で
船

長







以

下

澤
山






の
船
員






が
甲
板






に
集





つ
て
英
國






の
一
宣
教
師
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の
引
導






の
下



に
其



死
骸





を
ば
海
底






に
葬





つ
て
し
ま
つ
た
事



と
、
是
等





は
極



め
て
悲
慘





な
出
來
事









で
あ
る
が
、
他



に
愉
快






な
事



も
二
つ
三
つ
無

い
で
も
な
い
。

何

處

で
も
長



い
航
海






で
は
船

中







の
散

鬱







に
と
、
茶
番






や
演
劇






や
舞
踏





の
催




が

あ
る
。
殊



に
歐
洲






と
東
洋






と

の
間





は
全
世
界







で
最





も
長



い
航
路





で
あ
れ
ば
斯



る
凖
備






は
一
層



よ
く
整





つ
て
居

る
。
此



弦
月
丸








に
も
屡




其


催



が

あ
つ
て
私

等







も
折
々






臨
席






し
た
が
、
或



夜

の
事



、
電
燈






の
光





眩


ゆ
き
舞
踏
室







で
は
今
夜





は
珍



ら
し
く
音
樂








會

の
催





さ
る
ゝ
由



で
、
幾
百
人









の
歐
米
人








は
老



も
若



き
も
其

處

に
集





つ
て
、
狂
氣






の
や
う
に
騷



い
で
居

る
。

禿

頭







の
佛
蘭
西









の
老
紳
士







が
昔
日





の
腕
前






を
見

せ
て
呉

れ
ん
と
バ
イ
オ
リ
ン
を
採

つ
て
彈

く
か
彈

か
ぬ
に
歌



の
曲





を
ハ
ツ
タ
と
忘



れ
て
、
頭





撫

で
〳
〵
罷

退







る
な
ど
隨
分






滑
※
的








な
事



も
あ
る
が
、
大
概






は
腕



に
覺



え
の

歐
米
人








の
事



と
て
、
い
づ
れ
も
得
意





の
曲





を
調



べ
て
は
互





に
天
狗





の
鼻



を
高



め
て
居

る
。
私




が

春
枝
夫
人








と
此



席


に
列





つ
た
時



に
は
丁
度






あ
る
年
増





の
獨
逸





婦
人





が
ピ
ア
ノ
の
彈
奏
中









で
あ
つ
た
が
、
此



婦
人





は
極



め
て
驕



慢


な
る
性
質






と
見

え
て
、
彈
奏






の
間





始
終





ピ
ア
ノ
臺



の
上



か
ら
聽
集





の
顏



を
流
盻






に
見

て
、
折



ふ
し
鵞
鳥





の
や

う
な
聲



で
唱



ひ
出

す
歌



の
調



べ
は
左
迄





妙
手






と
も
思



は
れ
ぬ
の
に
、
唱



ふ
當
人






は
非
常






の
得

色







で
、
や
が
て

彈
奏






が
終



る
と
小
鼻





を
蠢





か
し
、
孔
雀






の
や
う
に
裳





を
飜





へ
し
て
席



に
歸



つ
た
。
此



次


は
如

何

な
る
人



が
出

る

だ
ら
う
と
、
私




は

春
枝
夫
人








と
語



り
な
が
ら
一
方



の
倚

子

に
倚

り
て
眺



め
て
居

つ
た
が
、
暫
時






は
何

人

も
出

な

い
、
大
方






今


の
鵞
鳥
聲







の
婦
人





の
爲

め
に
荒
膽






を
※

か
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
忽





ち
見

る
一
個

の
英
國
人








は
つ
か

〳
〵
と
私

共








の
前



へ
進



み
寄

つ
て
。
大
聲






に

『
サ
ア
、
今
度





は
貴
方
等







の
順

番







で
す
、
日
本






の
代
表
者









と
し
て
何



か
お
や
り
な
さ
い
。
』
と
喚



く
、
滿
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塲




は
一
度





に
拍
手






し
た
。

「
南
無
三









。
」
と
私




は

逡
巡






し
た
。
多





の
白
晢






人
種






の
間





に
人
種






の
異



つ
た
吾
等





は
不
運





に
も
彼
等





の
眼

に
留



つ
た
の
で
あ
る
。
私




は

元

來







無
風
流







極


ま
る
男





な
の
で
此



不
意
打









に
は
ほ
と
〳
〵
閉
口






せ
ざ
る
を
得

な
い
。

春
枝
夫
人








も
頻



り
に
辭
退





し
て
居

つ
た
が
彼
男







も
一
旦



言

ひ
出

し
た
事



と
て
仲
々






後


へ
は
退

か
ぬ
。
幾

百







の

人


は
益
々






拍
手






す
る
。
此
時






忽




ち
私




の

横
側






の
倚

子

で
頻



り
に
嘲
笑






つ
て
居

る
聲



、
そ
れ
は
例



の
鷲
鳥
聲







の
婦

人


だ
。

『
何



ね
、
い
く
ら
言

つ
た
つ
て
無

益

で
せ
う
よ
、
琴



と
か
三
味
線









と
か
私

共








は
見

た
事



も
な
い
野
蠻
的







な
樂

器


の
他



は
手

に
し
た
事



も
無

い
日
本
人








な
ど
に
、
如

何

し
て
西
洋






の
高

尚







な
歌



が
唱



は
れ
ま
せ
う
。
』
な
ど
ゝ

態


と
聽



え
よ
が
し
に
並



ん
で
腰
掛





け
て
居

る
年



の
若



い
男





と
耳
語





い
て
居

る
の
だ
。

「
不
埓





な
女





め
ツ
」
と
私




は

唇



を

噛

ん
だ
、
が
、
悲
哉






、
私




は

其
道






に
は
全





く
の
無
藝





の
太
夫





。
あ
ゝ
此

樣

な

事


と
知

つ
た
ら
何

故

倫
敦






邊


の
流
行
歌







の
一
節






位


い
は
覺



え
て
置

か
な
か
つ
た
ら
う
と
悔



ん
だ
が
追
付





か
な
い
、

餘


り
の
殘
念





さ
に
春
枝
夫
人








の
顏



を
見

る
と
、
夫
人





も
今



の
嘲
罵






を
耳



に
し
て
多
少





心




に
激



し
た
と
見

へ
、
柳





の
眉



微


か
に
動



い
て
、
そ
つ
と
私




に

向


ひ
『
何



か
や
つ
て
見

ま
せ
う
か
。
』
と
い
ふ
の
は
腕



に
覺





の
あ
る
の
で

あ
ら
う
、
私




は

默


つ
て
點
頭





く
と
夫
人





は
靜





に
立
上






り
『
皆
樣






の
お
耳



を
汚



す
程



で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
』
と

伴

は

れ
て
ピ
ア
ノ
臺



の
上



へ
登



つ
た
。
忽





ち
聽

く
盤

上







玉


を
轉



ば
す
が
如



き
響





、
ピ
ア
ノ
に
神



宿


る
か
と
疑





は
る
ゝ
、
其



妙


な
る
調



べ
に
つ
れ
て
唱



ひ
出



し
た
る
一
曲






は
、
こ
れ
ぞ
當
時





巴
里





の
交
際






境
裡






で
大
流
行








の

『
菊



の
國



の
乙
女





』
と
て
、
筋



は
日
本






の
美



は
し
き
乙
女





の
舞
衣






の
姿





が
、
月
夜





に
セ
イ
ヌ
河



の
水
上





に
彷
徨
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ふ
て
居

る
と
い
ふ
、
極



め
て
優
美





な
、
ま
た
極



め
て
巧
妙






な
名

曲







の
一
節






、
一
句

は
一
句

よ
り
華





か
に
、
一

段


は
一
段



よ
り
お
も
し
ろ
く
、
天
女






御
空





に
舞

ふ
が
如



き
美
音





は
、
心





な
き
壇

上







の
花



さ
へ
葉

さ
へ
搖



ぐ
ば

か
り
で
、
滿

塲







は
あ
つ
と
言

つ
た
ま
ゝ
水



を
打

つ
た
樣



に
靜



ま
り
返



つ
た
。

其


調


べ
が
す
む
と
、
忽





ち
崩



る
ゝ
如



き
拍
手






の
ひ
ゞ
き
、
一
團



の
貴
女





神
士





は
は
や
ピ
ア
ノ
臺



の
側



に
走



り
寄

つ
て
、
今



や
靜



か
に
其

處

を
降



ら
ん
と
す
る
春
枝
夫
人








を
取
卷





い
て
、
あ
ら
ゆ
る
讃
美





の
言





を
も
つ
て
、
此



珍


ら
し
き
音
樂






の
妙
手






に
握
手






の
譽





を
得

ん
と
※



め
く
の
で
あ
る
。
か
の
鵞
鳥





の
聲



の
婦
人





は
口



あ
ん
ぐ
り
、
眞

赤


に
な
つ
て
眼

を
白
黒






に
し
て
居

る
、
定



め
て
先
刻






の
失
言






を
ば
後

悔







し
て
居

る
の
で
あ
ら
う
。
此



夜

の
ピ

ア
ノ
の
響





は
、
今



も
猶

ほ
私




の

耳


に
殘



つ
て
、
※
去





の
出
來
事









の
中



で
最





も
壯
快







な
事



の
一
つ
に
數



へ
ら
れ
て

居

る
の
で
あ
る
。

其
他






面
白






い
事



も
隨
分






あ
つ
た
。
音
樂
會









の
翌
々
日






の

事


で
、
船



は
多
島
海







の
沖



に
さ
し
か
ゝ
つ
た
時



、
多





の
船

客







は
甲
板






に
集
合





つ
て
種
々






の
遊
戯





に
耽



つ
て
居

つ
た
が
、
其
内






に
誰



か
の
發
起





で
徒
競
走








が
始





つ
た
。

今
日






、
世
界





で
最
大






な
船



は
長



さ
二
百
三
十
ヤ
ー
ド
、
即





ち
町





に
し
て
二
町





を
超

ゆ
る
も
の
も
あ
る
、
本
船






の

如


き
も
其



一
で
、
競
走





は
前
部
甲
板









か
ら
後
部
甲
板









へ
と
、
大
約






三
百
ヤ
ー
ド
許





の
距
離





を
四
回





往
復






す
る
の

で
あ
る
が
優
勝
者








に
は
乘
組






の
貴
婦
人
連











か
ら
美



は
し
き
贈

物







が
あ
る
と
の
事



で
、
英
人






、
佛
人






、
獨
逸
人







、

其
他






伊
太
利









、
瑞

西







、
露
西
亞
等











の
元
氣





盛


ん
な
る
人

々







は
脛



を
叩



い
て
跳



り
出

た
の
で
、
私




も

ツ
イ
其



仲
間





に
釣
込





ま
れ
て
、
一
發



の
銃
聲






と
共



に
無

二
無

三
に
驅



つ
た
が
、
殘
念






な
る
か
な
、
第



一
着





に
决
勝
點









に
躍
込






ん
だ
の
は
、
佛
蘭
西









の
豫
備
海
軍
士
官












と
か
云

へ
る
悽



ま
じ
く
速



い
男





、
第



二
着





は
勤
務





の
た
め
我



日


45



本


へ
向



は
ん
と
て
此



船


に
乘
組





ん
だ
伊
太
利









の
公
使
館








附


武
官






の
海
軍
士
官










、
私




は

辛




じ
て
第



三
着





、
あ
ま
り

面
白






く
な
い
の
で
、
今
度





は
一
つ
日
本
男
兒









の
腕
前






を
見

せ
て
呉

れ
ん
と
、
う
ま
く
相
撲





の
事



を
發
議





す
る
と
、

忽




ち
彌
次
連









は
集



ま
つ
て
來

た
。
彌
次
連









の
其
中






か
ら
第



一
に
私




に

飛
掛






つ
て
來

た
一
人



は
、
獨
逸





の
法
學
士







と
か
い
ふ
男





、
隨
分






腕

力







の
逞



ま
し
い
人
間






で
あ
つ
た
が
、
此
方





は
多
少





柔
道






の
心
得






が
あ
る
の
で
、
拂






腰

見
事





に
極



つ
て
私




の

勝


、
つ
ゞ
い
て
來

る
奴



、
四
人





ま
で
投

げ
倒



し
た
が
、
第



五
番
目





に
の
つ
そ
り
と
現



は
れ
て
來

た
露

西

亞

の
陸
軍
士
官










、
身

の
丈

け
六
尺





に
近



く
阿
修
羅
王








の
荒

れ
た
る
や
う
な
男





、
力

任







せ
に

私


の

兩

腕







を
握



つ
て
一
振






に
振

り
飛

ば
さ
ん
ず
勢




、

私



も

之


に
は
頗





る
閉
口






し
た
が
、
ど
つ
こ
ひ
待

て
よ
、

と
踏

止







つ
て
命
掛






け
に
揉
合





ふ
事



半
時






ば
か
り
、
漸




の

事


で
片
膝






を
着

か
し
て
や
つ
た
の
で
、
此



評
判






は
忽





ち
船

中







に
廣



ま
つ
て
、
感
服






す
る
老
人






も
あ
る
、
切
齒





す
る
若
者






も
あ
る
と
い
ふ
騷



ぎ
、
誰



い
ふ
と
な
く

『
日
本
人








は
鐵



の
一
種



で
あ
る
、
如
何





と
な
れ
ば
黒



く
且

つ
堅
固





な
る
故



に
。
』
な
ど
ゝ
不

思

議

な
る
賞

讃







を
す
ら
博



し
て
、
一
時

は
私




の

鼻


も
餘
程





高


か
つ
た
が
、
茲



に
一
大



事
件





が
出
來







し
た
、
そ
れ
は
他



で
も
な
い
、

丁
度






此


船


に
米
國






の
拳
鬪






の
達
人






と
か
い
ふ
男





が
乘
合






せ
て
居

つ
た
が
、
此



噂




を
耳



に
し
て
先
生






心

安







か
ら

ず
、
『
左
程





腕

力







の
強



い
日
本
人








な
ら
、
一
番



拳
鬪






の
立



合
ひ
を
せ
ぬ
か
。
』
と
申
込






ん
で
來

た
。

私



は

拳
鬪






の
仕

合

ひ
は
見

た
事



は
あ
る
が
、
ま
だ
や
つ
た
事



は
一
度

も
な
い
、
然



し
斯

く
申
込






ま
れ
て
は
男





の

意

地

、
ど
う
な
る
も
の
か
と
一
番



立
合





つ
て
見

た
が
馴

れ
ぬ
業



は
仕
方





が
な
い
、
散

々







な
目

に
逢

つ
て
、
氣

絶


す
る
程



甲
板






の
上



に
投
倒






さ
れ
て
、
折
角






高


ま
つ
た
私




の

鼻


も
無
殘





に
拗
折





ら
れ
て
し
ま
つ
た
。
春
枝
夫
人








は
痛



く
心
配






し
て
『
あ
ま
り
に
御
身





を
輕



ん
じ
玉



ふ
な
。
』
と
明
眸






に
露



を
帶

び
て
の
諫

言







、
私




は

實


に
殘
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念


で
あ
つ
た
が
其
儘






思


ひ
止





つ
た
。
一
時

は
拳
鬪






の
お
禮



に
眞
劍
勝
負










で
も
申
込






ん
で
呉

れ
ん
か
と
ま
で
腹
立





つ
た
の
だ
が
。

拳
鬪






の
翌
日






ま
た
一



騷
動






が
持
上






つ
た
。
そ
れ
は
興
行






の
た
め
に
と
香
港






へ
赴





か
ん
と
て
、
此



船


に
乘
組





ん
で

居

つ
た
伊
太
利









の
曲
馬
師







の
虎



が
檻



を
破



つ
て
飛

び
出

し
た
事



で
、
船
中






鼎




の
沸

く
が
如



く
、
怒



る
水
夫





、
叫



ぶ
支
那
人









、
目

を
暈



す
婦
人





も
あ
る
と
い
ふ
騷



ぎ
で
、
弦
月
丸








出
港







の
み
ぎ
り
に
檣

燈







の
微
塵





に
碎



け
た
の

を
見

て
『
南
無
阿
彌
陀
佛















、
此



船


に
は
魔

が
魅



つ
て
居

る
ぜ
。
』
と
呟





い
た
英
國






の
古
風





な
紳
士





は
甲
板






か
ら

自
分





の
船

室

へ
逃

げ
込

ま
ん
と
て
昇
降
口









か
ら
眞

逆








に
滑
落






ち
て
腰



を
※

か
し
た
、
偶
然






に
も
船



の
惡
魔





が
御
自
分









に
祟



つ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
虎



は
漸




の

事


で
捕
押






へ
た
が
其
爲






に
怪
我
人









が
七
八
人



も
出

來

た
。

か
ゝ
る
樣

々







の
出
來
事









の
間





、
吾
等





の
可
憐





な
る
日
出
雄
少
年









は
、
相
變






ら
ず
元
氣





よ
く
始
終






甲
板






を
飛
廻






つ
て
居

る
内



に
、
ふ
と
リ
ツ
プ
と
か
云

ふ
、
英
吉
利









の
極



め
て
剽
輕






な
老
爺







と
懇
意





に
な
つ
て
、
毎
日
々
々








面


白


く
可
笑





く
遊



ん
で
居

る
内



、
或



日

の
事



其


老
爺







が
作





へ
て
呉

れ
た
菱
形






の
紙

鳶

を
甲
板






に
飛

ば
さ
ん
と
て
、

頻

に

騷


い
で
居

つ
た
が
、
丁
度






其
時






船
橋






の
上



で
、
無
法





に
水
夫
等









を
叱
付






け
て
居

つ
た
人
相






の
惡



い
船

長







の
帽
子





を
、
其



鳶
糸






で
跳
飛





ば
し
た
の
で
、
船

長







は
元

來







非
常






に
小
八
釜









し
い
男





、
眞
赤





に
な
つ
て
此
方





に
向
直






つ
た
が
、
あ
ま
り
に
無
邪
氣









な
る
日
出
雄
少
年









の
姿





を
見

て
は
流
石





に
怒

鳴

る
事



も
出

來

ず
、
ぐ
と
／

″
＼
口



の
中



で
呟





き
な
が
ら
、
其



ビ
ー
ル
樽



の
や
う
な
身
體





を
轉



ば
し
て
、
帽
子





の
後



を
追

ひ
か
け
た
話





な
ど
、

い
ろ
〳
〵
變



つ
た
事



も
あ
る
が
、
餘



り
管

々







し
く
は
記



す
ま
い
。

か
く
て
吾
等





の
運
命






を
托



す
る
弦
月
丸








は
、
ア
デ
ン
灣



を
出

で
ゝ
印
度
洋







の
荒
浪






へ
と
進
入






つ
た
。
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第
六
回
　
星
火
榴
彈










　
　
　
　
　
難
破
船
の
信
號
　
　
イ
ヤ
、
流
星
の
飛
ぶ
の
で
せ
う
　
　
無
稽
な
三
個
の
船
燈
　
　
海
幽
靈
め
　

　
　
　
　
　
　
其
眼
が
怪
し
い

　
荒
浪






高


き
印
度
洋







に
進
航






つ
て
か
ら
も
、
一
日






、
二
日





、
三
日





、
四
日





、
と
日

は
暮

れ
、
夜

は
明

け
て
、
五

日
目





ま
で
は
何
事






も
な
く
※
去





の
冐
瞼
旅
行
譚












や
、
加
藤
清
正









の
武
勇
傳







や
、
ま
た
私




が

こ
れ
迄



の
漫
遊
中








の

失
策
談









な
ど
を
語



つ
て
聽

か
せ
て
、
相
變






ら
ず
夜

を
更

か
し
た
の
で
、
夫
人





と
少
年






を
ば
其



船
室





に
送



り
込

み
、
明
朝






を
約



し
て
其

處

を
去

つ
た
。

印
度
洋







中


の
氣
※





を
出

づ
る
時



に
は
笑

め
る
が
如



き
月



の
光





は
鮮
明






に
此



甲
板






を
照



し
て
居

つ
た
が
、
今



は
日

數


も
二

週







あ
ま
り
を
※

ぎ
て
眞



の
闇



　
　
勿
論






先
刻






ま
で
は
新
月






の
微



か
な
光





は
天



の
奈
邊





に
か
認



め
ら
れ

た
の
で
あ
ら
う
が
、
今



は
そ
れ
さ
へ
天
涯






の
彼
方





に
落

ち
て
、
見
渡





す
限



り
黒
暗
々








た
る
海



の
面



、
た
ゞ
密
雲






の
絶
間





を
洩

れ
た
る
星



の
光





の
一
二
點



が
覺
束






な
く
も
浪



に
反
射






し
て
居

る
の
み
で
あ
る
。

實


に
物
淋






し
い
景
色





※
　
私




は

何
故






と
も
な
く
悲
哀





を
感



じ
て
來

た
。
す
べ
て
人



は
感

情







の
動
物






で
、
樂

し

き
時



に
は
何
事






も
樂



し
く
見

え
、
悲



し
き
時



に
は
何
事






も
悲



し
く
思



は
る
ゝ
も
の
で
、
私




は

今


、
不

圖

此


悽
愴






た
る
光

景







に
對



し
て
物
凄






い
と
感



じ
て
來

た
ら
、
忽
然






樣

々







な
妄
想






が
胸
裡





に
蟠




つ

て
來

た
、
今
日






ま
で

は
左
程





迄


に
は
心





に
留

め
な
か
つ
た
、
魔

の
日

、
魔

の
刻



の
怪

談







。
白
色
檣
燈












の
落
下





、
船

長







の
憤
怒





の
顏



。
怪





の
船



の
双
眼
鏡









。
さ
て
は
先
日






反

古

の
新
聞






に
記



さ
れ
て
あ
つ
た
櫻
木
海
軍
大
佐













と
其



帆
走
船







と
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の
行
衞





な
ど
が
恰





も
今
夜





の
此



物
凄






い
景
色





と
何
等





か
の
因
縁






を
有



す
る
か
の
ご
と
く
、
あ
り
あ
り
と
私




の

腦

裡


に
浮



ん
で
來

た
。

『
無

※

な
ッ
、
無

※

な
ッ
。
」
と
私




は

單
獨





で
叫



ん
で
見

た
。
強

い
て
斯



る
妄
念






を
打
消





さ
ん
と
て
態



と
大
手





を
振

つ
て
甲
板






を
歩



み
出

し
た
。
前

檣







と
後

檣







と
の
間





を
四
五
回





も
往
復






す
る
内



に
其



惡
感






も
次
第





〳
〵

に
薄



ら
い
で
來

た
の
で
、
最
早





船
室





に
歸



つ
て
睡
眠






せ
ん
と
、
歩



む
足



は
今



や
昇
降
口









を
一
段



降


つ
た
時



、

私


は

不

意

に
一
種



異
樣





の
響





を
聽

い
た
。

響




は
遙



か
の
海

上







に
當



つ
て
、
極



め
て
微



か
に
　
　
實



に
審



か
し
き
ま
で
微





で
は
あ
る
が
、
た
し
か
に
砲



又


は
爆
裂






發
火






信
號






の
響





※

私



は

ふ﹅
い﹅
と
頭





を
左
方





に
廻



ら
し
た
が
、
忽





ち
『
キ
ヤ
ツ
』
と
叫



ん
で
再





び
甲
板






に
跳
出






た
。
今
迄






は
少



し
も

心
付






か
な
か
つ
た
が
、
唯



見

る
、
我



弦
月
丸








の
左
舷
船
尾








の
方
向






二
三
海
里





距




つ
た
海

上







に
當



つ
て
、
ま
た

一
度

微




な
砲
聲






の
響





と
共



に
、
タ
ー
ル
桶



、
油
樽
等









を
燃

燒

す
に
や
あ
ら
ん
、
※
々






た
る
猛
火






海


を
照



し
て
、

同
時





に
星
火






を
發



す
る
榴
彈






二
發



三
發



空


に
飛

び
、
つ
ゞ
い
て
流
星






の
如



き
火
箭






は
一
次

一
發



右
方





左
方





に
流



れ
た
。

私



は

實


に
驚
愕





い
た
よ
。

此
邊






は
印
度
洋







の
眞
中






で
、
眼
界






の
達



す
る
限



り
島
嶼






な
ど
の
あ
ら
う
筈



は
な
い
、
ま
し
て
約



一
分



の
間
隙






を

も
つ
て
發
射






す
る
火
箭






及


び
星
火
榴
彈










は
危
急
存
亡









を
告

ぐ
る
難
破
船







の
夜
間
信
號









※

『
や
ア
、
大
變






だ
〳
〵
。
』
と
叫



び
つ
ゝ
私




は

本
船






の
右
舷





左
舷





を
眺



め
た
。
船



に
は
當
番






水
夫





あ
り
。
海
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上

に
起



る
千
差
萬
別







の
事
變





を
ば
一
も
見
遁





す
ま
じ
き
筈



の
其



見
張
番







は
今



や
何



を
か
爲

す
と
見

廻

は
す
と
、

此
時






右
舷





の
當
番






水
夫





は
木
像






の
如



く
船
首






の
方



に
向



つ
た
ま
ゝ
、
今



の
微





な
砲
聲






は
耳



に
も
入

ら
ぬ
樣
子





、

あ
ら
ぬ
方



を
眺



め
て
居

る
。
左
舷





の
當
番






水
夫





は
今



や
確





に
星
火






迸



り

、
火
箭






飛

ぶ
慘
憺






た
る
難
破
船







の
信
號






を
認



め
て
居

る
に
は
相
違





な
い
の
だ
が
、
何

故

か
平
然






と
し
て
動



ず
る
色



も
な
く
、
籠

手

を
翳



し
て
其
方





を
眺



め
て
居

る
の
み
。

『
當
番






水
夫





！
　
何



を
茫
然






し
て
居

る
か
ツ
※
』
と
叫



ん
だ
ま
ゝ
、
私




は

身

を
飜




し

て
船
長
室









の
方



へ
走



つ

た
。
勿
論






、
船



に
嚴
然






た
る
規
律





の
あ
る
事



は
誰



も
知

つ
て
居

る
、
た
と
へ
霹
靂






天
空






に
碎



け
や
う
と
も
、
數



萬


の
魔
神





が
一
時

に
海

上







に
現
出





れ
や
う
と
も
、
船
員






な
ら
ぬ
者



が
船
員






の
職

權







を
侵



し
て
、
之



を
船






長

に
報
告






す
る
な
ど
は
海

上







の
法
則






か
ら
言

つ
て
、
到
底






許


す
可

か
ら
ざ
る
事



で
あ
る
。
私




も

其


を
知

ら

ぬ
で
は
な
い
、
け
れ
ど
今



は
容
易





な
ら
ざ
る
急
變






の
塲
合





で
あ
る
、
一
分



一
秒





の
遲
速





は
彼
方





難
破
船







の
た
め

に
は
生
死





の
堺
界






か
も
知

れ
ぬ
、
加



ふ
る
に
本
船






右
舷





の
當
番






水
夫





は
眼

あ
れ
ど
も
眼

無

き
が
如



く
、
左
舷





の

當
番






水
夫





は
鬼



か
蛇



か
、
知

つ
て
知

ら
ぬ
顏



の
其



心




は
分



ら
ぬ
が
、
今



は
瞬

間







も
躊
躇






す
べ
き
塲
合





で
な
い

と
考





へ
た
の
で
、
私




は

一
散






に
走



つ
て
、
船
橋






の
下

部

な
る
船
長
室









の
扉





を
叩



い
た
。

『
船
長
閣
下










、
起

き
玉



へ
、
難
破
船







が
あ
る
！
　
難
破
船







が
あ
る
！
』
と
叫



ぶ
と
、
此
時






船

長







は
既



に
寢
臺





の
上



に
横




つ

て
居

つ
た
が
、
『
何

ん
で
す
か
。
』
と
ば
か
り
澁
々






起
上






つ
て
扉





を
開



い
た
。
私




は

ツ
ト
進



み
入

り
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『
船
長
閣
下










、
越
權






な
が
ら
報
告






し
ま
す
、
本
船






左
舷





後
方






、
三
海
里





許




距




つ
た
海

上







に
當



つ
て
一
個





の
難

破
船






が
あ
り
ま
す
ぞ
。
』

『
難
破
船







⁈
　
あ
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。
』
と
船

長







は
大
聲






に
笑



つ
た
。
驚
愕





く
と
思



ひ
き
や
、
彼



は
い
と
腹
立





た

し
氣

に
顏



を
顰



め
て

『
難
船






？
　
そ
れ
は
何



で
す
か
、
本
船






に
は
絶

え
ず
海

上







を
警

戒

る
當
番






水
夫





が
あ
る
で
す
、
敢



て
貴

下

を

煩

は

す
筈



も
無

い
で
す
。
』

『
無
論





で
す
、
け
れ
ど
本
船






の
當
番






水
夫





は
眼

の
無

い
奴



に
、
情





の
無

い
奴



で
す
、
一
人





は
茫
然






し
て
居

ま
す
、

一
人





は
知

つ
て
知

ら
ぬ
顏



を
し
て
居

ま
す
。
船
長
閣
下










、
早



く
、
早



く
、
難
破
船







の
運
命






は
一
分



一
秒





の
遲
速





を
も
爭





ひ
ま
す
ぞ
。
』

『
い
け
ま
せ
ん
！
』
と
船

長







は
冷





か
に
笑



つ
た
。

『
貴
下





は
海

上







の
法
則






を
知

り
ま
せ
ん
か
、
た
と
へ
如

何

な
事



が
あ
ら
う
と
も
船
員






以
外






の
者



が
其



に
嘴




を

容

れ
る
權
利





が
無

い
で
す
、
ま
た
私




は

貴
下





か
ら
其

樣

な
報
告






を
受

け
る
義

務

が
無

い
で
す
。
』
と
彼



は
右
手





を
延



し
て
卓

上







の
葉

卷







を
取
上






た
。
私




は

迫
込





み

『
理
屈





を
申



す
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
、
私




の

越
權






は
私




が

責
任






を
負

ひ
ま
す
。
貴
下





は
信



じ
ま
せ
ん
か
、
今



現


に

難
破
船







が
救

助







を
求





て
居

る
の
を
。
』

『
信



じ
ま
せ
ん
、
信



ぜ
ら
れ
ま
せ
ん
。
』
と
船

長







は
今



取
上





げ
た
葉

卷







を
腹
立





た
し
氣

に
卓

上







に
投

げ

返


し
て
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『
當
番






水
夫





か
ら
は
何
等





の
報
告






の
無

い
内



は
决



し
て
信
じ
ま
せ
ん
。
况



ん
や
此
樣





平
穩






な
海

上







に
難
破
船







な
ど
の
あ
ら
う
筈



は
無

い
、
無

※

な
ツ
。
』

『
無

※

な
ツ
。
』
と
私




は

勃

然

と
し
て
し
ま
つ
た
。
日
頃





か
ら
短
氣





は
私




の

持
病





、
疳
癪
玉









が
一
時





に
破
裂





し
た
よ
。

『
無

い
、
無

い
、
無

い
と
は
何



で
す
、
私




は

今


現


に
目
撃






し
て
來

た
の
で
す
。
』

『
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。
何



を
目
撃






し
ま
し
た
か
。
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。
』
と
彼



は
空
惚






け
て
大
聲






に
笑



つ
た
。
私




は

實


に

腹


の
中



か
ら
※
返






つ
た
よ
。
序





だ
か
ら
言

つ
て
置

く
が
、
私




は

初


め
此



船


に
乘
組





ん
だ
時



か
ら
一
見






し
て
此



船


長




は
ど
う
も
正
直







な
人
物






で
は
無

い
と
思



つ
て
居

つ
た
が
果



し
て
然



り
、
彼



は
今



、
多
少





の
勞



を
厭



ふ
て
他

船


の
危
難





を
ば
見
殺





し
に
す
る
積





だ
な
と
心
付






い
た
か
ら
、
私




は

激
昂






の
あ
ま
り

『
何



を
見

た
も
あ
り
ま
せ
ん
、
本
船






左
舷





後
方






の
海

上







に
當



つ
て
星
火
榴
彈










に
一
次





一
發






の
火
箭






、
そ
れ
が

難
破
船







の
信
號






で
あ
る
位





を
知

り
ま
せ
ん
か
。
』

『
其
樣





事


は
承





る

必
要






も
あ
り
ま
せ
ん
。
』
と
船

長







は
鼻



で
笑



ひ
つ
ゝ

『
そ
れ
は
大
方






貴
下





の
眼

の
誤





り
で
せ
う
よ
。
う
ふ
ゝ
ゝ
ゝ
。
』

『
眼

の
誤





り
⁈
　
之



は
怪

し
か
ら
ん
、
私




に

は
ち
や
ん
と
二
個





の
眼

が
あ
り
ま
す
ぞ
。
』

『
其



眼

が
怪



し
い
、
海



の
上



で
は
よ
く
眩
惑





さ
れ
ま
す
、
貴
下





は
屹
度





流
星






の
飛

ぶ
の
で
も
見

た
の
で
せ
う
。
』

と
ビ
ー
ル
樽



の
や
う
な
腹



を
突
出





し
て

『
い
や
、
よ
し
ん
ば
其



が
眞
個






の
難
破
信
號









で
あ
つ
た
に
し
ろ
、
此
樣





平
穩






な
海

上







で
難
破





す
る
や
う
な
船
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は
全





く
我
等






海
員






の
仲
間
以
外








で
す
、
何



も
面
倒






な
目

を
見

て
救
助






に
赴





く
義

務

は
無

い
の
で
す
。
』
と
言

つ

て
空
嘯





き
笑



つ
た

最
早





問
答






も
無
益





と
思



つ
た
か
ら
、
私




は

突
然






船

長







を
船
室





の
外



へ
引
出





し
た

『
あ
れ
が
見

え
ま
せ
ん
か
、
あ
れ
が
、
あ
の
悲
慘





な
る
信
號






の
光





を
見

て
何



と
も
感



じ
ま
せ
ん
か
。
』
と
ば
か

り
、
遙



か
に
指





す
左
舷
船
尾








の
海

上







。
私




は

『
あ
ツ
。
』
と
叫



ん
だ
ま
ゝ
暫
時






開

い
た
口



も
塞



が
ら
な
か
つ

た
よ
。
審



か
し
や
。
今



か
ら
二
分





三
分






前


ま
で
は
確





に
閃
々






と
空
中






に
飛

ん
で
居

つ
た
難
破
信
號









の
火
光





は
何

時

の
間

に
か
消

え
失

せ
て
、
其

處

に
は
海
面






よ
り
數



十
尺





高


く
白
色
球
燈











輝




き
、
船



の
右
舷





左
舷





と
覺

ぼ
し

き
處





に
緑

燈







、
紅
燈






の
光





が
ぼ﹅
ん﹅
や﹅
り﹅
と
見

ゆ
る
の
み
で
あ
る
。
前

檣







に
白
燈






、
右
舷





に
緑

燈







、
左
舷





に
紅
燈






は
言

ふ
迄



も
な
い
、
安
全
航
行










の
信
號






※

『
は
ゝ
あ
、
或
程






、
星
火
榴
彈










に
一
次





一
發






の
火
箭






、
救

助







を
求



む
る
難
破
船







の
信
號






が
よ
く
見

え
ま
す
、

貴
下





の
眼
は
仲
々






結
構






な
眼

で
す
。
』
と
意
地
惡









き
船

長







は
ぢ﹅
ろ﹅
り﹅
ッ
と
私




の

顏


を
睨



ん
だ
か
、
私




は

一
言






も
無

い
の
で
あ
る
。
然



し
實



に
奇
怪






な
事



で
は
な
い
か
、
今



安
全
信
號
燈












の
輝





い
て
居

る
邊



の
海

上







に
は
、

確
實





に
悲
慘





な
る
難
破
船







の
信
號






が
見

え
て
居

つ
た
の
に
。
さ
て
は
船

長







の
言

ふ
が
ご
と
く
私




の

眼

の
誤





り

で
あ
つ
た
ら
う
か
。
否



、
否



、
如

何

考




へ
て
も
私




は

白


、
緑





、
紅



の
燈

光







を
星
火
榴
彈










や
火
箭






と
間
違





へ
る

程


惡


い
眼





は
持

つ
て
居

ら
ぬ
筈



。
し
て
見

る
と
先
刻






の
難
破
船
信
號











は
、
何

時

の
間

に
か
安
全
航
行










の
信
號






に

變


つ
た
に
相
違





な
い
。
さ
て
〳
〵
奇
妙





な
事



だ
と
、
私




は

暫
時






五
里
霧
中











に
彷
徨





ふ
た
。

船

長







は
一
時





は
毒
々






し
く
私




の

顏


を
眺



め
て
嘲
笑






つ
て
居

つ
た
が
此
時






稍

や
眞

面

目

に
な
つ
て
其



光




の
方



を

53



眺


め
つ
ゝ

『
然



し
妙



だ
ぞ
、
今
月






の
航
海
表








に
よ
る
と
、
今
頃






此


航
路





を
本
船






の
後



を
追

ふ
て
斯

く
進
航






し
て
來

る
船



は

無

い
筈



だ
が
。
』
と
小
首





を
傾





け
た
が
忽





ち
カ
ラ
〳
〵
と
笑



つ
て

『
あ
ゝ
分



つ
た
〳
〵
、
畜

生







巧


く
や
つ
て
る
な
、
此
前






あ
の
邊



で
沈
沒






し
た
ト
ル
コ
丸



の
船
幽
靈








め
が
、
ま

だ
浮



び
切

れ
な
い
で
難
破
船







の
眞

似

な
ん
か
し
て
此



船


を
暗
礁






へ
で
も
僞
引
寄









せ
や
う
と
か
ゝ
つ
て
居

る
ん
だ

な
、
ど
つ
こ
い
、
其
手





は
喰

は
ん
ぞ
。
』
と
呟





き
な
が
ら
私




に

向


ひ

『
だ
が
先
刻






は
確
實





に
救

助







を
求



む
る
難
破
船







の
信
號






が
見

え
ま
し
た
か
。
』
と
眉



に
唾





し
た
。
可

笑

し
い

樣


だ
が
船
乘
人









に
は
か
ゝ
る
迷
信






を
抱



い
て
居

る
者



が
澤
山






あ
る
、
私




は

相
手





に
せ
ず
簡
單






に

『
左
樣





、
確





に
救
助






を
求



む
る
難
破





の
信
號






！
。
」
と
答



へ
て
、
彼



が
『
う
む
、
い
よ
〳
〵
違





な
い
、
船
幽
靈








メ
ー
。
』
と
單
獨





で
ぐ
と
〳
〵
何
事






を
か
言

つ
て
居

る
の
を
聽

き
流



し
な
が
ら
、
猶



よ
く
其



海

上







を
見
渡





す

と
、
今



眼

に
見

ゆ
る
三
個





の
燈

光







は
、
决



し
て
愚





な
る
船

長







の
言

ふ
が
如



き
、
怨
靈






と
か
海



の
怪
物






と
か

い
ふ
樣



な
世

に
在

り
得

可

か
ら
ざ
る
者



の
光





で
は
な
く
、
緑





、
紅



の
兩

燈







は
確





に
船



の
舷
燈






で
、
海
面






よ
り

高


き
白

色







の
光





は
海
上
法









に
從





ひ
甲
板






よ
り
二
十
尺





以
上






高


く
掲



げ
ら
れ
た
る
檣

燈







に
て
、
今



や
、
何
等





か
の
船



は
、
我

が
弦
月
丸








の
後



を
追

ふ
て
進
航






し
つ
ゝ
來



る
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
第
七
回
　
印
度
洋







の
海
賊






　
　
　
　
　
水
雷
驅
逐
艦
か
巡
洋
艦
か
　
　
昔
の
海
賊
と
今
の
海
賊
　
　
海
底
潜
水
器
　
　
探
海
電
燈








　
　
白
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馬
の
如
き
立
浪
　
　
海
底
淺
き
處
　
　
大
衝
突

　
私




が

一
心






に
見

詰

め
て
居

る
間





に
、
右
舷





に
緑

燈







、
左
舷





に
紅
燈






、
甲
板






よ
り
二
十
尺





以
上






高


き
前

檣







に
閃
々






た
る
白
色
燈









を
掲



げ
た
る
一
隻






の
船



は
、
印
度
洋







の
闇

黒

を
縫

ふ
て
だ
ん
／
″
＼
と
接
近






し
て
來

た
。

今


、
我

が
弦
月
丸








は
一
時
間





に
十
二
三
海
里





の
速

力







を
も
つ
て
進
航






し
て
居

る
の
に
、
其



後


を
追

ふ
て
斯

く

も
迅
速






に
接
近






し
て
來

る
と
は
、
實



に
非
常






の
速

力







で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今



の
世

に
、
か
く
も
驚





く
可

き

速

力







を
も
つ
て
居

る
船



は
、
水
雷
驅
逐
艦











か
、

水
雷
巡
洋
艦













の
他



は
あ
る
ま
い
、
あ
の
燈

光







の
主
體






は

果


し
て
軍
艦






の
種
類






で
あ
ら
う
か
。
軍
艦






の
種
類






な
ら
ば
何



も
配
慮






す
る
に
は
及



ば
な
い
が
　
　
若

し
や
　
　

若

し
や
　
　
と
私




は

ふ
と
或



事


を
想

起







し
た
時



、
思



は
ず
も
戰
慄






し
た
よ
。

未


だ
其

の
船



の
船
體






も
認



め
ぬ
内



か
ら
、
斯



る
心
配






を
す
る
の
は
全





く
馬

鹿

氣

て
居

る
か
も
知

れ
ぬ
が
、
先
刻






か
ら
の
奇
怪






の
振
舞






を
見

て
は
、
ど
う
も
心





が
安



く
な
い
の
で
あ
る
、
第
一






に
遙



か
〳
〵
の
闇
黒






な
る
海

上







に
於



て
、
星
火
榴
彈










を
揚

げ
、
火
箭






を
飛

ば
し
て
難
破
船







の
風
體






を
摸
擬





つ
た
な
ど
、
船

長







は
單



に
船
幽
靈








の
仕
業





で
御

坐

る
な
ど
ゝ
、
無

※

な
事



を
言

つ
て
居

る
が
其
實






、
か
の
不

思

議

な
る
難
破
船







の
信
號






は
、
現
世





に
存

在

得

べ
か
ら
ざ
る
海
魔





と
か
船
幽
靈








と
か
よ
り
は
百

倍







も
千
倍






も
恐

怖

る
べ
き
或



者


の
仕
業





で
、
何



か

企
圖





つ
る
所





が
あ
つ
て
、
我

が
弦
月
丸








を
彼
處





の
海

上







へ
誘

引

き
寄

せ
や
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、

實


に
印
度
洋







の
航
海






程


世

に
恐



る
べ
き
航
海






は
な
い
、
颶
風






や
、
大
強
風










や
、
咫
尺





を
辨



ぜ
ぬ

海

霧









や
、

其
他






、
破
浪





、
逆
潮
浪









の
悽



ま
じ
き
、
亂
雲






、
積
雲






の
物
凄






き
、
何
處





の
航
海






に
も
免



か
れ
難



き
海
員






の
苦

難


で
は
あ
る
が
、
特



に
此



印
度
洋







で
は
是
等





の
苦
難





の
外



に
、
今
一
個







最




も
恐

怖

る
可

き
『
海
賊
船








の
襲

撃







』
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と
い
ふ
禍




が

あ
る
。
往
昔





か
ら
此



洋
中






で
、
海
賊
船








の
襲

撃







を
蒙





つ
て
、
悲
慘





な
る
最
後





を
遂

げ
た
船



は
幾



百
千
艘









あ
る
か
も
分



ら
ぬ
。
人



の
談
話





で
は
今



は
往
昔





程


海
賊
船








の
横
行






は
は
げ
し
く
は
無

い
が
、
其
代






り

往
昔





の
海
賊
船








は
一
撃






の
下



に
目

指

す
貨
物
船








を
撃
沈






す
る
や
う
な
事



は
な
く
、
必





ず
其



船


を
も
つ
て
此
方





に

乘
掛





け
來



り
、
武
裝





せ
る
幾
多





の
海
賊






輩


は
手

に
〳
〵
劔
戟






を
振
翳






し
つ
ゝ
、
彼
方





の
甲
板






か
ら
此
方





へ
乘
移






り
、
互





に
血
汐





を
流



し
て
勝

敗







を
爭





ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
海
賊






勝

て
ば
其
後






の
悲
慘





な
る
光

景







は
言

ふ
迄



も
な
い
が
、
若

し
此
方





強


け
れ
ば
其



賊


輩


を
鏖

殺







に
す
る
事



も
出

來

る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
今
日






に
於



て
は
、

海
賊






も
餘
程





狡
猾






に
な
つ
て
、
か
ゝ
る
手
段






に
出

づ
る
事



は
稀



で
、
加



ふ
る
に
海
底
潜
水
器











の
發
明






が
あ
つ
て

以
來





、
海
賊
船








は
多



く
其



發
明






を
應
用






し
て
、
若

し
漫
々






た
る
海
洋






の
上



に
金
銀






財
寳






を
滿
載






せ
る
船



を
認



め

た
時



に
は
、
先

づ
砲



又


は
衝

角







を
も
つ
て
一
撃






の
下



に
其



船


を
撃
沈






し
、
後



に
潜
水
器







を
沈



め
て
其



財
寳






を

引
揚





げ
る
相



で
あ
る
。
勿
論






、
今
日






に
於



て
も
潜
水
器







の
發
明






は
未



だ
充

分







完

全







の
度

に
は
進



ん
で
居

ら

ぬ
か
ら
、
此



手
段






と
て
絶
對
的








に
應
用






す
る
事



の
出

來

ぬ
の
は
言

ふ
迄



も
な
い
。
即





ち
現
今






に
於



て
最





も
精
巧






な
る
潜
水
器







で
も
、
海
底






五
十
米
突






以

下

に
沈



ん
で
は
水



の
壓

力







の
爲

め
と
空
氣
喞
筒








の
不
完
全








な
る
爲



に
、

到
底






其


用


を
爲

さ
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
潜
水
器







を
用



ゆ
る
海
賊
船








は
、
常



に
此
點






に
向



つ
て
深



く
意





を
用



ゐ
、

狂

瀾







逆
卷





く
太
洋






の
面



に
於



て
、
目

指

す
貨
物
船








を
撃
沈






す
る
塲
所





は
必





ず
海
底






の
深



さ
五
十
米
突






に
足

ら

ぬ
島
嶼






の
附
近





か
、
大
暗
礁








又


は
海
礁






の
横




つ

て
居

る
塲
所





に
限



つ
て
居

る
相



だ
。

　
今



、
私




は

黒
暗
々








た
る
印
度
洋







の
眞
中






に
於



て
、
わ
が
弦
月
丸








の
後



を
追

ふ
か
の
奇
怪






な
る
船



を
見

て
ふ
と

此
樣





事


を
想



ひ
出

し
た
。
讀
者






諸
君






よ
笑



ひ
玉



ふ
な
、
私




の

配
慮






は
餘



り
に
神
經
的








か
も
知

れ
ぬ
が
、
然



し
以
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上


の
物

語







と
、
今



か
ら
數
分






以
前





に
か
の
船



が
本
船






右
舷





後
方






の
海

上







に
於



て
不

思

議

に
も
難
破
信
號









を

揚

げ
た
事



と
で
考





へ
合



せ
る
と
斯



る
配
慮






の
起



る
の
も
無

理

は
あ
る
ま
い
。
私




は

印
度
洋







の
海
底






の
有
樣






は
精

密


く
は
知

ら
ぬ
が
此



洋


全
面
積








は
二
千
五
百
※
方
哩
















、
深



き
所





は
底
知





れ
ぬ
が
、
處

々







に
大
暗
礁








又


は
海
礁






が
横




つ

て
居

つ
て
、
水
深






五
十
米
突






に
足

ら
ぬ
所





も
あ
る
相



な
。
し
て
見

る
と
私




で

な
く
と
も
、
此

樣

な
想
像






は
起



る
で
あ
ら
う
、
今



、
本
船






の
後



を
追

ふ
か
の
奇
怪





の
船



は
或





は
印
度
洋







の
大
惡
魔







と
世

に
隱



れ
な
き
海
賊






船


で
、
先
刻






遙


か
〳
〵
の
海
上







で
、
星
火
榴
彈










を
揚

げ
、
火
箭






を
飛



し
て
、
救
助






を
求



む
る
難
破
船







の
眞

似

を

し
た
の
は
、
あ
の
邊



の
海
底






は
何



か
の
理
由





で
水
深






左
程





深


か
ら
ず
、
我

が
弦
月
丸








を
撃
沈






し
て
後



に
潜
水
器







を
沈



め
る
に
便
利





の
宜

か
つ
た
爲



で
は
あ
る
ま
い
か
、
本
船






の
愚
昧





な
る
船

長







は
『
船
幽
靈








め
が
、
難
破
船







の
眞

似

な
ん
か
し
て
、
此



船


を
暗
礁






へ
で
も
誘

引

き
寄

せ
や
う
と
か
ゝ
つ
て
居

る
の
だ
な
。
』
と
延
氣





な
事



を

言

つ
て
居

つ
た
が
、
其
實






船
幽
靈








な
ら
ぬ
海
賊
船








が
、
あ
の
邊



の
暗
礁






へ
我



船


を
誘

引

き
寄

せ
や
う
と
企
圖





て

居

つ
た
の
か
も
知

れ
ぬ
。
偶
然






に
も
我

が
弦
月
丸








は
斯



る
信
號






に
は
頓

着







な
く
、
ず
ん
／
″
＼
と
其



進
航






を

續


け
た
爲

め
、
策

略







破


れ
た
海
賊
船








は
、
今



や
他

の
手
段






を
廻



ら
し
つ
ゝ
、
頻



り
に
我



船


の
後



を
追
及






す
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
不
幸





に
し
て
私




の

想
像






が
誤





ら
な
け
れ
ば
夫



こ
そ
大
變






、
今



本
船






と
か
の
奇
怪






な
る
船



と
の
間





は
未

だ
一
海
里





以
上






は
確





に
距





つ
て
居

る
が
、
あ
の
燈
光






の
だ
ん
〳
〵
と
明
亮





く
な
る
工
合





で
見

て
も
、

其


船
脚






の
悽



ま
じ
く
速



い
事



が
分



る
か
ら
、
頓



て
本
船






に
切
迫






す
る
の
も
十
分



か
十
五
分



の
後



で
あ
ら
う
。
あ

ゝ
、
海
賊
船








か
、
海
賊
船








か
、
若

し
も
あ
の
船



が
世
界





に
名
高





き
印
度
洋







の
海
賊
船








な
ら
ば
、
其



船


に
睨



ま
れ

た
る
我



弦
月
丸








の
運
命






は
最
早





是
迄






で
あ
る
。
た
と
へ
我



船


が
全

檣







に
帆

を
張

り
蒸
※
機
關










の
破
裂





す
る
ま

57



で
石
炭






を
焚

い
て
逃

げ
や
う
と
も
如

何

で
逃

げ
終

う
す
る
事



が
出

來

や
う
。
勿
論






、
か
の
船



は
私




の

想
像






す
る

が
如



き
海
賊
船








で
あ
つ
た
に
し
ろ
、
左

樣

無
謀





に
は
本
船






を
撃
沈






す
る
や
う
な
事



は
あ
る
ま
い
、
印
度
洋







の
平



均
水
深








は
一
千



八
百





三
十
尋



、
其

樣

な
深



い
所





で
輕

々







し
く
本
船






を
撃
沈






し
た
處





で
、
到
底






か
の
船



の
目
的






を
達



す
る
事



は
出

來

ま
い
か
ら
。
け
れ
ど
、
彼
方





天
魔





鬼
神





を
欺





く
海
賊
船








な
ら
ば
一
度






睨


ん
だ
船



を
ば
如

何

で
か
其
儘






に
見
遁





す
べ
き
。
事



面
倒






と
思



は
ゞ
、
昔

話








に
聞

く
海
賊
船








の
戰

術







を
其
儘






に
、
鋭





き
船
首






は

眞
一
文
字








に
此
方





に
突
進






し
來



つ
て
、
手

に
〳
〵
劍
戟






を
振
翳






せ
る
異
形





の
海
賊






輩


は
亂
雲






の
如



く
我

が
甲
板






に
飛
込





ん
で
來

る
か
も
知

れ
ぬ
。
若

し
然

な
く
ば
隱
見






出

沒







、
氣
長





く
我



船


の
後



を
追

ふ
内



、
本
船






が
何

時

か
海
水






淺


き
島
嶼






の
附
近





か
、
底



に
大
海
礁








の
横




る

波
上






に
で
も
差
懸





か
つ
た
時



、
風



の
如



く
來



り
、
雲



の
如



く
現



は
れ
出

で
ゝ
、
一
撃



の
下



に
其

處

に
我

が
船



を
撃
沈






す
る
積





か
も
知

れ
ぬ
。

斯

う
考





へ
る
と
實



に
底
氣
味









の
惡



い
も
〳
〵
、
私




は

心




の
底



か
ら
寒



く
な
つ
て
來

た
。

兎
角





す
る
程



に
怪





の
船



は
ま
す
〳
〵
接
近






し
來



つ
て
、
白



、
紅



、
緑





の
燈

光







は
闇

夜

に
閃



め
く
魔
神





の
巨
眼





の
ご
と
く
、
本
船






の
左
舷





後
方






約


四
五
百
米
突






の
所





に
輝





い
て
居

る
。

私



は

胸


を
跳



ら
せ
つ
ゝ
我

が
甲
板






の
前
後





左
右





を
眺



め
た
。
例



の
ビ
ー
ル
樽



船

長







は
此
時






私



の

頭
上






に
當



る

船
橋






の
上



に
立

つ
て
、
頻



り
に
怪





の
船



の
方
向






を
見

詰

め
て
居

つ
た
が
、
先
刻






遙


か
〳
〵
の
海

上







に
朦
乎






と

三
個





の
燈
光






を
認



め
た
間





こ
そ
、
途
方





も
無

い
事



を
言

つ
て
居

つ
た
も
の
ゝ
、
最
早





斯

う
な
つ
て
は
其

樣

な
無

※

な
事



は
言

つ
て
居

ら
れ
ぬ
。

『
は
て
さ
て
、
妙



だ
ぞ
、
あ
れ
は
矢

ツ
張



※
船





だ
わ
い
、
し
て
見

る
と
今
月






の
航
海
表








に
錯
誤






が
あ
つ
た
の
か

58海島冐檢奇譚　海底軍艦



し
ら
ん
。
』
と
言

ひ
つ
ゝ
、
仰



い
で
星
影






淡


き
大
空






を
眺



め
た
が

『
い
や
、
い
や
、
如

何

考




へ
て
も
今
時
分







あ
ん
な
船



に
此



航
路





で
追
越





さ
れ
る
筈



は
な
い
の
だ
。
』
と
見

る
〳

〵
内



に
不
安





の
顏

色

が
現



は
れ
て
來

た
。

此
時






は
す
で
に
澤
山






の
船
員
等







は
此
處
彼
處











か
ら
船
橋






の
邊





を
指

し
て
集





つ
て
來

た
。
い
づ
れ
も
愕





い
た
樣



な
、

審




る
や
う
な
顏



で
、
今



や
ま
す
〳
〵
接
近






し
來



る
怪





の
船



の
燈

光







を
眺



め
て
居

る
。

『
實



に
不

思

議

だ
　
　
あ
の
船
脚






の
速



い
事



は
　
　
』
と
右
手





の
時
辰
器









を
船
燈






の
光





に
照



し
て
打
眺






め
つ
ゝ
、

眤


と
考





へ
て
居

る
の
は
本
船






の
一
等
運
轉
手













で
あ
る
。
つ
ゞ
い
て

『
何
會
社





の
※

船

だ
ら
う
。
』

『
商
船







だ
ら
う
か
、
郵
便
船








だ
ら
う
か
。
』

『
い
や
、
軍
艦






に
相
違





な
い
。
』

『
軍
艦






に
し
て
も
、
あ
ん
な
に
速



い
船
脚






は
新
式






巡
洋
艦









か
、
水
雷
驅
逐
艦











の
他



は
あ
る
ま
い
。
』
と
二
等



運
轉
手








、
非
番





舵
手





、
水
夫





、
火
夫





、
船
丁





に
至



る
ま
で
、
互





に
眼

と
眼

を
見
合





せ
つ
ゝ
口

々







に
罵





り
騷



い

で
居

る
。
彼
等





の
中



に
は
、
先
刻






の
不

思

議

な
信
號






を
見

た
者



も
あ
ら
う
、
ま
た
見

ぬ
者



も
あ
ら
う
。

怪




の
船



は
遂



に
我

が
弦
月
丸








と
雁
行






に
な
つ
た
。
船
橋






の
船

長







は
右

顧

左

顧

、
頻



り
に
心

安







か
ら
ず
見

え

た
。
我

が
一
等
運
轉
手













は
急





は
し
く
後
部
甲
板









に
走



つ
た
が
、
忽





ち
一
令






を
掛

け
る
と
、
一
個





の
信
號
水
夫









は
、

右
手





に
高



く
白
色
球
燈











を
掲



げ
て
、
左
舷
船
尾








の
「
デ
ツ
キ
」
に
立

つ
た
。
之

れ
は
海
上
法









に
從





つ
て
、
船



の
將



に
他
船





に
追
越





さ
れ
ん
と
す
る
時



に
表
示





す
る
夜
間
信
號









で
あ
る
。
然



る
に
彼
方





怪




の
船



は
敢



て
此



信
號
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に
は
應

答

へ
ん
と
も
せ
ず
、
忽





ち
見

る
其



甲
板






か
ら
は
、
一
導






の
探
海
電
燈








の
光





閃
々






と
天
空






を
照



し
、
つ
ゞ

い
て
サ﹅
ツ﹅
と
ば
か
り
、
其



眩


ゆ
き
光





を
我

が
甲
板






に
放

げ
る
と
共



に
、
※
笛





一
二
聲



、
波



を
蹴

立

て
ゝ
ま
す
〳

〵
進
航






の
速

力







を
速



め
た
。

見

る
〳
〵
内



に
怪





の
船



の
白
色
檣
燈












は
我

が
弦
月
丸








の
檣

燈







と
並
行






に
な
つ
た
　
　
早

や
、
彼
方





の
右
舷





の
緑

燈







は
我

が
左
舷





の
紅
燈






を
尻
眼





に
か
け
て
、
一
米
突






　
　
二
米
突






　
　
三
米
突






　
　
端
艇





な
ら
ば
少





く

も
半
艇
身








以
上






我

が
船



を
乘
越





し
た
。

此
時






！

私



は

如

何

に
も
し
て
、
か
の
怪





の
船



の
正

體







を
見
屆





け
ん
も
の
を
と
、
身

を
飜




し

て
左
舷
船
首









に
走



り
、
眼





を
皿



の
や
う
に
し
て
其



船


の
方



を
見

詰

め
た
が
、
月
無





く
、
星
影






も
稀



な
る
海



の
面





は
、
百
米
突






　
　
二
百
米



突


と
は
距



た
ら
ぬ
の
に
黒
暗
々








と
し
て
咫
尺





を
辨



じ
な
い
。
加



ふ
る
に
前
檣
々
頭












に
一
點






の
白
燈






と
、
左
舷





の

紅
燈






は
見

え
で
、
右
舷





に
毒
蛇






の
巨
眼





の
如



き
緑

色








の
舷
燈






を
現





せ
る
他



は
、
船
橋






に
も
、
甲
板






に
も
、
舷



窓


か
ら
も
、
一
個





の
火
影





を
見

せ
ぬ
か
の
船



は
、
殆



ん
ど
闇

黒

に
全
體






を
包



ま
れ
て
居

つ
た
が
、
私




の

一
念






の

屆


い
て
幾
分





か
神
經






の
鋭





く
な
つ
た
爲



か
、
そ
れ
と
も
瞳





の
漸





く
闇
黒






に
馴

れ
た
爲



か
、
私




は

辛




じ
て
其



燈
光





の
主

體

を
認



め
得

た
途
端





、
ま
た
も
や
射
出





す
彼
船






の
探
海
電
燈








、
其
邊






は
。
パ﹅
ツ﹅
と
明



る
く
な
る
、
私




は

一


見


し
て
卒
倒






す
る
ば
か
り
に
愕





き
叫



ん
だ
よ

『
海
蛇
丸







※
　
海
蛇
丸







※
』
と
。

讀
者






諸
君






は
未

だ
御
記
臆









だ
ら
う
。
我

が
弦
月
丸








が
將



に
子
ー
プ
ル
ス
港



を
出

發







せ
ん
と
し
た
時



、
何
故






と
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も
な
く
深



く
私




の

眼




に
留





つ
た
一
隻






の
怪





の
船



を
。
噸
數






一
千
噸



位




、
二
本





烟
筒






に
二
本





檣




、
其



下
甲
板







に
は

大
砲






小
銃
等








を
積

め
る
に
や
あ
ら
ん
。
審



か
し
き
迄



船
脚






の
深



く
沈



ん
で
見

え
た
其



船


が
、
今



や
闇
黒






な
る
波

浪

の
上



に
朦
朧






と
認



め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
紛





ふ
方



な
き
海
蛇
丸







※
』
と
私




は

再




び
叫



ん
だ
。
あ
ゝ
、
海
蛇
丸







は
前



に
は
子
ー
プ
ル
ス
港



に
て
い
と
奇

怪

し
き
擧
動






を
な
し
、
其
時






、
我

が
弦
月
丸








よ
り
は
數
分






前


に
港





を
發



し
て
、
か
く
も
迅
速






な
る
速

力







を
有

て

る
に
も
拘





ら
ず
、
今



や
却





て
我

が
船



の
後



を
追

ふ
て
來

る
と
は
、
之



が
單



に
、
偶
然






の
出
來
事









と
の
み
言

は
れ

や
う
か
？
　
？
　
？

然


る
に
此
時






ま
で
、
海
蛇
丸







は
別



に
害
意





あ
り
と
も
見

え
ず
、
た
ゞ
其



甲
板






か
ら
は
絶

え
ず
探
海
電
燈








の
閃
光





を
射
出







し
て
、
或





は
天
空






を
照



し
、
或





は
其



光




を
此
方





に
向

け
、
又



は
海

上







の
地

理

形
况
等








を
探



る
に
や
あ

ら
ん
、
我

が
弦
月
丸








が
指

し
て
行

く
航
路





の
海

波

を
照



し
つ
ゝ
、
ず
ん
／
″
＼
と
前
方





に
駛



り
去

つ
た
。
本
船






は
今



は
却





て
其



後


を
追

ふ
の
で
あ
る
。

稍

や
十
分



も
※

い
た
よ
、
先
刻






ま
で
は
極



め
て
動
搖





平
穩






で
あ
つ
た
我

が
弦
月
丸








は
何

時

の
間

に
か
甲
板






も
傾





く
ば
か
り
激



し
き
動
搖





を
感



じ
て
居

る
の
で
あ
つ
た
。
眺



め
る
と
闇
黒






な
る
右
舷





左
舷





の
海

上







は
尋

常

な
ら

ず
浪



荒


く
、
白
馬





の
如



き
立
浪






の
跳



る
の
も
見

え
る
。
印
度
洋







と
て
千
尋






の
水
深





ば
か
り
で
は
な
い
、
斯

く
立



浪


の
騷



い
で
居

る
の
は
、
確





に
其
邊






に
大
暗
礁








の
横




つ

て
居

る
と
か
、
今



し
も
我

が
弦
月
丸








の
進
航






し
つ
ゝ
あ

る
航
路





の
底



は
一
面






の
大
海
礁








で
蔽



は
れ
て
居

る
の
で
あ
ら
う
。

大
暗
礁








！
　
大
海
礁








！
　
た
と
へ
船



を
坐
礁






る
程



で
な
く
と
も
、
此
邊






の
海
底






の
淺



い
事



は
分



つ
て
居
る
※
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は﹅
ツ﹅
と
思



つ
た
が
、
此
時






忽




ち
我

が
弦
月
丸








の
前
甲
板








に
尋

常

な
ら
ぬ
叫

聲







が
聽



え
た
。
私




は

跳

上







つ
て

眼

を

放


つ
と
、
唯



見

る
、
本
船
々
首










正
面







の
海

上







に
、
此
時






ま
で
閃
々






た
る
光





は
絶

え
ず
海



の
八
方






を
照



し

つ
ゝ
既



に
一
海
里







ば
か
り
駛



り
去

つ
た
海
蛇
丸







は
、
此
時






何
故






か
探
海
電
燈








の
光





パ
ツ
と
消

え
て
、
突
然






船
首






を
轉
廻





す
よ
と
見

る
間

に
、
さ
な
が
ら
疾
風






電
雷






の
如



く
此
方





に
突
進






し
て
來

た
。

『
や
、
や
、
や
、
や
、
や
。
』
と
私




の

胸


は
警

鐘







を
亂
打





す
る
や
う
で
あ
る
。
更



に
驚
愕





い
た
の
は
、
船
橋






の
船

長







、
後
甲
板








の
一
等
運
轉
手












、
二
等
運
轉
手











、
三
等
運
轉
手












、
水
夫





、
火
夫





、
見
張
番







、
一
同






顏
色







を

失

つ

て
、
船
首
甲
板










の
方



へ
走



つ
て
來

た
。

眞
正
面








か
ら
突
進






し
て
來

る
海
蛇
丸







と
、
我

が
弦
月
丸








と
の
距
離





は
最
早





一
千
米
突






に
※

事
件





の
實
例






を
引

く

迄


も
な
く
、
少



し
く
舵

機

の
取
方






を
※





つ
て
も
、
屡
々






驚
怖






す
べ
き
衝

突







を
釀



す
の
に
、
底
事






ぞ
、
怪





の
船



海
蛇
丸







は
、
今



や
我

が
弦
月
丸








の
指

し
て
行

く
同



じ
鍼
路





を
ば
故

意

と
此
方





に
向





て
猛
進






し
て
來

る
の
で
あ
る
、

一
分



、
二
分



、
三
分



の
後



は
一
大






衝

突







を
免



か
れ
ぬ
運
命






※

船

長







も
一
等
運
轉
手













も
度

を
失





つ
て
、
船
橋






を
驅

け
上



り
、
驅

け
降



り
、
後
甲
板








に
馳

せ
、
前
甲
板








に
跳



り

狂


ふ
て
、
聲



を
限



り
に
絶
叫






し
た
。
水
夫





。
火
夫





、
船
丁
等









の
周
章
狼
狽











は
言

ふ
迄



も
な
い
、
其
内






に
乘






客


も
※
半






睡
眠





よ
り
醒

め
て
、
何
事






ぞ
と
甲
板






に
走



り
出

で
ん
と
す
る
を
、
邪
魔





だ
〳
〵
と
昇
降
口









の
邊



よ
り
追
返






さ
ん
と
※





く
二
三
船
員






の
聲



も
聽



え
る
。
本
船






は
連

續







に
爆
裂
信
號










を
揚

げ
、
非
常
※
笛









を
鳴

ら

し
、
危
難





を
告

ぐ
る
號
鐘







は
割

る
ゝ
ば
か
り
に
響



き
渡



つ
た
け
れ
ど
、
海
蛇
丸







は
音



も
な
く
、
ず
ん
〳
〵
と
接



近


し
て
來

る
ば
か
り
で
あ
る
。
本
船






の
舵
手





は
狂
氣






の
如



く
な
つ
て
、
鍼
路





を
右



に
左





に
廻

轉







し
た
が
何



の
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甲

斐

も
無

い
。
此
方





※
角





短
聲






一
發






、
鍼
路





を
右
舷





に
取

れ
ば
、
彼
方





海
蛇
丸







も
左
舷





の
紅
燈






隱


れ
て
鍼
路





を

右


に
取

り
、
此
方





短
聲






二
發





鍼
路





を
左
舷





に
廻



ら
せ
ば
、
彼
方





も
亦

た
左
舷





の
紅
燈






現


は
れ
て
鍼
路





を
左





に
取

る
。
最
早





疑




ふ
事



は
出

來

ぬ
、
海
蛇
丸







は
今



や
立
浪






跳


つ
て
海
水






淺


き
、
此



海

上







で
我

が
弦
月
丸








を
一
撃






の

下


に
撃
沈






せ
ん
と
企
圖





て
ゝ
居

る
の
だ
。

『
衝

突







だ
！
　
衝

突







だ
！
　
衝

突







だ
！
』
と
百
數
十









の
船
員
等







は
夢
中





に
な
つ
て
甲
板
上









を
狂






奔

し
た
。

此
時






既


に
本
船






を
去

る
海
蛇
丸







の
距
離





は
僅



か
に
二
百





二
三
十
米
突






以
内





※

一
等
運
轉
手













と
船

長







と
は
血
眼






に
な
つ
て
一
度





に
叫



ん
だ

『
全
速
力









後
退






！
　
後
退






！
　
後
退






！
』

同
時





に
※
角





短
聲






三
發






、
蒸
※
機
關










の
響





ハ
ッ
タ
と
更





ま
つ
て
、
逆





に
廻

旋







す
る
推

進

螺

旋

の
邊





、
泡
立





つ

波


は
飛
雪





の
如



く
、
本
船






忽




ち
二
十
米
突






　
　
三
十
米
突






も
後
退






し
た
と
思



つ
た
が
、
此
時






す
で
に
遲



か
つ
た
、

今


や
我

が
弦
月
丸








の
側
面
前
方










、
約



百
米
突






以
内





に
接
迫






し
來



つ
た
海
蛇
丸







は
、
忽
然






其


船
首






を
左
方





に
廻






轉

す
る
よ
と
見

る
間

に
、
其



鋭




き
衝

角







は
恰





も
電
光
石
火











の
如



く
、
本
船






の
中
腹






目

撃

け
て
ド
シ
ン
※

弦
月
丸








は
萬
山






の
崩



る
ゝ
が
如



き
響





と
共



に
左
舷





に
傾
斜





い
た
。
途
端





に
起



る
大
叫
喚









。
二
百






の
船
員






が
狂



へ
る
甲
板






へ
、
數

百







の
乘

客








が
一
時





に
黒
雲






の
如



く
飛
出





し
た
の
で
あ
る
。

風


の
如



く
、
電
光






の
如



く
來



り
し
海
蛇
丸







は
、
ま
た
、
風



の
如



く
、
電
光






の
如



く
、
黒
暗
々








た
る
波
間





に
隱



れ

て
し
ま
つ
た
。
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天

空

に
は
星
影






一
點



、
二
點



、
又

た
三
點



、
風



死

し
て
浪



黒


く
、
船



は
秒
一
秒








と
、
阿
鼻
叫
喚









の
響





を
載

せ
て
、

印
度
洋







の
海
底






に
沈



ん
で
行

く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
八
回
　
人
間






の
運
命






　
　
　
　
　
弦
月
丸
の
最
後
　
　
ひ
、
ひ
、
卑
怯
者
め
　
　
日
本
人
の
子
　
　
二
つ
の
浮

標

　
　
春
枝
夫
人
の

　
　
　
　
　
行
衞
　
　
あ
ら
、
黒
い
物
が
！

　
あ
ゝ
人
間






の
運
命






程


不

思

議

な
者



は
な
い
。
此



珍
事





の
あ
つ
た
翌
日






は
私




は

、
日
出
雄
少
年









と
唯



二
人





で
、

長


さ
卅
呎




に

も
足

ら
ぬ
小
端
艇








に
身

を
委



ね
て
、
水



や
空



な
る
大
海
原








を
浪



の
ま
に
〳
〵
漂





つ
て
居

る
の
で
あ

つ
た
。
言

ふ
迄



も
無

く
、
弦
月
丸








は
其
時






無
限





の
恨





を
飮

ん
で
、
印
度
洋







の
海
底






に
沈
沒






せ
し
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

風


軟




か
に
、
草



み
ど
り
な
る
陸

上







の
人



は
、
船



の
沈
沒






な
ど
ゝ
聞

け
ば
、
恰





も
趣
味





あ
る
出
來
事









の
樣



に
思



は
れ
て
、
或





は
演
劇






に
、
或





は
油
繪






に
、
樣

々







な
る
事



を
し
て
其



悲
壯





な
る
光
景






を
胸

裡

に
描



か
ん
と
し
て

居

る
が
、
私




の

如


く
現
在






其


難


に
臨



ん
で
、
弦
月
丸








が
悲
慘





な
る
最
後





を
遂

ぐ
る
ま
で
、
其



甲
板






に
殘



つ
て
居

つ
た
身

は
、
今
更






其


始
終






を
懷

想







し
て
も
身

の
毛

の
彌

立

つ
程



で
、
と
て
も
詳



し
い
事



を
述
立





て
る
に
忍



び

ぬ
が
、
是

非

に
語



ら
ね
ば
な
ら
ぬ
其



大
略






だ
け
を
茲



に
記



し
て
置

か
う
。

海
蛇
丸







が
我



弦
月
丸








の
右
舷





に
衝
突







し
て
、
風



の
如



く
其



形




を
闇

中

に
沒



し
去

つ
た
後



は
、
船

中







は
鼎





の
沸

く
が
樣



な
騷





で
あ
つ
た
。
泣

く
聲



、
喚



く
聲



、
哀





に
救
助





を
求



む
る
聲



は
、
悽



ま
じ
き
怒
濤





の
音



と
打
交






つ
て
、
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地
獄





の
光
景






も
か
く
や
と
思



は
る
ゝ
ば
か
り
。
あ
ら
ゆ
る
防
水






の
方
便





は
盡



さ
れ
た
が
、
微
塵





に
打
碎






か
れ
た

る
屹
水
下







か
ら
は
海
潮






瀧


の
如



く
迸





入

つ
て
、
其



近
傍






に
は
寄

り
附

く
事



も
出

來

な
い
。
十
臺



の
喞
筒





は
、
全



力




で
水



を
吐
出





し
て
居

る
が
何



の
效
能






も
な
い
。
六
千
四
百
噸



の
巨
船






も
す
で
に
半





は
傾





き
、
二
本





の
煙
筒






か
ら
眞
黒






に
吐
出





す
烟





は
、
恰





も
斷
末
魔







の
苦
悶





を
訴





へ
て
居

る
か
の
や
う
で
あ
る
。

『
も
う
無

益

だ
〳
〵
、
と
て
も
沈
沒






は
免



か
れ
な
い
。
』
と
船
員






一
同






は
す
で
に
本
船






の
運
命






を
見

捨

て
た
の

で
あ
る
。

私



は

此
時






ま
で
殆



ん
ど
喪
心






の
有
樣






で
、
甲
板






の
一
端






に
屹
立





つ
た
儘



、
此



慘
憺






た
る
光
景






に
眼





を
注



い
で
居

つ
た
が
、
ハ
ツ
と
心
付






い
た
よ
。

『
春
枝
夫
人








、
日
出
雄
少
年









は
如

何

し
て
居

る
だ
ら
う
。
』
と

私



は

宙


を
飛

ん
で
船
室






の
方



に
向



つ
た
。
昇
降
口









の
ほ
と
り
、
出

逢

ひ
が
し
ら
に
、
下

方

か
ら
昇



つ
て
來

た

の
は
、
夫
人





と
少
年






と
で
あ
つ
た
。
不

時

の
大
騷
動








に
、
愕





き
目

醒

め
た
る
春
枝
夫
人








は
、
か
ゝ
る
焦
眉





の
急



に
も
其



省
愼






を
忘



れ
ず
、
寢
衣





を
常

服







に
着

更

へ
て
居

つ
た
爲

め
に
、
今



漸




く
此

處

ま
で
來

た
の
で
あ
る
。

見

る
よ
り
私




は

『
夫
人






、
大
事
變







が
〳
〵
。
』

『
何



か
起



り
ま
し
た
か
、
暗
礁






へ
で
も
？
』
と
夫
人





の
聲



は
沈



ん
で
居

つ
た
。

『
暗
礁






ど
こ
ろ
か
、
ま
、
早



く
〳
〵
。
』
と
私




は

引
立





て
る
や
う
に
し
て
夫
人





を
伴





ひ
、
喫
驚






し
て
眼

を
※



つ

て
居

る
少
年






を
ば
、
ヒ
シ
と
腕



に
抱



へ
て
甲
板






を
走



つ
た
、
餘



り
に
人



の
立
騷






い
で
居

る
邊



は
、
却





て
危
險





の
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多


い
の
で
、
吾
等





三
人





は
全





く
離



れ
て
、
ず
つ
と
船
首






の
海
圖
室







の
側





に
身

を
寄

せ
た
。
此



塲
合





に
第



一
に
私






の
胸



を
う
つ
た
の
は
、
此



航
海






の
は
じ
め
ネ
ー
プ
ル
ス
港



を
出

づ
る
時



、
濱
島






に
堅



く
約



し
て
、
夫
人





と
其



愛

兒


と
の
身

の
上



は
、
私




の

生
命





に
懸

け
て
も
と
堅



く
請
合





つ
た
事



、
今



、
此



危
急





の
塲
合





に
臨



ん
で
、
私




の

身


命


は
兎

も
あ
れ
、
此



二
人





丈

け
は
如

何

し
て
も
救



は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。

船


は
秒
一
秒








に
沈



ん
で
行

く
、
甲
板






の
叫

喚







は
ま
す
〳
〵
激



し
く
な
つ
た
。
終



に
「
端
艇






下


せ
い
。
」
の
號



令


は
響



い
て
、
第



一
の
端
艇






は
波
上






に
降

下

つ
た
。
此
時






私



は

春
枝
夫
人








を
見
返





つ
た
の
で
あ
る
。

『
い
ざ
、
夫
人






、
避
難





の
用
意





を
。
』
と
。
す
べ
て
海

上







の
規
則





と
し
て
、
斯



る
塲
合





に
第



一
に
下



さ
れ
た

る
端
艇






は
一
等
船
客











の
た
め
、
第



二
が
二
等
船
客










、
第



三
が
三
等
船
客











、
總



て
の
船

客







の
免



れ
去

つ
た

後


に
、
猶
殘






る
端
艇






が
あ
れ
ば
、
其
時






は
じ
め
て
船
員
等







の
避
難





の
用



に
供



せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
で
私




は

今


第


一
端
艇






の
下



る
と
共



に
、
吾
等





一
等
船
客











た
る
の
權
利





を
も
つ
て
、
春
枝
夫
人








と
日
出
雄
少
年









と
を
誘





つ

た
の
で
あ
る
。
勿
論






私



は

不
束






な
が
ら
も
一
個





の
日
本
男
子









で
あ
れ
ば
、
其



國


の
名

に
對



し
て
も
、
斯



る
塲
合





に
第



一
に
逃
出





す
事



は
出

來

ぬ
の
で
あ
る
。
然



し
、
春
枝
夫
人








と
日
出
雄
少
年









と
は
私




が

堅


く
友



に
保
證






し
て

居

る
人



、
且



は
纎
弱





き
女
性






と
、
無
邪
氣









な
る
少
年






の
身

で
あ
れ
ば
、
先

づ
此



二
人





を
ば
避
難





せ
し
め
ん
と
頻





に
心





を
焦





て
た
の
で
あ
る
。

然


る
に
私




の

苦
心





は
全





く
無
益





で
あ
つ
た
。
第
一
端
艇










の
波
上






に
浮



ぶ
や
否

な
や
、
忽





ち
數

百







の
人



は
、
雪

崩


の
如



く
其

處

へ
崩



れ
か
ゝ
つ
た
。
我
先






に
其



端
艇






に
乘
移






ら
ん
と
、
人
波






う
つ
て
※
閙





く
樣



は
、
黒
雲






の
風



に
吹

か
れ
て
卷
返






す
や
う
で
あ
る
。
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『
夫
人






、
と
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
』
と
二
三
歩

進


ん
だ
私




は

振
返






つ
た
。
と
て
も
〳
〵
、
あ
の
狂
氣






の
や
う
に

立
騷






い
で
居

る
多
人
數







の
間





を
分

け
て
、
此



柔
弱





き
夫
人





と
少
年






と
を
安
全






に
端
艇






に
送
込






む
事



が
出

來

や
う

？
　
あ
ゝ
人
間






は
い
ざ
と
云

ふ
塲
合





に
は
、
恥

辱

も
名
譽





も
な
く
、
斯

く
迄



生
命





の
惜

し
い
者



か
と
、
嘆
息






と

共


に
眺



め
て
居

る
と
、
更



に
奇
怪






な
る
は
、
其



端
艇






に
身

を
投



じ
た
る
一
群






の
人



、
そ
れ
は
一
等
船
客











で
も

な
く
、
二
等
船
客










で
も
な
く
、
實



に
此



船


の
最
後





ま
で
踏

止







る
可

き
筈



の
水
夫





、
火
夫





、
舵
手






、
機
關
手








、

其
他






一
團






の
賤
劣






な
る
下
等
船
客










で
、
自
己





の
腕

力







に
任



せ
て
、
他

を
突
除





け
蹴
倒





し
て
、
我
先






に
と
艇
中






に
乘
移






つ
た
の
で
あ
る
。

『
あ
ゝ
、
何



た
る
醜
態






ぞ
。
」
と
私




は

あ
ま
り
の
事



に
撫
然





と
し
た
。
春
枝
夫
人








は
私




の

後
方





に
、
愛
兒





を
し

か
と
抱



き
た
る
儘



、
默
然






と
し
て
言





も
な
い
、
け
れ
ど
流
石





に
豪
壯






な
る
濱
島
武
文










の
妻



、
帝
國
軍
人
松
島
海















軍
大
佐








の
妹

君







程


あ
つ
て
、
些





も
取
亂






し
た
る
姿





の
な
き
は
、
既



に
其



運
命






を
ば
天



に
任



せ
て
居

る
の
で
あ

ら
う
。
か
ゝ
る
殊
勝





な
る
振
舞






を
見

て
は
、
私




は

猶


默


つ
て
は
居

ら
れ
ぬ
。

『
え
ゝ
、
無
責
任







な
る
船
員






！
　
卑
劣





な
る
外

人







！
　
海

上







の
規
則





は
何



の
爲



ぞ
。
』
と
悲
憤





の
腕



を
扼



す
と
、
夫
人





の
淋



し
き
顏



は
私




に

向


つ
た
、
沈



ん
だ
聲



で

『
い
え
、
誰
人





も
命





の
助



か
り
た
い
の
は
同



じ
事



で
せ
う
。
』
と
言

つ
て
、
瞳





を
轉



じ

『
で
も
、
あ
の
樣



に
澤
山






乘

つ
て
は
端
艇






も
沈



み
ま
せ
う
に
。
』
と
い
ふ
、
我
身





の
危
急






を
も
忘



れ
て
、
却



つ

て
仇



し
人



の
身

の
上



を
氣
遣





ふ
心





の
優



し
さ
、
私




は

聲


を
勵



ま
し
て

『
夫
人






、
其

樣

な
事

處







で
あ
り
ま
せ
ん
、
貴
女





と
少
年






と
は
如

何

し
て
も
助





ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
私




が

濟
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ま
な
い
〳
〵
。
』
と
叫



ん
で
見
渡





す
と
此
時






第
二





の
端
艇






も
下

り
た
、
第
三






の
端
艇






も
下

り
た
、
け
れ
ど
其



附

近


は
以
前





に
も
増

す
混
雜






で
、
私




は

た
ゞ
地
團
太









を
踏

む
ば
か
り
。
ふ
と
眼





に
入

つ
た
の
は
、
今



、
此



船


の
責



任


を
双
肩






に
擔



へ
る
船

長







が
、
卑
劣





に
も
此
時






、
舷
燈






の
光





朦
朧






た
る
ほ
と
り
よ
り
、
天



に
叫



び
、
地

に
泣

け
る
、
幾

百







の
乘
組
人








を
ば
此

處

に
見

捨

て
ゝ
、
第
三






の
端
艇






に
乘
移






ら
ん
と
す
る
處





。

『
ひ
、
ひ
、
卑
怯
者







！
。
』
と
私




は

躍
起





に
な
つ
た
、
此

處

に
は
春
枝
夫
人








の
如



き
殊
勝





な
る
女
性






も
あ
る
に
、

彼


船

長







の
醜
態






は
何
事






ぞ
と
思



ふ
と
、
も
う
默



つ
て
は
居

ら
れ
ぬ
、
元



よ
り
無
益





の
業



で
は
あ
る
が
、
せ
め

て
の
腹
愈






し
に
は
、
吾



鐵
拳






を
も
つ
て
彼



の
頭





に
引
導






渡


し
て
呉

れ
ん
と
、
驅
出





す
袂





を
夫
人





は
靜





に
留



め
た
。

『
も
う
何
事






も
爲

さ
り
ま
す
な
。
妾




も

、
日

出

雄

も
、
此
儘






海


の
藻
屑





と
消

え
て
も
、
决



し
て
未
練





に
助



か
ら

う
と
は
思



ひ
ま
せ
ぬ
。
』
と
白
※
薇







の
た
と
へ
ば
雨



に
惱



め
る
が
如



く
、
し
み
／
″
＼
と
愛
兒





の
顏



を
眺



め
つ
ゝ

『
け
れ
ど
、
天



の
惠





が
あ
る
な
ら
ば
、
波



の
底



に
沈



ん
で
も
或





は
助



か
る
事



も
あ
り
ま
せ
う
。
」
と
明
眸






に
露



を
湛



え
て
天



を
仰



い
だ
。

忽




ち
、
暗
澹






た
る
海

上







に
、
不

意

に
大
叫
喚









の
起



つ
た
の
は
、
本
船






を
遁



れ
去

つ
た
端
艇






の
餘



り
に
多
人





數


を
載

せ
た
た
め
一
二
艘



波


を
被



つ
て
沈
沒






し
た
の
で
あ
ら
う
。

『
オ
ー
、
無
殘





に
。
』
と
春
枝
夫
人








は
手

巾








に
面





を
蔽



ふ
た
。

『
あ
れ
は
自
業
自
得








で
す
。
』
と
私




は

冷
笑






を
禁



じ
得

な
か
つ
た
。

弦
月
丸








の
運
命






は
最
早





一
分



、
二
分



、
甲
板






に
は
殘



る
一
艘






の
端
艇






も
無

い
、
斯

く
な
り
て
は
今
更






何


を
か
思



は
ん
、
せ
め
て
は
殊
勝





な
る
最
後





こ
そ
吾
等





の
望





で
あ
る
。
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『
夫
人






！
。
』
と
私




は

靜




に
夫
人





を
呼



か
け
た
。

『
何
事






も
天
命






で
す
、
然



し
吾
等





は
此



急
難






に
臨



ん
で
も
、
我



日
本






の
譽





を
傷





け
な
か
つ
た
の
が
せ
め
て
も
の

滿
足






で
す
。
』
と
語



る
と
、
夫
人





も
微



か
に
う
ち
點
頭





き
、
俯
伏





し
て
愛
兒





の
紅




な

る
頬



に
最
後





の
接
吻






を
與



へ
、
言
葉





や
さ
し
く

『
日

出

雄

や
、
お
前



は
今



此


災
難






に
遭

つ
て
も
、
ネ
ー
プ
ル
ス
で
袂
別





の
時



に
父
君







の
仰

つ
し
や
つ
た
お
言
葉





を
忘



れ
は
し
ま
す
ま
い
ね
え
。
』
と
言

へ
ば
、
日
出
雄
少
年









は
此
時






凛
乎





た
る
面



を
擧

げ

『
覺



え
て
居

ま
す
。
父

樣







が
私




の

頭




を
撫

で
ゝ
、
お
前



は
日
本
人








の
子

と
い
ふ
事



を
ば
ど
ん
な
時



に
も
忘



れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
よ
、
と
仰



し
や
つ
た
事



で
せ
う
。
』

夫
人





は
思



は
ず
涙





を
は
ら
〳
〵
と
流



し

『
其
事






、
お
前



と
母



と
は
、
之



が
永
遠






の
別





と
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
幸





ひ
に
お
前



の
生
命





が
助





つ
た
な

ら
、
之



か
ら
世

に
立

つ
時



に
、
始
終





其


言
葉





を
忘



れ
ず
、
誠
實





の
人



と
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
よ
。
』
と
言
終






つ
た
時



、
怒
濤





は
早

や
船
尾





の
方



か
ら
打
上





げ
て
來

た
。

最
早





最
後





と
、
私




は

眼

を
放



つ
て
四
邊





を
眺



め
た
が
、
此
時






ふ
と
眼

に
止



つ
た
の
は
、
左
舷





の
方



に
取
亂






さ
れ

て
あ
つ
た
二
三
個

の
浮

標

、
端
艇






に
急



い
だ
人

々







は
、
か
ゝ
る
物



に
は
眼





を
留

め
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

私


は

急


ぎ
取
上





げ
た
。
素
早





く
一
個





を
夫
人





に
渡



し
、
今
一
個







を
右

手

に
捕



へ
て
『
日

出

雄

さ
ん
。
』
と
ば
か

り
左
手





に
少
年






の
首
筋






を
抱



へ
た
時



、
船



は
忽





ち
、
天
地





の
碎



く
る
が
如



き
響





と
共



に
海
底






に
沒



し
去

つ
た
。

泡
立





つ
波



、
逆
卷





く
潮





、
一
時





は
狂

瀾







千
尋






の
底



に
卷
込





ま
れ
た
が
、
稍



暫



し

て
再





び
海
面






に
浮

上







つ
た
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時


は
黒
暗
々








た
る
波
上






に
は
六
千
四
百
噸



の
弦
月
丸








は
影



も
形





も
な
く
、
其

處

此

處

に
は
救
助





を
求



む
る
聲



た

え
／
″
＼
に
聽



ゆ
る
の
み
、
私




は

幸



に

浮

標

を
失





は
で
、
日
出
雄
少
年









を
ば
右

手

に
シ
カ
と
抱



い
て
居

つ
た
。

け
れ
ど
夫
人





の
姿





は
見

え
な
い
『
春
枝
夫
人








、
々
々
。
』
と
聲



を
限



り
に
呼

ん
で
見

た
が
應





が
な
い
、
只



一
度





遙


か
〳
〵
の
波
間





か
ら
、
微



か
に
答





の
あ
つ
た
樣



に
も
思



は
れ
た
が
、
そ
れ
も
浪



の
音



や
ら
、
心





の
迷



ひ
や
ら
、

夫
人





の
姿





は
遂



に
見
出





す
事



が
出

來

な
か
つ
た
の
で
あ
る
、
私




は

幼
少






の
頃



か
ら
、
水
泳






に
は
極



め
て
達



し
て

居

つ
た
の
で
、
容
易





に
溺



れ
る
樣



な
氣
遣






は
な
い
、
日
出
雄
少
年









を
抱



き
一
個





の
浮

標

を
力





に
、
一
時






ば
か
り

海
中






に
浸



つ
て
居

つ
た
が
、
其
内






に
救
助





を
求



む
る
人



の
聲



も
聽



え
ず
な
り
、
其



身

も
弦
月
丸








の
沈
沒






し
た
處





よ
り
餘
程





遠




か
つ
た
樣
子





、
不

意

に
日
出
雄
少
年









が
『
あ
ら
黒



い
物



が
。
』
と
叫



ぶ
の
で
、
愕





い
て
頭





を
上

げ

る
と
、
今



し
も
一
個





の
端
艇






が
前
方






十
四
五
ヤ
ー
ド
の
距
離






に
泛



ん
で
居

る
、
之



は
先
刻






多
人
數







が
乘

つ
た
爲



に
、
轉
覆






し
た
中



の
一
艘






で
あ
ら
う
。
近



づ
い
て
見

る
と
艇
中






に
は
一
個





の
人
影






も
な
く
、
海
水






は
艇



の
半



ば

を
滿



し
て
居

る
が
、
何



は
兎

も
あ
れ
天



の
助





と
打



よ
ろ
こ
び
、
少
年






を
ば
浮

標

に
托



し
、
私




は

舷
側






に
附

い
て

泳


ぎ
な
が
ら
、
一
心






に
海
水






を
酌
出





し
、
曉




の

頃


に
な
つ
て
漸





く
水



も
盡

き
た
の
で
、
二
人





は
其



中


に
入

り
、

今


は
何
處





と
目
的





も
な
く
、
印
度
洋







の
唯
中






を
浪



の
ま
に
〳
〵
漂
流





つ
て
居

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
九
回
　
大
海
原








の
小
端
艇








　
　
　
　
　
亞
尼






の
豫
言
　
　
日
出
雄
少
年
の
夢
　
　
印
度
洋
の
大
潮
流
　
　
に
は
か
雨
　
　
昔
の
御
馳
走
　

　
　
　
　
　
　
巨
大
な
魚
群
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恐





し
き
一
夜





は
遂



に
明

け
た
。
東





の
空



が
白



ん
で
來

て
、
融
々






な
る
朝
日





の
光





が
水
平
線








の
彼
方





か
ら
、
我

等


の
上



を
照



し
て
來

る
の
は
昨
日





に
變



ら
ぬ
が
、
變



り
果

て
た
の
は
二
人





の
境
遇






で
あ
る
。
昨
日





ま
で
は
、
弦



月
丸






の
美
麗





な
る
船
室






に
暮



し
て
、
目

醒

む
る
と
第



一
に
甲
板






に
走



り
出

て
、
曉
天






の
凉



し
き
風



に
吹

か
れ
な

が
ら
、
い
と
心
地





よ
く
眺



め
た
海



の
面



も
、
今



の
身

に
は
た
ゞ
物
凄






く
見

ゆ
る
の
み
で
あ
る
。
眼
界






の
達



す
る

限


り
煙
波





渺
茫






た
る
印
度
洋







中


に
、
二
人





の
運
命






を
托



す
る
此



小
端
艇








に
は
、
帆

も
無

く
、
櫂



も
無

く
、
た
ゞ

浪


の
ま
に
〳
〵
漂





つ
て
居

る
ば
か
り
で
あ
る
。

今
更






昨
夜





の
事

件

を
考





へ
る
と
全





く
夢



の
樣



だ
。

『
あ
ゝ
、
何

故

此

樣

な
不
運





に
出

逢

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
』
と
私




は

昨
夜





海


に
浸



つ
て
、
全

濡







に
な
つ
た
儘



、

黎
明






の
風



に
寒



相


に
慄



へ
て
居

る
、
日
出
雄
少
年









を
ば
膝



に
抱
上






げ
、
今



し
も
、
太
陽






が
暫
時





浮
雲






に
隱



れ
て
、

何


と
な
く
薄
淋






し
く
な
つ
た
浪



の
面



を
眺



め
な
が
ら
、
胸



の
鏡





に
手

を
措

く
と
、
今
度





の
航
海






は
初





か
ら
、
不

運


の
神



が
我
等





の
身

に
跟
尾






つ
て
居

つ
た
樣



だ
。
出
港







の
み
ぎ
り
白
色
檣
燈












の
碎



け
た
事



、
メ
シ
ナ
海
峽







で
、

一
人





の
船

客







が
海



に
溺



れ
た
事
等






、
恰





も
天



に
意





あ
つ
て
、
今

回







の
危
難





を
豫

知

せ
し
め
た
樣



で
あ
る
。

イ
ヤ
其

樣

な
無

※

な
事



も
あ
る
ま
い
が
、
子
ー
プ
ル
ス
の
埠
頭





で
、
亞
尼






が
泣

い
て
語



つ
た
事



は
、
不

思

議

に

も
的
中






し
た
。
勿
論






、
魔

の
日

魔

の
刻



の
因
縁






な
ど
は
信



ぜ
ら
れ
ぬ
が
、
老
女






が
最
後





の
一
言






、
『
弦
月
丸








に

は
、
珍



ら
し
く
澤
山






の
黄
金






と
眞
珠






と
が
搭
載






さ
れ
て
居

ま
す
、
眞
珠






と
黄
金






と
が
夥




し

く
海

上







で
集
合






と

屹
度





恐


る
可

き
祟





が
あ
り
ま
す
。
』
と
の
豫
言





は
、
偶
然






に
も
其
通






り
に
な
つ
て
、
是
等





の
寳

物







が
あ
つ
た

ば
か
り
に
、
昨
夜





は
印
度
洋







の
惡
魔





と
世

に
も
恐



る
可

き
大
海
賊








の
襲
撃






を
蒙





り
、
船



は
沈



み
、
夫
人





は
行
衞
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を
失





ひ
、
吾
等





も
何

時

救


は
る
ゝ
と
い
ふ
目
的





も
な
く
、
浪



に
揉

ま
る
ゝ
泡
沫






の
あ
は
れ
果
敢





き
運
命






と
は
な

つ
た
。
斯

う
考





へ
る
と
益
々






氣

が
沈



ん
で
、
生



た
心
地





も
し
な
か
つ
た
。

此
時






、
太
陽






は
雲
間





を
洩

れ
て
赫
々






た
る
光





を
射
出





し
た
。

日
出
雄
少
年









は
頑
是






な
き
少
年






の
常



と
て
か
ゝ
る
境
遇







に
落

ち
て
も
、
昨
夜





以
來





の
疲
勞





に
は
堪
兼





ね
て
、
私






の
膝



に
凭



れ
た
儘



、
ス
ヤ
〳
〵
と
眠



り
か
け
た
が
、
忽





ち
可
憐





の
唇




を

洩

れ
て
夢



の
聲



『
あ
ゝ
、
お
つ
か
さ
ん
〳
〵
、
貴
女





は
私




を

捨

て
ゝ
何

處

へ
い
ら
つ
し
や
る
の
　
　
オ
、
オ
、
子
ー
プ
ル
ス
の

街


と
富
士
山









と
の
間





に
、
ま
、
ま
、
奇
麗





な
橋



が
　
　
オ
ヤ
、
お
と
つ
さ
ん
が
私




の

名

を
呼

ん
で
い
ら
つ
し
や

る
よ
。
』
と
少
年






は
、
今



は
夢



の
間

、
懷



か
し
き
父
君






母
君






に
出

逢

つ
て
居

る
の
で
あ
る
。

あ
ゝ
、
彼



が
最
愛






の
父



濱
島
武
文










は
、
遙





な
る
子
ー
プ
ル
ス
で
、
今



は
如

何

な
る
夢



を
結



ん
で
居

る
だ
ら
う
、

少
年






が
夢



に
も
か
く
戀

ひ
慕



ふ
母
君






の
春
枝
夫
人








は
、
昨
夜





海


に
落

ち
て
、
遂



に
其



行
方






を
失





つ
た
が
、
若

し

天


に
非
常






の
惠





が
あ
る
な
ら
ば
萬



に
一
つ
無

事

に
救



は
れ
ぬ
と
も
限



ら
ぬ
が
、
其
儘






海


の
藻
屑





と
消

え
て
、
其



魂


が

天


に
歸



つ
た
も
の
な
ら
ば
、
此
後






吾
等





は
運
命






よ
く
無

事

に
助



か
る
事



が
あ
ら
う
と
も
、
日
出
雄
少
年









は

夢


の
他



は
、
ま
た
と
懷



か
し
き
母
君






の
顏



を
見

る
事



が
出

來

ぬ
で
あ
ら
う
、
斯

う
考





へ
る
と
、
私




は

無
限





に
哀



し
く
な
つ
て
、
は
ふ
り
落

つ
る
涙





が
日
出
雄
少
年









の
顏



に
か
ゝ
る
と
、
少
年






は
愕





い
て
目

を
醒



し
た
。
私




の

涙




に
曇



る
顏



を
見

て

『
あ
ら
、
叔

父

さ
ん
は
如

何

か
し
て
。
』

私



は

ハ
ツ
と
心
付






い
た
の
で
、
態



と
大
聲






に
笑



つ
て
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『
な
に
、
日

出

雄

さ
ん
が
眠



つ
て
し
ま
つ
て
、
餘



り
淋



し
い
も
ん
だ
か
ら
、
大



き
な
欠
伸





を
し
た
ん
だ
よ
。
』

少
年






は
瞼





を
こ
す
り
つ
ゝ
、
悄
然







と
艇



の
中



を
見
廻





し
た
。
誰



で
も
左

樣

だ
が
非
常






な
變
動






の
後



、
暫
時





夢


に

落

ち
て
、
再





び
醒



め
た
時



程


、
心

淋







し
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
少
年






齡




漸




く
八
歳



、
此



悲
境






に
落

ち
て
、

回
顧






し
て
あ
の
優



し
か
り
し
母
君






の
姿





や
、
ネ﹅
ー﹅
プ﹅
ル﹅
ス﹅
を
見
廻





し
て
、
再





び
私




の

顏


を
眺



め
た
姿





は
、
不
憫





と
も
何



と
も
言

は
れ
な
か
つ
た
。

懷
中
時
計










は
海
水






に
濡



さ
れ
て
、
最
早





物


の
用



に
は
足

ら
ぬ
が
、
時



は
午
前





の
十
時

と
十
一
時

と
の
間





で
あ
ら

う
、
此
時






不

圖

心
付






く
と
、
今
迄






は
、
た
ゞ
浪



の
ま
に
〳
〵
漂





つ
て
居

る
と
の
み
思



つ
て
居

つ
た
端
艇






が
、
不

思

議

に
も
矢

の
や
う
な
速

力







で
、
東
北






の
方



か
ら
西
南






の
方



へ
と
流



れ
て
居

る
の
で
あ
つ
た
。
（
磁
石
は
無

い
が
方
角
は
太
陽
の
位
置
で
分
る
）
私




は

一
時





は
喫
驚






し
た
が
、
よ
く
考





へ
る
と
、
こ
れ
は
何



も
不

思

議

で
な

い
、
今
迄






そ
れ
と
心
付






か
な
か
つ
た
の
は
、
縹
渺






た
る
大
洋






の
面



で
、
島



と
か
舟



と
か
比



べ
て
見

る
物



が
な
か

つ
た
か
ら
で
、
こ
れ
は
よ
く
有

る
事



だ
。
し
て
見

る
と
、
我

が
端
艇






は
、
何

時

の
間

に
か
印
度
洋







で
名
高





い
大



潮
流






に
引
込





ま
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
私




は

何


と
な
く
望





の
あ
る
樣



に
感



じ
て
來

た
よ
。
思



ふ
に
此



潮
流






は
ラ
ツ

カ
デ
ヴ
群
島






の
方
面






か
ら
、
印
度
大
陸









の
西
岸






を
※

の
附
近





よ
り
、
亞

弗

利

加

の
南
岸






に
向



つ
て
流



れ
て
行

く

も
の
に
相
違





な
い
、
す
る
と
其

間







に
は
※
船





に
見
出





さ
れ
る
と
か
、
何
國





か
の
貿

易

港

へ
漂

着







す
る
と
か
、

兎
角





し
て
救

助







を
得

ら
れ
ぬ
事



も
あ
る
ま
い
と
考





へ
た
の
で
あ
る
。
然



し
、
世

の
中



の
萬
事





は
左

樣

幸

運

く

行

く
か
ど
う
だ
か
。
此



潮
流






の
指

し
て
行

く
、
亞

弗

利

加

の
沿
岸






及


び
南
太
平
洋











邊


に
は
、
隨
分






危
險





な
所





が
澤
山






あ
る
、
却





て
食
人
國









と
か
、
海
賊
島








の
方



へ
で
も
押
流






さ
れ
て
行

つ
た
ら
、
夫



こ
そ
大
變






！
　
然



し
、
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何


と
考





へ
た
か
ら
と
て
奈

何

な
る
も
の
か
。
た
ゞ
天
命






！
　
天
命






！

此
時






今
迄






は
晴
朗






で
あ
つ
た
大
空






は
、
見

る
〳
〵
内



に
西



の
方



か
ら
曇



つ
て
來

て
、
熱
帶
地
方









で
有
名






な
驟






雨

が
、
車
軸






を
流



す
や
う
に
降

つ
て
來

た
。
海



の
面





は
瀧
壺






の
や
う
に
泡
立





つ
て
、
酷



い
も
酷



く
な
い
も
、

私


と

少
年






と
は
、
頭





を
抱



へ
て
、
艇



の
底



へ
踞




つ

て
し
ま
つ
た
が
、
其
爲






に
、
昨
夜





海
水






に
浸



さ
れ
て
、
今



漸




く
乾



き
か
け
て
居

つ
た
衣
服





は
、
再





び
び﹅
つ﹅
し﹅
よ﹅
り﹅
と
濡

れ
て
し
ま
つ
た
。
あ
ゝ
天



は
何



と
て
斯

く
迄



無
情






な

る
と
、
私




は

暫
時





眞
黒






な
雲



を
睨



ん
で
、
只
更






怨


ん
だ
が
、
然



し
後



に
考





へ
る
と
、
世

の
中



の
萬
事





は
何



が
禍






と
な
り
、
何



が
幸
福






と
な
る
か
、
其
時






ば
か
り
で
は
分



ら
ぬ
の
で
あ
る
。

此


驟

雨







が
あ
つ
た
ば
か
り
に
、
其
後






深


く
天



の
恩
惠






を
感
謝






す
る
時



が
來

た
。

頓


て
雨



が
全





く
霽

れ
る
と
共



に
、
今
度





は
赫
々






た
る
太
陽






は
、
射

る
如



く
吾
等





の
上



を
照



し
て
來

た
。
印
度
洋







中


雨

後

の
光

線







は
ま
た
格
別






で
、
私




は

炒

り
殺



さ
れ
る
か
と
思



つ
た
。
其
時






第


一
に
堪
難






く
感



じ
て
來

た
の

は
渇





の
苦




、

茲


だ
禍




變


じ
て
幸




と

な
る
と
言

つ
た
の
は
、
普
通





な
ら
ば
、
漂
流
人








が
、
第



一
に
困
窮






す
る
の
は

淡
水





を
得

ら
れ
ぬ
事



で
、
其
爲






に
十
中



八
九
は
斃



れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
吾
等





は
其



難


丈

け
は
免



か
れ
た
。
先



刻


瀧


の
や
う
に
降
注






い
だ
雨
水






は
、
艇
底






に
一
面






に
溜



つ
て
居

る
、
隨
分






生
温






い
、
厭



な
味



だ
が
、
其
樣
事







は

云
つ
て
居

ら
れ
ぬ
。
兩
手






に
掬



つ
て
、
牛



の
や
う
に
飮

ん
だ
。
渇





の
止

ま
る
と
共



に
次



に
は
飢



の
苦




、

あ
ゝ
此

樣

な
事



と
知

つ
た
ら
、
昨
夜





海
中






に
飛
込





む
時



に
、
「
ビ
ス
ケ
ツ
ト
」
の
一
鑵






位


い
は
衣

袋







に
し
て
來

る
の

だ
つ
た
に
と
、
今
更






悔


ん
で
も
仕
方





が
な
い
、
斯

う
な
る
と
昨
夜





の
暖




な

「
ス
ー
プ
」
や
、
狐

色







の
「
フ
ラ

イ
」
や
、
蒸
氣






の
ホ
カ
〳
〵
と
立

つ
て
居

る
「
チ
ツ
キ
ン
ロ
ー
ス
」
な
ど
が
、
食

道







の
邊



に
む
か
つ
い
て
來
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る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
遠



い
昔





に
、
燒

肉








が
少



し
焦

げ
※

ぎ
て
居

る
か
ら
と
怒

鳴

つ
て
、
肉
叉






も
つ
け
ず
に

犬


に
喰

は
せ
て
し
ま
つ
た
一
件






や
、
「
サ
ン
ド
ウ
イ
ツ
チ
」
は
職

工







の
辨
當






で
御

坐

る
な
ど
ゝ
贅
澤






を
云

つ

て
、
※
車





の
窓



か
ら
投
出





し
た
事



な
ど
を
懷

想







し
て
、
つ
く
づ
く
と
情





な
く
な
つ
て
來

た
。
然



し
此



日

は
、

無
論





空
腹






の
儘



に
暮

れ
て
、
夜

は
夢



の
間

も
、
始
終





食

物







の
事



を
夢





て
居

る
と
い
ふ
次
第





、
翌
日






に
な
る
と

苦

さ

は
又



一
倍






、
少
年






と
二
人





で
色



青


ざ
め
て
、
顏



を
見

合

は
し
て
居

る
ば
か
り
、
果



は
艇
舷






の
材
木






で
も
打



碎


い
て
、
粉

に
し
て
飮

ま
ん
か
と
ま
で
、
馬

鹿

な
考




も

起


つ
た
程



で
、
遂



に
日

は
暮

れ
、
船
底






を
枕





に
横




つ

た

が
、
其



夜

は
空
腹






の
爲



に
終
夜





眠


る
事



が
出

來

な
か
つ
た
。

苦


し
き
夜

は
明

け
て
、
太
陽






は
ま
た
も
や
現



は
れ
て
來

た
が
、
私




は

最
早





起
直






つ
て
朝
日





の
光





を
拜



す
る
勇
氣





も
無

い
、
日
出
雄
少
年









は
先
刻






よ
り
半
身






を
擡



げ
て
、
海

上







を
眺



め
て
居

つ
た
が
、
此
時






忽




ち
大
聲






に
叫



ん

だ
。

『
巨
大





な
魚





が
！
　
巨
大





な
魚





が
！
』

　
　
　
　
第
十
回
　
沙

魚

の
水
葬






　
　
　
　
　
天
の
賜
　
　
反
對
潮
流
　
　
私
は
黒
奴
、
少
年
は
炭
團
屋
の
忰
　
　
お
や
〳
〵
變
な
味
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
し
た
　
　
ま
た
も
斷
食

　
少
年






の
聲



に
飛
起





き
海

上







を
眺



め
た
私




は

叫


ん
だ
。

『
沙

魚

の
領
海







！
　
沙

魚

の
領
海







！
』
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沙

魚

の
領
海







と
は
隨
分






奇
妙





な
名

稱







だ
が
、
實
際






印
度
洋







中


マ
ル
ダ
イ
ブ
群
島






か
ら
數
千
里









南
方






に
當



つ
て
、

斯


る
塲
所





の
あ
る
と
い
ふ
事



は
、
甞



て
或



地
理
書









で
讀

ん
だ
事



が
あ
る
が
、
今



、
吾
等





の
目
撃






し
た
の
は
確



か

に
そ
れ
だ
。
小



は
四
五
尺





よ
り
大



は
二
三
丈





位


い
の
數
※






の
沙

魚

が
、
群



を
な
し
て
我



端
艇






の
周
圍





に
押
寄





せ

て
來

た
の
で
あ
る
。
此



魚
族






は
、
極



め
て
性
質






の
猛
惡






な
も
の
で
、
一
時





に
斯

く
押
寄





せ
て
來

た
の
は
、
疑




も

な
く
、
吾
等





を
好

き
餌
物





と
認



め
た
の
で
あ
ら
う
。
私




も

其


群


を
見

て
忽





ち
野
心





が
起



つ
た
。
今



か
く
空
腹






を

感


じ
て
居

る
塲
合





に
、
あ
の
魚





を
一
尾

捕


へ
た
ら
ど
ん
な
に
嬉



し
か
ら
う
と
考





へ
た
が
、
網



も
釣
道
具







も
無

き

身

の
た
ゞ
心





を
焦





つ
ば
か
り
で
あ
る
。
此
時






不

意

に
、
波
間





か
ら
跳



つ
て
、
艇
中






に
飛
込





ん
だ
一
尾






の
小
魚






、

日
出
雄
少
年









は
小
猫





の
如



く
身

を
飜




し

て
、
捕

つ
て
押



へ
た
。
『
に
、
逃



し
て
は
。
』
と
私




も

周

章

て
ゝ
、
其



上


に
轉



び
か
ゝ
つ
た
。
此
時






の
嬉



し
さ
！
　
見

る
と
一
尺





位


い
の
鰺



で
、
巨
大






な
る
魚
群






に
追

は
れ
た
爲



に
、

偶
然






に
も
艇
中






に
飛
込





ん
だ
の
で
あ
る
。
天



の
賜




と

私



は

急


ぎ
取
上





げ
た
。
實



は
、
少
年






と
共



に
、
只



一
口






に
、

堪
難






き
空
腹






を
滿



し
た
き
は
山
々






だ
が
、
待

て
よ
、
今



此


小


さ
い
魚



を
、
周

章

て
ゝ
平





げ
た
と
て
何



に
な
る
、

農
夫





は
如

何

に
飢



て
も
、
一
合






の
麥



を
食

は
ず
に
地

に
播

い
て
一
年






の
策





を

す
る
、
私




も

此


小


さ
い
魚



を
百
倍



に
も
二
百
倍








に
も
す
る
工
夫





の
無

い
で
も
な
い
、
よ
し
此



小
鰺





で
、
あ
の
巨
大





な
沙

魚

を
釣

つ
て
や
ら
う
と
考





へ
た
の
で
、
少
年






に
語



る
と
少
年






も
大
賛
成








、
勿
論






釣
道
具







は
無

い
が
、
幸




に

も
艇
中






に
は
端
艇






を
本
船






に
引

揚


げ
る
時



に
使
用





す
る
堅
固





な
る
鐵

鎖







と
、
そ
れ
に
附
屬





し
て
鉤

形








の
「H

ook

《
フ
ツ
ク
》
」
が
殘



つ

て
居

つ
た
の
で
、
そ
れ
を
外



し
て
、
鉤





に
只
今






の
小
鰺





を
貫





い
て
や
を
ら
立
上






つ
た
。
天
涯






渺
茫






た
る
絶
海






の

魚
族






は
、
漁
夫





の
影



な
ど
は
見

た
事



も
な
い
か
ら
、
釣

れ
る
と
か
釣

れ
ぬ
と
か
の
心
配






は
入

ら
ぬ
、
け
れ
ど
餘
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り
に
巨
大






な
る
は
、
端
艇






を
覆





へ
す
懼





が
あ
る
の
で
今



し
も
右
舷





間
近





に
泳



い
で
來

た
三
四
尺





の
沙

魚

、
『
此

奴


を
。
』
と
投
込





む
餌

の
浪



に
沈



む
か
沈



ま
ぬ
に
、
私




は

『
や
ツ
。
し
ま
つ
た
。
』
と
絶
叫






し
た
よ
。
海
中






の

魚
族






に
も
、
優
勝
劣
敗











の
數



は
免



か
れ
ぬ
と
見

へ
、
今



小




い
沙

魚

の
泳



い
で
居

つ
た
波



の
底



に
は
、
驚





く
可

き
巨
大






の
一
尾

が
居

り
て
、
稻
妻






の
如



く
躰



を
跳



ら
し
て
、
只



一
口



に
私




の

釣


ば
り
を
呑

ん
で
し
ま
つ
た
の
だ
。

忽




ち
、
潮





は
泡
立





ち
、
波



は
逆
卷





い
て
、
其
邊






海
嘯





の
寄

せ
た
樣



な
光

景







、
私




は

一
生
懸
命










に
鐵
鎖





を
握



り

詰

め
て
、
此

處

千
番






に
一
番






と
氣

を
揉

ん
だ
。
も
と
よ
り
斯



る
巨
魚






の
暴

れ
狂



ふ
事



と
て
と
て
も
、
引
上





げ
る

ど
こ
ろ
の
騷





で
な
い
、
※





て
ば
端
艇






諸
共






海
底






に
引
込





ま
れ
ん
ず
有
樣






、
け
れ
ど
此
時






此


鐵
鎖





が
如

何

し
て
放



た
れ
や
う
ぞ
、
沙

魚

が
勝

つ
か
、
私




が

負

け
る
か
、
釣

れ
る
と
釣

れ
ぬ
は
生
死





の
分



れ
目

、
日
出
雄
少
年









は
眼

を
ま
ん
ま
る
に
し
て
、
此



凄


ま
じ
き
光

景







を
眺



め
て
居

つ
た
が
、
可
憐





の
姿





は
後





か
ら
私




を

抱


き

『
オ
ヽ
、
危





い
事



！
　
危





い
事



！
。
』
と
叫



ぶ
。

『
な
に
、
な
に
、
大
丈
夫








！
　
大
丈
夫








！
。
』
と
私




は

眞
赤





に
な
つ
て
仁
王





の
如



く
屹
立





つ
た
。
兎
角





す
る
間

に
今
迄






は
、
其
邊






を
縱

横







に
暴
廻






つ
て
居

つ
た
沙

魚

は
、
其



氣
味
惡









き
頭





を
南
方






に

向

け
て
、
恰





も
矢

を
射

る
や
う
に
駛



り
出

し
た
。
端
艇






も
共



に
曳

か
れ
て
、
疾
風






の
や
う
に
駛



る
の
で
あ
る
。
私




は

い
よ
〳
〵
必
死





だ
。

『
さ
あ
、
斯

う
な
つ
た
ら
逃



す
事



で
な
い
ぞ
。
』
と
最
早





腹


の
空



し
い
事



も
、
命





の
危
險






な
事



も
、
悉
皆






忘


れ

て
し
ま
つ
た
。
兎
角





し
て
約





三
時
間





ば
か
り
は
、
狂



ひ
走



る
沙

魚

の
た
め
に
曳

か
れ
て
、
い
つ
し
か
潮





の
流





を

も
脱



し
、
沙

魚

の
領
海







か
ら
は
す
で
に
十
四
五
海
里





も
距





つ
た
と
思



ふ
頃



、
流
石





に
猛
惡






な
る
魚



も
遂



に
疲

勞

れ
斃



れ
て
、
其



眞
白





な
る
腹

部

を
逆




に

海
面






に
泛



ん
だ
。
ほ
つ
と
一
息






、
引
上





げ
て
見

る
と
、
思



つ
た
よ
り
巨

77



大


な
魚



で
、
殆



ん
ど
端
艇






の
二
分





の
一



を
塞



い
で
し
ま
つ
た
。

『
ま
あ
、
醜





い
魚





で
す
事



。
』
と
少
年






は
氣
味
惡









相


に
、
其



堅
固





な
る
魚
頭





を
叩



い
て
見

た
。

『
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。
酷



い
目

に
逢

つ
た
よ
。
然



し
こ
れ
で
當
分






餓
死






す
る
氣
遣






は
な
い
。
』
と
私




は

直


ち
に
小
刀





を
取
出





し
た
。
勿
論






沙

魚

と
い
ふ
魚





は
左
程





美

味

な
も
の
で
は
な
い
が
、
此



塲
合





に
は
い
く
ら
喰

つ
て
も
喰
足





ら
ぬ
心
地





。

『
日

出

雄

さ
ん
、
餘





り
や
る
と
胃

を
損



じ
ま
す
よ
。
』
と
氣
遣






顏


の
私




さ

へ
、
其



生
臭






い
肉



を
口
中






充
滿






に
頬

張


つ
て
居

つ
た
の
で
あ
る
。

此


大
漁
獲







が
あ
つ
た
の
で
、
明

日

か
ら
は
餓
死






の
心
配






は
な
い
と
思



ふ
と
、
人
間






は
正
直






な
も
の
で
、
其



夜

の

夢


は
い
と
安



く
、
朝



の
寢
醒





も
何

時

に
な
く
胸



穩



で

あ
つ
た
。

其


翌
日






は
、
漂
流






以
來





は
じ
め
て
少



し
心





が
落
付





い
て
、
例



の
雨
水






を
飮

み
、
沙

魚

の
肉



に
舌

皷







打

ち
つ
ゝ
、

島
影






は
無

き
か
、
※
船





の
煙





は
見

へ
ぬ
か
と
始
終





氣

を
配



る
、
け
れ
ど
此



日

は
何
物






も
眼





を
遮





る
も
の
と
て
は

な
く
、
其



翌
日






も
、
空



し
く
蒼
渺







た
る
大
海
原








の
表
面







を
眺



む
る
ば
か
り
で
、
た
ゞ
我



端
艇






は
沙

魚

の
爲



に
前



の
潮
流






を
引
出





だ
さ
れ
、
今



は
却





て
反
對
流








と
て
、
今
度





は
西
南






か
ら
東
方






に
向



ひ
、
マ
ル
ヂ
ヴ
エ
群
島






の
邊



か
ら
南
方






に
向



つ
て
走



る
な
る
、
一
層






流
勢





の
速



い
潮
流






に
吸
込





ま
れ
て
居

る
と
覺



つ
た
時



、
思



は
ず
驚
愕






の

聲


を
發



し
た
事



と
、
甞



て
物



の
本



で
讀

ん
だ
夥




し

き
鯨





の
群



を
遙





の
海

上







に
眺



め
た
事



の
他



は
、
何



の
變



つ

た
事



も
な
い
。
勿
論






、
今



の
境

涯







と
て
决



し
て
平
和





な
境

涯







で
は
な
い
が
、
す
で
に
腹



に
充

分







の
力





が

あ
る
の
で
、
※



る
日

よ
り
は
餘
程





元
氣





も
よ
く
、
赫
々






た
る
熱

光







の
下



、
日
出
雄
少
年









は
私




の

顏


を
見

詰

め

78海島冐檢奇譚　海底軍艦



て
『
お
や
〳
〵
、
叔

父

さ
ん
は
何

時

の
間

に
か
、
黒
奴






に
な
つ
て
し
ま
つ
て
よ
。
』
と
自
分





の
顏



は
自
分





に
は

見

え
ず
、
昨
日





の
美
少
年







も
、
今



は
日

に
燒

け
、
潮
風






に
吹

か
れ
て
、
恰





も
炭
團
屋









の
長

男







の
や
う
に
な
つ

た
事



に
は
氣

の
付

か
ぬ
無
邪
氣









さ
、
只
更






私



の

顏


を
指





し
笑



つ
た
な
ど
、
苦



し
い
間





に
も
隨
分






滑
※






な
話





だ
。

其
日





も
暮

れ
、
翌
日






は
來



つ
た
が
矢
張





水


や
空



な
る
大
洋






の
面





に
は
、
一
點






の
島
影






も
な
く
、
※
船





の
煙





も
見

え
ぬ
の
で
あ
る
。

然


る
に
茲



に
一
大






事
件





が
起



つ
た
。
そ
れ
は
他



で
も
な
い
、
吾
等





が
生
命






の
綱



と
頼



む
沙

魚

の
肉



が
そ
ろ
〳
〵

腐
敗





し
始



め
た
事



で
あ
る
。
最
初






か
ら
多
少





此


心
配






の
無

い
で
も
な
か
つ
た
が
、
兎

に
角



、
世

に
珍



ら
し
き
巨



大


の
魚



の
、
左

樣

容
易





に
腐
敗





す
る
事



も
あ
る
ま
い
と
油
斷





し
て
居

つ
た
が
、
其



五
日
目









の
朝



、
私




は

ふ
と
そ

れ
と
氣

付

い
た
。
然



し
今



の
塲
合





何


も
言

は
ず
に
辛
抱






し
て
喰

つ
た
が
、
印
度
洋







の
炎
熱






が
、
始
終





其
上






を
燒

く
樣



に
照



し
て
居

る
の
だ
か
ら
堪



ら
な
い
、
其



晝

食







の
時



、
一
口






口


に
し
た
無
邪
氣









の
少
年






は
、
忽





ち
其



肉


を
海

上







に
吐

き
出

し
て
、

『
お
や
〳
〵
、
ど
う
し
た
ん
で
せ
う
、
此



魚




は
變



な
味



に
な
つ
て
よ
。
』
と
叫



ん
だ
の
は
、
實



に
心

細







い
次

第


で
あ
つ
た
。

夕
方






に
な
る
と
、
最
早





畢
世






の
勇
氣





を
振



つ
て
も
、
と
て
も
口



へ
入

れ
る
心





は
出

ぬ
。
さ
り
と
て
此



大
事





な
生

命


の
綱



を
、
む
さ
／
″
＼
海
中









に
投
棄





て
る
に
は
忍



び
ず
、
な
る
べ
く
艇



の
隅



の
方



へ
押
遣





つ
て
、
ま
た
も
や

四
五
日



前


の
あ
は
れ
な
有
樣






を
繰
返






し
て
一
夜





を
明



し
た
が
、
翌
朝






に
な
る
と
、
ほ
と
〳
〵
堪

え
ら
れ
ぬ
臭
氣






、

氣

も
、
魂




も

、
遠



く
な
る
程



で
、
最
早





此


腐


つ
た
魚





と
は
一
刻






も
同
居






し
難



く
、
無
限





の
恨





を
飮

ん
で
、
少
年






79



と
二
人





で
、
沙

魚

の
死
骸





を
ば
海
底






深


く
葬





つ
て
し
ま
つ
た
。

サ
ア
、
こ
れ
か
ら
は
又
々






斷
食






、
此



日

も
空



し
く
暮

れ
て
夜

に
入

つ
た
が
、
考





へ
る
と
此
後






吾
等





は
如

何

に
な

る
事



や
ら
、
絶
望






と
躍
氣





と
に
終
夜






眠


ら
ず
、
翌
朝






に
な
つ
て
、
曉




の

風


は
そ
よ
〳
〵
と
吹

い
て
、
東





の
空



は

白


ん
で
來

た
が
、
最
早





起
上






る
勇
氣





も
な
い
、
『
え
い
、
無

益

だ
〳
〵
、
糧

食

は
盡

き
、
※

船

は
見

え
ず
、
今



更


た
よ
る
島



も
無

い
。
』
と
思



は
ず
叫



ん
だ
が
、
不

圖

傍



に

日
出
雄
少
年









が
安



ら
か
に
眠



つ
て
居

る
の
に
心
付






き
、
や
、
詰



ら
ぬ
事



を
と
、
急



ぎ
其
方





を
見

る
と
少
年






は
、
今



の
聲



に
驚





き
目

醒

め
、
む
つ
と
起

き
て
、
半
身






を
端
艇






の
外



へ
出

し
た
が
、
忽





ち
驚





き
悦




の

聲


で

『
島



が
！
　
島



が
！
　
叔

父

さ
ん
、
島



が
！
　
島



が
！
。
』

『
島



が
ツ
。
』
と
私




も

蹴
鞠





の
や
う
に
跳
起





き
て
見

る
と
、
此
時






天


全




く
明

け
て
、
朝
霧






霽

れ
た
る
海



の
面



、

吾

が
端
艇






を
去

る
事



三
海
里







ば
か
り
の
、
南
方






に
當



つ
て
、
椰

子

、
橄
欖






の
葉

は
青
※






と
茂



つ
て
、
磯



打

つ
波



は
玉



と
散

る
邊



、
一
個





の
島



が
横




つ

て
居

つ
た
。

　
　
　
　
第
十
一
回
　
無
人
島







の
響





　
　
　
　
　
人
の
住
む
島
か
、
魔
の
棲
む
島
か
　
　
あ
ら
、
あ
の
音
は
　
　
奇
麗
な
泉
　
　
ゴ
リ
ラ
の
襲
來
　

　
　
　
　
　
　
水
兵
ヒ
ラ
リ
と
身
を
躱
し
た
　
　
海
軍
士
官
の
顏

　
此



島


は
、
遠



く
か
ら
望



む
と
、
恰





も
犢
牛





の
横




つ

て
居

る
樣



な
形





で
、
其



面
積






も
餘
程





廣


い
樣



だ
。
弦
月
丸








の
沈
沒






以
來





十
數
日
間








は
、
青



い
空



と
、
青



い
波



の
外



は
何



一
つ
も
眺



め
た
事



の
な
い
吾
等





が
、
不

意

に
此



島
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を
見
出





し
た
時



の
嬉



し
さ
、
翅





あ
ら
ば
飛

ん
で
も
行

き
た
き
心
地





、
け
れ
ど
悲



し
や
、
心
付






く
と
吾



端
艇






に
は

帆

も
な
く
、
櫂



も
無

い
。
近



い
樣



で
も
海

上







の
三
里

は
容
易





で
な
い
、
無
限





の
大
海
原








に
漂





つ
て
居

つ
た
間





こ
そ
、
島



さ
へ
見
出





せ
ば
、
直



ち
に
助



か
る
樣



に
考





へ
て
居

つ
た
が
、
仲
々






左

樣

は
行

か
ぬ
。
ま
ご
〳
〵
し
て

居

れ
ば
再





び
何

處

へ
押
流






さ
れ
て
し
ま
う
か
も
分



ら
ぬ
。
今



は
躊
躇






し
て
は
居

ら
れ
ぬ
塲
合





、
私




は

突
如






眞





裸

に
な
つ
て
海
中






へ
跳
込






ん
だ
、
隨
分






覺
束






な
い
事



だ
が
、
泳



ぎ
な
が
ら
に
、
端
艇






を
だ
ん
／
″
＼
と
島



の

方


へ
押

し
て
行

か
ん
と
の
考




、

艇
中






か
ら
は
日
出
雄
少
年









、
楓





の
や
う
な
手

で
頻



り
に
波



を
掻
分





け
て
居

る
、

此
樣





事


で
、
舟



は
動



く
か
動



か
ぬ
か
、
其



遲
緩





さ
。
け
れ
ど
吾
等





の
勞

力







は
遂



に
無
益





と
な
ら
で
、
漸




の

事


で
島



に
着

い
た
の
は
、
か
れ
こ
れ
小
半
日







も
※



て
か
ら
後



の
事



、
僅



か
三
里





の
波



の
上



を
、
六
時
間







以
上






と
は

甚

だ

遲


い
速

力







で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
私




は

死

ぬ
程



辛

苦

か
つ
た
。

※


の
一
つ
に
で
も
屬



し
て
居

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
氣
※





の
工
合





や
、
草
木






の
種
類






な
ど
で
觀

る
と
、
亞

弗

利

加

の
沿
岸






に
も
近



い
樣



な
氣
持





も
す
る
。
然



し
此

樣

な
事



は
如

何

に
考





へ
た
と
て
分



る
筈



の
も
の
で
な
い
、

そ
れ
よ
り
は
此



島


は
元

來







無
人
島







か
、
否



か
ゞ
一
大






問
題






だ
、
無
人
島







な
ら
ば
そ
れ
〳
〵
別



に
覺
悟





す
る
處





も
あ
る
し
、
よ
し
人



の
住
居





し
て
居

る
島



に
し
て
も
、
懼



る
可

き
野
蠻
人







の
巣
窟






で
ゞ
も
あ
れ
ば
そ
れ
こ
そ
一

大
事






、
早
速






遁
出





す
工
夫





を
廻



ら
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
を
知

る
に
は
兎

も
角



も
此



島


を
一
周






し
て
見

な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
考





へ
た
の
で
、
少
年






と
手

を
携





へ
て
そ
ろ
〳
〵
と
歩



み
出

し
た
。
島



の
一
周






と
い
つ
て
、
此



島


は

ど
の
位



い
廣



い
も
の
や
ら
、
ま
た
道
中






に
如

何

な
る
危
險





が
あ
る
か
も
分



ら
ぬ
が
、
此

處

に
漠
然






と
し
て
居

つ

て
、
島



の
素
性






も
分



ら
ず
氣
味
惡









く
一
夜





を
明



す
よ
り
は
勝



だ
と
考





へ
た
の
で
、
之



よ
り
足



の
續



か
ん
限



り
日

81



の
暮

る
ゝ
迄



進


ん
で
見

る
積



り
だ
。

先

づ
進
行






の
方
向






を
定



め
ね
ば
と
、
吾
等





は
林





の
間





を
※

ぎ
て
丘



の
絶
頂






に
登



つ
た
。
眺
望






す
る
と
、
北



の
一



方


は
吾
等





が
渡



つ
て
來

た
大
洋






で
、
水
天
髣
髴










と
し
て
其



盡


る
所





を
知

ら
ず
、
眼
下





に
瞰

お
ろ
す
海
岸






に
は
、

今


乘
捨





て
ゝ
來

た
端
艇






が
ゆ
ら
り
〳
〵
と
波



に
揉

ま
れ
て
、
何

時

の
間

に
集





つ
て
來

た
か
、
海
鳥






の
一
簇






が
物



珍


ら
し
相



に
其



周
圍





を
飛
廻






つ
て
居

る
。
東





と
西



と
南





の
三
方






は
此



島


の
全
面






で
、
見
渡





す
限



り
青
々






と
し
た

森


つ
ゞ
き
、
處
々






に

山


も
あ
る
、
谷



も
見

え
る
、
ま
た
※



か
〳
〵
の
先
方





に
銀

色







の
一
帶






の
隱
見






し
て
居

る

の
は
、
其
邊






に
一
流






の
河



の
あ
る
事



が
分



る
。

私



は

此


光

景







を
見

て
實



に
失
望






し
た
、
見
渡





し
た
所





此


島


の
模
樣





は
疑




も

な
き
無
人
島







！
　
か
く
全
島






が
山



と
、
森



と
、
谷



と
で
蔽



は
れ
て
居

つ
て
は
、
今
更






何

處

へ
と
方
向






を
定



め
る
事



も
出

來

ぬ
の
で
あ
る
、
之



か
ら

あ
ん
な
深
山
幽
谷










に
進
入






す
る
の
は
、
却





て
危
險





を
招



く
や
う
な
も
の
だ
か
ら
、
島



の
探
險






は
一
先





づ
中
止





し

て
、
兎

も
角



も
再





び
海
岸






に
皈



ら
ん
と
踵





を
廻



ら
す
途
端





、
日
出
雄
少
年









は
急



に
歩





を
停



め
て

『
あ
ら
、
あ
の
音



は
？
。
』
と
眼

を
※



つ
た
。

『
音



？
。
』
と
私




も

思


は
ず
立
止






つ
て
耳



を
濟



す
と
、
風



が
傳

て
來

る
一
種






の
響





。
全





く
無
人
島







と
思



ひ
き
や
、

何
處





と
も
な
く
、
ト
ン
、
ト
ン
、
カ
ン
、
カ
ン
、
と
恰





も
谷



の
底



の
底



で
、
鐵



と
鐵



と
が
戞
合





つ
て
居

る
や
う

な
響





。

『
鐵
槌






の
音



！
。
』
と
私




は

小
首





を
傾





け
た
。
此

樣

な
孤
島







に
鍛

冶

屋

な
ど
の
あ
ら
う
筈



は
な
い
、
一
時





は
心





の
迷





か
と
思



つ
た
が
、
决



し
て
心





の
迷





で
は
な
く
、
寂

莫







た
る
空



に
ひ
ゞ
ひ
て
、
ト
ン
、
カ
ン
、
ト
ン
、
カ

82海島冐檢奇譚　海底軍艦



ン
と
物
凄






い
最
早





疑




は
れ
ぬ
。
け
れ
ど
私




は

心
付






く
と
、
響





の
源




は

决


し
て
近



い
所





で
は
な
く
、
四
邊





が
シ
ー

ン
と
し
て
居

る
の
で
斯

く
鮮





か
に
聽



え
る
も
の
ゝ
、
少





く
も
三
四
哩





の
距
離






は
有

る
だ
ら
う
、
何



は
兎

も
あ
れ

斯


る
物
音






の
聽



ゆ
る
以
上






は
、
其

處

に
何
者






か
ゞ
居

る
に
相
違





な
い
、
人



か
、
魔
性






か
、
其

樣

な
事



は
考





へ
て

居

ら
れ
ぬ
、
兎

に
角



探
險






と
覺
悟





し
た
の
で
、
そ
ろ
〳
〵
と
丘



を
下



つ
た
。
丘



を
下



つ
て
耳



を
澄



す
と
、
響





は

何

ん
で
も
、
島



の
西
南






に
當



つ
て
一
個





の
巨
大





な
岬





が
あ
る
、
其



岬




を
越

え
て
の
彼
方





ら
し
い
。

い
よ
〳
〵
探
險






と
は
决
心






し
た
も
の
ゝ
、
實



は
薄



氣
味
惡









い
事



で
、
一
體






物
音






の
主



も
分



ら
ず
、
ま
た
行

く
道



に
は
ど
ん
な
災
難






が
生





ず
る
か
も
分



ら
ぬ
の
で
、
私




は

萬
一






の
塲
合





を
慮





つ

て
、
例



の
端
艇






を
ば
波
打
際








に
シ

カ
と
繋
止






め
、
何

時

危
險





に
遭
遇






し
て
遁

げ
て
來

て
も
、
一
見






し
て
其



所
在






が
分



る
や
う
に
、
其

處

に
は
私




の

白


シ
ヤ
ツ
を
裂

い
て
目
標






を
立

て
、
勢




を

込

め
て
少
年






と
共



に
發
足






し
た
。

海
岸






に
沿

ふ
て
行

く
事



七
八
町





、
岩
層






の
小
高





い
丘



が
あ
る
、
其



丘


を
越

ゆ
る
と
、
今
迄






見

え
た
海



の
景
色





も

全

く

見

え
ず
な
つ
て
、
波



の
音



も
次
第





〳
〵
に
遠



く
〳
〵
。

此
時






少
年






は
餘
程





疲

勞

れ
て
見

え
る
の
で
、
私




は

肩

車







に
乘

せ
て
進



ん
だ
。
誰



で
も
左

樣

だ
が
、
餘



り
に
シ

ー
ン
と
し
た
處





で
は
、
自
分





の
足
音






さ
へ
物
凄






い
程



で
、
と
て
も
談
話





な
ど
の
出

來

る
も
の
で
な
い
。
斯



る
島



の
事



と
て
、
路



な
ど
の
あ
ら
う
筈



は
な
く
、
熊
笹






の
間





を
掻
分





け
た
り
、
幾
百
千
年











來


積


り
積



つ
て
、
恰





も

小
山





の
や
う
に
な
つ
て
居

る
落
葉





の
上



を
踏

ん
だ
り
、
ま
た
南
半
球










に
特
有






の
黄
乳
樹








と
て
、
稍





に
の
み
一



團


の
葉

が
あ
つ
て
、
幹



は
丁
度






天
幕






の
柱





の
や
う
に
、
數
百
間









四
方





規
則
正







し
く
並



ん
で
居

る
奇
妙





な
林





の

下


を
※



つ
た
り
し
て
、
道



の
一
里
半







も
歩



ん
だ
と
思



ふ
頃



、
一
個





の
泉





の
傍



へ
來

た
。
清



ら
か
な
水



が
滾
々






と

83



泉


み
流



れ
て
、
其
邊






の
草
木





の
色



さ
へ
一
段






と
麗



は
し
い
、
此

處

で
一
休
憩







と
腰



を
お
ろ
し
た
の
は
、
か
れ
こ

れ
午

後

の
五
時

近


く
、
不

思

議

な
る
響





は
漸





く
近



く
な
つ
た
。

日
出
雄
少
年









は
、
其



泉




の
流





に
美
麗





な
る
小
魚






を
見
出





し
た
と
て
、
魚



を
追

ふ
に
餘
念





な
き
間





、
私




は

唯

あ
る

大
樹






の
蔭



に
横




つ

た
が
、
い
つ
か
睡
魔





に
襲



は
れ
て
、
夢



と
な
く
現





と
な
く
、
い
ろ
〳
〵
の
想





に
包



ま
れ
て
居

る
時



、
不

意

に
少
年






は
私




の

膝


に
飛
皈






つ
た
。
『
大
變






よ
〳
〵
、
叔

父

さ
ん
、
猛
獸






が
〳
〵
。
』
と
私




の

肩


に

手

を
掛

け
て
搖

り
醒



す
。

『
猛
獸






が
ツ
。
』
と
私




は

夢


か
ら
飛
起





き
た
。

少
年






の
指





す
方



を
眺



め
る
と
如

何

に
も
大
變






！
　
先
刻






吾
等





の
通
※






し
て
來

た
黄
乳
樹








の
林





の
中





よ
り
、
一
頭






の
猛
獸






が
勢




鋭




く
現



は
れ
て
來

た
の
で
あ
る
。

『
猛
狒





！
。
』
と
私




の

身

の
毛

は
一
時





に
彌

立

つ
た
よ
。

世

に
獅

子

が
猛
烈






だ
の
、
狼




が

兇

惡







だ
の
と
い
つ
て
、
此



猛
狒





ほ
ど
恐



ろ
し
い
動
物






は
ま
た
と
あ
る
ま
い
、

動
物
園








の
鐵



の
檻



の
中



に
居

る
姿





で
も
、
一
見






し
て
戰
慄






す
る
程



の
兇
相






、
そ
れ
が
此



深
林






の
中



で
襲
來






し
た

の
だ
か
ら
堪



ら
な
い
。
私




は

ハ
ツ
ト
思



つ
て
一
時





は
遁
出





さ
う
と
し
た
が
、
今
更






遁

げ
た
と
て
何



の
甲

斐

が
あ

ら
う
、
も
う
絶
體
絶
命










と
覺
悟





し
た
時



、
猛
狒





は
す
で
に
目
前






に
切
迫






し
た
。
身
長






七
尺





に
近



く
、
灰
色






の
毛

は
針



の
如



く
逆
立





ち
、
鋭





き
爪



を
現



は
し
て
、
ス
ツ
と
屹
立





つ
た
有
樣






は
、
幾
百
十
年











の
星
霜






を
此



深
林






に

棲
暮






し
た
も
の
や
ら
分



ら
ぬ
。
猛
惡






な
る
猴



の
本

性







と
し
て
、
容
易





に
手

を
出

さ
な
い
、
恰





も
嘲





る
如



く
、

怒


る
が
如



く
、
其



黄
色





い
齒

を
現



は
し
て
、
一
聲






高


く
唸



つ
た
時



は
、
覺
悟





の
前



と
は
い
ひ
乍



ら
、
私




は

頭




か
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ら
冷
水






を
浴

び
た
樣



に
戰
慄






し
た
、
け
れ
ど
今
更






ど
う
な
る
も
の
か
。
私




は

日
出
雄
少
年









を
背
部





に
庇

護

つ
て
、

キ
ツ
と
猛
狒





の
瞳
孔





を
睨



ん
だ
。
す
べ
て
如

何

な
る
惡

獸







で
も
、
人
間






の
眼

光







が
鋭





く
其



面


に
注



が
れ
て

居

る
間





は
、
决



し
て
危
害





を
加



へ
る
も
の
で
な
い
、
其



眼

の
光





が
次
第
々
々











に
衰





へ
て
、
頓



て
茫
乎






と
し
た
虚



を
窺





つ
て
、
只



一
息






に
飛
掛






る
の
が
常



だ
か
ら
、
私




は

今


喰
殺






さ
れ
る
の
は
覺
悟





の
前



だ
が
、
ど
う
せ
死

ぬ
な

ら
徒



は
死

な
ぬ
ぞ
、
斯

く
睨
合






つ
て
居

る
間





に
、
先
方






に
卯

の
毛

の
虚



で
も
あ
つ
た
な
ら
、
機
先





に
此
方





か
ら

飛
掛






つ
て
、
多
少





の
痛



さ
は
見

せ
て
呉

れ
ん
と
考





へ
た
の
で
、
眼





を
放



た
ず
睥
睨






し
て
居

る
、
猛
狒





も
益
々






猛


く
此
方





を
窺





つ
て
居

る
、
此



九
死
一
生










の
分



れ
目

、
不

意

に
、
實



に
不

意

に
、
何

處

と
も
な
く
一
發






の
銃
聲






。

つ
ゞ
い
て
又



一
發






、
猛
狒





は
思



ひ
が
け
な
き
二
發





の
彈

丸







に
射

ら
れ
て
、
蹴
鞠





の
や
う
に
跳

上







つ
た
。

吾
等





も
喫
驚






し
て
其
方





を
振
向





く
と
、
此
時






、
吾
等





の
立

て
る
處





よ
り
、
大
約





二
百
ヤ
ー
ド
許





離


れ
た
森



の
中



か
ら
、
突
然






現


は
れ
て
來

た
二
個





の
人



が
あ
る
。

『
や
、
や
、
日
本
人








！
　
日
本
人








！
。
」
と
少
年






も
私




も

驚
愕






と
喜
悦






に
絶
叫






し
た
よ
。

實


に
夢



で
は
あ
る
ま
い
か
。
現



は
れ
來



つ
た
二
個





の
人



は
紛





ふ
方



な
き
日
本
人








で
、
一
人





は
色



の
黒

々







と
し

た
筋
骨






の
逞



ま
し
い
水
兵






の
姿





、
腰



に
大
刀






を
横





へ
た
る
が
、
キ
ツ
と
此
方





を
眺



め
た
、
他

の
一
人






は
、
威
風





凛
々






た
る
帝
國
海
軍
士
官














の
服
裝






、
二
連
銃







の
銃
身






を
握



つ
て
水
兵






を
顧
見






る
と
、
水
兵






は
勢




鋭




く
五
六
歩

此

方


へ
走



り
近



づ
く
、
此
時






二
發





の
彈

丸







を
喰



つ
た
猛
狒





は
吾
等





を
打
捨





て
ゝ
、
奔
馬





の
如



く
馳

せ
向



ひ
、
一



聲


叫


ぶ
よ
と
見

る
間

に
、
電
光







の
如



く
水
兵






の
頭
上






目

掛

け
て
飛
掛






つ
た
。
水
兵






ヒ
ラ
リ
と
身

を
躱



す
よ
と
見

る
間

に
、
腰



の
大
刀






は
※
手





も
見

せ
ず
、
猛
狒





の
肩
先






に
斬
込





ん
だ
。
猛
狒





怒


つ
て
刀
身






を
双
手





に
握



る
と
、
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水
兵






は
焦





つ
て
其



胸
先






を
蹴

上

げ
る
、
此



大
奮
鬪








の
最
中






沈

着







な
る
海
軍
士
官










は
靜



か
に
進



み
寄

つ
て
、
二

連
銃






の
筒
先






は
猛
狒





の
心
臟






を
狙



ふ
よ
と
見

え
し
が
、
忽





ち
聽



ゆ
る
一
發






の
銃
聲






。
七
尺





有
餘





の
猛
狒





は
苦
鳴





を
あ
げ
、
鮮
血






を
吐

い
て
地
上






に
斃



れ
た
。
私




と

少
年






と
は
夢



に
夢
見





る
心
地





。
韋
駄
天









の
如



く
其



傍



に

走


り

寄

つ
た
時



、
水
兵






は
猛
獸






に
跨





つ
て
止



め
の
一
刀






、
海
軍
士
官










は
悠
然






と
し
て
此
方





に
向



つ
た
。
私




は

餘


り
の

嬉


し
さ
に
言



も
な
く
、
其
人






の
顏



を
瞻



め
た
が
、
忽





ち
電
氣





に
打

た
れ
た
か
の
如



く
愕





き
叫



ん
だ
よ
。

『
や
あ
、
貴
方





は
櫻
木
海
軍
大
佐













⁉
。
』

大
佐





も
愕
然






と
し
て
私




の

顏


を
見

詰

め
た
が

『
や
、
貴
下





は
　
　
。
』
と
言

つ
た
儘



、
暫
時





言
葉





も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

櫻
木
海
軍
大
佐













！
　
々
々
々
。
此
人






の
名

は
讀
者






諸
君






の
御
記
臆









に
存



し
て
居

る
か
否



か
。
私




が

子
ー
プ
ル
ス

港


を
出
港







の
み
ぎ
り
、
圖



ら
ず
も
注
意





を
引

い
た
反

古

新
聞






の
不

思

議

な
る
記

事

中




の
主
人
公








で
、
既



に
一
年






半


以
前





に
或



秘
密





を
抱



い
て
、
部

下

卅
七
名



の
水
兵
等







と
一
夜





奇
怪






な
る
帆
走
船







に
乘





じ
て
、
本
國






日
本






を
立

去


つ
た
人



、
其
人






に
今



や
斯

か
る
孤
島







の
上



に
て
會

合







す
る
と
は
、
意
外






も
、
意
外






も
、
私




は

暫
時





五

里

霧

中


に
彷
徨







し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
十
二
回
　
海
軍






の
家



　
　
　
　
　
南
方
の
無
人
島
　
　
快
活
な
武
村
兵
曹
　
　
お
ぼ
ろ
な
想
像
　
　
前
は
絶
海
の
波
、
後
は
椰
子
の

　
　
　
　
　
林
　
　
何
處
と
も
な
く
立
去
つ
た
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櫻
木
海
軍
大
佐













は
暫
時






し
て
口



を
開



い
た
。

『
實



に
意
外






で
す
、
君



が
此

樣

な
絶
島






へ
　
　
。
』
と
い
ひ
つ
ゝ
、
染

々







と
吾
等





兩
人







の
姿





を
打
瞻






め

『
此

處

は
印
度
洋







も
ズ
ツ
ト
南
方






に
偏



し
た
無
人
島







で
、
一
番






に
近



い
マ
ダ
カ
ツ
ス
ル
群
島






へ
も
一
千
哩









以


上


、
亞
細
亞
大
陸









や
、
歐
羅
巴
洲









ま
で
は
、

幾
千
幾
百
哩














あ
る
か
分



ら
ぬ
程



で
、
到
底





尋

常







で
は
人



の
來

る
べ
き
島



で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
』
と
い
と
審



か
し
氣

な
る
顏



。

『
イ
ヤ
、
全





く
意
外






で
す
。
』
と
私




は

進
寄






つ
た
。
斯



る
塲
合





だ
か
ら
、
勿
論






委


し
い
事



は
語



ら
ぬ
が
、
船



の

沈
沒






か
ら
此



島


へ
漂

着







ま
で
の
大
略






を
告

げ
る
と
、
大
佐





も
始



め
て
合
點






の
色



、

『
其

樣

な
事



だ
ら
う
と
は
想



ひ
ま
し
た
、
實



に
酷



い
目

に
お
逢



に
な
り
ま
し
た
な
。
』
と
、
今



し
も
射
殺





し
た

る
猛
狒





の
死
骸





に
眼





を
注



い
で

『
實



は
先
刻






急


に
思



ひ
立

つ
て
、
此



兵
曹






と
共



に
遊
獵






に
出

た
の
が
、
天
幸






に
も
君
等





を
お
助



け
申



す
事



に
な

つ
た
の
で
す
。
』
と
言

ひ
な
が
ら
、
大
空






を
仰



ぎ
見

て
。

『
い
ろ
〳
〵
委



し
い
事



を
承





り

た
い
が
、
最
早





暮

る
ゝ
に
も
近



く
、
此
邊






は
猛
獸






の
巣
窟






と
も
い
ふ
可

き
處





で

す
か
ら
、
一
先





づ
我

が
住
家





へ
。
』
と
銃



の
筒



を
擡



げ
た
。
私




は

話




の
序





に
、
日
出
雄
少
年









の
事



を
ば
一
寸






語


つ
た
の
で
、
大
佐





は
凛



た
る
眼





を
少
年






の
面





に
轉



じ

『
お
ゝ
、
可
愛





ら
し
い
兒

で
す
な
。
』
と
親
切






に
其



頭




を
撫

で
つ
ゝ
、
吾
等





の
傍




に

勇


ま
し
き
面





し
て
立

て
る

水
兵






を
顧





み

『
こ
れ
、
武
村
兵
曹










、
此



少
年






を
撫
恤





つ
て
あ
げ
い
。
』
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言
下





に
武
村






と
呼

ば
れ
た
る
兵
曹






は
、
つ
と
進
寄






り
威
勢





よ
く
少
年






を
抱
上






げ
て

『
ほ
ー
、
可
愛





ら
し
い
少
年






だ
、
サ
ア
私




の

頭




へ
乘

つ
た
〳
〵
。
』
と
肩

車







に
乘

せ
て
、
ズ
ン
〳
〵
と
前



へ

走


り
出

し
た
。

櫻
木
海
軍
大
佐
等














の
住



へ
る
家



ま
で
は
、
此

處

か
ら
一

哩







程


あ
る
相



だ
。
此
時






ふ
と
心





に
思



つ
た
の
は
、
先



刻


か
ら
鐵



の
響





の
發



す
る
處





は
其

處

で
は
あ
る
ま
い
か
、
行

く
道
中






、
大
佐





は
さ
ま
／
″
＼
の
事



を
私




に

問

ひ

か
け
た
。
け
れ
ど
、
私




は

大
佐





の
今



の
境
遇







に
就

い
て
は
、
一
言






も
問



を
發



し
な
か
つ
た
。
差
當






つ
て
尋



ね
る

必
要






も
無

く
、
ま
た
容
易





な
ら
ざ
る
大
佐





の
秘
密





を
ば
、
輕
率






に
問

ひ
か
け
る
の
は
、
却





て
禮



を
失



す
る
と
思



つ
た
か
ら
で
。
然



し
先
夜





の
反

古

新
聞






の
記

事

か
ら
推
及






し
て
、
大
佐





が
今



現


に
浮
世





の
外



な
る
此



孤
島







に
在

る
事



、
ま
た
今



も
聽



ゆ
る
鐵



の
響





な
ど
か
ら
考





へ
合

は
せ
る
と
朧





な
が
ら
も
そ
れ
と
思



ひ
當



る
節



の
無

い
で
も

な
い
。
櫻
木
海
軍
大
佐













は
今



や
此



島


中




に
身

を
潜



め
て
兼



て
企





つ
る
と
い
ふ
、
軍
事
上








の
大
發
明








に
着

手







し

て
居

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
讀
者






諸
君






も
恐



ら
く
此
邊






の
想
像






は
付

く
だ
ら
う
。

猛
狒





と
大
奮
鬪








の
塲
所





か
ら
凡



そ
七
八
町





も
歩



ん
だ
と
思



ふ
頃



、
再





び
海



の
見

え
る
所





へ
出

た
。
そ
れ
か
ら
、

丘

陵

二
つ
越

え
、
一
筋






の
清
流





を
渡



り
、
薄
暗






い
大
深
林








の
間





を
※

ぎ
、
終



に
眼
界






の
開



く
る
所





、
大
佐





の
家



を
眺



め
た
。

大
佐





の
家



は
、
海
面






よ
り
數
百
尺









高


き
斷
崖






の
上



に
建



ら
れ
、
前



は
果



し
な
き
印
度
洋







に
面



し
、
後





は
美
麗





な
る
椰

子

の
林





に
蔽



は
れ
て
居

る
。
勿
論






、
此

樣

な
絶
島






の
事



だ
か
ら
、
决



し
て
立
派





な
建
築






で
は
な
い
、
け

れ
ど
可

な
り
巨
大





な
板
家





で
、
門



に
は
海
軍






の
家



と
筆
太






に
記



さ
れ
、
長



き
、
不
恰
好







な
室



が
何
個





も
並



ん
で
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見

へ
る
の
は
、
部

下

卅
七
名



の
水
兵
等







と
同
居






の
爲



だ
ら
う
。
二
階





に
稍

や
體
裁






よ
き
三
個





の
室



、
其



一
室





の

窓


に
、
白



い
窓
掛






が
風



に
搖



い
で
居

る
所





は
、
確





に
大
佐





の
居

間

と
思



は
る
ゝ
。

吾
等





が
其



家


に
近



づ
い
た
時



、
日
出
雄
少
年









を
肩



に
し
た
武
村
兵
曹










は
一
散






に
走



つ
て
行

つ
て
、
快

活








な
聲



で
叫



ん
だ
。

『
サ
ア
、
皆



の
水
兵






出

た
〳
〵
、
大
佐
閣
下








の
お
皈



り
だ
よ
、
そ
れ
に
、
珍



ら
し
い
賓
人






と

、
可
愛





ら
し
い
少



年


と
が
御

坐

つ
た
、
早



く
出

て
御
挨
拶







申


せ
〳
〵
。
』

聲


に
應



じ
て
、
家



に
殘



つ
て
居

つ
た
一
團






の
水
兵






は
一

同

部

室

か
ら
飛

ん
で
出

た
。
い
づ
れ
も
鬼
神





を
挫



が
ん

ば
か
り
な
る
逞



ま
し
き
男





が
、
家



の
前
面






に
一
列






に
並



ん
で
、
恭




し

く
敬
禮






を
施





し
た
。
武
村
兵
曹










は
彼
等





の

仲
間





で
も
羽

振

り
よ
き
男





、
何



か
一
言






二
言






い
ふ
と
、
勇



ま
し
き
水
兵






の
一
團






は
、
等



し
く
帽



を
高



く
飛



し
て
、

萬
歳






を
叫



ん
だ
、
彼
等





は
其



敬
愛






す
る
櫻
木
大
佐









の
知

己

た
る
吾
等





が
、
無

事

に
此



島


に
上

陸







し
た
る
事



を

祝

し

て
呉

れ
る
の
で
あ
ら
う
。
大
佐





は
此
樣






を
見

て
微
笑





を
泛



べ
た
。

『
實



に
感
謝






に
堪

え
ま
せ
ん
。
』
と
私




は

不
測





に
※

涙








の
流



る
ゝ
を
禁



じ
得

な
か
つ
た
。
無
邪
氣









な
る
日

出

雄
少
年







は
眼

を
ま﹅
ん﹅
ま﹅
る﹅
に
し
て
、
武
村
兵
曹










の
肩

上

で
躍



る
と
。
快

活








な
る
水
兵






の
一
群






は
其



周
圍





を
取

卷


い
て
、
『
や
あ
、
可
愛





ら
し
い
少
年






だ
、
乃

公

に
も
借

せ
〳
〵
。
』
と
立
騷






ぐ
、
櫻
木
大
佐









は
右

手

を
擧

げ

て『
こ
れ
、
水
兵






、
少
年






は
痛



く
疲
勞





て
居

る
、
あ
ま
り
騷



い
で
は
い
か
ぬ
』
と
打
笑





み
つ
ゝ

『
そ
れ
よ
り
急



ぎ
新

客







の
部

室

の
仕
度





を
せ
よ
、
部

室

は
二
階





の
第
二
號
室









　
　
余

の
讀
書
室








を
片
付





け
て

89



　
　
。
』
と
。

斯

く
命



じ
終



つ
た
大
佐





は
、
武
村
兵
曹










の
肩



か
ら
日
出
雄
少
年









を
抱



き
寄

せ
、
私




に

向


つ
て

『
一
先





づ
私




の

部

室

へ
。
』
と
前



に
立

つ
た
。

導




か
る
ゝ
ま
ゝ
に
入
込





ん
だ
の
は
、
階
上





の
南
端






の
一
室





で
、
十
疊





位


い
の
部

室

、
中
央






の
床



に
は
圓
形






の
テ

ー
ブ
ル
が
据

へ
ら
れ
、
卓

上







に
は
、
地
球
儀







や
磁
石






の
類



が
配
置





さ
れ
、
四
邊





の
壁

間

に
は
隙
間





も
無

く
列



國


地

圖

の
懸

け
ら
れ
て
あ
る
な
ど
、
流
石





に
海
軍
士
官










の
居

室

と
見

受

け
ら
れ
た
。

大
佐





の
好
遇






に
て
、
此

處

で
、
吾
等





は
水
兵
等







が
運



ん
で
來

た
珈
琲






に
咽



を
霑



ほ
う
し
、
漂
流






以
來





大




に
渇
望






し
て
居

つ
た
葉
卷
煙
葉








も
充

分







に
喫

ひ
、
ま
た
料
理
方







の
水
兵






の
手
製





の
由



で
、
極



め
て
形





は
不
細
工









で
は

あ
る
が
、
非
常






に
甘

味

い
菓
子





に
舌

皷







打

ち
つ
ゝ
、
稍

や
十
五
分



も
※



た
と
思



ふ
頃



、
時
計





は
午

後

の
六
時





を
報



じ
て
、
日
永





の
五
月





の
空



も
、
夕
陽





西
山






に
舂





く
や
う
に
な
つ
た
。

此
時






大
佐





は
徐



か
に
立
上






り
、
私




に

向


ひ

『
吾
等





は
之



よ
り
一
定






の
職
務






が
あ
る
の
で
、
暫
時






失
敬






、
君
等





は
後



に
靜





に
休
息






し
玉



へ
、
私




は

八
時

※


再




び
皈



つ
て
來

て
、
晩
餐






を
ば
共



に
致



し
ま
せ
う
。
』
と
言

ひ
殘



し
て
何
處





と
も
な
く
立
去





つ
た
。

後


へ
例



の
快

活








な
る
武
村
兵
曹










が
や
つ
て
來

て
、
武
骨





な
る
姿





に
似

ず
親
切






に
、
吾
等





の
海
水






に
染

み
、
天

日


に
焦



さ
れ
て
、
ぼ
ろ
〳
〵
に
な
つ
た
衣
服





の
取
更





へ
や
ら
、
洗
湯






の
世

話

や
ら
、
日
出
雄
少
年









の
爲



に
は
、

特


に
小
形





の
「
フ
ラ
ン
ネ
ル
」
の
水
兵
服








を
、
裁
縫
係









の
水
兵






に
命



ず
る
や
ら
、
い
ろ
〳
〵
取
計






ら
つ
て
呉

れ
る
、
其
間





に
、
大
佐





よ
り
命
令






の
あ
つ
た
吾
等





の
居

室

の
準
備






も
出

來

た
の
で
、
其

處

に
導





か
れ
、
久

々
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に
て
寢
臺





の
上



へ
横




つ

た
。
は
じ
め
の
間





は
日
出
雄
少
年









も
私




も

互




に
顏



を
見
合





せ
て
は
此



不

思

議

な
る
幸
運






を
よ
ろ
こ
び
、
大
佐
等









の
懇
切






な
る
待
遇






を
感
謝






し
つ
ゝ
、
い
ろ
〳
〵
と
物
語






つ
て
居

つ
た
が
、
何

時

か
十
數



日


以
來





の
烈



し
き
疲
勞





の
爲

め
に
、
知

ら
ず
〳
〵
深



き
夢



に
落

ち
た
。

　
　
　
　
第
十
三
回
　
星
影






が
ち
ら
〳
〵

　
　
　
　
　
歡

迎







　
　
春
枝
夫
人
は
屹
度
死
に
ま
せ
ん
　
　
此
新
八
が
先
鋒
ぢ
や
　
　
浪
の
江
丸
の
沈
沒
　

　
　
　
　
　
　
此
島
も
な
か
〳
〵
面
白
い
よ
　
　
三
年
の
後

　
そ
れ
か
ら
幾
時
間







眠


つ
た
か
知

ら
ぬ
が
、
不

意

に
私




の

枕

邊







で

『
サ
ア
、
賓

客








、
も
う
暗



く
な
り
ま
し
た
ぜ
、
大
佐
閣
下








も
ひ
ど
く
お
待
兼






で
、
そ
れ
に
、
夕

食







の
御

馳

走


も
悉
皆






出

來

て
、
料
理
方







の
浪
三






め
が
、
鳥



の
丸
燒






が
黒
焦






に
な
る
つ
て
、
眼
玉





を
白
黒






に
し
て
居

ま
す
ぜ

。
』
と
大
聲






に
搖
醒






す
も
の
が
あ
る
の
で
、
愕





い
て
目

を
醒



す
と
、
此
時






日

は
全





く
暮

れ
て
、
部

室

の
玻
璃
窓







を
透



し
て
、
眺



む
る
海



の
面



に
は
、
麗



は
し
き
星
影






が
チ
ラ
々
々
と
映



つ
て
居

つ
た
。

私



を

呼
醒






し
た
の
は
快

活








な
る
武
村
兵
曹










で
あ
つ
た
。
其



右

手

に
縋



つ
て
、
可
憐





な
る
日
出
雄
少
年









は
ニ
コ

〳
〵
し
な
が
ら

『
叔

父

さ
ん
、
私




は

も
う
顏



を
洗



つ
て
來

ま
し
て
よ
。
』
と
、
睡
醒





に
澁



る
私




の

顏


を
仰



い
だ
。
オ
ヤ
〳
〵
、

少
年






に
ま
で
寢
太
郎









と
見

ら
れ
た
か
と
、
私




は

急


ぎ
清
水





に
顏



を
淨



め
、
兵
曹






の
案
内






に
從





つ
て
用
意





の
一
室





へ
來

て
見

る
と
、
食

卓







の
一
端






に
は
、
櫻
木
大
佐









は
二
三
の
重
立





つ
た
水
兵






を
相
手





に
、
談
話





に
耽



つ
て
居
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つ
た
が
、
吾
等





の
姿





を
見

る
よ
り
、
笑



を
此
方





に
向

け

『
武
村






が
、
と
う
〳
〵
御
安
眠







を
妨
害






し
ま
し
た
ね
。
』
と
、
水
兵






に
命



じ
て
二

個

の
倚

子

を
近
寄





せ
た
。

食
卓






の
對
端





に
は
、
武
村
兵
曹










他


三
名






の
水
兵






が
行
儀






よ
く
列



び
、
此
方





に
は
、
日
出
雄
少
年









を
中



に
挿



ん
で
、

大
佐





と
私




と

が
右



と
左





に
肩



を
並



べ
て
、
頓



て
晩
餐






は
始



ま
つ
た
。
洋
燈





の
光





は
煌

々







と
輝





い
て
、
何

時

の

間

に
か
、
武
骨





な
る
水
兵
等







が
、
優



し
い
心





で
飾
立






て
た
挿
花






や
、
壁

間

に
『
歡

迎







』
と
巧
妙





に
作



ら
れ
た

橄
欖






の
緑





の
葉

な
ど
を
、
美



く
し
く
照



し
て
居

る
。
か
ゝ
る
孤
島







の
事



だ
か
ら
、
御
馳
走









は
無

い
が
と
大
佐





の

言
譯






だ
が
、
そ
れ
で
も
、
料
理
方







の
水
兵






が
大
奮
發








の
由



で
、
海
鼈






の
卵
子





の
蒸
燒






や
、
牡

蠣

の
鹽
※





や
、
俗



名


「
イ
ワ
ガ
モ
」
と
か
い
ふ
此



島


に
澤
山






居

る
鴨



に
似

て
、
一
層






味


の
輕



い
鳥



の
丸
燒






な
ど
は
な
か
〳
〵
の
御

馳
走





で
、
今



の
私




の

身

に
は
、
世
界





第
一






の
ホ
テ
ル
で
、
世
界





第
一






の
珍
味





を
供





せ
ら
れ
た
よ
り
も
百

倍







も

※


し
く
感



じ
た
。
晩
餐
後







、
喫
茶






が
は
じ
ま
る
と
、
櫻
木
大
佐









を
は
じ
め
同
席






の
水
兵
等







は
、
ひ
と
し
く
口



を

揃


へ
て
『
御
身





が
此



島


へ
漂

着







の
次
第





を
悉



し
く
物
語






り
玉



へ
。
』
と
い
ふ
の
で
、
私




は

珈
琲






を
一
口






飮

ん

で
、
徐





ろ
に
語



り
出

し
た
。

先

づ
、
私




が

世
界





漫
遊






の
目
的






で
、
横
濱






の
港





を
出
港





し
た
事



か
ら
、
は
じ
め
米
國






に
渡



り
、
そ
れ
よ
り
歐
羅





巴


諸
國






を
遍
歴






し
た
次
第





。
伊
太
利









の
國



子
ー
プ
ル
ス
港



で
、
圖



ら
ず
も
昔





の
學
友






、
今



は
海

外







貿
易
商










會


の
主
人






と
し
て
、
巨
萬






の
富



を
重



ね
て
居

る
濱
島
武
文










に
邂
逅






ひ
、
其

處

で
、
彼



が
妻



な
る
春
枝
夫
人








と

其


愛
兒





日
出
雄
少
年









と
に
對
面






な
し
、
不

思

議

な
る
縁





に
つ
な
が
れ
て
、
三
人





は
日
本






へ
皈



ら
ん
と
、
弦
月
丸








に
同
船






し
た
事



、
出
帆







前


、
亞
尼






と
い
へ
る
御
幣
擔







ぎ
の
伊
太
利









の
老
女






が
、
船



の
出
帆







が
魔

の
日

魔

の
刻



に
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當


る
と
て
、
切



に
其



夜

の
出

發







を
止

め
た
事



。
怪





の
船



の
双
眼
鏡









一
件






、
印
度
洋
上










の
大
遭
難








の
始
末





、

其
時






春
枝
夫
人








の
殊
勝





な
る
振
舞






、
さ
て
は
吾
等





三
人





が
同
時





に
、
弦
月
丸








の
甲
板






か
ら
海
中






に
飛
込





ん
だ
の

に
拘





ら
ず
、
春
枝
夫
人








の
み
は
行
方






知

れ
ず
な
つ
た
事



、
そ
れ
よ
り
漂
流
中








い
ろ
〳
〵
の
艱
難






を
經

て
、
漸





く

此


島


へ
漂

着







し
た
迄



の
有
樣






を
脱

漏

も
な
く
語



る
と
、
聽

く
人



、
或





は
驚





き
、
或





は
嘆



じ
、
武
村
兵
曹










は
木



像


の
や
う
に
な
つ
て
、
眼

を
巨
大





く
し
て
、
息



を
も
吐

か
ず
聽

い
て
居

る
、
其
他





の
水
兵






も
同



じ
有
樣






。

語


り
終



つ
た
時



、
櫻
木
海
軍
大
佐













は
靜



か
に
顏



を
上

げ
た
。

『
實



に
、
君



の
經
歴






は
小
説






の
や
う
で
す
。
』
と
言

つ
た
儘



、
暫
時





私



の

顏


を
瞻



め
て
居

つ
た
が
、
物

語







の

中


で
も
、
春
枝
夫
人








の
殊
勝





な
る
振
舞






に
は
、
少



な
か
ら
ず
心





を
動



か
し
た
樣
子





。
特



に
櫻
木
大
佐









は
、
春
枝





夫
人





の
令
兄






な
る
松
島
海
軍
大
佐













と
は
、
兄

弟







も
及



ば
ぬ
親
密






な
る
間

柄







で
、
大
佐





が
ま
だ
日
本






に
居

つ

た
頃



は
始
終





徃
來






し
て
、
其
頃






、
乙
女





で
あ
つ
た
春
枝
孃








と
は
、
幾
度






も
顏



を
合



し
た
事



も
あ
る
相



で
、
今



其


美


は
し
く
殊
勝





な
る
夫
人





が
、
印
度
洋







の
波
間





に
見

え
ず
な
つ
た
と
聞

い
て
は
、
他
事






と
思



は
れ
ぬ
と
、
そ
ゞ

ろ
に
哀





を
催





し
た
る
大
佐





は
、
暫
時






し
て
口



を
開



い
た
。

『
け
れ
ど
、
私




は

常


に
確
信






し
て
居

ま
す
、
天



に
は
一
種






の
不

思

議

な
る
力





が
あ
つ
て
、
身

も
心





も
美



く
し
き

人


は
、
屡
々







九
死






の
塲
合





に
瀕



し
て
も
、
意
外






の
救
助





を
得

る
事



の
あ
る
も
の
で
す
。
』
と
言

ひ
な
が
ら
今



し

も
懷



か
し
き
母
君






の
噂





の
出

で
た
る
に
、
逝

に
し
夜

の
事



ど
も
懷



ひ
起



し
て
、
愁

然







た
る
日
出
雄
少
年









の
頭

髮


を
撫

で
つ
ゝ

『
私




は

ど
う
も
春
枝
夫
人








は
、
其
後






無

事

に
救



は
れ
た
樣



に
想



は
れ
る
。
此

樣

な
事



を
云

ふ
と
妙



だ
が
、
人



は
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一
種






の
感
應






が
あ
つ
て
、
私




の

如


き
は
昔





か
ら
ど
ん
な
遠
方






に
離



れ
て
居

る
人



で
も
、
『
あ
の
人



は
未

だ
無

事

だ
な
』
と
思



つ
て
居

る
人



に
、
死



だ
例





は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
、
私




は

今


、
春
枝
夫
人








が
波
間





に
沈



ん
だ
と

聞

い
て
も
、
ど
う
も
不
幸





な
る
最
後





を
遂

げ
ら
れ
た
と
は
思



は
れ
な
い
、
或





は
意
外






の
救
助





を
得

て
、
子
ー
プ

ル
ス
な
る
良
君





の
許



へ
皈



つ
て
、
今
頃






は
却





て
、
君
等





の
身

の
上



を
憂
慮





て
居

る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
よ
。
』
と

言
葉





を
切

つ
て
、
淋



し
相



に
首



項
垂





れ
て
居

る
日
出
雄
少
年









の
項





に
手

を
掛

け

『
そ
れ
に
就

け
て
も
、
惡



む
可

き
は
海
賊
船








の
振
舞






、
か
ゝ
る
惡
逆
無
道










の
船



は
、

早

晩










木
葉
微
塵








に
し

て
呉

れ
ん
。
』
と
、
明
眸






に
凛
乎





た
る
光





を
放



つ
と
、
聽

く
日
出
雄
少
年









は
、
プ
イ
と
躍
立





つ
て
。

『
眞
個






に
〳
〵
、
海
軍






の
叔

父

さ
ん
が
海
賊
船








を
退
治





す
る
な
ら
、
私




は

敵


の
大

將







と
勝
負






を
决



し
よ
う
と

思


ふ
ん
で
す
。
』

『
其

處

だ
ツ
、
日
本
男
兒









の
魂




は

　
　
。
』
と
木
像






の
や
う
に
默



つ
て
居

つ
た
武
村
兵
曹










は
不

意

に
叫



ん
だ
。

『
其
時






は
、
此



武
村
新
八
郎












が
先
鋒






ぢ
や
〳
〵
。
』
と
威
勢





よ
く
テ
ー
ブ
ル
の
上



を
叩



き
廻



す
と
、
皿



は
跳



つ

て
、
小
刀





は
床



に
落

ち
た
。
そ
れ
か
ら
、
例



の
魔

の
日

魔

の
刻



の
一
件






に
就

い
て
は
、
水
兵






一
同






は
私




と

同


じ

樣


に
、
無

※

な
話





だ
と
笑



つ
て
し
ま
つ
た
が
、
獨





櫻
木
大
佐









の
み
は
笑



は
な
か
つ
た
。
無
論





、
縁
起
的







に
は
、

其

樣

な
事



は
信



ぜ
ら
れ
ぬ
が
、
か
の
亞
尼






と
か
い
へ
る
老
女






は
、
何



か
の
理

由

で
、
海
賊
船








が
弦
月
丸








を
狙



つ

て
居

る
事



を
ば
、
豫




め

知

つ
て
居

つ
た
の
か
も
知

れ
ぬ
。
そ
れ
が
或



事
情






の
爲

め
に
明
言






す
る
事



も
出

來

ず
、

さ
り
と
て
主
家





の
大
難






を
知

ら
ぬ
顏



に
打
※






る
に
も
忍



び
で
、
か
く
は
縁
起
話








に
托
言





け
て
、
其



夜

の
出

發







を
止



め
た
の
か
も
知

れ
ぬ
。
と
語



つ
た
。
成
程






斯

う
聽

い
て
見

れ
ば
、
私




も

思


ひ
當



る
節



の
無

い
で
も
な
い
。
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ま
た
、
海
賊
船








海
蛇
丸







の
一

條







に
つ
い
て
は
、
席

上







い
ろ
〳
〵
な
話





が
あ
つ
た
。
大
佐





の
語



る
處





に
よ
る

と
、
海
賊
島








云
々






の
風
聞






も
實
際






の
事



で
、
其



海
賊






仲
間





と
或



強
國







と
の
間





に
、
一
種






の
密
約






の
存



し
て
居

る

事


も
、
海
事





に
審



し
き
船
員






社

會







に
は
、
殆





ど
公
然






の
秘
密





と
な
つ
て
居

る
由



。
か
ゝ
る
惡
魔





は
ど
う
し
て

も
塵

殺







し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
水
兵
等







一
同






の
意
氣
組









。

さ
て
ま
た
、
弦
月
丸








沈
沒






の
間
際





に
、
船

長







を
は
じ
め
船
員






一
同






の
醜

態







は
、
聽

く
人



愕




き
怒



ら
ざ
る
な

く
、
短
氣





の
武
村
兵
曹










は
眼

を
光



ら
し
て

『
や
あ
〳
〵
、
呆



れ
た
人
間






共


だ
、
其

樣

な
臆

病







な
船

長







な
ん
か
は
、
逃

げ
た
と
て
ど
う
せ
六



な
事



は
あ

る
ま
い
、
波



で
も
喰



つ
て
斃
死





つ
て
し
ま
つ
た
ら
う
が
、
※
一






生

き
て
ゞ
も
居

や
う
も
の
な
ら
、
此



武
村
新
八










が
承
知






し
ね
え
、
世
間





の
見
懲






に
、
一



ツ
横



ツ
腹



で
も
蹴
破





つ
て
呉

れ
よ
う
か
な
。
』
と
怒

鳴

る
。
大
佐





は
笑



ひ
、
水
兵
等







は
腕



を
叩



き
、
日
出
雄
少
年









と
私




と

は
爽
快






に
顏



を
見

合

は
し
た
。

斯


る
物

語







に
不
知
不
測








夜

を
更



し
、
頓



て
私




の

遭
難






實
談






も
終



る
と
、
櫻
木
大
佐









は
、
此
時






稍

や
面





を
改





め

て
私




に

向


つ
た
。

『
今
迄






の
お
話





で
、
君



が
此



島


へ
漂

着







の
次
第





は
分



つ
た
が
、
さ
て
此
後






は
如

何

に
な
さ
る
御
决
心







で
す
。
』

决
心






如
何





と
い
ふ
の
は
、
吾
等





兩
人







か
ゝ
る
絶
島






に
漂

着







し
た
今



、
無

理

に
も
本
國






へ
皈



り
た
い
か
、
又



は

或


便
宜





を
得

る
ま
で
、
大
佐
等









と
此



島


に
滯
在






す
る
覺
悟





が
あ
る
か
と
の
問



だ
と
私




は

考




へ
た
の
で
、
無
論





、

一
日






も
速





か
に
日
本






へ
皈



り
た
い
の
は
山
々






だ
が
、
前
後





の
事
情






を
察



す
る
と
、
今



此
人






に
向



つ
て
、
其

樣

な

我
儘






は
言

は
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
で
私




は

簡
單






に
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『
た
ゞ
天
命






と
、
大
佐
閣
下








と
に
、
吾
等





の
運
命






を
委



ぬ
る
の
み
で
す
。
』
と
答



へ
る
と
、
大
佐





は
暫
時





小
首





を
傾





け
た
が

『
然



ら
ば
、
君
等





は
或



時

期

ま
で
、
此



島


に
滯
在






せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
』
と
斷
乎





と
言
放






つ
た
。

私



は

默


つ
て
點
頭





い
た
。

大
佐





は
言



を
つ
ゞ
け

『
實



に
致



し
方



が
無

い
の
で
す
。
勿
論






君


が
御
决
心







で
、
運
命






を
全





く
天



に
任



せ
て
、
再





び
小
端
艇








で
、
印
度





洋


の
波



を
越

え
て
、
本
國






へ
お
皈



り
に
な
ら
う
と
仰

つ
し
や
れ
ば
、
仕
方





が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私




は

决


し
て
、

其

樣

な
無
法





な
事



を
望



み
ま
せ
ん
、
其
他





の
手
段






で
は
、
到
底






今

日

や
明

日

に
、
此



島


を
出

發







す
る
方
法





も

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
止

む
を
得

ず
、
或



時

期

ま
で
は
、
吾
等





の
一
行






と
共



に
、
此



絶
島






に
御
滯
在







の
外



は
あ
り

ま
せ
ん
。
』

『
そ
れ
は
覺
悟





の
前



で
す
。
』
と
私




は

答


へ
て

『
た
ゞ
無
用





な
る
吾
等





が
、
徒





ら
に
貴

下

等

を
煩





は
す
の
を
憂



ふ
る
の
み
で
す
。
』
と
語



る
と
、
大
佐





は
急



ぎ

其


言


を
遮





り

『
い
や
〳
〵
、
私




は

却




て
、
天

外







※
里





の
此

樣

な
島



か
ら
、
何

時

ま
で
も
、
君
等





に
故
郷






の
空



を
望



ま
せ
る

事


を
情





な
く
感



ず
る
の
で
す
。
』
と
嘆
息






し
つ
ゝ

『
あ
ゝ
、
此

樣

な
時



に
、
せ
め
て
浪



の
江
丸





が
無
難





で
あ
つ
た
ら
ば
。
』
と
武
村
兵
曹










の
顏



を
見

た
。

浪


の
江
丸





と
は
、
例



の
反

古

新
聞






に
記



さ
れ
て
居

つ
た
名

で
、
は
じ
め
、
大
佐





の
一
行






を
此



島


へ
搭

せ
て
來

た
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一
大






帆
前
船







、
あ
ゝ
、
あ
の
船



も
、
今



は
何



か
の
理
由





で
、
此



海
岸






に
あ
ら
ず
な
つ
た
か
と
、
私




は

窓


の
硝

子

越


し
に
海
面






を
眺



め
る
と
、
星
影






淡


き
波
上






に
は
、
一
二
艘



淋


し
氣

に
泛



ん
で
居

る
小
端
艇








の
他



に
は
、
此



大


海
原






を
渡



る
と
も
見

ゆ
べ
き
一
艘






の
船



も
な
か
つ
た
。

武
村
兵
曹










は
腕



を
組

ん
で

『
さ
あ
、
斯

う
な
る
と
惜

し
い
事



を
し
た
。
浪



の
江
丸





さ
へ
無

事

で
あ
つ
た
ら
、
私




が

巧


く
舵



を
と
つ
て
、
直

ぐ
に
日
本






ま
で
送



つ
て
あ
げ
る
の
だ
が
、
此
前






の
大

嵐







の
晩



に
、
と
う
と
う
磯



に
打
上





げ
ら
れ
て
、
め
ち
や

〳
〵
に
な
つ
て
仕

舞

つ
た
か
ら
、
今
更






何


と
い
ふ
て
も
仕
方





が
無

い
。
』
と
言

ひ
つ
ゝ
少
年






に
向



ひ

『
だ
が
、
此



島


も
仲
々






面
白






い
よ
、
魚





も
澤
山





釣

れ
る
し
、
獅
子
狩









も
出

來

る
し
、
今



に
皈



り
た
く
無

く
な
る

よ
。
』

大
佐





は
苦
笑





し
な
が
ら

『
誰



が
、
此

樣

な
離



れ
島



に
永

住







を
望



む
も
の
か
。
』
と
ば
か
り
、
私




に

向


ひ

『
然



し
、
何
事






も
天
命






で
す
。
け
れ
ど
君



よ
、
决



し
て
絶
望






し
玉



ふ
な
。
吾
等





は
何

時

か
、
非
常






の
幸
福






を
得

て
、
再





び
芙
蓉





の
峯



を
望



む
事



が
出

來

ま
せ
う
　
　
イ
ヤ
確
信







し
ま
す
、
今



よ
り
三
年






の
後



は
屹
度





其
時






で
す

。
』
と
言
放






つ
て
、
英
風






颯
々






、
逆
浪






岩


に
碎



く
る
海
邊






の
、
唯

あ
る
方
角






を
眺



め
た
。

　
　
　
　
第
十
四
回
　
海
底






の
造
船
所








　
　
　
　
　
大
佐
の
後
姿
が
チ
ラ
リ
と
見
え
た
　
　
獅
子
狩
は
眞
平
御
免
だ
　
　
猛
犬
稻
妻
秘
密
の
話
　
　
屏
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風
岩
　
　
物
凄
い
跫
音
　
　
鐵
門
の
文
字

　
其



翌
朝






日
出
雄
少
年









と
私




と

が
目

醒

め
た
の
は
八
時

※


で
櫻
木
海
軍
大
佐













は
、
武
村
兵
曹










を
は
じ
め
一
隊






の

水
兵






を
引
卒





れ
て
、
何
處





へ
か
出
去





つ
た
後



で
あ
つ
た
。
朝
餉





を
運



ん
で
來

た
料
理
方







の
水
兵






は
、
大
佐





が
外



出





の
時



の
言
傳






だ
と
て
、
左

の
如



く
語



つ
た
。

『
大
佐





は
、
今

朝

も
定





れ
る
職
務






に
參



る
が
、
昨
夜





は
取
紛






れ
て
語



ら
ず
、
今
朝






は
猶

ほ
御
睡
眠
中









な
れ
ば
、

此


水
兵






を
以



て
申
上






げ
る
が
、
此



住
家





の
十
町





以
内





な
れ
ば
、
何
處





へ
行

か
る
ゝ
も
御
自
由









な
れ
ど
、
其



以
外






は
、
猛
獸






毒
蛇
等








の
危
害





極


め
て
多



け
れ
ば
、
决



し
て
足
踏





み
し
玉



ふ
な
、
大
佐





は
夕
刻






に
皈



つ
て
、
再





び
御

目

に
か
ゝ
る
可

し
。
』
と
の
注
意





。
私




も

少
年






も
、
今
猶





ほ
十
數
日






以
來





の
疲
勞





を
感



じ
て
居

る
の
で
、
其
樣





に
高
歩






き
す
る
氣
遣






は
な
い
が
、
ま
し
て
此



注
意





が
あ
つ
た
の
で
、
一
層






心




を
配



り
、
食
後






は
、
日
記





を
書

い

た
り
、
少
年






と
二
人





で
、
海
岸






の
岩



の
上



か
ら
果



し
な
き
大
海
原








を
眺



め
た
り
、
家



の
後





の
椰
子
林







で
、
無
暗





に
美





し
き
果
實






を
叩



き
落



し
た
り
、
ま
た
は
家



に
殘



つ
て
居

つ
た
水
兵






に
案
内






さ
れ
て
、
荒
磯






の
ほ
と
り
で
、

海
鼈






を
釣

つ
た
り
し
て
、
一
日






を
暮



し
て
し
ま
つ
た
。

夕
日





の
沈



む
頃



、
櫻
木
大
佐









も
武
村
兵
曹










も
、
痛



く
疲



れ
て
皈



つ
て
來

た
が
、
終
日






延
氣





に
遊



ん
だ
吾
等





兩





人

の
顏



の
、
昨
日





よ
り
は
餘
程





勝


れ
て
見

へ
る
と
て
、
大
笑






ひ
で
あ
つ
た
。
此



夜

も
夜
更





ま
で
色
々






の
快

談







。翌
朝






、
私




は

ま
だ
大
佐





の
外

出








前


だ
ら
う
と
思



つ
て
、
寢
床





を
離



れ
た
の
は
六
時





頃


で
あ
つ
た
が
、
矢
張





大

佐
等





は
、
今
少






し
前



に
家



を
出

た
と
い
ふ
後



、
ま
た
※

か
つ
た
り
と
、
少
年






と
二
人





で
、
二
階





の
窓



に
倚

つ
て
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眺


め
る
と
、
此
時






、
朝
霧






霽

る
ゝ
海
岸






の
景
色





。
此



家


を
去

る
事



十
數

町







の
彼
方





に
、
一
帶






の
灣



が
あ
る
、

逆
浪






白


く
岩



に
激



し
て
居

る
が
、
其



灣
中






、
岩



と
岩



と
が
丁
度






屏
風






の
や
う
に
立
廻






し
て
、
自
然





に
坩
※





の
形





を
な
し
て
居

る
處





、
其

處

に
大
佐





の
後

姿








が
チ
ラ
リ
と
見

え
た
。

『
あ
ら
、
海
軍






の
叔

父

さ
ん
は
、
あ
の
岩



の
後





へ
隱



れ
て
お
し
ま
い
に
な
つ
て
よ
。
』
と
、
日
出
雄
少
年









は
審



か
し
氣

に
私




を

瞻


め
た
。
私




は

默
然






と
し
て
、
猶



も
其

處

を
見

詰

め
て
居

る
と
、
暫
時






し
て
其



不

思

議

な
る
岩



陰


か
ら
、
昨
日





も
一
昨
日









も
聽

い
た
、
鐵



の
響





が
起



つ
て
來

た
。

午
前





十
時

※


に
な
る
と
、
武
村
兵
曹










丈

け
一
人





ヒ
ヨ
ツ
コ
リ
と
皈



つ
て
來

て

『
サ
ア
、
之



か
ら
獅
子
狩









だ
〳
〵
。
』
と
勇





勸


め
る
の
を
、
私




は

漸



の

事


で
押
止





め
た
が
、
然



ら
ば
此



島


の
御

案
内






を
と
い
ふ
の
で
、
そ
れ
か
ら
、
山



だ
の
、
河



だ
の
、
谷



の
底



だ
の
、
深
林






の
中



だ
の
、
岩
石






が
劍





の
や
う

に
削
立





つ
て
居

る
荒
磯






の
邊



だ
の
を
、
兵
曹






の
元
氣





に
任



せ
て
引
廻





は
さ
れ
た
の
で
、
酷



く
疲



れ
て
し
ま
つ
た
。

此


遊
歩





の
間





、
武
村
兵
曹










の
命



ず
る
儘



に
、
始
終






吾
等





の
前



に
な
り
、
後





に
な
つ
て
、
豫




め

猛
獸






毒
蛇






の
危
害





を
防



い
で
呉

れ
た
、
一
頭






の
猛
犬






が
あ
つ
た
。
名

は
稻
妻






と
い
つ
て
、
櫻
木
大
佐









の
秘
藏





の
犬



の
由



、
形





は
犢

牛


程


巨
大





く
、
毛

の
眞
黒






な
、
尾

の
キ
リ
ヽ
と
卷
上






つ
た
、
非
常






に
逞



ま
し
き
犬



で
、
そ
れ
が
痛



く
日
出
雄
少











年


の
氣

に
入

つ
て
、
始
終






『
稻
妻






や
〳
〵
。
』
と
、
一
處






に
な
つ
て
走

廻







つ
て
居

る
内



に
、
い
つ
か
仲



が
よ

く
な
つ
て
、
夕
刻






、
家



に
歸



つ
た
時



も
、
稻
妻






は
此



可
憐





な
る
少
年






と
戯





れ
つ
ゝ
、
思



は
ず
二
階





ま
で
驅
上






つ

て
、
武
村
兵
曹










に
箒





で
追
出





さ
れ
た
程



で
、
日
出
雄
少
年









は
此



犬


の
爲

め
に
、
晩
餐






の
美

味

し
い
「
ビ
フ
ス
テ

ー
キ
」
を
、
其
儘






窓


か
ら
投

げ
て
や
つ
て
し
ま
つ
た
。

99



さ
て
、
其



翌
日






に
な
る
と
、
日
出
雄
少
年









は
、
稻
妻






と
い
ふ
好



朋
友






が
出

來

た
の
で
、
最
早





私



の

傍


に
の
み
は

居

ら
ず
、
朝
早






く
か
ら
戸
外






に
出

で
ゝ
、
波



青


く
、
沙



白


き
海
岸






の
邊



に
、
犬



の
脊
中





に
跨





つ
た
り
、
首



に
抱



着


い
た
り
し
て
、
餘
念





も
な
く
戯





れ
て
居

る
の
で
、
私




は

一
人





室
内






に
閉
籠






つ
て
、
今

朝

大
佐





か
ら
依
頼





さ
れ

た
、
或



航
海
學








の
本



の
飜
譯






に
か
ゝ
つ
て
一
日






を
暮



し
て
し
ま
つ
た
。
此



飜
譯






は
、
仕
事





の
餘

暇

、
水
兵
等







に

教
授






の
爲



に
と
、
大
佐





が
餘
程





以
前





か
ら
着

手







し
て
居

つ
た
の
で
、
殘



り
五
分





の
一



程


に
な
つ
て
居

つ
た
の

を
、
徒
然







な
る
ま
ゝ
、
私




が

無

理

に
引
受





け
た
の
で
、
其



飜
譯






の
全





く
終



つ
た
頃



、
大
佐





は
例



の
樣



に
、
夕
暮






の
海
岸






を
一
隊






の
水
兵






と
共



に
歸



つ
て
來

た
。

昨
夜





も
、
一
昨
夜







も
、
夕

食







果

て
ゝ
後



は
部

室

の
窓



を
開
放






し
て
、
海



か
ら
送



る
凉



し
き
風



に
吹

か
れ
な
が

ら
、
さ
ま
／
″
＼
の
雜
談






に
耽



る
の
が
例



で
あ
つ
た
。
今
宵





も
お
な
じ
樣



に
、
白



い
窓
掛






の
搖



ぐ
ほ
と
り
に
倚

子

を
並



べ
た
時



、
櫻
木
大
佐









は
稍

や
眞

面

目

に
私




に

向


つ
て
。

『
今
夜





は
更




つ

て
、
少



し
お
話



し
申



す
事



が
あ
る
。
』
と
私




の

顏


を
凝

視

め
た
。

更



つ

て
の
話





と
は
何
事






だ
ら
う
と
、
私




も

俄


か
に
形





を
改





め
る
と
、
大
佐





は
吸
殘






り
の
葉
卷





を
ば
、
窓



の
彼
方





に
投

げ
や
り
て
、
靜



か
に
口



を
開



い
た
。

『
柳
川
君








、
私




は

※


る
日

黄
乳
樹








の
林





の
邊



で
、
圖



ら
ず
も
君
等





の
急
難






を
お
助



け
申



し
た
時



か
ら
、
左

樣

思


つ
て
居

つ
た
の
で
す
。
稀



に
も
人



の
來

べ
き
筈



の
な
い
此

樣

な
離



れ
島



へ
、
偶
然






と
は
い
へ
、
昔
馴
染








の
君



の

見

へ
た
の
は
、
全





く
天



の
導




の

や
う
な
も
の
で
、
之



か
ら
數
年
間








、
同



じ
家



に
、
同



じ
月



を
眺



め
て
暮



す
や
う

な
運
命






に
な
つ
た
の
も
、
何



か
の
因
縁






で
せ
う
。
私




に

一
個





の
秘
密





が
あ
る
、
此



秘
密





は
私




と

、
私




の

腹
心






の
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三
十
七
名



の
水
兵






と
、
帝
國
海
軍










部
内





の
某
々






有
司





の
他



に
は
、
誰



も
知

つ
て
居

る
者



は
無

い
の
で
す
、
ま
た
、

决


し
て
、
他

に
洩



す
ま
じ
き
秘
密





で
す
が
、
今



斯

く
な
つ
て
同



じ
境
遇







に
、
長



き
月
日





を
暮



す
間





に
は
、
何

時

か
君
等





の
前



に
、
其
事






の
表
顯






ず
に
は
終



る
ま
い
。
』
斯

く
言

ひ
か
け
て
、
大
佐





は
靜



か
に
眼





を
あ
げ

『
君



も
私




が

何

ん
の
爲



に
此



島


へ
來

た
か
、
今



や
何



を
爲

し
つ
ゝ
あ
る
や
に
就

い
て
、
多
少





の
御
考
察







は
あ
る

で
せ
う
。
』

さ
て
こ
そ
、
と
、
私




は

片
唾





を
飮

ん
だ
。

『
朧





な
が
ら
、
或



想
像






を
描



い
て
居

り
ま
す
。
』
と
答



へ
る
と
、
大
佐





は
打
點
頭







き

『
此



秘
密





は
、
實



に
私




の

生
命






で
す
。
今



は
數
年






の
昔





、
君



は
御
記
臆









で
す
か
、
※
船





の
甲
板






で
、
私




が

奇
妙





な
る
詩

を
吟



じ
、
ま
た
、
歐
洲






列
國






の
海
軍
力









の
増
加





と
、
我
國






の
現
况






と
を
比
較





し
て
、
富



の
度

よ
り
、

機
械
學







の
進
歩
上








よ
り
、
我
國






は
今
日






の
如



く
、
啻



に
數
艘






の
軍
艦






の
多



く
な
つ
た
位





や
、
區



た
る
軍
器





の

製
造






に
も
、
多



く
彼
等





の
後



を
摸

傚

し
て
居

る
樣



で
は
、
到
底





東
洋






の
平
和





を
維

持

し
、
進



ん
で
外
交
上










の

一
大






權

力







を
握



る
事



は
覺
束






な
い
、
一
躍






し
て
、
歐



の
上



に
、
米



の
上



に
、
位





す
る
樣



に
な
る
に
は
、
茲



に

一
大






决
心






を
要



す
る
。
即





ち
震
天
動
地









の
軍
事
上








の
大
發
明








を
な
し
て
、
其



發
明






は
軍
機
上








の
大
秘
密







と
し
て
、

我
國






に
の
み
特





に
あ
り
、
他
邦





に
は
到
底






見

る
べ
か
ら
ず
、
歐
米






諸
國






も
之



あ
る
限



り
は
、
最
早





日
本






に
向



つ

て
不
禮





を
加



ふ
る
可

か
ら
ず
と
ま
で
、
戰
慄






恐
懼






す
る
程



の
大
軍
器







の
發
明






を
要



す
る
と
申



し
た
事



を
、
か
の

時


は
、
君



も
單



に
快

哉







と
叫



ん
だ
の
み
、
私




も

一


の
希
望





と
し
て
、
深



く
胸



の
奧



に
潜



め
て
居

つ
た
が
、
其

後


幾
年
月








の
間





、
苦
心





に
苦
心





を
重



ね
た
結
果






、
一
昨
年








の
十
一
月





三
十
日



、
私




が

一
艘






の
大
帆
走
船









に
、
夥
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し
き
材
料






と
、
卅
七
名



の
腹
心






の
部

下

と
を
搭

載

て
、
は
る
／
″
＼
日
本









を
去

り
、
今



や
此



無
人
島







に
身

を
潜



め
て
居

る
の
は
、
全





く
、
兼



て
企





つ
る
、
軍
事
上








の
一
大






發
明






に
着

手







し
て
居

る
の
で
す
　
　
。
左
樣





、
不



肖


な
が
ら
、
此



櫻
木






が
畢
世






の
力





を
盡



し
て
、
我



帝
國
海
軍










の
爲

め
に
、
前
代
未
聞









の
或



有

力







な
る
軍
器





の

製
造






に
着

手







し
て
居

る
の
で
す
。
』

果
然






！
　
果
然






！
　
と
私




は

胸


を
跳



ら
せ
た
。
大
佐





は
言





を
つ
ゞ
け

『
此
邊






の
事



は
、
本
國






で
も
人



の
風
評





に
上



り
、
君



に
も
幾
分






の
御
想
像







は
付

い
た
ら
う
が
、
果



し
て
如

何

な

る
發
明






で
あ
る
か
は
、
其
物






の
全





く
竣

成







す
る
迄



は
、
誰



も
知

つ
て
居

る
者



は
な
い
、
私




は

外

國







の
軍
事





探
偵






や
、
其
他





利
己
心









多


き
人

々







の
覬

覦

か
ら
、
完

全







に
其



秘
密





を
保



た
ん
が
爲

め
に
、
自





ら
此

樣

な
孤



島




に
身

を
忍



ば
せ
て
、
其



製
造






を
も
極



め
て
内
密






に
し
て
居

る
次
第





だ
が
　
　
。
』
と
言

ひ
か
け
て
、
言
葉





に
一
段






の
力





を
込

め

『
け
れ
ど
柳
川
君








よ
、
君



は
不

思

議

に
も
、
天



の
導




の

や
う
に
、
我
等





の
仲
間





に
入

つ
て
來

ま
し
た
。
今



前
後





の
事
情






よ
り
考





へ
、
ま
た
君



の
人
物






を
信



ず
る
の
で
、
若

し
、
君



に
確
固






た
る
約
束






が
あ
る
な
ら
ば
、
今
日






に

於


て
、
此



大
秘
密







を
、
君



に
明
言






し
て
置

く
事



の
、
寧



ろ
得
策






な
る
を
信



ず
る
の
で
す
。
』

『
え
、
私




に

、
其



大
秘
密







を
　
　
。
』
と
、
私




は

倚

子

か
ら
立
上






つ
た
。
大
佐





は
沈

重







な
る
聲



で

『
左
樣





、
私




は

君


を
確
信







し
ま
す
、
若

し
君



は
我
等





の
同
志





の
士

と
し
て
、
永

久







に
此

の
秘
密





を
守



る
事



を

約
束






し
玉



は
ゞ
、
請

ふ
誠
心






よ
り
三
度





天


に
誓



は
れ
よ
。
』

私



は

猶
豫





も
な
く
、
堅



き
誓





を
立

て
る
と
、
大
佐





は
ツ
ト
身

を
起



し
て
私




の

手

を
握



り
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『
誓





は
形
式






で
す
。
け
れ
ど
愛
國






の
情





深


き
君



は
、
※





つ
て
も
此



秘
密





を
ば
、
無
用





の
人



に
洩



し
玉



ふ
な
。
』

『
斷



じ
て
〳
〵
、
た
と
へ
此



唇



が

裂

か
る
ゝ
と
も
。
』
と
私




は

斷
乎





と
し
て
答



へ
た
。
大
佐





は
微
笑





を
帶

び
て

私


の

顏


を
眺



め
た
。
さ
て
其



秘
密





は
如

何

な
る
物



に
や
、
此



夜

は
た
ゞ
誓





に
終



つ
て
、
詳

密







な
る
事



は
、
明



日


、
其



秘
密





の
潜



め
ら
れ
た
る
塲
所





に
於



て
、
實
物






に
就



て
、
明
白






に
示



さ
る
ゝ
と
の
事



、
此



夜

は
其
儘






寢
床





に
横




つ

た
が
、
い
ろ
〳
〵
の
想
像






に
驅

ら
れ
て
、
深
更






ま
で
夢



に
入

る
事



が
出

來

な
か
つ
た
。

人
間






は
勝
手





な
も
の
で
、
私




は

前
夜





は
夜
半





ま
で
眠



ら
れ
な
か
つ
た
に
係





ら
ず
、
翌
朝






は
暗



い
内



か
ら
目

が
醒

め
た
。
五
時

三
十
分



頃


、
櫻
木
大
佐









は
武
村
兵
曹










を
伴





つ
て
、
私




の

部

室

の
戸

を
叩



い
た
。
之



よ
り
其



秘
密





な

る
塲
所





へ
出

掛

け
る
の
で
あ
る
。

三
人





は
家



を
出

で
、
朝
霧






深


き
海
岸






を
北



へ
と
進



ん
だ
。
武
村
兵
曹










は
猛
犬






の
稻
妻






を
從





へ
て
、
常



に
十
歩





ば

か
り
前



へ
進



む
の
で
、
私




と

大
佐





と
は
相



並


ん
で
歩



ん
だ
が
、
一
言






も
無

い
。
あ
ゝ
、
其



秘
密





な
る
發
明






と
は

何


で
あ
ら
う
。
有

力







な
る
軍
器





と
云

へ
ば
、
非
常






な
る
爆
發
力









を
有



す
る
彈

丸







の
種
類






か
し
ら
、
そ
れ

と
も
、
一
種






の
魔
力






を
有



す
る
大
砲






の
發
明






で
あ
ら
う
か
。
イ
ヤ
〳
〵
、
大
佐





の
口
吻






で
は
、
も
つ
と
有

力







な
る
發
明






で
あ
ら
う
と
、
樣

々







の
想
像






を
描



い
て
居

る
内



に
、
遂



に
到

着







し
た
の
は
、
昨

曉







、
大
佐





の

後

影







を
チ
ラ
リ
と
認



め
た
灣
中






の
屏
風
岩







の
邊



、
此

處

で
、
第
一






に
不

思

議

に
感



じ
た
の
は
、
此



屏
風
形







の

岩


は
、
遠
方






か
ら
見

る
と
、
只



一
枚






丈

け
孤
立





し
て
居

る
や
う
だ
が
、
今



、
其



上


へ
登



つ
て
見

る
と
、
三
方






四

方


に
同



じ
形





の
岩



が
い
く
つ
も
重





り
合

つ
て
、
丁
度






羅
馬





古
代





の
大
殿
堂









の
屋

根

の
や
う
な
形





を
な
し
、
其



下


は
疑




も

な
き
大
洞
窟








で
、
逆
浪







怒
濤





が
隙
間





も
な
く
四
邊





に
打
寄





す
る
に
拘





ら
ず
、
洞
窟






の
中



は
極



め
て
靜
謐






103



な
樣
子





で
、
吾
等





の
歩



む
毎



に
、
其



跫
音






は
ボ
ー
ン
、
ボ
ー
ン
、
と
物
凄






く
響



き
渡



つ
た
。

屏
風
岩







の
上



を
二
十
ヤ
ー
ド
ば
か
り
進



む
と
、
正
面







に
壁



の
や
う
に
屹
立





つ
た
る
大
巖
石








の
中

央







に
、
一
個





の
鐵
門






が
あ
つ
て
、
其



鐵
門






の
前



に
は
、
武
裝





せ
る
當
番






の
水
兵






が
嚴

肅







に
立

つ
て
居

つ
た
が
、
大
佐
等









の

姿

を

見

る
よ
り
、
恭




し

く
敬
禮






を
獻



げ
た
。
近



づ
い
て
見

る
と
、
鐵
門






の
上
部






に
は
、
岩



に
刻



ま
れ
て
「
秘
密





造
船
所








」
の
五
字

が
意

味

あ
り
氣

に
現



は
れ
て
居

つ
た
。

　
　
　
　
第
十
五
回
　
電
光
艇









　
　
　
　
　
鼕
々
た
る
浪
の
音
　
　
投
鎗
に
似
た
形
　
　
三
尖
衝
角
　
　
新
式
魚
形
水
雷
　
　
明
鏡
に
映
る
海

　
　
　
　
　
上
海
底
の
光
景
　
　
空
氣
製
造
器
　
　
鐵
舟
先
生
の
詩

　
武
村
兵
曹










は
腰



な
る
大
鍵






を
索



つ
て
、
鐵
門






の
扉





と
開



い
た
。

『
此

處

が
秘
密





の
塲
所





の
入
口






で
す
。
』
と
櫻
木
海
軍
大
佐













は
私




を

顧
見






た
。
此
時






は
ま
だ
工
事





も
始



ま
ら
ぬ

と
見

へ
、
例



の
鐵



の
響





も
聽



え
ず
、
中



は
シ
ー
ン
と
し
て
、
凄



い
程



物
靜






か
だ
。
私




は

二
人





の
案
内






に
從





つ
て
、

鐵
門






を
※



つ
た
が
、
は
じ
め
十
歩

ば
か
り
の
間





は
身

を
屈



め
て
歩



む
程



で
、
稍

や
廣



く
な
つ
た
と
思



ふ
と
、
直

ぐ
前



に
は
、
岩



に
刻



ん
で
設



け
ら
れ
た
險



し
い
階
段






が
あ
る
、
其



階
段






を
降

り
盡



す
と
、
眞
暗






に
な
つ
て
、
恰





も
墜
道






の
や
う
に
物
淋






し
い
道



を
、
武
村
兵
曹










が
即
座





に
點



じ
た
球

燈







の
光





に
照



し
て
、
右



に
折

れ
、
左





に

轉


じ
て
、
凡



そ
百
四
五
十
ヤ
ー
ド
も
進



む
と
、
岩
石






が
前



と
後





に
裂

け
離



れ
て
、
峽



を
な
し
、
其



間




を
潮





が
矢

の
如



く
洞

外







か
ら
流



れ
入

り
、
流



れ
去

つ
て
居

る
。
峽

上







に
は
一
筋






の
橋



が
あ
つ
て
、
そ
れ
を
渡



る
と
又
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た
鐵



の
扉





だ
。
武
村
兵
曹










は
前



と
同



じ
樣



に
其



扉




を
押
開






く
と
、
同
時





に
サ
ツ
と
射
込





む
日

の
光





、
疑




も

な
い
、

扉




の
彼
方





は
明



る
い
所





だ
、
兵
曹






は
プ
ツ
と
球

燈







を
吹
消





す
、
途
端





に
、
櫻
木
大
佐









は
私




に

向


ひ

『
此

處

で
す
。
』
と
一
言






を
殘



し
て
、
先

づ
鐵
門






を
※



つ
た
、
私




も

つ
ゞ
い
て
其



中


に
入

る
と
、
忽





ち
見

る
、

此

處

は
、
四
方





數

百







間


の
大
洞
窟








で
、
前
後
左
右








は
削



つ
た
樣



な
巖
石






に
圍



ま
れ
、
上
部






に
は
天
窓






の
や
う

な
、
巨
大





な
岩



の
裂
目





が
あ
つ
て
、
其

處

か
ら
太
陽






の
光





は
不
足





な
く
洞
中






を
照



し
て
を
る
の
で
あ
る
。
耳



を

傾

け

る
と
、
何
處





と
も
な
く
鼕
々






と
浪



の
音



の
聽



ゆ
る
の
は
、
此



削

壁

の
外



は
、
怒
濤





逆
卷





く
荒
海






で
、
此

處

は
確





に
海
底






數
十






尺




の
底



で
あ
ら
う
。
此
塲





の
光

景







の
あ
ま
り
に
天
然






に
奇
體





な
の
で
、
私




は

暫
時





、
此

處

は
人
間






の
境





か
、
そ
れ
と
も
、
世
界





外




の
或



塲
所





で
は
あ
る
ま
い
か
と
疑





つ
た
程



で
、
更



に
心





を
落
付





け
て
見

る
と
、
總



て
の
構
造






は
全





く
小
造
船
所










の
や
う
で
、
宏
大







な
る
洞
窟






の
中



は
數
部





に
分



た
れ
、
船
渠






、
起
重
機







、

製
圖
塲
等










の
整
備





は
い
ふ
迄



も
な
く
、
錬
鐵
塲









に
は
鎔
解
爐







あ
り
、
大
鐵
槌








あ
り
、
鑄
物
塲










に
は
造
型
機







、

碎
砂
機







を
具



へ
、
旋
盤
塲









に
は
縱
削
機








、
横
削
機







、
平
鉋
盤








、
鑽
孔
機







の
配
置





よ
ろ
し
く
、
製
罐
塲










に
は

水
壓
打
鋲
機










あ
り
、
工
作
塲









に
は
屈
撓
器








、
剪
斷
機







あ
り
。
圓
鋸
機







、
帶
形
鋸
機









の
ほ
と
り
に
は
、
角
材






、

鐵
材






山


の
如



く
、
其
他






、
空
氣
壓
搾
喞
筒












、
電
氣
力
發
機
等













の
緻
密





な
る
機
械





よ
り
、
銀
鑞






、
白
鑞






、
タ
ー
ル

綱


、
マ
ニ
ラ
綱



、
帆

縫
糸






、
撚
糸






、
金
剛
砂
布









、
黒
鉛






、
氣
發
油







、
白
絞
油








、
ラ
ジ
ー
ン
塗
具





、
錆
色






塗
具





、

銅
板






、
鐵
板






、
鋼
板






、
亞
鉛
塊








、
ガ
ツ
タ
バ
ー
カ
ー
板



、
エ
ボ
ナ
イ
ト
板



、
硝
子
板







、
硝
子
管








、
舷
窓
用








厚
硝





子


、
螺
旋
鋲







、
鋼
※
鋲








、
眞
鍮
鑄
鋲











、
石
絨
衞
帶











、
彈
心
衞
帶
等












に
至



る
ま
で
、
よ
く
も
斯



る
絶
島






に
か

く
迄



整
然






た
る
凖
備






の
出

來

た
事



よ
と
怪



し
ま
る
ゝ
ば
か
り
で
、
こ
れ
等

の
諸



機
械





諸


材

料







は
、
す
べ
て
二

105



年


以
前





に
、
櫻
木
大
佐









が
大
帆
船








浪


の
江
丸





に
搭
載






し
て
、
此



島


に
運
搬






し
來



つ
た
も
の
で
、
今



は
そ
れ
／
″



＼

適

當

の
位

置

に
配
置





さ
れ
て
、
す
で
に
幾
度






の
作
用





を
な
し
た
形
跡






は
歴
然






と
見

え
る
。

此
時






忽




ち
私




の

眼

に
留



つ
た
の
は
此



不

思

議

な
る

洞
中
造
船
所













の
中
央






に
位





し
て
、
凹
凸






の
岩



の
形





が
自
然





に
船
臺






を
な
し
た
る
處





、
其

處

に
今



や
工
事
中








の
、
一
種






異
樣





の
船
體






が
認



め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
こ
れ
が
、
私




の

秘
密





に
製
造






し
つ
ゝ
あ
る
、
海
底
戰
鬪
艇












で
す
。
』
と
、
櫻
木
海
軍
大
佐













は
徐





ろ
に
右
手





を

擧

げ
て
、
其



船
體






を
指





し
た
。
さ
て
こ
そ
、
と
私




は

胸


を
跳



ら
し
つ
ゝ
其



船
躰






を
熟
視






し
た
が
、
あ
ゝ
、
世

に

斯

く
も
不

思

議

な
る
、
斯

く
も
強

堅







な
る
、
船
艦






が
ま
た
と
あ
ら
う
か
、
私




は

其


外

形







を
一
見






し
た
ば
か

り
で
、
實



に
其



船
形






の
巧
妙






不

思

議

な
る
に
愕





い
た
が
、
更



に
大
佐





に
導





か
れ
て
、
今



は
既



に
二
年



有
餘





の
歳



月


を
費





し
て
、
船
體






半


ば
出
來
上









つ
た
海
底
戰
鬪
艇












の
内
部





に
入

り
、
具





に
上
甲
板









、
下
甲
板







、
「
ウ
オ
タ

ー
、
ウ
エ
ー
」
、
「
ウ
井
ン
グ
、
パ
ツ
セ
ー
ジ
」
、
二
重
底








、
肋
骨
材
等










諸
般






の
構
造






を
眺



め
、
ま
た
千
變
萬








化


な
る
百

種







の
機
關






の
説
明






を
聽

い
た
時



は
、
殆



ん
ど
之



が
人
間






の
業



か
と
疑





は
る
ゝ
ば
か
り
で
、
吾
知





ら

ず
驚

嘆







の
叫
聲





を
發



す
る
事



を
禁



じ
得

な
か
つ
た
。
あ
ゝ
、
か
く
も
神
變






不

可

思

議

な
る
海
底
戰
鬪
艇












は
、

今


や
此



秘
密





な
る
洞
中







の
造
船
所








に
於



て
、
櫻
木
海
軍
大
佐













の
指

揮

の
下



に
、
夜

を
日

に
繼

い
で
製
造






さ
れ
つ
ゝ

あ
る
の
で
あ
る
が
、
此



猛
烈






な
る
戰
艇






が
、
他
日





首
尾





よ
く
竣

工







し
て
、
我



大
日
本
帝
國












の
海
軍






の
列



に
加





つ
た
時



に
は
、
果



し
て
如

何

な
る
大
影
響









を
世
界





の
海
軍






に
及



ぼ
す
で
あ
ら
う
か
。
私




は

斷
言






す
る
、
鷲



の

如


く
猛



く
、
獅

子

の
如



く
勇



ま
し
き
列
國






の
艦
隊






が
百
千
舳
艫










を
並



べ
て
來



る
と
も
、
日
章
旗








の
向



ふ
處





、
恐



ら
く
ば
風
靡





せ
ざ
る
處





は
あ
る
ま
い
と
。
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敬
愛






す
る
讀
者






諸
君






よ
、
私




は

今


、
此



驚




く
可

く
懼



る
可

き
海
底
戰
鬪
艇












の
構
造






に
つ
い
て
、
詳



し
き
説
明






を

試

み

た
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
櫻
木
海
軍
大
佐













の
大
秘
密







に
屬



す
る
か
ら
出

來

ぬ
。
た
ゞ
、
其



秘
密





を
侵



さ
ゞ
る

範
圍
内







に
於



て
略

言







す
る
と
、
此



海
底
戰
鬪
艇












は
全
艇






の
長



さ
百
三
十
呎





六
吋





、
幅
員






は
中
部
横
斷
面












に
於



て
二
十
二
呎





七
吋





、
艇



の
形





は
、
恰





も
南
印
度








の
蠻
人






が
、
一
撃






の
下



に
巨
象






を
斃



し
、
猛
虎





を
屠



る
と
い
ふ

投
鎗






の
形





に
髣
髴






と
し
て
、
其



兩

端







は
一
種






奇
妙





の
鋭
角






を
な
し
て
居

る
、
此



鋭
角






の
度

が
、
艇



の
速

力







に
關





し
て
、
極



め
て
緊
要






な
る
特

色







の
相



で
あ
る
。
艇



の
上
部
艇
首










の
方



に
位





し
て
、
一
個





の
橢
圓
形







の
觀



外
塔








が
設



け
ら
れ
て
、
塔

上







に
は
、
一
本






の
信
號
檣









の
他



に
は
何
物






も
無

く
、
其



一
端






に
は
自
動
開
閉









の
鐵
扉





が
設



け
ら
れ
て
、
艇



の
將



に
海
底






に
沈



ま
ん
と
す
る
や
、
其



扉




は
自
然





に
閉

ぢ
、
艇



の
再





び
海
面






に
浮



ば
ん
と
す
る
や
、
其



扉




は
忽
然






と
し
て
自




ら

開


く
や
う
に
な
つ
て
居

る
。
艇



の
全
體






は
盡




く

金
屬






を
以



て
構
成






せ
ら
れ
、
觀
外
塔










、
上
甲
板









、
兩
舷
側









は
い
ふ
迄



も
な
く
、
舵
機
室









、
發
射
室








、
艇
員
居
室
等












、
す
べ

て
一
種






堅

強







な
る
裝
甲






を
も
つ
て
保

護

さ
れ
て
居

る
、
此



裝
甲






は
現
今






專




ら
行





は
れ
て
居

る
ハ
ー
ベ
ー
式



の

堅
硬
法








を
施





し
た
る
鋼
板






若


く
は
白
銅
鋼
板
等












よ
り
は
、
數
層
倍








の
彈
力
性









と
抵
抗
力









を
有



す
る
或



新
式






裝
甲
板








に
て
、
櫻
木
海
軍
大
佐













が
幾
星
霜








の
間





、
苦
心





に
苦
心





を
重



ね
た
結
果






、
六
種






の
或



金
屬






の
合
成






は
、

現
世
紀







に
於

け
る
如

何

な
る
種
類






の
彈

丸







又


は
水
雷
等








を
も
つ
て
突
撃






し
來



る
と
も
、
充

分







之


に
抵
抗






し

得

て
餘



り
あ
り
と
信



じ
て
、
其



新
式
合
成
裝
甲
板
















を
、
此



海
底
戰
鬪
艇












の
各
要
部







に
應
用






し
た
の
で
あ
る
。

此


艇


の
外

形







は
以
上






の
如



く
で
あ
る
が
、
さ
て
海
底
戰
鬪
艇












が
敵
艦






を
轟
沈






す
る
に
は
、
如

何

な
る
方
法





に

依

る
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
二
種





の
異





つ
た
る
軍
器





の
作
用





に
依

る
の
で
あ
る
。
今



は
工
事
中








で
あ
る
か
ら
、
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明
瞭






に
知

る
事



は
出

來

ぬ
が
、
其



一
種






は
艇



の
前
端






に
裝
置





さ
れ
た
る
極



め
て
強

硬







な
る
、
ま
た
極



め
て
不

思

議

な
る
「
衝
角







」
一
名






「
敵
艦
衝
破
器











」
と
呼

ば
れ
た
る
軍
器





で
、
此



衝
角







は
世

の
常



の
甲
鐵
艦








又


は
巡






洋
艦
等







に
裝
置





さ
れ
た
も
の
と
は
痛



く
異





り
て
、
其



形




は
三
尖
形








の
極



め
て
鋭
利





な
る
角
度





を
有



し
、
艇



の

前
方






十
七
呎





以
上






に
突
出







し
て
、
其



鋭
利





な
る
三
尖
衝
角











は
艇
内
發
動
機











の
作
用





に
て
、
一
秒
時
間










に
三
百

廻

轉







の
速

力







を
も
つ
て
、
絞
車






の
如



く
廻

旋







す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此



衝
角







の
觸

る
ゝ
所





、
十
四
吋





半


以
上






の
裝
甲






を
有



す
る
鐵
艦






の
他



は
、
殆



ん
ど
粉
韲






せ
ら
れ
ざ
る
も
の
は
有

る
ま
い
と
思



は
る
ゝ
、
然



し
此



三


尖
衝
角









は
、
此



海
底
戰
鬪
艇












に
左
程





著




る
し
い
武

器

で
は
な
い
、
更



に
驚





く
可

き
は
、
艇



の
兩

舷







に
裝
置





さ
れ
た
る
「
新
式
併
列
旋
廻
水
雷
發
射
機
























」
で
、
此



水
雷
發
射
機











の
構
造






の
、
如

何

に
巧
妙






不

可

思

議

な
る
や

は
、
細
密






な
る
機
械
製
圖
等










を
も
つ
て
説
明






し
な
け
れ
ば
と
て
も
解



ら
ぬ
が
、
先

づ
此



發
射
管









の
裝
置





さ
れ

た
る
秘
密
室







に
は
、
一
面






の
明

鏡







が
あ
つ
て
、
電
流






の
作
用





と
、
二
百
三
十
個

の
反
射
鏡









の
作
用





と
に
よ

つ
て
、
居

な
が
ら
海
上
海
底











の
光

景







を
觀

測







す
る
事



を
得

べ
く
、
自
動
照
凖
器











を
も
つ
て
潮
流






の
速






力

を
知

り
、
波
動





の
方
向






を
定



め
、
海
戰






既


に
始



ま
ら
は
、
艇



は
逆
浪






怒
濤





の
底



を
電
光







の
如



く
駛



る
、
其



間

に

立

つ
て
、
明

鏡







に
映



る
海
上
海
底











の
光

景







を
眺



め
つ
ゝ
、
白
晝






な
ら
ば
單



に
水
雷
方
位
盤













を
動



か

す
の
み
、
夜
戰





な
ら
ば
發
火
電
鑰










を
一
牽






し
て
、
白

色







、
緑

色








の
強
熱
電
光












を
射
出






し
、
照
星
照
尺











を
定



め
て
、
旋
廻
輪









を
一
轉






す
る
と
、
忽





ち
電
鈴






鳴

り
、
發
射
框








動


い
て
、
一
分
間






に
七
十
八
個

の
魚
形
水








雷


は
、
雨



の
如



く
、
霰





の
如



く
發
射






せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
此



魚
形
水
雷










は
、
其



全

長







僅


か
に
二
呎





三
吋





、

最
大






直

徑







三
吋





に
※

ぎ
ず
、
之



を
今
日






の
海
戰






に
專





ら
行





は
る
ゝ

保
氏
魚
形
水
雷
















に
比

す
る
と
、
其



大




さ
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は
七
分



の
一
に
も
足

ら
ぬ
が
、
氣
室





、
浮
室





、
尾
片
等







の
設
備





整
然






と
し
て
、
殊



に
其



頭
部





に
裝
填






せ
ら
れ
た

る
爆
發
藥








は
、
普
通





魚
形
水
雷










の
頭
部





綿
火
藥








百
七
十
五
斤



に
相
當






し
て
、
千
四
百
碼





の
有
效
距
離









を
四
十
一

節

の

速

力







を
も
つ
て
駛
行





す
る
事



が
出

來

る
の
で
あ
る
か
ら
、
砲
聲






轟
々






、
硝
煙






朦
朧






た
る
海
洋






の
戰




に

、

海
底
戰
鬪
艇












龍




の
如



く
、
鯱





の
如



く
、
怒
濤





を
蹴

つ
て
駛
走





し
つ
ゝ
、
明

鏡







に
映



る
海

上







の
光

景







を
展



眸


し
て
、

發
射
旋
廻
輪













の
一
轉






又


一
轉






、
敵
艦
右
舷









に
來



れ
ば
右
舷





の
水
雷






之


を
轟
沈






し
、
敵
艦
左
舷









に
見

ゆ
れ
ば
左
舷





の
水
雷






之


を
粉
韲






す
る
の
有
樣






は
、
殆



ん
ど
眼

に
も
留



ら
ぬ
活

景







で
あ
ら
う
。

新
式
水
雷
發
射
管

















の
構
造






と
、
其



猛
烈






な
る
作
用





と
は
略
右






の
如



く
で
あ
る
が
、
更



に
海
底
戰
鬪
艇












の
全
部





を
見
渡





す
と
、
艇



は
中

央







の
軍
機
室







よ
り
前
後





十
敷
個





に
區
劃






さ
れ
て
、
海
圖
室







も
あ
る
、
操
舵
室







も
あ
る
、

探
海
電
燈
室












も
あ
る
。
殊



に
浮
沈
室







と
機
關
室








と
は
此



艇


の
最





も
主
要






な
る
部
分





で
は
あ
る
が
、
此
事






に
就

い

て
は
殘
念






な
が
ら
私




の

誓




に
對



し
て
一
言






も
明
言






す
る
事



は
出

來

ぬ
。
た
ゞ
一
寸






洩


し
て
置

く
が
、
此



艇


百





種

の
機
關






の
作
用





を
宰




る

動

力







は
世

の
常



の
蒸
氣
力









で
も
な
く
電
氣
力








で
も
な
く
、
現
世
紀







に
は
未



だ

知

ら
れ
ざ
る
一
種






の
化
學
的
作
用











で
、
櫻
木
大
佐









が
幾
年
月








の
間





苦
心





に
苦
心





を
重



ね
た
る
結
果






、
或



秘
密





な

る
十
二
種



の
化
學
藥
液










の
機
密





な
る
分

量







の
化
合






は
、
普
通





の
電
氣
力








に
比

し
て
、
殆



ん
ど
三
十
倍



以
上






の

猛
烈






な
る
作
用





を
起



す
事



を
發
見






し
、
其



を
此



艇


の
總





の
機
關






に
適
用






し
た
の
で
、
艇



の
進
行






も
、
三
尖
衝










角

の
廻

旋







も
、
新
式
水
雷
發
射
機















の
運
轉






も
、
す
べ
て
此



秘
密





な
る
活
動
力










に
よ
つ
て
支
配





さ
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。

以
上






で
、
吾

が
敬
愛






す
る
讀
者






諸
君






は
髣
髴






と
し
て
、
此



艇


の
構
造






と
其



驚




く
べ
き
戰
鬪
力









に
つ
い
て
、
或
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想
像






を
腦
裡





に
描



か
れ
た
で
あ
ら
う
。
最
早





煩

縟







し
く
い
ふ
に
及



ば
ぬ
、
此



不

思

議

な
る
海
底
戰
鬪
艇












は
、

今
日






世
界





萬
國






の
海
軍
社
會











に
於



て
、
互





に
其



改

良







と
進
歩





と
を
競



ひ
つ
ゝ
あ
る
海
底
潜
行
艇












の
一
種






で

あ
る
。
然



り
、
海
底
潜
行
艇












の
一
種






に
は
相
違





な
い
が
、
然



し
私




は

單


に
此



軍
艇






を
ば
潜
行
艇








と
呼

ぶ
の
み
を

以


て
は
滿
足






し
な
い
、
何



と
な
れ
ば
現
今






歐
米
諸
國










の
發
明
家
等








は
、
毎
年






の
や
う
に
新
奇





な
る
潜
行
艇








を
發



明


し
た
と
誇
大





に
吹

聽







す
る
も
の
ゝ
、
其



多
數





は
、
「
水



バ
ラ
ス
ト
」
と
か
、
横
舵





、
縱
舵






の
改

良







と
か
、

其
他






排
氣
啣
筒








や
、
浮
沈
機
等








に
尠
少






ば
か
り
の
改

良







を
加



へ
た
の
み
で
、
其



動

力







は
常



に

石
油
發
動












力

に
あ
ら
ず
ば
、
電
氣
力








と
定



ま
り
、
艇
形






は
葉
卷
烟
草
形










に
似

て
、
推
進
螺
旋











の
翅





の
不

思

議

に
拗



れ
た

る
有
樣






な
ど
、
例



も
シ
ー
、
エ
ヂ
ス
ン
氏

等

の
舊

套







を
摸
傚





す
る
ば
か
り
で
、
成
程






海
中






を
潜
行






す
る
が
故



に
潜
水
艇








の
名

は
虚

僞

で
は
な
い
に
し
て
も
、
從

來







の
實
例






で
は
、
是
等





の
潜
行
艇








は
海
水






の
壓

力







の
爲

め
と
空
氣





の
缺
乏






の
爲



に
海
底






六
呎




以

下

に
沈
降






す
る
も
の
は
稀



で
、
一
時
間





以
上






の
潜
行






を
持
續





す
る
も
の

は
皆
無





と
い
ふ
有
樣






。
さ
れ
ば
今
世
紀







に
於



て
最





も
進
歩





發
達






し
て
居

る
と
稱



せ
ら
る
ゝ
佛
國






シ
エ
ル
ブ
ル
造



船
所






の
一
等
潜
行
艇












で
も
、
此



二

個

の
缺
點






の
あ
る
爲



に
充

分







の
働
作






も
出

來

ず
、
首
尾





よ
く
敵
艦






に
接
近






し
な
が
ら
、
屡
々






速
射
砲
等










を
も
つ
て
反
對






に
撃
沈






さ
れ
る
程



で
、
と
て
も
、
我

が
櫻
木
海
軍
大
佐













の
破
天
荒








な
る
、
此



海
底
戰
鬪
艇












と
は
比
較





す
る
事



も
出

來

ぬ
の
で
あ
る
。
今



、
此



新
奇





な
る
海
底
戰
鬪
艇












は
、
艇
底






に

設


け
ら
れ
た
る
自
動
浮
沈
機









の
作
用





で
、
海
底






三
十
呎




乃

至




五
十
呎




迄


の
深



さ
に
沈



む
事



を
得

べ
く
、
空
氣





は
、

普
通





の
氣
蓄
器









又


は
空
氣
壓
搾
喞
筒
等














に
依

る
事



な
く
、
艇



の
後
端






に
裝
置





さ
れ
た
る
或



緻
密





な
る
機
械





の
作

用


に
て
、
大
中
小








幾
百
條









と
も
知

れ
ず
、
兩

舷







よ
り
海

中







に
突
出





さ
れ
た
る
、
亞
鉛
管








及




銅

管







を
通



110海島冐檢奇譚　海底軍艦



じ
て
、
海
水
中









よ
り
水
素





酸
素





を
分
析






し
て
大
氣





筒

中







に
導





き
、
吸
鍔
棹









に
似

た
る
器
械





の
上
下






す
る
に

隨

つ

て
、
新
鮮






な
る
空
氣





は
蒸
氣






の
如



く
一
方






の
巨

管







か
ら
艇
内






に
吹
出





さ
れ
、
艇
内






の
惡
分
子







は
、
排
氣





喞
筒





に
よ
つ
て
始
終






艇

外







に
排

出







せ
ら
れ
る
か
ら
、
艇



は
些




も

空
氣





の
缺
乏






を
感



ず
る
事



な
く
、
十
時
間





で
も
二
十
時
間





で
も
、
必
要






に
應



じ
て
海
底






の
潜
行






を
繼
續






す
る
事



が
出

來

る
の
で
あ
る
。
速

力







は
一
時
間







に
平
速
力









五
十
六
海
里





、
最
速
力









百
〇
七
海
里





。
か
く
も
驚





く
べ
き
速

力







を
有



す
る
の
は
全





く
艇



の
形



體


と
、
蒸
氣
力









よ
り
も
電
氣
力








よ
り
も
數
十
倍








強

烈







な
る
動

力







に
よ
る
事



は
疑




を

容

れ
ぬ
が
、
殊



に
艇

尾


兩

瑞







に
裝
置





さ
れ
た
る
六
枚






の
翅





を
有



す
る
推
進
螺
旋











の
不

思

議

な
る
廻
轉
作
用










の
與





つ
て
力





あ
る
事



を

記
臆





し
て
貰



は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

讀
者






諸
君






、
私




は

此


秘
密





な
る
海
底
戰
鬪
艇












の
構
造






に
つ
い
て
は
、
最
早





説
明






の
筆



を
止

め
る
が
、
今



の
世

は

愚


か
、
後



の
世

に
も
稀



に
も
見
出





し
難



き
此



軍
艇






が
他
日





其


船
渠





を
離



れ
て
世
界





の
海

上







に
浮



ん
だ
時



に
は
、

果


し
て
如

何

な
る
驚
愕







と
恐
怖





と
を
※
國






の
海
軍
社
會











に
與



へ
る
で
あ
ら
う
か
。
世

に
若

し
怪
物







と
い
ふ
者



が
あ
る
な
ら
ば
、
此



軍
艇






こ
そ
確





に
地
球






の
表
面







に
於



て
、
最





も
恐



る
べ
き
大
怪
物









と
し
て
、
永



く
歐
米
諸








國


の
海
軍
社
會











の
記
臆





に
留





る
で
あ
ら
う
。
私




は

斷
言






す
る
、
此



海
底
戰
鬪
艇












が
一
度






逆
浪






怒
濤





を
蹴

つ
て

縱
横
無
盡










、
隱
見
出
沒











の
魔
力






と
逞





し
う
す
る
時



に
は
、
た
と
へ
百





の
艦
隊






、
千



の
大
戰
鬪
艦










が
彈

丸







の

雨


を
降

ら
し
て
對



つ
た
と
て
、
と
て
も
此



艇


の
活

動







を
妨





げ
る
事



は
出

來

ぬ
の
で
あ
る
。
少



し
海
軍






の
事



に

通


じ
た
人



は
誰



で
も
知

つ
て
居

る
、
す
で
に
海
水
中








十
四
呎




以

下

に
沈



ん
だ
る
或



物


に
向



つ
て
は
、
世
界
最










強
力





の
ガ
ツ
ト
リ
ン
グ
機
砲





で
も
、
カ
子
ー
砲



で
も
、
些
少





の
打
撃





を
も
加



ふ
る
事



が
出

來

ぬ
の
で
あ
る
。
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况


ん
や
此



海
底
戰
鬪
艇












は
、
波
威





に
沈
降






す
る
事



三
十
呎




乃

至




五
十
呎




、

其


潜
行






を
持
續





し
得

る
時
間





は
無
制





限


で
あ
る
か
ら
、
一
度






此


軍
艇






に
睥

睨

ま
れ
た
る
軍
艦






は
、
恰





も
昔
物
語








の
亞

剌

比

亞

の
沙
漠





の
大
魔
神







に
魅



ら
れ
た
る
綿
羊






の
ご
と
く
、
遁



れ
ん
と
し
て
遁



る
ゝ
能



は
ず
、
鬪





は
ん
か
、
速
射
砲








も
ガ
ツ
ト
リ
ン
グ
砲



も
到



底


力




及


ば
ぬ
海
底






の
此



大
怪
物









を
奈

何

せ
ん
。
此
方





海
底
戰
鬪
艇












は
、
我



に
敵
抗






す
る
艦
隊






あ
り
と
知

ら
ば
、

戰
鬪
凖
備










を
整





ふ
る
間

も
疾

し
や
遲



し
や
、
敵
艦






若

し
非
裝
甲
軍
艦











な
ら
ば
、
併
列
水
雷
發
射
機















を
使
用





す
る

迄


も
な
く
、
か
の
驚





く
べ
き
三
尖
衝
角











を
絞
車






の
如



く
廻

旋







し
て
、
一
撃






突
進






、
敵
艦






を
粉
韲






す
る
事



を

得

可

く
、
敵
艦






若

し
十
四
吋





以
上






の
裝
甲
軍
艦










な
ら
ば
、
艇



は
逆
浪






怒
濤





の
底



を
電
光







の
如



く
駛
航





し
つ
ゝ
、

鏡

に

映


る
敵

情







を
察



し
て
、

發
射
廻
旋
輪













の
一
轉






又


一
轉






右
舷





左
舷





よ
り
發
射






す
る
新
式
魚
形
水
雷














は
一

分
時
間







に
七
十
八
發



。
今



三
十
隻



の
一
等
戰
鬪
艦












を
も
つ
て
組
織





さ
れ
た
る
一
大






艦
隊






と
雖





も
、
日

出

で
ゝ
鳥



鳴

か
ぬ
内



に
、
滅
盡






す
る
事



が
出

來

る
で
あ
ら
う
。

あ
ゝ
、
海
底
戰
鬪
艇












！
　
海
底
戰
鬪
艇












！
　
此



驚




く
べ
く
、
恐



る
べ
き
一



軍
艇






は
今



や
我

が
大
日
本
帝
國












の
海



軍


の
列



に
加



は
ら
ん
が
爲

め
に
、
此



絶
島






の
不

思

議

な
る
海
底






の
造
船
所








内


に
於



て
、
櫻
木
海
軍
大
佐













の
指

揮

の
下



に
、
秘



か
に
製
造






さ
れ
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
。
讀
者






諸
君






！
　
私




は

此


海
底
戰
鬪
艇












が
他
日





首
尾





よ
く
竣



工




し
て
、
翩
飜






た
る
帝
國
軍
艦
旗











を
艇
尾





に
飜




し

つ
ゝ
、
蒼
波





漫
々






た
る
世
界





の
海

上







に
浮



ん
だ
時



、
果



し
て
如

何

な
る
戰
爭






に
向



つ
て
第
一






に
使
用





さ
れ
、
ま
た
如

何

に
目

醒

ま
し
き
奮
鬪






を
な
す
や
は
多



く
言

ふ
必



要


も
あ
る
ま
い
と
考





へ
る
。

さ
て
も
、
私




が

櫻
木
海
軍
大
佐













と
武
村
兵
曹










の
案
内






に
從





つ
て
、
海
底
戰
鬪
艇












の
縱

覽







を
終



つ
て
後



、
再





び
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艇

外







に
出

で
た
の
は
、
か
れ
こ
れ
二
時
間









程


後


で
あ
つ
た
。
そ
れ
よ
り
洞
中







の
造
船
所








内


を
殘



る
隈



な
く
見



物


し
た
が
、
ふ
と
見

る
と
、
洞
窟






の
一
隅






に
、
岩



が
自
然





に
刳



ら
れ
て
、
大



な
る
穴
倉






と
な
し
た
る
處





、
其

處

に
、
嚴
重






な
る
鐵



の
扉





が
設



け
ら
れ
て
、
扉





の
表
面







に
は
黄
色





の
ペ
ン
キ
で
「
海
底
戰
鬪
艇












の
生
命






」
な
る
數

字


が
記



さ
れ
て
あ
つ
た
。

『
之



は
何



で
す
か
。
』
と
私




が

問

ふ
と
大
佐





は
言
葉





靜


か
に

『
此



倉
庫





に
は
前



申


し
た
、
海
底
戰
鬪
艇












の
動

力







の
原
因






と
な
る
べ
き
重
要






の
化
學
藥
液










が
、
十
二
の
樽



に

滿


さ
れ
て
藏



め
ら
れ
て
あ
る
の
で
す
。
實



に
此



藥
液






の
樽



こ
そ
、
海
底
戰
鬪
艇












の
生
命






と
も
い
ふ
べ
き
物



で
す

。
』
と
答



へ
た
。
此



他


猶

ほ
、
見

も
し
聞



も
し
た
き
事



は
澤
山






あ
つ
た
が
、
時
刻





は
既



に
八
時

に
近



く
、
艇



の

邊


に
は
既



に
夥
多





の
水
兵






が
集





つ
て
來

て
、
最
早





工
作






の
始



ま
る
模
樣





、
且

つ
は
、
海
岸






の
家



に
は
、
日
出
雄









少
年





は
只



一
人





で
定



め
て
淋



し
く
、
待
兼






て
居

る
事



だ
ら
う
と
、
思



つ
た
の
で
、
私




は

大
佐





に
別





を
告

げ
て
、

此

處

を
立
去





る
事



に
决



し
た
。
た
ゞ
此



秘
密
造
船
所











を
出

づ
る
前



に
、
一
言






聽

き
た
き
は
、
海
底
戰
鬪
艇












の
竣



成




の
期
日





と
、
此



艇


の
如

何

に
命
名






さ
れ
る
か
と
の
點



で
あ
る
。
大
佐





は
私




の

問


に
對



し
て
、
悠
々






と
鼻
髯





を
捻



り
つ
ゝ

『
若

し
不

時

の
天
變






が
無
け
れ
ば
、
今



よ
り
二
年





九

ヶ
月
目





、
即





ち
之



か
ら
三
度
目









の
記
元
節







を
迎



ふ
る
頃



に

は
、
試
運
轉
式









を
擧
行






し
、
引
續






い
て
本
島






を
出

發







し
て
、
懷



か
し
き
芙
蓉





の
峯



を
望



む
事



が
出

來

ま
せ
う

。
』
と
答



へ
、
艇



の
名

に
就

い
て
は
斯

う
言

つ
た
。

『
實



は
、
電
光
艇









と
命
名






す
る
積





で
す
。
』
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電
光
艇









！
　
電
光
艇









！
　
如

何

に
其
實






に
相
應





し
き
名

よ
と
、
私




は

感
嘆






す
る
と
、
大
佐





は
言





を
つ
ゞ
け

『
此



艇
名






は
、
我

が
敬
慕





す
る
山
岡
鐵
舟
先
生














の
詩

よ
り
採

つ
た
の
で
す
。
』

『
鐵
舟
先
生










の
詩

？
。
』
と
私




は

小
首





を
傾





け
た
が
、
忽





ち
心
付






い
た
。

『

電
光
影
裏
斬
春
風


















、
此



詩

で
す
か
。
』

『
そ
れ
で
す
』
と
大
佐





は
莞
爾





と
打
笑





み
つ
ゝ

『
他
日





我

が
海
底
戰
鬪
艇












が
、
帝
國
軍
艦
旗











を
飜




し

て
、
千
艇
※
艦










の
間





に
立

つ
の
時



、
願





く
ば
其



名

の
如



く
、

神
速






に
、
且

つ
猛
烈






な
ら
ん
事



を
望



む
の
で
す
。
』

此


談
話





が
叔



る
と
、
私




は

大
佐





に
別





を
告

げ
、
武
村
兵
曹










に
送



ら
れ
て
、
前



の
不

思

議

な
る
道



を
※

ぎ
て
、
秘

密
造
船
所










の
外



へ
出

た
。

　
　
　
　
第
十
六
回
　
朝
日
島







　
　
　
　
　
日
出
雄
少
年
は
椰
子
の
木
蔭
に
立
つ
て
居
つ
た
　
　
國
際
法
　
　
占
領
の
證
據
　
　
三
尖
形
の
記

　
　
　
　
　
念
塔
　
　
成
程
妙
案
〳
〵
　
　
其
處
だ
よ

　
秘
密
造
船
所











を
出



た
私




は

、
鐵
門






の
ほ
と
り
で
武
村
兵
曹










に
別



れ
、
猛
犬






の
稻
妻






を
從





へ
て
一
散
走








り
、
頓



て
海
岸






の
家



へ
皈



つ
て
見

る
と
、
日
出
雄
少
年









は
只



一
人





で
、
淋



し
相



に
門
口






の
椰

子

の
樹

の
木
蔭





に
立

つ
て

居

つ
た
が
、
私




の

姿




を
見

る
よ
り
走



り
寄

り

『
あ
ゝ
、
叔

父

さ
ん
、
私




は

ど
う
せ
う
か
と
思



つ
た
の
で
す
、
起

床

て
見

る
と
、
叔

父

さ
ん
は
居

な
い
し
、
稻
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妻


も
何

處

か
へ
行

つ
て
し
ま
つ
た
ん
で
す
も
の
。
』
と
不
平
顏







。

『
お
ゝ
、
可
愛
相







に
〳
〵
。
』
と
私




は

胸


に
抱
寄






せ
た
。
成
程






私



が

今

朝

未
明





に
櫻
木
大
佐
等










と
共



に
家



を
去

つ
た
の
は
、
未

だ
少
年






が
安



ら
か
な
る
夢



を
結



ん
で
居

つ
た
間





で
、
其
後






に
目

醒

め
た
彼



は
、
例





と
ち
が
ひ
私






の
姿





も
見

え
ず
、
ま
た
最
愛






の
稻
妻






も
居

ら
ぬ
の
で
、
定



め
て
驚





き
且

つ
淋



し
く
感



じ
た
事



で
あ
ら
う
と
私




は

不
測





に
不
憫





に
な
り

『
あ
の
ね
、
日

出

雄

さ
ん
、
叔

父

さ
ん
は
故

意

と
日

出

雄

さ
ん
に
淋



し
い
目

を
見

せ
た
の
で
は
無

い
の
だ
よ
。

今

朝

行

つ
た
處





は
暗



い
道



だ
の
危



な
い
橋



だ
の
が
澤
山






あ
つ
て
、
大
佐





の
叔

父

さ
ん
や
此



叔

父

さ
ん
の
や
う
に
、

成
長





な
人



で
な
け
れ
ば
行

け
な
い
處





、
日

出

雄

さ
ん
の
樣



に
小



さ
い
人



が
行

く
と
、
屹
度





泣

き
た
く
な
る
程



恐


い
處





な
ん
だ
か
ら
、
默



つ
て
行

つ
た
の
だ
よ
。
』
と
言

ふ
と
、
日
出
雄
少
年









は
眼

を
擦



つ
て

『
私




は

、
ど
ん
な
恐



い
處





で
も
泣

か
な
く
つ
て
よ
。
』

『
泣

か
な
い
⁉
　
そ
れ
は
強



い
！
　
け
れ
ど
今



は
危





い
か
ら
い
け
ま
せ
ん
、
追
付





け
成
長






な
つ
た
ら
、
大
佐





の

叔

父

さ
ん
も
喜





ん
で
連

れ
て
行

つ
て
下



さ
る
で
せ
う
。
サ
、
サ
、
そ
れ
よ
り
は
稻
妻






も
歸



つ
て
來

た
か
ら
、
例





の
樣



に
海
濱





へ
で
も
行

つ
て
、
面
白






く
遊



ん
で
お
出

で
。
』
と
い
ふ
と
日
出
雄
少
年









は
忽





ち
機
嫌





麗


は
し
く
、

今


私



の

話


し
た
眞
暗






な
道



や
、
危





い
橋



の
事



に
つ
い
て
聞

き
た
相



に
顏



を
上

げ
た
が
、
此
時






、
丁
度






猛
犬
稻
妻










が
耳



を
垂

れ
尾

を
掉

つ
て
、
其



傍


へ
來

た
の
で
、
忽





ち
犬



の
方



に
氣

を
取

ら
れ
て

『
稻
妻






！
　
お
前



何

處

へ
行

つ
た
の
、
さ
あ
、
之



か
ら
競
走







だ
よ
。
』
と
、
私




の

膝


か
ら
跳



つ
て
、
犬



の
首
輪





に
手

を
か
け
て
、
一
散






に
磯



打

つ
浪



の
方



へ
走



り
出

し
た
。
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私



は

家


に
歸



り
、
そ
れ
よ
り
終
日







室
内






に
閉
籠






つ
て
、
兼



て
よ
り
企





て
ゝ
居

つ
た
此



旅
行
奇
譚









の
、
今
迄






の
部

分


の
編
輯






に
着

手







し
て
本
書






第
三
回









の
「
怪





の
船



」
の
邊



ま
で
認





め
か
け
る
と
、
日

は
暮

れ
、
日
出
雄
少











年


も
稻
妻






と
、
一
日






四
方
八
方









を
走



り
歩



い
た
爲



に
酷



く
疲



れ
て
歸



つ
て
來

て
、
私




の

膝


に
恁



れ
た
儘



、
二
人





暮

れ
行

く
空



の
景
色





を
眺



め
て
居

る
頃



、
櫻
木
大
佐









、
武
村
兵
曹










、
他



一
隊






の
水
兵






は
今

日

の
業





を
終



つ
て
、

秘
密
造
船
所











か
ら
皈



つ
て
來

た
。

例




の
事



だ
が
、
此



日

の
晩
餐






は
特



に
私




の

爲


に
は
愉
快






で
あ
つ
た
よ
。
何

故

と
な
れ
ば
昨
日





ま
で
は
、
如

何

に

重
要






な
事



に
し
ろ
、
櫻
木
大
佐









が
或



秘
密





を
ば
其



胸


に
疊



ん
で
私




に

語


ら
ぬ
と
思



ふ
と
、
多
少





不
快






の
感



の
無

い
で
も
な
か
つ
た
が
、
今



は
秘
密
造
船
所











の
事



も
、
海
底
戰
鬪
艇












の
事



も
盡





く

分


り
、
且

つ
は
我

が
敬
愛






す
る

大
佐





は
、
斯



る
大
秘
密







を
も
明




に

洩


す
程



、
私




を

信
任






し
て
居

る
か
と
思



ふ
と
、
嬉



し
さ
は
胸



に
滿

ち
溢



れ
て
、

其


知
遇





を
感



ず
る
事



益
々






深


き
と
共



に
、
私




の

心




を
苦



し
め
る
の
は
、
た
ゞ
如

何

に
し
て
此



厚
意





に
酬



い
ん
か

と
の
一
念






。
た
と
へ
偶
然






と
は
い
へ
、
此



離


れ
島



に
漂

着







し
て
、
斯

く
大
佐





の
家



に
住

み
、
大
佐





を
は
じ
め

武
村
兵
曹










其
他






の
水
兵
等







に
一
方






な
ら
ず
世

話

に
な
つ
て
居

る
身

は
、
彼
等





が
毎
日






〳
〵
其



職
務






の
た
め
に
心



身


を
碎



い
て
居

る
の
を
、
徒





ら
に
手

を
拱





い
て
見

て
居

る
に
忍



び
ぬ
。
如

何

な
る
仕
事





で
も
、
私




の

力




に
叶



ふ

相
當






の
義

務

を
盡



し
た
い
と
考





へ
た
の
で
、
私




は

膝


を
進



め
た
。

『
大
佐





よ
、
私




も

既


に
此



島


の
仲
間





と
な
つ
た
今



は
、
貴
下
等







の
毎
日






〳
〵
の
勞
苦





を
ば
、
徒





ら
に
傍

觀







し

て
居

る
に
忍



び
ま
せ
ん
、
何

ん
で
も
よ
い
。
鐵
材






の
運
搬
役








で
も
、
蒸
※
機
關










の
石
炭






焚

き
で
も
何

ん
で
も
よ

い
か
ら
、
海
底
戰
鬪
艇












の
竣

成







す
る
ま
で
、
私




を

然


る
べ
き
役



に
遠
慮






な
く
使



つ
て
下



さ
い
。
』
と
熱
心






に
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語


つ
た
が
、
大
佐





は
輕



く
點
頭





く
の
み
で

『
ナ
ニ
、
ナ
ニ
、
决



し
て
其

樣

な
心
配






は
御
無
用









で
す
、
君



と
日
出
雄
少
年









と
は
此



島


の
賓
客







で
あ
れ
ば
、
た
ゞ

食

つ
て
寢

て
、
自
由





な
事



を
し
て
、
電
光
艇









の
竣

成







す
る
日

ま
で
、
氣
永





く
待

つ
て
居

れ
ば
夫

れ
で
よ
い

の
で
す
。
』
と
微
笑





を
帶

び
て

『
海
底
戰
鬪
艇












の
製
造






に
は
、
極



め
て
細
密






な
る
設
計






が
出

來

て
、
一
人





の
不
足





を
も
許



さ
ぬ
代



り
に
、
一
人





も
増
加





す
る
必
要






が
な
い
の
で
す
、
ち
や
ん
と
三
十
三
名



の
水
兵






が
或



年
月






の
間





働




い
て
、
豫
定
通







り
に
竣






功

す
る
手
續






に
な
つ
て
居



ま
す
か
ら
、
君



も
少
年






も
た
ゞ
遊



ん
で
居

れ
ば
よ
い
の
で
す
。
』
と
い
ふ
。
大
佐





の
心





で
は
、
吾
等





兩
人





が
意
外






の
椿
事





の
爲

め
に
、
此

樣

な
孤
島







へ
漂

着







し
て
、
之



か
ら
或



年
月






の
間





、
飛

ぶ
に
羽



な
き
籠



の
鳥



、
空



し
く
故
國





の
空



を
ば
眺



め
て
暮



す
や
う
な
運
命






に
な
つ
た
の
を
ば
、
寧



ろ
不
憫





と
思



つ
て
居

る
の
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
私




は

默


つ
て
は
居

ら
れ
ぬ
。

『
イ
ヤ
、
左

樣

で
は
無

い
で
す
、
若

し
秘
密
造
船
所











の
仕
事





に
私




の

必
要






が
無

い
な
ら
、
料
理
方







で
も
や
り
ま

す
〳
〵
。
』
と
决
然






言
放






つ
と
、
此
時






ま
で
食

卓







の
一
方






に
、
默



つ
て
私




の

顏


を
眺



め
て
居

つ
た
武
村
兵
曹










は
、
突
然






顏


を
突
出





し
て
。

『
う
む
、
恰
好
事









が
あ
る
〳
〵
。
』
と
例



の
頓
狂
聲









『
貴
方





に
料
理
方







だ
な
ん
て
、
其

樣

な
馬

鹿

ら
し
い
事



が
出

來

ま
す
か
。
』
と
言

ひ
か
け
て
櫻
木
大
佐









に
眼





を

轉


じ
『
大
佐
閣
下








、
好



機
會






で
す
、
例



の
一
件






、
此



島


に
紀
念
塔







を
建

て
る
事



を
依
頼





し
て
は
如

何

で
せ
う
。
』
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大
佐





は
ポ
ン
と
掌





を

叩


い
た
。

『
其
事






！
　
余

も
丁
度






考




へ
て
居

つ
た
處





だ
。
』
と
私




に

向


ひ

『
若

し
、
君



が
強

い
て
或



仕
事





を
望



み
玉



ふ
な
ら
ば
。
』
と
徐





ろ
に
語



り
出

す
大
佐





の
言



に
よ
る
と
。
元

來







此


孤
島







は
前



に
も
云

ふ
樣



に
、
未

だ
、
世
界
輿
地
圖













の
表
面







に
は
現



は
れ
て
居

ら
な
い
程



で
、
櫻
木
大
佐









の
一



行


が
、
初



め
て
發
見






し
た
迄



は
全





く
の
無
人
島







で
、
何
國





の
領
地






と
も
定





つ
て
居

ら
ぬ
處





だ
か
ら
、
國
際
法










上

か
ら
言

つ
て
も
「
地
球
上









に
、
新





に
發
見






さ
れ
た
る
島



は
、
其



發
見
者








が
屬



す
る
國
家





の
支
配





を
受

く
」

と
の
原
則






で
、
當
然






大
日
本
帝
國












の
新



領
地






と
な
る
べ
き
處





で
あ
る
。
そ
こ
で
、
大
佐





は
今



よ
り
二
年





以
前





、

其


一
行






と
共



に
此



海
岸






に
上

陸







し
た
時



に
、
先

づ
第
一






に
此



島


の
名

を
「
朝
日
島







」
と
命



じ
、
永

久







に
大



日
本
帝
國










の
領
土






た
る
可

き
事



を
宣
言






し
、
そ
れ
よ
り
以
來





、
朝
日





輝




く
日

の
御
旗





は
、
絶

え
ず
海
岸






の
一
方






の
岬
頭





に
飜





て

居

る
が
、
さ
て
熟
々






と
考





へ
る
に
、
大
佐
等









が
此



島


に
上

陸







し
た
そ
も
〳
〵
の
目
的






は
、
秘

密


な
る
海
底
戰
鬪
艇












を
製
造






す
る
が
爲



で
、
艇



の
竣

成







と
共



に
、
早
晩






此

處

を
立
去





ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
無
論





、
立
去





つ
た
後



で
も
、
永

久







に
日
本
帝
國










の
領
土






で
あ
る
べ
き
事



は
疑




を

容

れ
ぬ
が
、
茲



に
頗





る

憂
慮






に
堪

え
ぬ
の
は
、
今



や
、
眼





を
放



つ
て
天
下





の
形
勢






を
眺



む
る
に
、
歐
米
諸
國










は
寸

尺







の
土

地

と
雖





も

自

己

の
領

分







と
な
さ
ん
と
競





爭




ひ
、
若

し
茲



に
、
一
個





の
無
人
島







で
も
あ
つ
て
、
些





か
に
て
も
國
家





の
支
配





權


が
完

全







に
及



ん
で
居

ら
ぬ
と
見

る
と
き
は
最
早





國
際
法








の
原
則






も
何



も
あ
つ
た
も
の
で
無

い
、
知

つ
て
も

知

ら
ぬ
顏



に
、
先
占






の
人



が
立

て
た
る
旗



を
ば
押
倒






し
て
、
自
國





の
國
旗





を
飜




し

、
詰



る
所





は
大
紛
爭









を
引



起


し
て
、
其

間







に
多
少





の
利
益





を
占

め
ん
と
企





て
ゝ
居

る
、
實



に
其



狡

猾







な
る
事



言
語





に
絶



す
る
程



だ
か
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ら
、
今



櫻
木
大
佐









は
公
明
正
大










に
此



島


を
發
見






し
、
名



け
て
朝
日
島







と
呼

び
、
之



よ
り
は
我



大
日
本
帝
國












の
領



地


で
あ
る
事



を
表
示






す
る
爲



に
、
幾
本






の
日
章
旗








を
海
岸






に
飜




し

て
置

い
て
も
、
一
朝






此

處

を
立
去





つ
た
後



の

事


は
、
少





か
ら
ず
氣
遣





は
れ
る
の
で
あ
る
。
無
論





、
絶
海






の
孤
島





で
あ
れ
ば
、
三
年






や
五
年





の
間





に
他
國





の
侵



犯


を
、
蒙





る
や
う
な
事



は
あ
る
ま
い
が
、
安
心






の
な
ら
ぬ
は
現



に
弦
月
丸








の
沈
沒






の
結
果






、
偶
然






に
も
此



島


に

漂

着







し
た
吾
等





兩
人





の
實
例






に
照



し
て
も
、
櫻
木
大
佐









の
一
行






が
、
功
成





り
此

處

を
立
去





つ
た
後



に
、
何

時

他
國
人







が
入
替






つ
て
、
此



島


に
上
陸







せ
ま
い
も
の
で
も
な
い
、
貪
慾






飽

く
事



を
知

ら
ぬ
歐
米
人








が
、
※
一






に
も

其
後






此

處

に
上

陸







し
た
な
ら
夫



こ
そ
大
變






、
何
百
本









の
日
章
旗








が
立

つ
て
居

つ
た
に
し
ろ
、
其

樣

な
事



に

は
※



は
ぬ
、
忽





ち
日
章
旗








は
片

々







に
引
裂





か
れ
て
、
代



つ
て
獅

子

や
鷲

章







の
旗



が
、
我
物
顏








に
此



島


を
占



領




す
る
事



で
あ
ら
う
。
元



よ
り
紛
議





も
葛
藤






も
恐



る
ゝ
所





で
な
い
、
正
理





は
我



に
あ
る
の
だ
が
、
然



し
※
里





の
波
濤





を
距



て
た
る
絶
島






に
於



て
、
既



に
唯
一






の
確

證








た
る
可

き
日
章
旗








を
徹
去






さ
れ
た
る
後



は
、
我



に
十

二
分



の
道
理





が
あ
つ
て
も
、
一
個





の
證
據






な
く
、
天
下





の
承

認







を
得

る
事



は
餘
程





困
難






で
あ
ら
う
と
思



ふ
。

今


は
左
迄





に
有
要






と
も
見

え
ぬ
此



孤
島







も
、
今



よ
り
三
十
年



若


く
ば
五
十
年



の
後



、
我



日
本






が
世
界





に
大
權








力

を
振



は
ん
と
す
る
時



、
西

方







歐
羅
巴







に
對



す
る
軍
略
上










、
如

何

に
得
易





か
ら
ざ
る
要
鎭






と
な
る
か
は
、

追


て
分



る
時



も
あ
ら
う
。
兎

も
角



も
、
决



し
て
他
國





に
は
渡



す
ま
じ
き
此



朝
日
島







の
占
領







を
ば
、
今



よ
り
完






全

に
繼
續






し
て
、
櫻
木
大
佐
等










の
立
去





つ
た
後



と
雖





も
、
動



か
し
難



き
確

證








を
留



め
、
※
一






他
國





の
容
嘴





す
る
塲
合





に
は
、
一
言






の
下



に
、
大
日
本
帝
國












の
領
地






で
あ
る
事



を
明
示





し
得

る
計

畫







を
立

て
ゝ
置

か
ね
ば

な
ら
ぬ
。
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斯

く
語



り
か
け
た
櫻
木
大
佐









は
一
息






つ
き

『
そ
こ
で
一
個





の
妙
案






を
考





へ
出

し
た
の
で
す
。
』
と
言

ひ
な
が
ら
、
頭





を
廻



ら
し

『
實



は
、
此



妙
案






の
發
明
者








は
、
武
村
兵
曹










と
云

つ
て
も
よ
い
。
』
と
打
笑






ひ
つ
ゝ

『
武
村
兵
曹










、
悉



し
く
汝





か
ら
語



つ
て
あ
げ
い
。
』

聲


に
應



じ
て
、
快

活








な
る
兵
曹






は
進



み
出

た
。

『
私




は

喋




る
事



が
下

手

だ
か
ら
、
分



ら
な
か
つ
た
ら
、
何
度





で
も
聽
返






し
て
下



さ
い
。
』
と
例



の
口
調






で

『
其



妙
案






と
い
ふ
の
は
斯

う
な
ん
で
す
。
貴
下





も
御
存





じ
の
通



り
、
此



朝
日
島







は
、
此



家


の
附
近





を
除



い
て
は
、

到


る
處





皆


危
險





な
塲
所





で
、
深
山






へ
十
里

以
上






も
進



ん
で
行

く
と
、
天
狗





が
居

る
か
魔
性





が
居

る
か
分



ら
な
い
、

イ
ヤ
、
正
歟





、
其

樣

な
者



は
居

ま
い
が
、
毒
蛇






や
、
猛
狒





や
、
獅

子

や
、
虎



の
類



が
數
知





れ
ず
棲

ん
で
居

つ
て
、

私



の

樣


な
無
鐵
砲







な
人
間






で
も
、
と
て
も
恐



ろ
し
く
つ
て
行

け
ぬ
程



だ
か
ら
、
誰

人

だ
つ
て
足
踏






は
出

來

ま
せ

な
い
。
そ
こ
で
ね
、
私




の

考




へ
る
に
は
、
今



一
個





の
堅
固





な
紀
念
塔







を
作





へ
て
、
其



深
山






へ
持

つ
て
行

つ
て
建

て
ゝ
來

る
の
だ
、
紀
念
塔







の
表
面







に
は
、
ち
や
ん
と
朝
日
島







と
刻



ん
で
、
此

處

は
日
本
帝
國










の
領
地






で
御

坐

る
、

何
年






、
何
月






、
何
日






、
櫻
木
海
軍
大
佐













之


を
發
見






す
と
記



し
て
置

く
の
だ
。
す
る
と
、
吾
等





が
此



島


を
立
去





つ

た
後



で
、
外
國
人









共


が
や
つ
て
來

て
も
大
丈
夫








で
す
。
何



、
海
岸






邊


の
日

の
丸



の
旗



を
押
倒






し
て
、
獅

子

だ

の
、
鷲

印







の
旗



な
ん
か
立

て
た
處





で
無
益





〳
〵
。
此



紀
念
塔







の
建

て
ら
れ
た
深
山






ま
で
は
、
危
險





だ
か
ら
誰



も
行

け
な
い
、
行

か
な
け
れ
ば
其

樣

な
證
據
物








の
あ
る
事



は
知

ら
な
い
で
居

る
。
※
一






行

け
ば
忽





ち
猛
獸






毒
蛇






に
喰
殺






さ
れ
て
し
も
う
か
ら
、
死

ん
だ
人
間






は
無

い
も
同
然






。
そ
こ
で
、
外
國
人









が
吾
等





の
立
去





つ
た
後



で
、
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此


島


へ
上

陸







し
て
、
此

處

は
自
分





が
、
第
一






に
發
見






し
た
島



だ
な
ん
か
と
、
管



を
卷

ひ
た
つ
て
無

益

と
申



す

の
だ
。
此
方





に
は
ち
や
ん
と
證
據
物
件










が
厶



る
、
そ
ん
な
に
八
釜





し
く
言

ふ
な
ら
、
サ
ア
來

て
見

な
せ
い
と
云

つ
て
、
山
奧






へ
連

れ
て
行

つ
て
、
其



紀
念
塔







を
見

せ
て
や
る
の
だ
、
ど
う
だ
い
此



字

が
讀

め
ぬ
か
「
明
治





何
年






、

何
月






、
何
日






、
大
日
本
帝
國












海
軍
大
佐
櫻
木
重
雄
















本
島






を
發
見






す
、
今



は
大
日
本
帝
國












の
占
領
地








な
り
、
後



れ

て
此



島


に
上

陸







す
る
者



は
、
速





か
に
旗



を
卷

い
て
立
去





れ
」
な
ん
か
と
記



し
て
あ
る
で
せ
う
、
奴

輩







は
喫



驚


し
て
卒
倒






る

だ
ら
う
。
其

處

を
横

面








で
も
張
飛






し
て
追
拂





ら
つ
て
や
る
の
だ
。
』

『
あ
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。
』
と
私




は

聲


高


く
笑



つ
た
。
成
程






妙
案






〳
〵
。
武
骨





な
武
村
兵
曹










の
考





へ
出

し
相



な
事



だ
。

け
れ
ど
、
第
一






に
、
其
樣





危
險





な
深
山






へ
如

何

し
て
紀
念
塔







を
建

て
る
か
、
外
國
人









の
行

か
れ
ぬ
程



危
險





な

處

へ

は
、
吾
等





だ
つ
て
行

か
れ
ぬ
筈



で
は
無

い
か
と
、
隙



さ
ず
一
本






切
込





む
と
、
武
村
兵
曹










ち
つ
と
も
驚





か
な

い
。

『
其

處

が
奇
々
妙

々








の
發
明






だ
よ
。
』

　
　
　
　
第
十
七
回
　
冐
險
鐵
車










　
　
　
　
　
自
動
の
器
械
　
　
斬
頭
刄









形
の
鉞
　
　
ポ
ン
と
小
胸
を
叩
い
た
　
　
威
張
れ
ま
せ
ん
　
　
君
が
代

　
　
　
　
　
の
國
歌
　
　
い
ざ
、
帝
國
の
萬
歳
を
唱
へ
ま
せ
う

『
其

處

が
、
奇
々
妙

々








の
發
明






だ
よ
。
』
と
武
村
兵
曹










は
澄

ま
し
た
顏



で

『
私




だ

つ
て
、
其
樣





に
無
鐵
砲







な
事



は
言

は
な
い
、
此



工
夫





は
、
大
佐
閣
下








も
仲
々






巧
妙





と
感
心






な
す
つ
た
ん
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で
す
。
』
と
意

氣

昂
然






と
し
て

『
冐
險
鐵
車










　
　
左
樣





自
動
仕
掛











け
の
鐵
檻






の
車





を
製
造






し
て
、
其

れ
に
乘

つ
て
、
山
奧






へ
出

掛

け
や
う
と
い

ふ
ん
で
す
。
』

『
む
、
鐵
檻






の
車





？
。
』
と
私




は

額




を
叩



い
た
。

武
村
兵
曹










は
此
時






大
佐





の
許
可





を
得

て
、
次



の
室



か
ら
一
面






の
製
圖





を
携





へ
て
來

て
、
卓

上







に
押
廣






げ

『
こ
れ
で
す
、
自
動
冐
險
鐵
車













の
設
計






と
い
ふ
の
は
　
　
先

づ
此



鐵
檻






の
車





の
恰
形






は
木
牛






に
似

て
、
長



さ
二

十
二
尺





、
幅

員

十
三
尺





、
高



さ
は
木
牛
形








の
頭
部





に
於



て
十
二
尺





、
後
端






に
於



て
十
尺





半


、
四
面





は
其



名

の
如



く
、
堅
牢






な
る
鐵



の
檻



を
も
つ
て
圍

繞

ま
れ
、
下

床

は
彈
力
性









を
有



す
る
ク
ロ
ー
鋼
板






で
、
上
部






は
半
面






鐵


板


に
蔽



は
れ
、
半
面






鐵
檻






を
も
つ
て
作



ら
れ
、
鐵
車






は
都
合





十
二
の
車
輪





を
備



へ
、
其
内






六
個

は
齒
輪
車







で
、

此


車
輪






を
運
轉






す
る
動

力







は
、
物
理
學
上










の
種
々







な
る
原
則






を
應
用






せ
る
、
極



め
て
巧
緻





な
る
自
轉





の
仕
組





に
て
、
車
内






前
部





の
機
械
室







に
は
「
ノ
ル
デ
ン
、
イ
ン
ヂ
ン
」
に
髣
髴






た
る
、
非
常






に
堅
牢






緻
密





な
る
機
械





の

設


け
あ
り
て
、
大



、
中



、
小



、
三
十
七
種



の
齒
輪
車







は
互





に
噛
合





ひ
、
吸
鍔
桿









、
曲
肱





、
方
位
盤








に
似

た
る
諸



種


の
器
械





は
複
雜






を
極



め
、
恰





も
聯
成
式








の
蒸
氣
機
關










を
見

る
や
う
で
あ
る
。
今



一
個





の
人



あ
り
、
車
臺






に
坐

し
て
、
右
手





に
柄
子





を
握



つ
て
旋
廻
輪









を
廻



し
つ
ゝ
、
徐
々






に
足
下





の
踏
臺






を
踏

む
と
忽





ち
傍




に

備


へ
ら
れ

た
る
號
鈴
器







は
リ
ン
〳
〵
と
鳴

り
出

し
て
、
下
方





の
軸

盤







の
靜



か
に
回

轉







を
始



む
る
と
共



に
、
其



動

力







は
第
一






の
大
齒
輪







に
及



び
、
第
二





の
齒
輪
車







に
移



り
、
同
時





に
吸
鍔
桿









は
上
下






し
、
曲
肱





の
活

動







は
眼

に
も

留


ら
ず
、
か
く
て
其



動

力







が
第



三
十
七
番
目





の
齒
輪
車







に
及



ぶ
頃



に
は
、
其



廻

轉







の
速
度





と
、
實

力







と
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は
、
非
常






に
強

烈







に
な
つ
て
、
殆



ん
ど
四
百
四
十
馬
力





の
蒸
※
機
關










に
匹
敵






し
得

る
由



、
此



猛
烈






な
る
動






力

が
、
接
合
桿








を
も
つ
て
車

外







十
二
個

の
車
輪






を
動



か
し
、
遂



に
此



堅
固





な
る
鐵
檻






の
車





は
進
行






を
始



め

る
の
で
あ
る
。
勿
論






か
ゝ
る
構
造






で
、
極



め
て
重

量








の
あ
る
鐵
車






の
事



だ
か
ら
、
速

力







の
點



に
於



て
は
餘



り
迅
速






に
は
行

か
ぬ
、
平
野





な
ら
ば
、
一
時
間







平
均






五
哩





以
上






進
行






す
る
事



が
出

來

る
で
あ
ら
う
が
、
極

く
勾



配


の
激



し
い
坂
道






で
は
、
辛





じ
て
一
時
間





一
哩





位




の
速

力







に
終



る
事



も
あ
ら
う
。
然



し
、
此



冐
險
鐵
車










の
特



色




は
水
中






の
他



は
如

何

な
る
險
阻





の
道



で
も
進
行






し
得

ぬ
と
い
ふ
事



は
な
く
、
險
山






を
登



る
に
は
通

常







の

車
輪






の
他



に
六
個





の
強

堅







な
る
齒
輪
車







と
、
車
室






の
前
方






に
裝
置





さ
れ
た
る
螺
旋
形







の
揚
上
機








、
及



び
後
方






に
設



け
ら
れ
た
る
遞
進
機







と
を
使
用





し
て
、
登



る
山
道






の
大
木






巨
巖
等








を
力





に
、
螺
旋
形







の
尖
端






は
先

づ
螺
釘





の
如



く
前
方






の
大
木






に
捩



れ
込

み
、
車
内






の
揚
上
機








の
運
轉






と
共



に
、
其



螺
旋





は
自
然





に
收

縮








し
て
、
次
第





〳
〵
に
鐵
車






を
曳
上





げ
、
遞
進
機







は
螺
旋
形
揚
上
機













と
は
反
對






に
、
後
方






の
巖
石






を
支
臺





と
し
て
、
彈
力
性









の
槓
桿






の
伸

張







に
よ
つ
て
、
無
二
無
三











に
鐵
車






を
押
上





げ
る
の
で
あ
る
。
鐵
車






深
林






を
行

く
に
は
、
一
層






巧


妙


な
る
器
械





が
あ
る
、
そ
れ
は
鐵
車






の
前
方






木
牛
頭








の
上
下






よ
り
突
出







し
て
、
二
十
一
の
輪
柄






を
有



す
る
四

個

の
巨
大






な
る
旋
廻
圓
鋸
機












と
、
む
か
し
佛
蘭
西









の
革
命
時
代









に
、
日

に
一
萬
三
千
人












の
首



を
刎

ね
た
り
と
呼

ば

る
ゝ
、
世

に
も
恐



る
べ
き
斬
頭
刄









の
形





に
髣
髴






た
る
、
八
個





の
鋭
利





な
る
自
轉
伐
木
鉞










と
の
仕

掛

け
に
て
、
行

道


に
塞



が
る
巨
木






は
幹



よ
り
鋸

き
倒



し
、
小
木






は
枝



諸
共






に
伐

り
倒



し
て
猛
進






す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
如

何

な

る
險
山






深
林






に
會





し
て
も
、
全





く
進
行






を
停
止





せ
ら
る
ゝ
や
う
な
患





は
な
い
の
で
あ
る
。

鐵
檻






の
車





の
出
入
口







は
、
不

思

議

に
も
車
室






の
頂

上







に
設



け
ら
れ
て
、
鐵
梯






を
傳



つ
て
屋

根

か
ら
出
入





す
る
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に
な
つ
て
居

る
。
そ
れ
は
四
面





の
鐵
檻






の
堅
牢






な
る
上



に
も
堅
牢






な
ら
ん
事



を
望



ん
で
、
如

何

に
力

強







き

敵


が
襲





來




て
も
、
决



し
て
車
中






の
安
全






を
害



せ
ら
れ
ぬ
爲



の
特
別






の
注
意





で
あ
る
相



な
。
乘
組






の
人
員






は
、
五

人


が
定
員






で
、
車
内






に
は
機
械
室







の
外



に
、
二

個

の
區
劃






が
設



け
ら
れ
、
一
方






は
雨

露

を
凌



ぐ
が
爲

め
に
厚



さ

玻
璃
板









を
以



て
奇
麗





に
蔽



は
れ
、
床

上








に
は
絨

壇







を
敷

く
も
よ
し
、
毛
布






位


い
で
濟

ま
す
も
よ
し
、
其

處

は
乘
組
人








の
御
勝
手









次
第





、
他

の
區
劃






は
彈
藥






や
飮
料






や
鑵

詰







や
乾
肉






や
其
他






旅
行
中








の
必
要
品








を
貯





へ
て

置

く
處





で
、
固
定
旅
櫃









の
形





を
な
し
て
居

る
。

『
斯

う
出
來
上









つ
た
ら
立
派





な
も
ん
で
せ
う
。
』
と
武
村
兵
曹










は
鼻



を
蠢



め
か
し
つ
ゝ
私




を

眺


め
た
。

『
見
事





！
　
見
事





！
　
イ
ヤ
實



に
驚





く
可

き
大
發
明








だ
よ
。
』
と
私




は

膝


の
進



む
を
覺



え
な
か
つ
た
。
兵
曹






は

猶


も
威
勢





よ
く

『
ね
、
此



自
動
鐵
檻
車













が
出

來

て
見

な
さ
い
、
如

何

な
危
險





な
塲
所





だ
つ
て
平
氣





な
も
ん
で
す
、
猛
狒





や
獅

子

が
行

列







を
立

て
ゝ
襲



つ
て
來

た
所





で
、
此
方





は
鐵
檻
車









の
中



か
ら
猛
獸






共


の
惡
相






を
目

掛

け
て
、
鐵
砲






玉


の
御
馳
走









で
も
し
て
や
る
ば
か
り
だ
。
其

處

で
此



鐵
車






に
乘

つ
て
、
朝
日
島







の
名

を
刻



ん
だ
紀
念
塔







を
携





へ

て
、
此

處

か
ら
三
十
里

位


い
の
深
山






に
踏
入





つ
て
、
猛
獸






毒
蛇






の
眞
中






へ
、
其



紀
念
塔







を
建

て
ゝ
來

る
の
だ
、

何

ん
と
巧

妙

い
工
夫





で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
。
』
と
ポ
ン
と
小
胸





を
叩



い
て

『
此

樣

な
工
夫





を
や
る
の
だ
も
の
、
此



武
村
新
八










だ
つ
て
あ
ん
ま
り
馬

鹿

に
は
な
り
ま
す
ま
い
。
』
と
眼

を
眞



丸


に
し
て
一
同






を
見
廻





し
た
が
、
忽





ち
聲



を
低



く
し
て

『
だ
が
、
あ
ん
ま
り
威

張

れ
な
い
て
、
此

樣

な
車





を
製
造






て
は
如

何

で
せ
う
と
、
此

處

ま
で
工
夫





し
た
の
は
此
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私


だ

が
、
肝
心






の
機
械





の
發
明






は
悉
皆





大
佐
閣
下








だ
よ
。
』
と
苦
笑





し
た
の
で
、
櫻
木
海
軍
大
佐













を
は
じ
め
、

一
座





の
面
々






、
餘



り
の
可

笑

し
さ
に
、
一
時





に
ド
ツ
と
笑

崩







る
ゝ
間





に
、
武
村
兵
曹










は
平
氣





な
顏



で
私




に

向


ひ『
其

處

で
、
貴
方





に
勸



め
る
の
で
す
貴
方





は
石
炭
焚







き
だ
の
、
料
理
方







だ
の
つ
て
、
其

樣

な
馬

鹿

な
眞

似

が
出

來

る
も
の
で
無

い
か
ら
、
そ
れ
よ
り
は
、
此



鐵
檻
車









の
製
造






に
お
着
手





な
す
つ
て
は
如
何





で
す
、
大
佐
閣
下








も
餘
程





前


か
ら
此



企



は

あ
つ
た
の
で
、
す
で
に
製
圖





ま
で
出

來

て
居

る
の
だ
が
、
海
底
戰
鬪
艇












の
方



が
急



が
し

い
の
で
、
力





を
分

け
る
事



が
出

來

ず
、
何



れ
艇



の
竣

成







後

、
製
造






に
着

手

ら
う
と
仰



し
や
つ
て
居

る
の
だ
が
、

海
底
戰
鬪
艇












が
出
來
上









つ
た
上



は
、
一
日






も
速



く
日
本






へ
歸



つ
た
方



が
い
ゝ
、
そ
れ
で
、
な
ん
と
、
貴
方





は
や

つ
て
見

る
御
决
心







は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
若

し
貴
方





が
主
任
者








と
な
つ
て
、
一
生
懸
命











に
や
る
積





な
ら
、
私

共








も
二
三
人
宛






は
休
息
時
間









を
廢



し
て
も
、
交



る
／
″
＼
行



つ
て
働





き
ま
す
ぞ
、
す
る
と
海
底
戰
鬪
艇












の
竣

工







す
る
頃



に
は
、
鐵
檻






の
車





も
出
來
上









つ
て
、
私

共








は
直

ぐ
其

れ
に
乘
込





ん
で
、
深
山






の
奧



へ
行

つ
て
、
立
派





に
紀
念
塔







を
建

て
ゝ
來

る
の
だ
。
』

『
愉
快






々
々
。
』
と
私




は

兩
手






を
擧

げ
た
。
櫻
木
海
軍
大
佐













は
微
笑





を
帶

び
て
私




に

向


ひ

『
君



は
進



ん
で
、
此



任
務





を
擔
當






し
ま
す
か
。
』

『
や
り
ま
す
。
』
と
私




は

斷
言






し
た
。

自
動
冐
險
鐵
車













！
　
あ
ゝ
此



前
代
未
聞









な
る
鐵
車






の
製
造






は
、
隨
分






容
易





な
事



で
は
あ
る
ま
い
。
然



し
、
私




も

一
個





の
男
子





で
あ
る
。
之



か
ら
二
年



九
ヶ
月



の
間





、
大
佐
等









は
か
の
驚





く
可

き
海
底
戰
鬪
艇












の
工
作






に
着

手
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し
て
居

る
間





、
私




の

心
身






を
込

め
て
從
事





し
た
ら
、
何

ん
の
出

來

ぬ
事



が
あ
ら
う
。
や
る
や
る
見
事





に
や
つ
て

見

せ
る
。

櫻
木
大
佐









は
痛



く
打

悦







び
、

『
君



に
其



决
心






が
あ
る
な
ら
屹
度





出

來

ま
す
、
鐵
車






の
製
造
所








は
、
我

が
秘
密
造
船
所











内


の
何

處

か
に
設



け
、

充

分







の
材
料






は
私




の

方


か
ら
供
給






し
、
ま
た
君



の
助
手






と
し
て
は
、
毎
日






午
前





午

後

に
交
代






に
、
四
名
宛






の

水
兵






を
遣



は
す
事



に
致



し
ま
せ
う
。
私




も

及


ば
ず
な
が
ら
※
事





に
就

い
て
助
言






を
致



し
ま
す
よ
。
』
と
い
ふ
。

『
斯

う
な
つ
た
ら
、
生
命
掛









け
で
や
り
ま
す
。
』
と
私




は

腕


を
叩



い
た
。

『
面
白





ろ
い
〳
〵
。
』
と
武
村
兵
曹










は
頬
鬚






を
撫

で
た
。

日
出
雄
少
年









は
先
刻






か
ら
、
櫻
木
大
佐









の
傍




に

、
行
儀






よ
く
吾
等





の
談
話





を
聽

い
て
居

つ
た
が
、
幼




き

心




に
も

話

の

筋
道






は
よ
く
分



つ
た
と
見

へ
、
此
時






可
愛





ら
し
き
眼

を
此
方





に
向

け

『
あ
の
、
叔

父

さ
ん
が
、
鐵



の
車





を
お
製





に
な
る
ん
な
ら
、
私




も

同
一






に
働





か
う
と
思



ふ
ん
で
す
。
』

『
こ
い
つ
は
愈
々






面
白






く
な
つ
て
來

た
。
』
と
武
村
兵
曹










は
突
如






少
年






を
抱
上






げ
た
。

櫻
木
海
軍
大
佐













は
打
笑





み
な
が
ら
も
、
聲



爽




か
に

『
日
出
雄
少
年









は
鐵
工






と
な
る
よ
り
、
立
派





な
海
軍
士
官










と
な
る
仕
度





を
せ
ね
ば
な
ら
ん
よ
。
』
と
武
村
兵
曹










の
膝



な
る
少
年






の
房

々







し
た
頭

髮

を
撫

で
や
り
つ
ゝ
、
私




に

向


ひ

『
兼



て
承





る

、
彼



の
父



な
る
濱
島
武
文
氏











と
、
春
枝
夫
人








と
の
志





に

代


つ
て
、
不
肖





な
が
ら
日
出
雄
少
年









の
教



育




の
任



を
ば
、
之



か
ら
此



櫻
木
重
雄









が
引
受





け
ま
せ
う
。
』
と
い
ふ
。
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私



は

此


一
言






で
、
忽





ち
子
ー
プ
ル
ス
の
親
友






や
、
春
枝
夫
人








の
事



を
回

想







し
た
。
日
出
雄
少
年









を
ば
眞
個





の

海
軍
々
人










の
手

に
委



ね
ん
と
せ
し
彼



の
父



の
志





が

、
今



や
意
外






の
塲
所





で
、
意
外






の
人



に
依



て
達



せ
ら
る
ゝ
此



嬉


し
き
運
命






に
、
思



は
ず
感
謝






の
涙





は
兩

眼







に
溢



れ
た
。
暫
時





室
内






は
シ
ン
と
な
る
と
、
此
時






何
處





と
も
知

れ
ず
「
君



が
代

」
の
唱
歌





が
靜



か
な
る
海
濱






の
風



に
つ
れ
て
微



か
に
聽



え
る
。
オ
ヤ
と
思



つ
て
、
窓

外







を
眺



め
る
と
、
今
宵





は
陰
暦






の
十
三
夜

、
月

明







か
な
る
青
水






白
沙






の
海
岸






に
は
、
大
佐





の
部

下

の
水
兵
等







は
、
晝

間


の
疲
勞





を
此



月


に
慰





め
ん
と
て
や
、
此

處

に
一
羣






。
彼
處





に
一
群






、
詩
吟





す
る
の
も
あ
る
。
劍
舞





す
る
の
も

あ
る
。
中



に
一
團






七
八
人



の
水
兵
等







は
、
浪



に
突
出





さ
れ
た
る
磯



の
上



に
睦





し
く
輪

を
な
し
て
、
遙



か
に
故
國





の
天



を
望



み
つ
ゝ
、
節



お
も
し
ろ
く
君



が
代

の
千

代

八

千

代

の
榮





を
謳
歌





し
て
居

る
の
で
あ
つ
た
。

『
あ
ゝ
、
壯
快







、
壯
快







！
。
』
と
私




は

絶
叫






し
た
よ
。
櫻
木
海
軍
大
佐













は
徐



か
に
立
上






り

『
い
ざ
、
吾
等





も
彼
處





に
行

い
て
、
共



に
大
日
本
帝
國












の
※
歳






を
唱



へ
ま
せ
う
か
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

其


翌
日






か
ら
、
私




は

朝


は
東
雲






の
薄
暗






い
時
分





か
ら
、
夕





は
星
影






の
海



に
落

つ
る
頃



ま
で
、
眞
黒






に
な
つ
て
自



動
鐵
檻
車











の
製
造






に
從
事






し
た
。
洞
中






の
秘
密
造
船
所











の
中



で
は
、
海
底
戰
鬪
艇












の
方



で
も
、
私




の

方


で
も
、

鎔
鐵
爐







、
冶
金
爐
等








か
ら
※
々






と
吹

き
出

す
熱
火






の
光





は
魔
神





の
紅

舌

の
ご
と
く
、
互





に
打



お
ろ
す
大
鐵
槌








の

響

は

、
寂

寞







た
る
洞
窟






を
鳴
動






し
て
、
朝
日
島







の
海



の
神
樣






も
、
定



め
て
膽



を
潰



し
た
事



で
あ
ら
う
。
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第
十
八
回
　
野
球
競
技











　
　
　
　
　
九
種
の
魔
球





　
　
無
邪
氣
な
紛
着
　
　
胴
上
げ
　
　
西
と
東
に
別
れ
た
　
　
獅
子
の
友
呼
び
　
　

　
　
　
　
　
手
頃
の
鎗
を
捻
つ
て
　
　
私
は
殘
念
で
す
　
　
駄
目
だ
ん
べ
い

　
そ
れ
か
ら
、
一
年



、
二
年



、
三
年



と
、
月
日





の
車





は
我
等





の
仕
事





の
進
行





と
同



じ
速

力







に
※
去





つ
て
、
櫻

木
海
軍
大
佐












が
兼



て
豫
定





し
た
通



り
に
、
世

に
も
驚





く
可

き
海
底
戰
鬪
艇












も
、
今



は
九
分
九
厘











ま
で
竣

成







し
、

い
よ
〳
〵
今



二
月






の
十
一
日



、
即





ち
大
佐
等









の
爲



に
は
此



朝
日
島







に
上
陸







し
て
か
ら
五
度
目









の
　
　
私




と

日

出

雄
少
年







と
の
た
め
に
は
三
度
目









の
、
紀
元
節







の
祝

日







を
迎



ふ
る
と
共



に
、
目

出

度

き
試
運
轉
式









を
擧
行






し
得

る
迄



の
、
歡





ば
し
き
運



び
に
到



つ
た
頃



、
私




の

擔
任






の
自
動
鐵
車









も
全





く
出
來
上









つ
た
。

今


に
な
つ
て
回
想






る
と
、
三
年



の
月
日





も
さ
て
〳
〵
速



い
も
の
だ
。
本
國






か
ら
數
千
里







距


た
つ
た
此



印
度
洋







中


の
孤
島





に
あ
つ
て
、
隨
分






故
郷






の
空



の
懷



か
し
く
な
つ
た
事



も
度
々






あ
つ
た
　
　
昔





の
友
人






の
事



や
　
　
品
川






灣


の
朝
景
色







や
　
　
上
野
淺
草









邊


の
繁
華






な
町



の
事



や
　
　
新
橋






の
停
車
塲








の
事



や
　
　
回
向
院







の
相
撲





の
事



や
　
　
神
樂
坂







の
縁
日






の
事



や
　
　
萬





朝
報






の
佛
蘭
西









小
説






の
事



や
　
　
錦
輝
舘








の
政
談






演
説






の
事



や
　
　
芝

居


の
事



や
浪
花
節







の
事



や
、
そ
れ
か
ら
又

た
自
分





が
學
校
時
代









に
よ
く
進
撃






し
た
藪



そ
ば
や
梅
月






の
事



や
、
其



他


樣

々







な
事



を
懷

想







し
て
、
翼





あ
ら
ば
飛

ん
で
も
行

き
た
い
ま
で
日
本






の
戀



し
く
な
つ
た
事



も
度
々






あ
つ

た
が
、
然



し
比
較
的







に
※
去





と
耳



に
し
た
、
之

れ
は
も
う
今



か
ら
三
四
年



も
前



の
事



だ
が
、
實



に
殘
念






な
次
第





で
あ
る
。
其
後






一
高
軍








は
物



の
見
事





に
復

讎







を
遂

げ
た
で
あ
ら
う
が
、
若

し
未



だ
な
ら
ば
私




は

竊


か
に
希
望





し
て
居

る
の
で
あ
る
、
他
日





我
等





が
此



孤
島





を
去

つ
て
日
本






へ
歸



つ
た
後



、
武
村
兵
曹










若

し
軍
艦






に
乘





じ
、
又
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は
大
佐





の
電
光
艇









と
共



に
世
界





の
各
港






を
廻



り
、
一
度






北
亞
米
利
加













の
沿
岸






に
到



つ
た
な
ら
ば
、
晩
香
坡









の
南

街

公

園















に
於



て
、
若



く
ば
黄
金
門









の
光





輝




く

桑

港










の
廣
野





に
於



て
　
　
何
處





に
て
も
よ
し
、

其

處

に
米
艦






「
オ
リ
ン
ピ
ヤ
」
號



の
投
錨






せ
る
を
見

ば
、
此
方





武
村
兵
曹










を
投
手





と
し
て
、
彼
方





音


に
名
高





き

チ
ヤ
ー
チ
の
一
軍






と
華

々







し
き
勝

敗







を
决



せ
ん
こ
と
を
。
敵



は
米
國
軍
艦










、
我



は
帝
國
軍
艦










、
水
雷






砲
火






な
ら
ぬ
陸

上







の
運
動






を
も
つ
て
互





に
挑



み
鬪





ふ
も
亦

た
一

興







で
あ
ら
う
と
思



ふ
。

日
出
雄
少
年









は
如

何

に
！
　
少
年






も
亦

た
我
等





の
遊





仲
間





で
あ
る
。
何

時

で
も
第



一
に
其



運
動
塲









に
驅

け
て

行

く
の
は
彼



だ
、
其



身
體






の
敏

捷







に
動



く
事



と
ど
ん
な
痛



い
目

に
も
痛



い
顏



を
せ
ぬ
事



と
、
そ
れ
か
ら
極

く

記
臆
力








が
強



く
、
規
則





な
ど
は
直

ぐ
覺



え
て
し
ま
う
の
で
、
武
村
兵
曹










は
此



兒

將

來







は
非
常






に
有
望






な
撰
手






で
あ
る
と
語



つ
た
が
啻



に
野
球






ば
か
り
で
は
な
く
彼



は
※
去





三
年



の
間





、
櫻
木
海
軍
大
佐













の
嚴

肅







な
る
、
且

つ
慈

悲

深


き
手

に
親



し
く
薫
陶






さ
れ
た
事



と
て
、
今
年





十
二
歳



の
少
年






に
は
珍



ら
し
き
迄



に
大
人
似









て
、
氣
象






の
凛



し
い
、
擧
動






の
沈

着







な
、
ま
る
で
、
小
櫻
木
大
佐











を
茲



に
見

る
や
う
な
、
雄

壯

し
き
少
年






と
は
な
つ

た
。
少
年






は
端
艇






、
野
球
等








の
他



、
暇



が
あ
る
と
石



を
投

げ
る
、
樹

に
登



る
、
猛
犬
稻
妻










を
曳



つ
れ
て
野
山





を

驅

け
め
ぐ
る
、
其
爲






に
體
格






は
非
常






に
見
事





に
發
達






し
て
、
以
前





に
は
人

形







の
や
う
に
奇
麗





で
あ
つ
た
顏



の
、

今


は
少



し
く
色



淺
黒






く
な
つ
て
、
そ
れ
に
口
元






キ
リ
、
と
締



り
、
眼

の
パ
ツ
チ
リ
と
し
た
樣
子





は
、
何



と
も
云

へ
ず
勇



ま
し
い
姿





、
此
後






機
會






が
來

て
、
彼



が
父
君






な
る
濱
島
武
文










に
再

會







し
た
時



、
父



は
如

何

に
驚





く
だ

ら
う
。
ま
た
か
の
天
女






の
如



き
春
枝
夫
人








が
、
萬
一






に
も
無

事

で
あ
つ
て
、
此



勇


ま
し
い
姿





を
見

た
な
ら
ば
、

ど
ん
な
に
驚





き
悦





ぶ
事



で
あ
ら
う
。
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今


や
本
島






の
主
人
公








な
る
櫻
木
海
軍
大
佐













の
健
康






は
言

ふ
迄



も
な
く
、
此
頃






で
は
殆





ど
終
日






終
夜





を
、
秘
密
造







船
所






の
中



で
送



つ
て
居

る
。
武
村
兵
曹










は
相
變






ら
ず
淡
白






で
、
慓
輕






で
、
其
他






三
十
有
餘
名







の
水
兵
等







も
一
同






元
氣





よ
く
、
大



な
る
希
望





の
日

を
待
望






み
つ
ゝ
、
勤
勉






に
働





い
て
居

る
。

か
ゝ
る
喜





ば
し
き
境
遇







の
間





に
、
首
尾





よ
く
竣

成







し
た
自
動
鐵
檻
車












は
、
終



に
洞
中






の
工
作
塲







を
出

た
。
例



の
屏
風
岩







の
上



か
ら
直



ち
に
運
轉






を
試





み
て
見

る
と
最

良







の
結
果






で
、
號
鈴






リ
ン
〳
〵
と
鳴

り
ひ
ゞ
き
、
不

思

議

な
る
機
關






の
活

溌







な
る
運
轉






に
從





つ
て
十
二
個

の
外
車
輪









が
、
岩



を
噛

み
、
泥



を
蹴

つ
て
疾
走






す
る

有
樣






は
、
吾



な
が
ら
見
事





に
思



は
る
ゝ
ば
か
り
、
暫
時





喝
采






の
聲



は
止

ま
な
か
つ
た
。
忽





ち
何

人

の
發
聲





に
や
、

一
團






の
水
兵
等







は
バ
ラ
〳
〵
と
私




の

周
圍





に
走
寄






つ
て
『
鐵
車






萬
歳






々
々
々
々
。
』
と
私




の

胴
上





げ
を
始



め
た
。

萬
歳






は
難
有






い
が
、
鬼



と
も
組

ま
ん
ず

荒

男









が
、
前
後
左
右








か
ら
ヤ
ン
ヤ
ヤ
ン
ヤ
と
揉
上





げ
る
の
で
、
其



苦


し
さ
、
私




は

呼

吸

が
止

ま
る
か
と
思



つ
た
。

斯

う
な
る
と
、
一
刻






も
眤



と
し
て
居

ら
れ
ぬ
の
は
武
村
兵
曹










で
あ
る
。
腕

拱







い
て
、
一
心






に
鐵
檻
車









の
運



轉


を
瞻



め
て
居

つ
た
が
、
忽





ち
大
聲






に

『
や
あ
、
う
ま
い
〳
〵
、
で
も
よ
く
動



く
わ
い
、
も
う
遲
々






し
て
は
居

ら
れ
な
い
。
』
と
急



に
走



つ
て
行

つ
て
、

此
時






既


に
出
來
上









つ
て
居

つ
た
紀
念
塔







を
引
擔






い
で
來

た
。
塔



は
高



さ
三
尺





五
寸



、
三
尖
方
形










の
大
理
石







で
、

其


滑



な

る
表
面







に
は
「
大
日
本
帝
國
新
領
地
朝
日
島























」
な
る
十
一
字

が
深



く
刻



ま
れ
て
、
塔



の
裏

面

に
は
、
發



見


の
時
日





と
、
發
見
者








櫻
木
海
軍
大
佐













の
名

と
が
、
明




に

記

銘

さ
れ
て
居

る
の
だ
。
塔



を
擔



い
で
來

た
武
村
兵








曹


は
息



を
切

ら
し
な
が
ら
大
佐





に
向



ひ
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『
大
佐
閣
下








、
鐵
車






も
見
事





に
出

來

ま
し
た
れ
ば
、
善



は
急



げ
で
今



か
ら
直

ぐ
と
紀
念
塔







を
建

て
に
出

發







し

て
は
如

何

で
せ
う
、
す
る
と
氣

も
晴

々







し
ま
す
か
ら
。
』

大
佐





は
滿
面






に
笑



を
堪



へ
つ
ゝ

『
無
論





躊
躇






す
る
必
要






は
な
い
、
我

が
海
底
戰
鬪
艇












も
、
今

日

か
ら
十
日

目

の
紀
元
節







の
當
日






に
は
、
試
運
轉







式


を
行





ひ
、
其
後






一
週
間









以
内





に
は
、
總



て
の
凖
備






を
終



つ
て
、
本
島






を
出

發







す
る
豫
定





だ
か
ら
、
紀
念





塔


の
建
立






も
其



以
前





に
終



ら
ね
ば
　
　
。
』
と
言

ひ
か
け
て
私




に

向


ひ

『
其

處

で
、
明

日

午
前





六
時





を
以



て
、
鐵
檻
車









の
出

發







の
時
刻





と
定



め
ま
せ
う
、
之



か
ら
三
十
里

の
深
山






に
達



す
る
に
、
鐵
車






の
平
均
速
力











が
一
時
間





に
二
里

半


と
し
て
、
往

途

に
二
日





、
建
塔






の
爲

め
に
一
日



、
歸

途

二
日





、
都
合





五
日
目









に
は
、
鐵
車






再




び
此

處

へ
皈



つ
て
、
共



に
萬
歳






を
唱



へ
る
事



が
出

來

ま
せ
う
。
』

『
あ
ゝ
。
明
朝







ま
で
待

つ
の
で
す
か
。
』
と
武
村
兵
曹










は
口



を
む﹅
く﹅
つ﹅
か﹅
せ﹅
た
が
、
忽





ち
ポ
ン
と
掌





を

叩


い
て

『
お
ゝ
、
そ
れ
も
左

樣

だ
、
私




の

考

通








り
に
も
行

か
な
い
な
、
之



か
ら
糧

食

を
積
入





れ
た
り
、
飮
料
水









の
用

意


を
し
た
り
し
て
居

る
と
、
矢
張





出

發







は
明
朝







に
な
る
わ
い
。
』
と
獨
言






つ
、
此



男




例


も
な
が
ら
慓
輕






な
事



よ
。

鐵
車






が
、
い
よ
〳
〵
永
久
紀
念
塔












を
深
山






の
頂




に

建

て
ん
が
爲

め
に
、
此

處

を
出

發







す
る
の
は
明
朝






午
前





六

時


と
定





つ
た
が
、
櫻
木
海
軍
大
佐













は
、
海
底
戰
鬪
艇












の
運
轉
式








も
間
近





に
迫



つ
て
居

る
の
で
、
一
日






も
此
塲





を

立
去





る
事



叶


は
ね
ば
、
そ
こ
で
私




と

、
日
出
雄
少
年









と
、
武
村
兵
曹










と
、
他

に
二
名





の
水
兵






と
が
、
鐵
車






に
乘

組


む
事



に
な
つ
た
。
猛
犬
稻
妻










も
日
出
雄
少
年









の
懇
望






で
、
此



冐
險
旅
行










に
隨





ふ
事



に
な
つ
た
。
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そ
れ
よ
り
、
鐵
車






に
紀
念
塔







を
積
入





れ
、
小
銃






、
彈
藥






、
飮
料
水









、
糧
食
等










の
用
意





に
日

を
暮



し
て
、
さ
て

其


翌
日






と
な
る
と
、
吾
等





撰
任






さ
れ
た
る
五
名





は
未
明





に
起
床





で
ゝ
鐵
車






へ
乘
組





ん
だ
。
頓



て
鐵
車






は
勢




よ

く

進
行






を
始



め
る
と
、
櫻
木
大
佐









を
は
じ
め
三
十
餘
名





の
水
兵






共


は
歡
呼






を
擧

げ
て
、
十
數

町







の
間





吾
等





の
首

途


を
見
送





つ
て
呉

れ
た
が
、
遂



に
、
唯

あ
る
丘

陵

の
麓





で
別





を
告

げ
、
吾
等





は
東





へ
、
彼
等





は
西



へ
、
其



丘


の

中
腹






に
て
、
櫻
木
大
佐
等










が
手

巾








を
振

り
、
帽
子





を
動



か
し
て
居

る
姿





も
、
頓



て
椰

子

や
橄
欖






の
葉

が
く
れ

に
見

え
ず
な
る
と
、
そ
れ
か
ら
鐵
車






は
全
速
力









に
、
野

と
云

は
ず
山



と
云

は
ず
突
進






む
、
神
變






不

思

議

な
る

自
動
鐵
車









の
構
造






は
、
今
更






管

々







し
く
述
立





て
る
必
要






も
あ
る
ま
い
、
森
林






を
行

く
時



は
、
旋
廻
圓
鋸
機












と
、

自
動
鉞









と
の
作
用





で
、
路



を
切
開






き
、
山



を
登



る
に
は
、
六
個





の
齒
輪
車







と
揚
上
機








、
遞
進
機







の
働




で

、
地

を
噛

み
、
石



を
碎



い
て
進
行






す
る
の
だ
。
大
約






道


の
四

五

里

も
進



ん
だ
と
思



ふ
處





か
ら
山



は
益
々






深


く
な
り
、

路


は
だ
ん
〳
〵
と
險
阻





に
な
つ
た
が
、
元
氣





な
る
武
村
兵
曹










は
、
何

ん
で
も
日
沒





ま
で
に
は
二
十
里

以
上






を
進



ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
勇



み
立

つ
。

山


に
入

る
と
、
直



ち
に
猛
獸






毒
蛇






の
襲
撃






に
出

逢

ふ
だ
ら
う
と
は
兼



て
の
覺
悟





で
あ
つ
た
が
、
此
時






ま
で
其

樣

な
模
樣





は
少



し
も
見

え
な
か
つ
た
。
四
隣





は
氣

味

の
惡



い
程



物
靜







で
、
た
ゞ
車
輪






の
輾



る
音



と
、
折



ふ
し
寂






寞

と
し
た
森
林






の
中



か
ら
、
啄
木
鳥








が
コ
ト
〳
〵
と
、
樹

の
幹



を
叩



く
音



と
が
際
立





つ
て
聽



ゆ
る
の
み
で
あ

つ
た
が
、
鐵
車






は
進



み
進



ん
で
、
今



や
唯

あ
る
深
林






の
邊



に
差
掛






つ
た
時



、
日
出
雄
少
年









は
急



に
私




の

袖


を
引

い
た
。

『
獅

子

が
〳
〵
。
』
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『
獅

子

が
？
　
何

處

に
？
。
』
と
一
同






は
屹



と
な
つ
て
、
其



指




す
方



を
眺



め
る
と
、
果



し
て
百





ヤ
ー
ド
許





離


れ

た
る
日
當





り
の
よ
き
草



の
上



に
、
一
頭






の
巨
大






な
る
雄

獅

子

が
横




つ

て
居

つ
た
が
、
鐵
車






の
響





に
忽





ち
ム
ツ
ク

と
起
上






り
、
一
聲






高


く
吼

え
た
。

『
獅

子

の
友
呼





び
！
。
』
と
一
名






の
水
兵






は
※





い
た
。
成
程






遠
雷






の
如



き
叫

聲







が
野
山





に
響

渡







る
と
、
忽





に
其

處

の
森



か
ら
も
、
彼
處





の
岩
陰






か
ら
も
三
頭






五
頭





と
猛
獸






は
群



を
な
し
て
現



は
れ
て
來

た
。
獅

子

、
虎



、

猛
狒
等







い
づ
れ
も
此



不

思

議

な
る
鐵
檻






の
車





に
一
時





は
喫
驚






し
た
の
で
あ
ら
う
、
容
易





に
手

を
出



さ
な
い
。

日
出
雄
少
年









は
壯
快







な
る
聲



を
擧

げ
て

『
叔

父

さ
ん
〳
〵
、
獅

子

な
ん
か
の
方



で
は
、
屹
度





私

共








を
怪
物






だ
と
思



つ
て
居

る
ん
で
せ
う
よ
。
』
と
叫



ん
だ
が
全





く
左

樣

か
も
知

れ
ぬ
　
暫
時





は
其

處

此

處

の
木

の
間

か
く
れ
に
、
脊

を
高



く
し
、
牙



を
鳴

ら
し
て
此

方


を
睨



ん
で
居

つ
た
が
、
そ
れ
も
僅



か
の
間





で
、
獅

子

は
百

獸







の
王



と
呼

ば
る
ゝ
程



あ
つ
て
、
極



め
て
猛
勇






な
る
動
物






で
、
此
時






一
聲






高


く
叫



ん
で
、
三
頭






四
頭





鬣



を

鳴

ら
し
て
鐵
車






に
飛
掛






つ
て
來

た
。
鐵
車






は
其

樣

な

事


で
は
ビ
ク
と
も
し
な
い
、
反
對






に
獸



を
彈

飛







す
と
、
百

獸







の
王
樣






も
團
子





の
や
う
に
草



の
上



を
七
顛
八








倒


。
吾
等





一
同






は
ド
ツ
と
笑



つ
た
。
虎



は
比
較
的







愚




な
動
物






で
、
憤
然






身

を
躍



ら
し
て
、
鐵
車






の
前
方






か
ら
飛

付


い
た
か
ら
堪



ら
な
い
、
恐



る
可

き
旋
廻
圓
鋸
機












の
た
め
に
、
四

肢

や
、
腹
部





を
引
裂





か
れ
て
、
苦
鳴





を
あ
げ

て
打
斃






れ
た
。
最





も
狡
猾







な
る
は
猛
狒





で
あ
る
。
古
木





の
樣



な
醜





き
腕



を
延



し
て
、
鐵
車






の
檻



を
引
握






み
、
力



任




せ
に
車





を
引
倒






さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
猛
犬
稻
妻










は
猛
然






と
し
て
其



手

に
噛

み
付

い
た
。

『
此
奴





、
生
意
氣









！
。
』
と
水
兵






は
叫



ん
だ
。
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『
そ
れ
發
射






！
。
』
と
私




が

叫


ぶ
瞬

間







、
日
出
雄
少
年









は
隙



さ
ず
三
發






ま
で
小
銃






を
發
射






し
た
が
、
猛
狒





は

平
氣





だ
。
武
村
兵
曹










大




に
怒



つ
て

『
此



畜
類






、
ま
だ
往

生







し
な
い
か
。
』
と
、
手
頃





の
鎗



を
捻



つ
て
其



心
臟






を
貫





く
と
、
流
石





の
猛
獸






も
堪



ら

な
い
、
雷




の

如


く
唸



つ
て
、
背
部





へ
ド
ツ
と
倒



れ
た
。

『
愉
快






々
々
、
世
界
一







の
王
樣






だ
つ
て
、
此

樣

な
面
白






い
目

は
見

ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
』
と
水
兵






共


は
雀






躍

し
た
。
日
出
雄
少
年









は
猛
狒





の
死
骸





を
流
盻






に
見

や
り
て

『
そ
れ
で
も
、
私




は

殘
念






で
す
、
猛
狒





は
私




の

鐵
砲






で
は
死

に
ま
せ
ん
も
の
。
』
と
不
平
顏







。

『
何



、
左

樣

で
な
い
、
此



獸


は
泥

土

と
、
松
脂






と
で
、
毛
皮





を
鐵



の
や
う
に
固



め
て
居

る
の
だ
か
ら
、
小
銃






の

彈

丸

位




で
は
容
易





に
貫





く
事



が
出

來

な
い
の
さ
。
』
と
私




は

慰




め
た
。

此


大
騷
動








の
後



は
、
猛
獸






も
我
等





の
手
並





を
恐



れ
て
か
、
容
易





に
近



づ
か
な
い
、
そ
れ
で
も
此

處

を
立
去





る
で

は
な
く
、
四
五
間









を
距



て
ゝ
遠
卷






に
鐵
檻






の
車





を
取
圍





き
つ
ゝ
、
猛
然






と
吼

え
て
居

る
。
慓
輕






な
る
武
村
兵
曹










は
大
口






開

い
て
カ
ラ
〳
〵
と
笑



ひ

『
ヤ
イ
、
ヤ
イ
、
畜
類






、
其
樣





に
吾
等





の
肉



が
美

味

相


に
見

え
る
の
か
。
』
と
つ
か
〳
〵
鐵
檻






の
近



く
に
進



み

寄

り
『
そ
れ
此



拳
骨






で
も
喰



へ
。
』
と
大
膽






に
も
鐵
拳






を
車

外







に
突
出





し
、
猛
獸






怒


つ
て
飛
付





い
て
來

る
途
端





ヒ

ヨ
イ
と
其



手

を
引
込





ま
し
て

『
だ
、
だ
、
駄

目

だ
ん
べ
い
。
』
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第
十
九
回
　
猛
獸
隊








　
　
　
　
　
自
然
の
殿
堂
　
　
爆
裂
彈
　
　
エ
ン
ヤ
〳
〵
の
掛
聲
　
　
片
足
の
靴
　
　
好
事
魔
多
し
　
　
砂
滑

　
　
　
　
　
り
の
谷
、
一
名
死
の
谷
　
　
深
夜
の
猛
獸
　
　
か
ゞ
り
火

　
暫
時






し
て
、
吾
等





は
ま
た
奇
妙





な
も
の
を
見

た
。
そ
れ
は
此



深
山






に
棲

ん
で
居

る
白
頭
猿








と
呼

ば
る
ゝ
、
極



め
て
狡
猾







な
猴



の
一
種






で
、
一
群






凡


そ
三
十
疋



ば
か
り
が
、
數
頭






の
巨
大






な
象



の
背

に
跨





つ
て
、
丁
度






ア
ラ
ビ

ヤ
の
大
沙
漠







を
旅
行






す
る
隊

商







の
や
う
に
、
彼
方





の
山
背






か
ら
ぞ
ろ
〳
〵
と
現



は
れ
て
來

た
が
、
我

が
鐵
車






を
見

る
や
否



や
非
常






に
驚
愕





い
て
、
奇
聲





を
放



つ
て
、
向



ふ
の
深
林






の
中



へ
と
逃

げ
失

せ
た
。
か
く
て
當
日





は
、

二
十
里

近


く
進



ん
で
日

が
暮

れ
た
の
で
、
夜



は
鐵
車






を
ば
一



大
樹






の
下
蔭






に
停



め
て
、
終
夜





篝
火






を
焚

き
、
二

人


宛


交
代






に
眠



る
積





で
あ
つ
た
が
、
怒



り
叫



ぶ
猛
獸






の
聲



に
妨





げ
ら
れ
て
、
安



ら
か
な
夢



を
結



ん
だ
者



は
一
人





も
無

か
つ
た
。
翌
朝






は
薄
暗






い
内



か
ら
此

處

を
出

發







し
た
。
初





の
間





は
矢
張





昨
日





と
同





く
、
數
百
頭









の
猛



獸


は
隊



を
な
し
て
、
鐵
車






の
前
後





に
隨





つ
て
追
撃






し
て
來

た
が
、
其
中






に
は
疲
勞





の
た
め
に
逃
去





つ
た
の
も
あ

ら
う
、
ま
た
吾
等





が
絶

え
ず
發
射






す
る
彈

丸







の
た
め
に
、
傷





き
斃



れ
た
の
も
少





く
な
い
樣
子





で
、
此



日

も
既



に
十
二
三
里

許




進


み
て
、
海
岸






な
る
櫻
木
大
佐









の
住
家





か
ら
は
、
確



か
に
三
十
里

以
上






距




つ
た
と
思



は
る
ゝ
一



高
山






の
絶
頂






に
達



し
た
時



に
は
、
其



數


も
餘
程





減


じ
て
、
ま
だ
執
念
深









く
鐵
車






の
四
邊





を
徘

徊







し
て
居

る

の
は
、
二
十
頭



許




の
雄

獅

子

と
、
三
頭






の
巨
大






な
る
猛
狒





と
の
み
で
あ
つ
た
。

此


高
山






は
、
風
景






極


め
て
美



は
し
く
、
吾
等





の
達



し
た
る
頂




は

、
三
方






巖
石






が
削
立






し
て
、
自
然





に
殿
堂






の
形
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を
な
し
、
か
ゝ
る
紀
念
塔







を
建

つ
る
に
は
恰
好






の
地
形





だ
か
ら
、
遂



に
此

處

に
鐵
車






を
停



め
た
。
時



は
午

後

二

時

四
十
五
分



、
今



か
ら
紀
念
塔







を
建
立






す
る
の
で
あ
る
。

『
用
意





！
。
』
と
武
村
兵
曹










が
叫



ぶ
と
、
二
名





の
水
兵






は
車
中






の
大
旅
櫃








の
中



か
ら
、
一
個





の
黒

色







の
函



を

引
出





し
て
來

た
。
此



函


の
中



に
は
、
數



十
個

の
爆
裂
彈








が
入



つ
て
居

る
の
で
あ
る
。

爆
裂
彈








！
　
何



の
爲



に
？
　
と
讀
者






諸
君






は
審





る
で
あ
ら
う
が
、
之



に
は
大





に
考
慮






の
あ
る
事



で
あ
る
、
今



、

其


目
的
地







に
達



し
、
い
ざ
建
塔






と
い
ふ
塲
合





に
、
斯

く
獅

子

や
猛
狒





が
、
一
頭






で
も
、
二
頭





で
も
、
其
邊






に
徘



徊




し
て
居

つ
て
は
、
到
底





車

外







に
出

で
ゝ
其



仕
事





に
か
ゝ
る
事



が
出

來

な
い
、
そ
こ
で
、
此



爆
裂
彈








を
飛

ば
し
て
、
該

獸

等

を
斃



し
且

つ
追
拂






ひ
、
其

間







に
首
尾





よ
く
や
つ
て
退

け
や
う
と
い
ふ
企




だ

。
そ
こ
で
用
意





が
整





ふ
と
、
吾
等





は
手

に
〳
〵
一
個





宛


の
爆
裂
彈








を
携





へ
て
立
上






つ
た
。
兼



て
用
意





の
鳥



の
肉



を
、
十
斤



ば
か

り
鐵
檻






の
間





か
ら
投
出





す
と
、
食





に
飢

ゑ
た
る
猛
獸






は
、
眞
黒






に
な
つ
て
其



上


に
集





る
。

そ
れ
と
い
ふ
合
圖





の
下



に
、
一
、
二
、
三
、
同
時





に
五

個

の
爆
裂
彈








は
風



を
切

つ
て
落
下





し
た
。
忽





ち
山
岳






鳴


動


し
、
黒
烟






朦
朧






と
立
昇






る
、
其



黒
烟






の
絶
間





に
眺



め
る
と
、
猛
狒





は
三
頭






共


微
塵





に
な
つ
て
碎



け
死

ん
だ
、

獅

子

も
大
半






は
打
斃






れ
た
、
途
端





に
水
兵






が

『
あ
れ
〳
〵
、
あ
の
醜

態

よ
う
。
』
と
指





す
彼
方





を
見
渡





す
と
、
生
殘






つ
た
る
獅

子

の
一
團






は
、
雲



を
霞





と
深



林


の
中



へ
逃
失





せ
た
。

『
そ
れ
、
此



間

に
。
』
と
武
村
兵
曹










は
紀
念
塔







を
擔



い
で
走



り
出

た
の
で
、
一
同






も
續



い
て
車

外







に
跳



り
出

で
、
日
出
雄
少
年









は
見
張





の
役



、
私




は

地


を
掘

る
、
水
兵






は
石



を
轉



ば
す
、
武
村
兵
曹










は
無
暗





に
叫



ぶ
、
エ
ン
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ヤ
〳
〵
の
懸
聲






と
共



に
、
束



の
間

に
塔



の
建
立






は
成

就







し
た
。
實



に
此



間




、
時



を
費





す
事



十
分



か
、
十
五
分



、

人
間






も
一
生
懸
命










に
な
る
と
、
隨
分






力
量





の
出

る
も
の
だ
よ
。

紀
念
塔







の
建
立






は
終



つ
て
、
吾
等





は
五
六
歩

退




い
て
眺



め
る
と
、
麗



は
し
き
大
理
石







の
塔



の
表
面







に
は
、
鮮
明






に
『
大
日
本
帝
國
新
領
地
朝
日
島























』
。
あ
ゝ
之

れ
で
安
心






々
々
、
一
同






は
帽



を
脱



し
て
大
日
本
帝
國












の
萬
歳






を

三
呼





し
た
。

此
時






、
車
中






に
殘



し
て
置

い
た
猛
犬
稻
妻










が
急



に
吼
立





て
る
の
で
、
頭





を
廻



ら
す
と
、
今



し
も
爐
裂
彈








で
逃
出





し
た
る
獅

子

の
一
群






が
、
今
度





は
非
常






な
勢




で

、
彼
方





の
森



か
ら
驀

直







に
襲
撃






し
て
來

た
の
で
あ
る
。
『
そ

れ
ツ
。
』
と
一
聲






吾
等





は
周
章
狼
狽









て
鐵
檻






の
車





の
中



へ
逃
込





ん
だ
が
、
危
機
一
髮








、
最
後





に
逃
込





ん
だ
武
村






兵
曹






は
ま
だ
其



半
身






が
車

外







に
あ
る
の
に
、
殆



ん
ど
同
時





に
飛
付





い
て
來

た
雄

獅

子

の
た
め
に
、
ズ
ボ
ン
は

滅
茶
苦
茶








に
引
裂





か
れ
、
片
足






の
靴



は
無
殘





に
噛
取





ら
れ
て
、
命





か
ら
／
″
＼
車
中









に
轉



び
込

ん
だ
。
つ
ゞ
い

て
飛
込





ま
ん
と
す
る
獅

子

を
目

掛

け
て
、
私




は

一
發






ド
ガ
ン
、
水
兵






は
手
鎗





て
突
飛





ば
す
、
日
出
雄
少
年









は
素

早


く
身

を
跳



ら
し
て
、
入
口






の
扉





を
ピ
シ
ヤ
ン
。

『
お
つ
魂
消





え
た
〳
〵
、
危



な
く
生
命





を
棒



に
振

る
處





だ
つ
た
。
』
と
流
石





の
武
村
兵
曹










も
膽



を
つ
ぶ
し
て
、

靴


無

き
片
足






を
撫

で
ゝ
見

た
が
、
足



は
幸
福






に
も
御

無

事

で
あ
つ
た
。

既


に
塔



の
建
立






も
終



つ
た
の
で
、
最
早





歸

途

に
向



ふ
一
方






で
あ
る
。
往
復






五
日





の
豫
定





が
、
其



二
日
目









に
は
首

尾


よ
く
歸

終

に
就

く
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
非
常






な
幸
運






で
あ
る
。
此



幸
運






に
乘





じ
て
、
吾
等





は
温
順





に
昨
日





の
道



を
皈



つ
た
な
ら
ば
、
明
日






の
今
頃






に
は
再





び
海
岸






の
櫻
木
大
佐









の
家



に
達



し
、
此



旅
行






も
恙





な
く
終



る
の
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で
あ
る
が
、
人
間






は
兎
角





い
ろ
〳
〵
な
冐
險






が
や
つ
て
見

た
い
者



だ
。

好
事
魔









多


し
と
は
よ
く
人



の
言

ふ
處





で
、
私




も

其


理
屈





を
知

ら
ぬ
で
は
な
い
が
、
人
間






の
一
生






に
此

樣

な
旅
行






は
、
二

度

も
三
度





も
あ
る
事



で
な
い
、
其
上






大
佐





と
約
束






の
五
日
目









ま
で
は
、
未

た
三
日





の
間



が
あ
る
、
そ
こ

で
、
此



深
山






を
少



し
ば
か
り
迂
回






し
て
皈



つ
た
と
て
、
左
程





遲


く
も
な
る
ま
い
、
ま
た
極



め
て
趣
味





あ
る
事



だ

ら
う
と
考





へ
た
の
で
、
私




は

發
議





し
た
。

『
ど
う
だ
、
最
早





皈

途

に
向



ふ
の
だ
が
、
之



か
ら
少



し
道



を
變



じ
て
進



ん
で
は
、
舊



き
道



を
皈



る
よ
り
、
新





し

い
方
面






か
ら
皈



つ
た
ら
、
ま
た
い
ろ
〳
〵
珍
奇






い
事



も
多



か
ら
う
。
』
と
話



し
か
け
る
と
、
好
奇






の
武
村
兵
曹










は
一
も
二
も
な
く
賛
成






だ
。

『
私




も

今


、
左

樣

考




へ
て
居

つ
た
處





だ
、
大
佐
閣
下








だ
つ
て
私

共








が
、
其
樣





に
早



く
歸



ら
う
と
は
思



つ
て
居

な
さ
る
ま
い
し
、
そ
れ
に
ね
、
約
束






の
五
日
目









の
晩



に
は
、
海
岸






の
家



で
は
、
水
兵






共


が
澤
山






の
御
馳
走









を
作





へ
て
待

つ
て
居

る
筈



だ
か
ら
、
其



以
前





に
ヒ
ヨ
ツ
コ
リ
と
皈



つ
て
は
興



が
無

い
、
行

く
可

し
〳
〵
。
』
と
勇



み

立

つ
。
二
名





の
水
兵






も
日
出
雄
少
年









も
大
賛
成








な
の
で
、
直



ち
に
相
談






は
纏





つ
た
が
、
さ
て
何
處





の
方
面






へ
と

見
渡





す
と
、
此

處

を
去

る
事



數
里





の
西
方






に
一
個





の
高
山






が
あ
る
、
火
山
脉









の
一



つ
と
見

え
、
山



の
半
腹






以


上


は
赤

色







の
燒
石






の
物
凄






い
樣



に
削
立






し
て
居

る
が
、
麓





は
限



り
も
な
き
大
深
林








で
、
深
林






の
中
央






を
横
斷






し
て
、
大
河





滔
々






と
流



れ
て
居

る
樣
子





、
其
邊






を
進
行






し
た
ら
隨
分






奇

し
き
出
來
事









も
あ
ら
う
と
思



つ
た
の
で
、

直


ち
に
水
兵






に
命



じ
て
、
鐵
車






を
其



方
向






に
進



め
た
、
猛
獸






は
矢
張





其

處

此

處

に
隱
見






し
て
居

る
の
で
あ
る
。

時


は
午

後

の
六
時





間
近





で
、
夕
陽





は
西
山






に
臼





い
て
居

る
。
隨
分






無
謀





な
事



だ
、
今
頃






か
ら
斯



る
深
林






に
向



つ
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て
探
險






す
る
の
は
、
け
れ
ど
興



に
乘





じ
た
る
吾
等





の
眼
中






に
は
、
向



ふ
處





敵


な
し
と
い
ふ
勢




で

、
二
三
里

進


ん

で
、
其



深
林






の
漸





く
間
近





に
な
つ
た
時
分





日

は
全





く
暮

れ
た
。
す
る
と
、
鎌



の
や
う
な
新
月






が
物
凄






く
下
界





を

照


し
て
來

た
が
、
勿
論






道


の
案
内





と
な
る
程



明


る
く
は
な
い
、
加



ふ
る
に
此
邊






は
道



い
よ
〳
〵
險



し
く
、
尖



つ

た
岩
角






、
蟠




る

樹

の
根

は
無
限





に
行
方





に
横




つ

て
居

る
の
で
、
鐵
車






の
進
歩





も
兎
角





思


は
し
く
な
い
、
運
轉








係

の
水
兵






も
、
此
時






餘
程





疲

勞

れ
て
見

え
た
の
で
、
私




は

考




へ
た
、
人
間






の
精
力





に
は
限





が
あ
る
、
今



か
ら

か
ゝ
る
深
林






に
突
進






す
る
の
は
、
少



し
無
謀





に
は
※

ぎ
は
せ
ぬ
か
と
氣

付

い
た
の
で
、
寧



ろ
此
邊






に
一
泊






せ
ん

と
、
此
事






を
武
村
兵
曹










に
語



る
と
、
武
村
兵
曹










は
仲
々






聽

か
な
い

『
今



か
ら
其
樣





に
弱



つ
て
は
駄

目

だ
、
何

ん
で
も
今
夜





は
あ
の
深
林






の
眞
中






で
夜

を
明



す
覺
悟





だ
。
』
と
元
氣





よ
く
言
放






つ
て
立
上






り
、
疲



れ
た
る
水
兵






に
代



つ
て
鐵
車






の
運
轉






を
始



め
た
。
鐵
車






は
再





び
猛
烈






な
る
勢




を

も

つ
て
木

の
根

を
噛

み
、
岩
石






を
碎



い
て
突
進






す
る
。
あ
ゝ
好
漢






、
此



男




は
實



に
壯
快







な
男
兒





だ
が
、
惜



む
ら
く

ば
少



し
く
無
鐵
砲







に
※

ぎ
る
の
で
、
萬
一






の
※
失






が
無

け
れ
ば
よ
い
が
と
思



ふ
途
端





、
忽





ち

『
し
ま
つ
た
ツ
。
』
と
一
聲






、
私




も

、
日
出
雄
少
年









も
、
水
兵






も
稻
妻






も
、
一
度





に
ド
ツ
と
前



の
方



へ
打
倒






れ

て
、
運
轉
臺








か
ら
眞

逆








に
跳

ね
落



さ
れ
た
武
村
兵
曹










が
『
南
無
三









、
大
變






！
。
』
と
叫



ん
で
飛
起





き
た
時



は
、

無
殘





や
、
鐵
車






は
、
擂
盆






盆



の

や
う
な
形





を
し
た
巨
大





な
穴



の
中



へ
陷
落






し
て
居

つ
た
。

漸



の

事


で
起
上






つ
た
水
兵






は
、
新
月






の
微





な
る
光





に
其



穴


を
眺



め
た
が
忽





ち
絶
叫






し
た
。

『
砂



す
べ
り
の
谷



！
　
砂



す
べ
り
の
谷



！
。
』

讀
者






諸
君






は
或





は
御
存





じ
だ
ら
う
、
亞

弗

利

加

の
内
地





や
、
又



は
印
度
洋







中


の
或



島


に
は
、
か
ゝ
る
塲
所





の
あ

139



る
事



は
よ
く
冐
險
旅
行
記
等













に
書

い
て
あ
る
が
、
此



「
砂



す
べ
り
の
谷



」
程



世

に
恐



る
可

き
所





は
多



く
あ
る
ま

い
、
砂



す
べ
り
の
谷



、
一
名






を
死

の
谷



と
呼

ば
る
ゝ
程



で
、
一
度





此


穴


の
中



へ
陷
落






し
た
る
も
の
は
、
到
底






免

が
れ
出

る
事



は
出

來

な
い
の
で
あ
る
。
此



穴


は
外

見







は
左
迄





巨
大






な
も
の
で
は
な
い
。
廣



さ
は
直
徑







三
十
ヤ

ー
ド
位





、
深



さ
は
僅



か
一
丈





に
も
足

ら
ぬ
程



だ
か
ら
、
鐵
檻
車








の

屋

根

へ
上



つ
た
ら
、
或





は
穴



の
外



へ
飛
出





す

事


も
出

來

る
や
う
だ
が
、
前



に
も
云

つ
た
樣



に
擂
盆






の
形





を
な
し
た
穴



の
四
邊





は
實



に
細
微





な
る
砂



で
、
此



砂


は
啻



に
細
微





な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
種






不

可

思

議

の
粘
着
力










を
有



し
て
居

る
の
で
、
此

處

に
陷
落






し
た

者


は
掻

き
上



ら
う
と
し
て
は
滑



り
落

ち
、
滑



り
落

ち
て
は
砂



に
纒



は
れ
、
其
内






に
手
足





の
自
由





を
失





つ
て
、
遂



に
非
業





の
最
後





を
遂

げ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
吾
等





が
海
岸






の
家



を
出

發







す
る
時



も
、
櫻
木
大
佐









は
繰
返






し

て
『
砂



す
べ
り
の
谷



を
注
意





せ
よ
。
』
と
言

は
れ
た
が
、
吾
等





は
遂



に
※





つ
て
、
此



恐


る
可

き
死

の
谷



へ
陷
込





ん
だ
の
で
あ
る
。

『
あ
ゝ
、
大
變






な
事



を
や
つ
て
し
ま
つ
た
。
』
と
武
村
兵
曹










は
自
分





の
失
策






に
切
齒





し
た
。

我

が
鐵
車






は
、
險
山






深
林






何
處





で
も
活

動







自
在





だ
が
、
此



砂


す
べ
り
の
谷



だ
け
で
は
如

何

す
る
事



も
出

來

ぬ

の
で
あ
る
、
萬
一






を
期

し
て
、
非
常






な
力





で
、
幾
度






か
車
輪






を
廻

轉







し
て
見

た
が
全





く
無

效

だ
。
砂



に
喰
止





ま
る
事



の
出

來

ぬ
齒
輪
車









は
、
一

尺







進


ん
で
は
ズ
ル
／
″
＼
、
二
三
尺





掻
上






つ
て
は
ズ
ル
／
″
＼
。
其
内






に

車
輪






も
次
第





々
々
に
砂



に
埋

も
れ
て
、
最
早





一
寸






も
動



か
な
く
な
つ
た
。

『
絶
體
絶
命










！
。
』
と
一
同






は
嘆
息






し
た
。
之



が
普
通





の
塲
所





な
ら
、
か
ゝ
る
死

地

に
落

ち
て
も
、
鐵
車






を
ば

此

處

に
打
棄





て
ゝ
、
其



身

だ
け
免





れ
出

る
工
夫





の
無

い
で
も
な
い
が
、
千
山






萬
峰






の
奧
深






く
、
數
十
里







四
方





は
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全

く

猛
獸






毒
蛇






の
巣
窟






で
、
既



に
此
時






數
十






の
獅

子

、
猛
狒





の
類



は
此



穴


の
周
圍





に
牙



を
鳴



し
、
爪



を
磨



い
て

居

る
の
だ
か
ら
、
一
寸






で
も
鐵
檻
車









の
外



へ
出

た
ら
最
後





、
直



ち
に
無
殘





の
死

を
遂

げ
て
し
ま
う
の
だ
。
イ
ヤ

出

な
く
て
も
、
人



の
弱

點







に
乘





ず
る
事



の
早



い
猛
狒





は
、
忽





ち
彼
方





の
崖



か
ら
此
方





の
鐵
車






の
屋

根

に
飛
移






つ
て
、
鐵
檻






の
間





か
ら
猿
臂





を
延



し
て
、
吾
等





を
握



み
出

さ
ん
ず
氣
色





、
吾
等





は
一
生
懸
命










に
小
銃






を
發
射






し

た
り
、
手
鎗





を
廻



し
た
り
し
て
、
辛





じ
て
其



危
害





を
防



い
で
居

る
が
、
そ
れ
も
何

時

ま
で
續



く
事



か
、
夜

が
更

け
る
に
從





つ
て
、
猛
獸






の
勢




は

益
々






激
烈






に
な
つ
て
來

た
、
か
ゝ
る
時



に
は
盛



ん
に
火

を
焚

く
に
限



る
と
、
そ

れ
か
ら
用
意





の
篝
火






を
ど
ん
／
″
＼
燃





し
て
、
絶

え
ず
小
銃






を
發
射






し
、
ま
た
時

々







爆
裂
彈








の
殘



れ
る
を
投



飛


し
な
ど
し
て
、
漸





く
一
夜





を
明



し
た
が
、
夜

が
明

け
た
と
て
仕
方





が
な
い
、
朝
日





は
う
ら
〳
〵
と
昇



つ
て
、

東

の

方


の
赤

裸







の
山



の
頂




か

ら
吾
等





の
顏



を
照



し
た
が
、
一
同






生

き
た
顏
色







は
無

か
つ
た
。
日
出
雄
少
年









も

二
名





の
水
兵






も
默



し
て
一
言






な
く
、
稻
妻






は
終
夜







吠

え
通



し
に
吠

え
た
の
で
餘
程





疲


れ
た
と
見

え
、
私




の

傍



に

横


つ

て
居

る
。
ひ
と
り
默



つ
て
居

ら
れ
ぬ
の
は
武
村
兵
曹










で
あ
る
、
彼



は
自
分





の
失
策






か
ら
此

樣

な
事



に
な
つ

た
の
で
堪



ら
な
い

『
あ
ゝ
、
馬

鹿

な
事



を
し
た
〳
〵
。
私




の

失
策






で
、
貴
方





や
日
出
雄
少
年









を
殺



し
た
と
な
つ
て
は
大
佐
閣
下








に

言
譯






が
な
い
、
此



お
詫

び
に
は
成

る
か
、
成

ら
ぬ
か
、
一



つ
命
懸






け
で
猛
獸






共


を
追
拂






つ
て
見

る
の
だ
。
』
と

决
死





の
色



で
、
車

外







へ
飛
出





さ
う
と
す
る
。

『
無

謀

な
事



を
す
る
な
。
』
と
私




は

嚴
然






と
し
て

『
武
村
兵
曹










、
お
前



に
鬼
神





の
勇



が
あ
れ
ば
と
て
、
あ
の
澤
山






の
猛
獸






と
鬪





つ
て
何



に
な
る
。
』
と
矢
庭





に
彼
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の
肩
先






を
握



ん
で
後





へ
引
戻






し
た
。
此
時






猛
犬
稻
妻










は
、
一
聲






銃




く
唸



つ
て
立
上






つ
た
。

『
此

處

に
唯

だ
一
策






が
あ
る
よ
。
』
と
私




は

一
同






に
向



つ
た
の
で
あ
る
。

『
一
策






と
は
。
』
と
一
同






は
顏



を
上

げ
た
。

『
他



で
も
な
い
、
櫻
木
海
軍
大
佐













に
此



急
難






を
報
知





し
て
救
助





を
求



め
る
の
だ
。
』

『
大
佐





に
救
助





を
⁈
。
』
と
一
同






は
不
審
顏







。

成
程






、
此

處

か
ら
大
佐
等









の
住



へ
る
海
岸






の
家



ま
で
は
三
十
里

以
上






、
飛

ぶ
鳥



で
も
な
け
れ
ば
通



は
れ
ぬ
此



難


山


を
、
如

何

に
し
て
目
下





の
急
難






を
報
知





す
る
か
と
審





る
の
で
あ
ら
う
。

私



は

决
然






と
し
て
言

つ
た
。

『
猛
犬
稻
妻










を
使
者





と
し
て
。
』

　
　
　
　
第
二
十
回
　
猛
犬






の
使
者





　
　
　
　
　
山
又
山
を
越
え
て
三
十
里
　
　
一
封
の
書
面
　
　
あ
の
世
で
か
、
此
世
で
か
、
　
　
此
犬
尋
常
で

　
　
　
　
　
な
い
　
　
眞
黒
に
な
つ
て
其
後
を
追
ふ
た
　
　
水
樽
は
空
に
な
つ
た

　
西
暦






一
千
八
百
六
十
六
年



の
墺
普
戰
爭










に
、
敵



の
重
圍






に
陷





つ
た
る
墺
太
利
軍










の
一



偵
察
隊








は
、
敵



の
眼





を

晦


ま
さ
ん
が
た
め
、
密
書






を
ば
軍
用
犬








の
首
輪





に
附

し
て
、
其



本
陣






に
送

皈







し
た
と
い
ふ
逸
話





が
あ
る
。
近



世


で
は
、
犬



の
使
命





と
い
ふ
事



は
左
迄





珍
奇





な
事



で
は
な
い
が
、
そ
れ
と
之



と
は
餘
程





塲
合





も
異



つ
て
居

る
の

で
、
二
名





の
水
兵






は
危



ぶ
み
、
武
村
兵
曹










は
腕



を
拱





い
た
儘



、
眤



と
稻
妻






の
面





を
眺



め
た
。
日
出
雄
少
年









は
憂
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色


を
含



ん
で

『
そ
れ
で
は
、
稻
妻






は
私

共








と
別



れ
て
、
單
獨





で
、
此



淋


し
い
、
恐



ろ
し
い
山



を
越

え
て
、
大
佐





の
叔

父

さ

ん
の
家



へ
お
使
者





に
行

く
の
で
す
か
。
私




は

何

ん
だ
か
心
配






な
ん
で
す
、
稻
妻






が
い
く
ら
強



く
つ
た
つ
て
、
あ

の
澤
山






な
猛
獸






の
中



を
、
無

事

に
海
岸






の
家



へ
歸



る
事



が
出

來

ま
せ
う
か
。
』
と
進



ま
ぬ
顏



に
首



を
頂
垂





れ
た
。

如

何

に
も
其



憂
慮





は
道
理






で
あ
る
。
私




も

實


は
、
此



使
命





の
十
中



八
九
ま
で
は
遂

げ
ら
る
ゝ
事



の
難



き
を
知

つ

て
居

る
、
ま
た
、
三
年






以
來





馴

れ
親



し
ん
で
、
殆



ん
ど
畜
類






と
は
思



は
れ
ぬ
迄



愛


ら
し
く
思



ふ
此



稻
妻






に
、
些





か
で
も
辛
苦





は
見

せ
た
く
な
い
の
だ
が
、
今



は
實



に
非
常






の
塲
合





で
あ
る
、
非
常






の
塲
合





に
は
非
常






の
决
心






を

要


す
る
の
で
、
若

し
躊
躇






し
て
居

れ
ば
、
吾
等





一
同






は
み
す
〳
〵
知

る
人



も
無

き
此



山
中






の
、
草
葉





の
露



と
消

え
て
し
ま
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
成
敗






は
元



よ
り
豫

期

し
難



い
が
、
出

來

得

る
丈

け
の
手
段






は
盡



さ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
考





へ
た
の
で
、
遂



に
意

を
决



し
て
、
吾
等





は
此



急
難






を
ば
、
三
十
里

彼
方





な
る
櫻
木
大
佐









の
許



に

報


ぜ
ん
が
た
め
、
涙





を
揮



つ
て
猛
犬
稻
妻










を
ば
、
此



恐


ろ
し
き
山
中






に
使
者





せ
し
む
る
事



と
な
つ
た
。
私




は

直


ち
に
鉛
筆






を
と
つ
て
一
書






を
認





め
た
。
書
面






の
文
句





は
斯

う
で
あ
る
。

　
櫻
木
海
軍
大
佐













よ
、
世

に
禍




と

い
ふ
も
の
な
く
ば
、
此



書
面






の
達



せ
ん
頃



に
は
、
吾
等





は
再





び
貴

下

の
面
前






　
に
立

つ
可

き
筈



な
り
し
を
、
今



か
ゝ
る
文
使
者









を
送



る
事



の
、
歡





ば
し
き
運
命






に
あ
ら
ぬ
を
ば
察



し
玉



ふ
可

　
し
。
貴

下

の
委
任





を
受

け
た
る
紀
念
塔







の
建
立






は
、
首
尾





よ
く
成
就







し
た
れ
ど
も
、
其



歸

途

、
吾
等





は
自





ら

　
招



き
た
る
禍




に

よ
り
て
、
貴

下

が
住



へ
る
海
岸






よ
り
、
東
方






大
約






三
十
里

の
山
中






に
て
、
恐



る
可

き
砂



す
べ

　
り
の
谷



に
陷
落






せ
り
、
砂



す
べ
り
の
谷



は
實



に
死

の
谷



と
呼

ば
る
ゝ
如



く
、
吾
等





は
最
早





一
寸






も
動



く
事



能
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は
ず
、
加



ふ
る
に
、
猛
獸






の
襲
撃






は
益
々






甚



し

く
、
此



鐵
檻
車








を

も
危





く
せ
ん
と
す
。
今



は
死

を
待

つ
ば
か

　
り
な
り
。
即





ち
難



を
貴

下

の
許



に
報



ず
、
稻
妻






幸



に

死

せ
ず
し
て
、
貴

下

に
此



書


を
呈



す
る
を
得

ば
、
大
佐





　
よ
、
乞

ふ
策





を

廻


ら
し
て
吾
等





の
急
難






を
救



ひ
玉



へ
。

と
、
斯

く
認





め
て
筆



を
止

め
る
と
、
日
出
雄
少
年









は
沈



め
る
聲



に

『
あ
ゝ
、
大
佐





の
叔

父

さ
ん
は
、
私

共








が
今
日
歸









る
か
、
明

日

歸


る
か
と
待

つ
て
い
ら
つ
し
や
る
處





へ
、
此

樣

な
手
紙





が
行

つ
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
喫
驚






な
さ
る
事



で
せ
う
。
』
と
、
い
ふ
と
武
村
兵
曹










は
小
首





を
捻



つ
て

『
そ
こ
で
、
私




の

心
配






す
る
の
は
、
義
侠






な
大
佐
閣
下








は
、
吾
等





の
大
難






を
助



け
や
う
と
し
て
、
御
自
身









に
危

險


を
お
招



き
に
な
る
樣



な
事



は
あ
る
ま
い
か
。
』

『
其

樣

な
事



が
あ
つ
て
は
濟

ま
ぬ
ね
。
』
と
私




は

直


ち
に
文



を
續



け
た
。

　
然

れ
ど
、
大
佐





よ
、
吾
等





は
今



の
塲
合





に
於



て
、
九
死






に
一
生







を
も
得
難





き
事



を
ば
疾

く
に
覺
悟





せ
り
。
今



、

　
海
底
戰
鬪
艇












の
成
敗






を
一
身






に
擔



へ
る
貴

下

の
身
命






は
、
吾
等





の
身
命






に
比

し
て
、
幾
十
倍








日
本
帝
國










の
爲



　
に
愛
惜






す
べ
き
も
の
な
り
。
故



に
貴

下

が
、
吾
等





を
救



は
ん
と
て
、
強

い
て
危
險





を
冐



す
が
如



き
は
、
吾
等





　
の
深



く
憂



ふ
る
處





な
り
。
盖



し
、
日
本






の
臣
民






は
如

何

な
る
塲
合





に
於



て
も
、
其



身

を
思



ふ
よ
り
も
、
國



を

　
思



ふ
事



大


な
れ
ば
、
若

し
救



ふ
に
良

策







な
く
ば
、
乞

ふ
、
大
義





の
爲



に
吾
等





を
見

捨

て
玉



へ
、
吾
等





も
亦

　
た
運
命






に
安



ん
じ
て
、
骨



を
此



山
中






に
埋



め
ん
。

と
、
猶

ほ
數

行







を
書

き
加



へ
て

　
若

し
、
吾
等





が
不
幸





に
し
て
、
此



深
山






の
露



と
消

え
も
せ
ば
、
他
日





貴

下

が
、
海
底
戰
鬪
艇












の
壯
麗






な
る
甲
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板



よ
り
、
仰



い
で
芙
蓉





の
峯



を
望



み
見

ん
時



、
乞

ふ
吾
等





五
名





の
者



に
代



り
て
、
只



一
聲






、
大
日
本
帝
國












の

　
萬
歳






を
唱



へ
よ
、
吾
等





も
亦

た
幽
冥






よ
り
其



聲


に
和

せ
ん
。

斯

く
認





め
終



り
し
書
面






を
ば
幾
重





に
も
疊



み
込

み
、
稻
妻






の
首
輪





に
堅



く
結



び
着

け
た
。
犬



は
仰



い
で
私




の

顏


を
眺



め
た
の
で
、
私




は

其


眞
黒






な
る
毛

を
ば
撫

で
な
が
ら
、
人
間






に
物
語






る
が
如



く

『
こ
れ
、
稻
妻






、
汝





は
世

に
勝



れ
た
る
犬



だ
か
ら
、
總



て
の
事
情






が
よ
く
分



つ
て
居

る
だ
ら
う
、
よ
く
忍
耐






し

て
、
大
佐





の
家



に
達



し
て
呉

れ
。
』
と
、
い
ふ
と
、
稻
妻






は
恰





も
私




の

言


を
解

し
得

た
如



く
、
凛
然






と
し
て
尾

を
掉

つ
た
。
日
出
雄
少
年









は
暗
涙






を
浮



べ
て

『
私




は

本
當






に
お
前



と
別



れ
る
の
が
、
悲



し
い
よ
、
け
れ
ど
運
命






だ
か
ら
仕
方





が
無

い
の
だ
よ
、
そ
れ
で
ね
え
、

お
前



が
幸




に

、
大
佐





の
叔

父

さ
ん
の
家



に
安

着







し
て
、
萬
一






に
も
私

共








の
生
命





が
助



か
つ
た
事



な
ら
、
再





び
、
あ
の
景
色





の
よ
い
海
岸






の
砂



の
上



で
、
面
白






く
遊



ぶ
事



が
出

來

ま
せ
う
。
若

し
運
惡






く
、
お
前



が
途
中





で

死

ん
で
し
ま
つ
た
な
ら
、
私




も

追
付





け
彼
世





で
、
お
前



の
顏



を
見

る
や
う
に
な
り
ま
せ
う
よ
。
』
と
、
云

ふ
の

は
、
既



に
そ
れ
と
覺
悟





を
定



め
て
居

る
の
で
あ
ら
う
、
流
石





に
猛



き
武
村
兵
曹










も
聲



を
曇



ら
せ

『
あ
ゝ
、
皆



私



が

惡


い
の
だ
、
私




の

失
策





つ
た
ば
か
り
に
、
一
同





に
此

樣

な
憂
目





を
見

せ
る
事



か
。
』
と
深



く

嘆
息






し
た
が
、
忽





ち
心





を
取
直






し
た
樣
子





で

『
い
や
〳
〵
、
女





見

た
や
う
な
事



は
言

ふ
ま
い
。
』
と
態



と
元
氣





よ
く
、
犬



の
首
輪





を
ポ
ン
と
叩



い
て

『
こ
れ
、
稻
妻






、
し
つ
か
り
や
れ
よ
。
』
と
屹



と
其



面




を
見

詰

め
た
。

此
時






、
二
名





の
水
兵






は
、
私




の

命


に
從





つ
て
、
犬



を
抱



い
て
、
鐵
階






を
登



つ
た
、
鐵
檻






の
車





の
上



か
ら
は
前



に
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も
い
ふ
樣



に
、
砂



す
べ
り
の
谷



の
外



へ
飛
出





る
事



の
出

來

る
の
で
あ
る
。
車

外







の
猛
獸






は
、
見

る
〳
〵
内



に

氣
色





が
變



つ
て
來

た
。
隙



を
覗





つ
た
る
水
兵






は
、
サ
ツ
と
出
口





の
扉





を
排



く
と
、
途
端





、
稻
妻






は
、
猛
然






身

を

跳


ら
し
て
、
彼
方





の
岸



へ
跳

上







る
。
待
設






け
た
る
獅

子

數
頭






は
、
電
光
石
火











の
如



く
其



上


へ
飛
掛






つ
た
。

五
秒



、
十
秒



は
大
叫
喚









、
あ
は
や
、
稻
妻






は
喰
伏





せ
ら
れ
た
と
思



つ
た
が
、
此



犬


尋

常







で
な
い
、
忽





ち
む

つ
く
と
跳

ね
起

き
て
、
折



か
ら
跳



り
掛



る
一
頭






の
雄
獅





の
咽
元






に
噛
付





い
て
、
一
振





り
振

る
よ
と
見

へ
た
が
、

如

何

な
る
隙



を
や
見
出





し
け
ん
、
彼
方





に
向



つ
て
韋
駄
天
走








り
、
獅

子

の
一
群






も
眞
黒






に
な
つ
て
其



後


を
追
掛





け
た
。
見

る
〳
〵
内



に
其



形




は
一
團






と
な
つ
て
、
深
林






の
中



に
見

え
ず
な
つ
た
。
稻
妻






は
果



し
て
よ
く
此



大
使





命


を
果



す
事



が
出

來

る
で
あ
ら
う
か
。
考





へ
て
見

る
と
隨
分






覺
束






な
い
事



だ
が
、
夫



で
も
一
縷





の
望





の
繋





る
樣



に
も
感



じ
て
、
吾
等





は
如

何

に
も
し
て
生
命





の
あ
ら
ん
限



り
、
櫻
木
大
佐









の
援
助





を
待

つ
積



り
だ
。

非
常






な
困
難






の
間





に
、
三
日





は
※
去





つ
た
が
、
大
佐





か
ら
は
何



の
音
沙
汰









も
無

か
つ
た
、
ま
た
、
左

樣

容
易





く

あ
る
べ
き
筈



も
な
く
、
四
日





と
※

ぎ
、
五
日





と
※

ぎ
、
六
日





と
※

ぎ
、
其



七
日
目









ま
で
此



恐


ろ
し
き
山
中







に
、

日

を
暮



し
た
が
、
救
助





の
人



は
見

え
な
か
つ
た
。
鐵
車






の
嚴
重







な
る
事



と
、
彈
藥






を
夥




し

く
用
意





し
て
來

た
事



と
で
、
今
日






ま
で
猛
獸






の
害



を
免



か
れ
て
居

る
が
、
其
内






に
困
難






を
感



じ
て
來

た
の
は
、
糧

食








と
飮
料
水








と

の
缺
乏






と
で
あ
る
、
す
で
に
昨
日





か
ら
、
糧
食
箱










の
中



に
は
一
片






の
蒸

餅







も
無

く
な
つ
た
。
水
樽






は
空



に

な
つ
て
鐵
車
内








の
一
隅






に
横




つ

た
。
一
同






は
最
早





絶
望






の
極





に
達



し
た
の
で
あ
る
。
此



日

は
食

は
ず
、
飮

ま
ず

に
日

を
暮



し
て
、
苦



し
き
一
夜





は
、
一
睡






の
夢



を
も
結



ば
ず
翌
朝






を
迎



へ
た
が
、
ま
だ
何

ん
の
音
沙
汰









も
無

い
、

眺


め
る
と
空



に
は
雲



低


く
飛

び
、
山



又


山


の
彼

方

此

處

に
は
、
猛
獸






の
※

聲







い
よ
〳
〵
悽



ま
じ
く
、
吾
等





の
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運
命






も
最
早





是
迄






と
覺
悟





を
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
二
十
一
回
　
空
中






の
救



ひ

　
　
　
　
　
何
者
に
か
愕
い
た
樣
子
　
　
誰
か
の
半
身
が
現
は
れ
て
　
　
八
日
前
の
晩
　
　
三
百
反
の
白
絹
　

　
　
　
　
　
　
お
祝
の
拳
骨
　
　
稻
妻
と
少
年
と
武
村
兵
曹

　
指



を
屈



し
て
見

る
と
、
當
日






は
吾
等





が
海
岸






の
家



を
去

つ
て
か
ら
、
丁
度






九
日
目







で
、
兼



て
海
底
戰
鬪
艇












の

試
運
轉
式









の
日

と
定



め
ら
れ
た
る
紀
元
節







の
前
日






で
あ
る
。
若

し
此

樣

な
禍




が

起


ら
な
か
つ
た
な
ら
、
今
頃






は

既


に
大
佐





の
家



に
歸



つ
て
居

つ
て
、
あ
の
景
色





の
美



は
し
い
海
岸






の
邊



で
、
如

何

に
愉
快






な
日

を
迎



へ
て
居

る

だ
ら
う
と
考





へ
る
と
、
何

故

紀
念
塔







の
建
立






を
終



つ
た
時



に
素
直





に
元



來

た
道



を
皈



ら
な
か
つ
た
ら
う
と
、
今



更


後

悔







に
堪

え
ぬ
の
で
あ
る
。

『
あ
ゝ
、
今
迄






何


の
音
沙
汰









も
無

い
の
は
、
稻
妻






も
途
中





で
死

ん
で
し
ま
つ
た
の
で
せ
う
。
』
と
、
日
出
雄
少











年


は
悄
然






と
し
て
、
武
村
兵
曹










の
顏



を
眺



め
た
。

『
イ
ヤ
、
イ
ヤ
、
稻
妻






は
尋
常
一
樣











の
犬



で
な
い
か
ら
、
屹
度





無

事

に
海
岸






へ
は
達



し
た
ら
う
が
、
然



し
、

吾
等





の
災
難






は
非
常






な
事



だ
か
ら
、
大
佐
閣
下








で
も
容
易





に
は
救



ひ
出

す
策



が
な
く
つ
て
、
考
慮






て
居

な
さ
る

の
だ
ら
う
。
ま
あ
〳
〵
、
失
望






し
な
い
で
、
生
命
限







り
待

つ
事



だ
。
』
と
、
武
村
兵
曹










は
態



と
元
氣





よ
く
言
放






つ
て
、
日
出
雄
少
年









の
首
筋






を
抱



い
た
。
二
名





の
水
兵






は
淋



し
氣

に
顏



を
見
合





せ
た
。

實


に
、
世

の
中



に
は
人
間






の
力





に
及



ぶ
事



と
、
及



ば
ぬ
事



と
が
あ
る
。
人
間






の
力





に
及



ぶ
事



な
ら
、
あ
の
智

惠
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逞


ま
し
き
櫻
木
大
佐









に
不
能





と
い
ふ
事



は
あ
る
ま
い
が
、
今

日

ま
で
、
何



の
音
沙
汰









の
無

く
打
※





ぎ
て
居

る
の

を
見

る
と
、
た
と
へ
、
猛
犬
稻
妻










は
無

事

に
使
命





と
果



し
た
に
し
ろ
、
吾
等






を
此



危
難





か
ら
救



ひ
出



す
事



は
、

大
佐





の
智

惠

で
も
迚



も
及



ば
ぬ
の
で
あ
ら
う
と
、
私




は

深


く
心





に
决



し
た
が
、
今



の
塲
合





だ
か
ら
何



も
言

は
な

い
。

此
時






不

意

に
、
車

外







の
猛
獸






の
群



は
何
者






に
か
愕





い
た
樣
子





で
、
一
時





に
空



に
向



つ
て
唸



り
出

し
た
。
途
端





、

何
處





と
も
な
く
、
微



か
に
一
發






の
銃
聲






！

一
同






は
飛
立





つ
て
、
四
方





を
見
廻





し
た
が
、
何



も
見

え
な
い
。
偖



は
心





の
迷





で
あ
つ
た
ら
う
か
と
、
互





に
顏



を

見
合





す
時



、
ま
た
も
一
發






ド
ガ
ン
！
　
ふ
と
、
大
空






を
仰



い
だ
武
村
兵
曹










は
、
破
鐘






の
や
う
に
叫



ん
だ
。

『
輕
氣
球








！
　
輕
氣
球








！
。
』

見

る
と
、
太
陽






が
キ
ラ
〳
〵
と
輝





い
て
居

る
東





の
方



の
、
赤

裸







の
山



の
頂




を

斜




に
掠



め
て
、
一
個





の
大
輕
氣








球


が
風



の
ま
に
〳
〵
此
方





に
向



つ
て
飛

ん
で
來

た
。

『
や
ア
、
大
佐





の
叔

父

さ
ん
が
、
風
船






で
救



け
に
來

た
ん
だ
よ
〳
〵
。
』
と
日
出
雄
少
年









は
雀

躍







し
た
。

『
早



く
、
早



く
、
先
方





で
は
吾
等





を
搜
索






し
て
居

る
の
だ
、
早



く
、
此
方





の
所
在





を
知

ら
せ
ろ
ツ
。
』
と
、
私






が
叫



ぶ
聲



の
下



に
、
武
村
兵
曹










と
二
名





の
水
兵






と
は
、
此
時






數
個





殘


つ
て
居

つ
た
爆
裂
彈








を
一
時





に
投

げ
出

し

た
。
山



も
、
谷



も
、
一
時





に
顛
倒






す
る
樣



な
響





と
共



に
、
黒
煙






パ
ツ
と
立
昇






る
。
猛
獸
羣








は
不

意

に
驚





い
て
、

周
章
狼
狽









て
逃

げ
失

せ
る
。
輕
氣
球








の
上



で
は
、
忽





ち
吾
等





の
所
在





を
見
出





し
た
と
見

へ
、
搖
藍






の
中



か
ら
誰

人

か
の
半
身






が
現



は
れ
て
、
白



い
手

巾








が
、
右



と
、
左





に
フ
ー
ラ
〳
〵
と
動



い
た
。
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頓


て
氣
球






は
だ
ん
〳
〵
と
接
近






し
て
、
丁
度






鐵
車






の
直



上


五
十
呎




ば

か
り
に
な
る
と
、
空
中






か
ら
大
聲






で

『
一
同






無

事

か
。
』
と
叫



ん
だ
の
は
、
懷



か
し
や
、
櫻
木
海
軍
大
佐













の
聲



、
同
時





に
、
今



一
人





乘
組





ん
で
居

つ

た
馴
染





の
顏



の
水
兵






が
、
機
敏





に
碇

綱







を
投

げ
る
と
、
そ
れ
が
巧



く
鐵
檻
車









の
一
端






に
止



つ
た
の
で
、
『
そ

れ
ツ
。
』
と
い
ふ
聲



諸
共






、
吾
等





は
鐵
車






の
扉





を
跳

ね
除

け
、
猿





の
如



く
綱



を
傳



つ
て
昇



り
出

し
た
。
丁
度






此


時


、
一
度





逃
去





つ
た
る
猛
獸






は
、
再





び
其

處

此

處

の
森

林

か
ら
現



は
れ
て
來

た
が
、
つ
る
〳
〵
と
空
中






に
、
昇



つ
て
行

く
吾
等





の
姿





を
見

て
、
一
種






異
樣





に
咆
哮






し
た
。
遂



に
、
吾
等





五
人





は
安
全






に
、
輕
氣
球








へ
達



し
た
。

大
佐





の
顏



を
見

る
よ
り
日
出
雄
少
年









は

『
叔

父

さ
ん
、
稻
妻






は
、
稻
妻






は
　
　
。
』

大
佐





は
笑



つ
て

『
無

事

だ
よ
、
無

事

だ
よ
。
』

私



と

二
名





の
水
兵






と
は
、
餘



り
の
※



し
さ
に
一
言






も
無

か
つ
た
。
武
村
兵
曹










は
何



よ
り
前



に
自
分





の
大
失
策








を

白

状







し
て
、
頻



り
に
頭





を
掻

い
た
。
此
時






如

何

に
※



し
く
、
ま
た
、
如

何

な
る
談
話





の
あ
つ
た
か
は
只



諸
君






の
想
像






に
任



せ
る
が
、
茲



に
一
言






記


し
て
置

か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
此



大
輕
氣
球










の
事



で
あ
る
。

櫻
木
大
佐









の
話



す
處





に
よ
る
と
、
此



日

か
ら
丁
度






八
日





前


の
晩



（
即





ち
吾
等





が
犬



の
使
者





を
送



つ
た
其
日





の
夜



で
あ
る
。
）
猛
犬
稻
妻










が
數



ヶ
所



の
傷



を
負

ひ
、
血

に
染

み
て
歸



つ
て
來

た
の
で
、
初



め
て
吾
等





の
大
難






が
分



り
、
そ
れ
よ
り
海
岸






の
家



は
沸

く
が
如



き
騷



ぎ
で
、
種
々







評
議






の
結
果






、
此



危
急





を
救



ふ
に
は
、
輕
氣
球








を
飛

ば
す
よ
り
他



に
策



は
無

い
と
い
ふ
事



に
定





つ
た
が
、
氣
球






を
作



る
事



は
容
易





な
業



で
は
な
い
、
幸




に

も
、
材
料
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は
甞



て
、
浪



の
江
丸





で
本
島






に
運



ん
で
來

た
諸



品


の
内



に
あ
つ
た
の
で
直



ち
に
着

手







し
た
が
、
其
爲






に
少



な

か
ら
ぬ
勞
力






と
、
諸
種






の
重
要







な
る
藥
品
等








を
費





し
た
は
勿
論






、
海
底
戰
鬪
艇












の
内
部





各
室






の
裝
飾
用









に
と
、

遙

る
／
″
＼
本
國









か
ら
携





へ
て
來

た
三
百
餘
反





の
白
絹






を
ば
、
悉
皆






使
用





し
て
し
ま
つ
た
相



だ
。
此
事






を
語



つ

て
櫻
木
大
佐









は
笑



ひ
な
が
ら

『
諸
君






は
好
奇
心







か
ら
禍




を

招


い
た
罰



と
し
て
、
海
底
戰
鬪
艇












の
竣

成







し
た
曉




に

も
、
裝
飾





の
無

い
船
室






に

辛
房






せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
よ
。
』

一
同






は
た
ゞ
頭





を
掻

く
の
み

『
は
い
、
は
い
、
ど
ん
な
事



で
も
〳
〵
。
』
と
、
答



へ
た
が
、
夫



に
就

け
て
も
氣
遣





は
し
き
は
海
底
戰
鬪
艇












の

工
事





の
、
吾
等





が
斯



る
騷
動





を
引
起






し
た
爲



に
、
痛



く
妨





げ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
私




は

口
籠






り
な

が
ら
問

ひ
か
け
る
と
、
大
佐





は
悠
々






と
し
て

『
い
や
、
豫
定
通







り
、
明
日






が
試
運
轉
式









で
、
そ
れ
よ
り
一
週
間









以
内





に
は
、
本
島






を
出

發







す
る
事



が
出

來

ま
せ
う
。
』
と
言

ひ
つ
ゝ
、
日
出
雄
少
年









に
向



つ
て

『
少
年






よ
、
待



に
待

つ
た
る
富
士
山









を
見

る
の
も
遠



い
事



で
は
な
い
よ
。
』

一
同






は
意
外






の
喜
悦






に
顏



を
見

合

は
し
た
。
武
村
兵
曹










は
我



を
忘



れ
て
大
聲






に

『
ほ
ー
、
え
れ
い
勢




だ

、
一
方






で
は
輕
氣
球








を
作





へ
な
が
ら
、
海
底
戰
鬪
艇












も
豫
定
通







り
に
竣

成







し
た
と
な

る
と
、
吾
等





が
馬

鹿

を
見

て
居

つ
た
間





に
、
大
佐
閣
下








も
、
其



餘

の
水
兵






共


も
、
寢

な
い
で
働





い
た
譯



だ
な
。
』

大
佐





は
微
笑





と
共



に
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『
武
村
兵
曹










、
お
前



の
失
策






の
爲

め
に
、
八
日
間







一
睡






も
し
な
い
で
働





い
た
水
兵






も
あ
つ
た
よ
。
』

兵
曹






は
頭





を
垂

れ
た
、
私




も

耳


が
痛



か
つ
た
。
話





の
間





に
、
輕
氣
球








は
、
か
の
恐



ろ
し
き
山



と
森



と
谷



と
、
又

た
惜



む
可

き
　
　
然

れ
ど
今



は
要



な
き
鐵
檻
車









と
を
後



に
し
て
、
風



の
ま
に
〳
〵
空
中






を
飛
行





し
て
、
其
日





午

後

三
時

四
十
分



項


、
吾
等





は
再





び
、
懷



か
し
き
海
岸






の
景
色





を
夢



の
や
う
に
見

お
ろ
し
た
時



、
海
岸






に
殘



れ

る
水
兵
等







も
吾
等





と
認



め
た
と
覺

ぼ
し
く
、
屏
風
岩







の
上



か
ら
、
大
佐





の
家



か
ら
、
手

に
〳
〵
帽



を
振

り
、
手



巾





を
振
廻






し
つ
ゝ
、
氣
球






の
降



る
と
見

え
し
海
濱





を
指

し
て
、
蟻



の
や
う
に
集





つ
て
來

る
。
其



眞
先






に
砂






塵

を
蹴

立

て
ゝ
、
驅



つ
て
來

る
の
は
ま
さ
し
く
猛
犬
稻
妻










！

遂


に
、
吾
等





は
、
大
佐





の
家



か
ら
四
五
町





距




つ
た
海
岸






に
降
下





し
た
。
勢




よ

き
水
兵
等







の
歡
呼






に
迎



へ
ら
れ
て
、

輕
氣
球








を
出

る
と
、
日
出
雄
少
年









は
、
第
一






に
稻
妻






の
首
輪





に
抱
着





い
た
。
二
名





の
水
兵






は
仲
間





の
一
群






に
追

廻


は
さ
れ
て
、
※



と
叫



び
な
が
ら
逃
廻






つ
た
。
そ
れ
は
「
命

拾







ひ
の
お
祝





」
に
、
拳
骨






が
一



つ
宛



振
舞





は

れ
る
の
で
『
之



は
堪



ら
ぬ
』
と
逃

げ
出

す
次
第





だ
。
勿
論






戯

謔







だ
が
隨
分






迷
惑






な
事



だ
。
大
佐





は
笑



ひ
な
が

ら
徐



か
に
歩



み
出

す
と
、
一
同






は
吾
等





の
前
後
左
右








を
取
卷





い
て
、
家
路





に
迎



ふ
。
途
中





、
武
村
兵
曹










は
大
得





意


で
、
ヤ
ン
ヤ
〳
〵
の
喝
釆






の
眞
中






に
立

つ
て
、
手

を
振

り
口
沫






を
飛



し
て
、
今

回







の
冐
險
譚








を
は
じ
め
た
。

此


男




は
正
直






だ
か
ら
、
猛
狒





退
治





の
手
柄
話








は
勿
論






、
自
分





の
大
失
策








を
も
、
人
一
倍








の
大
聲






で
や
ツ
て
退

け

た
。

か
く
て
、
吾
等





は
大
暴
風
雨









の
後



に
、
晴
朗






な
天
氣





を
見

る
や
う
に
、
非
常






の
喜





び
を
以



て
大
佐





の
家



に
着

い

た
。
そ
れ
か
ら
、
吾
等





が
命

拾







ひ
の
お
祝



ひ
や
ら
、
明

日

の
凖
備






や
ら
で
大
騷






ぎ
。
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第
二
十
二
回
　
海



の
禍






　
　
　
　
　
孤
島
の
紀
元
節
　
　
海
軍
大
佐
の
盛
裝
　
　
海
岸
の
夜
會
　
　
少
年
の
劍
舞
　
　
人
間
の
幸
福
を

　
　
　
　
　
嫉
む
惡
魔
の
手
　
　
海
底
の
地
滑
り
　
　
電
光
艇
の
夜
間
信
號

　
二
月





十
一
日



、
待



に
待



つ
た
る
紀
元
節







の
當
日






と
は
な
つ
た
。
前
夜





は
、
夜
半





ま
で
大
騷






ぎ
を
や
つ
た
が
、

な
か
〳
〵
今

日

は
朝
寢





ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
拂
曉






に
目

醒

め
て
、
海
岸






へ
飛
出





し
て
見

る
と
、
櫻
木
海
軍
大
佐













、

日
出
雄
少
年









武
村
兵
曹
等











は
既



に
浪
打
際








を
逍
遙






し
な
が
ら
、
い
づ
れ
も
喜
色
滿
面










だ
。
大
海
原








の
東





の
極





か

ら
、
う
ら
〳
〵
と
昇



つ
て
來

る
旭





の
光





も
、
今

日

は
格
別






に
麗



は
し
い
樣



だ
。
あ
の
日

の
出

づ
る
邊



、
我



故
國





で
は
今
頃






は
定



め
て
、
都
大
路








の
繁
華






な
る
處





よ
り
、
深
山





の
奧



の
杣



の
伏
屋





に
到



る
ま
で
、
家
々






戸



に
日

の
丸



の
國
旗





を
飜




し

て
、
御
國





の
榮





を
祝



つ
て
居

る
事



で
あ
ら
う
。
吾
等





遠


く
印
度
洋







の
此



孤
島







に
距





つ
て
居

つ
て
も
、
么

※

し
て
此



日

を
祝



は
ず
に
居

ら
れ
や
う
、
去
年






も
、
一
昨
年









も
、
當
日






は
終
日






業


を
休



ん
で
、
心





ば
か
り
の
祝
意






を
表





し
た
が
、
今
年





の
今

日

と
い
ふ
今

日

は
、
啻



に
本
國






の
大
祭
日








ば
か
り
で
は
な
い
、
吾
等





の
爲



に
は
、
終
世






の
紀
念





と
も
な
る
可

き
、
海
底
戰
鬪
艇












の
首
尾





よ
く
竣

成







し
て
、
初



め
て
海



に
浮



び
出

る

當
日






で
あ
れ
ば
、
其



目

出

度

さ
も
亦

た
格
別






で
あ
る
。
昨
夜





以
來





我


朝
日
島







の
海
岸






は
、
手

の
及



ぶ
限



り
裝






飾

さ
れ
た
。
大
佐





の
家



は
隙
間





も
な
く
日

の
丸



の
國
旗





に
取
卷





か
れ
て
、
其



正
面






に
は
、
見
事





な
緑
門





も
出

來

た
。
荒
浪






の
※
々






と
打
寄





す
る
岬





の
一
端






に
は
、
高



き
旗
竿






が
立

て
ら
れ
て
、
一
夜
作







り
の
世
界





※
國






の
旗



は
、
其



竿
頭






か
ら
三
方






に
引

か
れ
た
綱



に
結



ば
れ
て
、
翩
々






と
風



に
靡



く
、
其



頂
上






に
は
我

が
譽





あ
る
日
章
旗
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は
、
恰





も
列
國






を
眼
下





に
瞰

お
ろ
す
が
如



く
、
勢




よ

く
飜




つ

て
居

る
。
海
濱






の
其

處

此

處

に
は
、
毛
布





や
、
帆

布


や
、
其
他






樣

々







の
武
器
等









を
應
用






し
て
出

來

た
、
富
士
山









の
摸
形





だ
の
、
二
見





ヶ
浦



の
夕
景
色







だ
の
、
加

藤
清
正








の
虎
退
治







の
人

形







だ
の
が
、
奇
麗





な
砂



の
上



に
ズ
ラ
リ
と
並



ん
だ
。
ま
た
彼
方





で
は
、
一
團






の
水
兵






が
ワ
イ
〳
〵
と
騷



い
で
居

る
の
で
、
何
事






ぞ
と
眺



め
る
と
、
其

處

は
小
高





い
丘



の
麓





で
、
椰

子

や
橄
欖






の
葉

が

青
々






と
茂



り
、
四
邊





の
風
景





も
一
際






美


は
し
い
の
で
、
今
夜





は
此

處

に
陣
屋





を
構



へ
て
、
大
祝
賀
會











を
催





す

と
の
事



、
其



仕
度





に
帆
木
綿









や
、
檣




の

古


い
の
や
、
倚

子

や
、
テ
ー
ブ
ル
を
擔



ぎ
出

し
て
、
大
騷






ぎ
の
最
中






。

頓


て
海
底
戰
鬪
艇












が
、
い
よ
〳
〵
秘
密
造
船
所











を
出

づ
る
可

き
筈



の
午
前





九

時

に
な
る
と
、
一
發






の
砲
聲






が
轟





い
た
。
そ
れ
と
同
時





に
、
一
旦






家


に
歸



つ
た
櫻
木
海
軍
大
佐













は
、
金



モ
ー
ル
の
光





燦
爛






た
る
海
軍
大
佐









の
盛
裝






で
、
一
隊






の
水
兵






を
指

揮

し
て
、
屏
風
岩







の
下



な
る
秘
密
造
船
所











の
中



へ
と
進
入






つ
た
。
私




と

、
日
出
雄
少
年









と
、
他



に
一
群






の
水
兵






と
は
、
陸



に
留





つ
て
、
其



試
運
轉







の
光

景







を
眺



め
つ
ゝ
、
花
火





を
揚

げ
、
旗



を
振

り
、

大
喝
采








を
や
る
積



り
だ
。

九
時

三
十
分



、
第
二





の
砲
聲






と
共



に
、
我

が
驚





く
可

き
海
底
戰
鬪
艇












は
遂



に
海
中






に
進
水






し
た
。
艇

長







百
三

十
呎




、

全
面






雪
白






の
電
光
艇









が
、
靜



か
に
波
上






に
泛



ん
だ
時



の
勇



ま
し
さ
、
櫻
木
海
軍
大
佐













は
軍
刀






を
か
ざ

し
て
觀

外

塔

上













に
立

ち
、
一
聲






叫


ぶ
號
令






の
下



に
、
艇



は
流
星






の
如



く
疾
走






し
た
、
第
二





の
號
令






と
共



に
、

甲
板






は
自
然





に
閉

ぢ
、
水
煙






空


に
飛

ぶ
よ
と
見

え
し
、
艇



は
忽
然






波
底





に
沈



み
、
沈



ん
で
は
浮



び
、
浮



ん
で
は

沈


み
、
右



に
、
左





に
、
前



に
、
後





に
、
神
出
鬼
沒










の
活

動







は
、
げ
に
や
天
魔





の
業



か
と
疑





は
る
ゝ
、
折



か
ら

遙


か
の
沖



に
當



つ
て
、
小
山





の
如



き
數
頭






の
鯨

群








は
、
潮





を
吹

い
て
游



い
で
來

た
。
物



の
數



に
も
足

ら
ぬ
海
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な
れ
ど
、
あ
れ
を
敵
國






の
艦
隊






に
譬



ふ
れ
ば
如

何

に
と
、
電
光
艇









は
矢
庭





に
三
尖
衝
角











を
運
轉






し
て
、
疾



風


電
雷






の
如



く
突
進






す
れ
ば
、
あ
は
れ
、
海



の
王



な
る
巨
鯨






の
五
頭





七
頭






は
微
塵





と
な
つ
て
、
浪



を
血
汐





に
染

め
た
。
更



に
新
式
魚
形
水
雷














の
實

力







如

何

に
と
、
艇



は
海
底






を
龍





の
如



く
疾
走






し
つ
ゝ
洋

上







の
巨
巖






目

掛

け
て
射
出





す
一
發






二
發





、
巨
巖






碎


け
飛

ん
で
、
破
片





波


に
跳



つ
た
。
忽





ち
電
光
艇









の
甲
板






に
は
歡
呼






の
聲



が

起


つ
た
。
そ
れ
と
同
時





に
、
吾
等





陸

上







の
一
同






は
萬
歳






を
叫



ぶ
、
花
火





を
揚

げ
る
、
旗



を
振

る
、
日
出
雄
少











年


は
夢
中





に
な
つ
て
、
猛
犬
稻
妻










と
共



に
、
飛
鳥






の
如



く
海
岸






の
砂



を
蹴

立

て
ゝ
奔
走






し
た
。
實



に
此



島


在

つ

て
以
來





の
大
盛
况








※

兎
角





す
る
程



に
、
海
底
戰
鬪
艇












は
試
運
轉







を
終



り
、
櫻
木
海
軍
大
佐













は
再





び
一
隊






を
指

揮

し
て
上

陸







し
た
。

電
光
艇









は
恰





も
勇
士





の
憩



う
が
如



く
、
海
岸






間
近





く
停
泊






し
て
居

る
。

さ
て
夫



よ
り
は
、
紀
元
節







の
祝
賀






と
、
此



大




な
る
成
功






の
祝





と
で
沸

く
が
如



き
騷



ぎ
、
夜



に
な
る
と
、
兼



て
設



け
ら
れ
た
る
海
岸






の
陣
屋





で
大
祝
賀
會











が
始



ま
つ
た
。
其
塲





の
盛
况






は
筆



に
も
言
葉





に
も
盡



さ
れ
な
い
。
茶



番


を
や
る
水
兵






も
あ
る
、
軍
樂






を
奏



す
る
仲
間





も
あ
る
、
武
村
兵
曹










は
得
意





に
、
薩
摩
琵
琶











『
河
中
島








』
の
一



段


を
語



つ
た
。
此



男




に
、
此

樣

な
隱



し
藝



が
あ
ら
う
と
は
今

日

ま
で
氣

付

か
な
か
つ
た
。
特



に
櫻
木
海
軍
大
佐













の
朗
々






た
る
詩
吟





に
つ
れ
て
、
何

時

覺


え
た
か
、
日
出
雄
少
年









の
勇



ま
し
き
劍
舞





は
當
夜





の
華



で
、
私




が

無
藝





の
た
め
に
、
只
更






頭




を
掻

い
た
の
と
共



に
、
大
拍
手








大
喝
釆








で
あ
つ
た
。

か
く
て
、
此



會




の
全





く
終



つ
た
の
は
夜



の
十
一
時

※


で
あ
つ
た
。
櫻
木
大
佐









は
、
す
で
に
海
底
戰
鬪
艇












も
海






上

に
浮



ん
だ
の
で
、
其



甲
板






を
守



ら
ん
が
爲

め
に
、
武
村
兵
曹










を
は
じ
め
一
隊






の
水
兵






を
引
卒






し
て
艇
中






に
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赴

い

た
。
殘



り
一
群






の
水
兵






と
、
私




と

、
日
出
雄
少
年









と
は
、
未

だ
艇



に
乘
組





む
必
要






も
無

い
の
で
、
再





び
海



岸


の
家



へ
歸



つ
た
の
で
あ
る
。

誰


で
も
左

樣

だ
が
、
非
常






に
※



し
い
時



に
は
と
て
も
睡
眠






な
ど
の
出

來

る
も
の
で
な
い
。
で
、
家



に
歸



つ
た
る

吾
等





の
仲
間





は
、
そ
れ
か
ら
ま
た
一
室





に
集





つ
て
、
種
々







の
雜
談






に
耽



つ
た
。
※



の
硝
子
越









し
に
海

上







を
眺



め
る
と
、
電
光
艇









は
星



の
光





を
浴

び
て
悠
然






と
波
上






に
浮



ん
で
居

る
、
あ
ゝ
此



艇


も
か
く
竣

成







し
た
以
上






は
、
今



か
ら
一
週
間









か
、
十
日

以
内





に
は
、
萬
端






の
凖
備






を
終



つ
て
、
此



島


を
出

發







す
る
事



が
出

來

る
で

あ
ら
う
。
此



島


を
出

發







し
た
ら
も
う
締



た
も
の
だ
、
一
時
間







百
海
里








前
後





の
大
速
力









は
、
印
度
洋







を
横
切





り
、
支
那
海









を
※

に
在

る
濱
島
武
文










　
　
若

し
ま
た
春
枝
夫
人








が
此
世





に
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
如

何

に
驚





き
且

つ
喜





ぶ
事



で
あ
ら
う
。
斯

う
考





へ
る
と
、
實



に
愉
快






で
〳
〵
堪



ら
ぬ
、
今



や
吾
等





の
眼





に
は
、
た
ゞ
希
望





の
光





の
輝





く
の
み
で
、
誰



か
人
間






の
幸
福






を
嫉



む
惡
魔





の
手

が
、
斯



る
時



　
　
か
ゝ
る
間
際





に
兎
角





大
厄
難








を
誘
起






す
も
の
で
あ
る
な
ど
ゝ
心
付






く
者



が
あ
ら
う
。

然


る
に
、
人
間






の
萬
事





は
、
實



に
意
外






の
又



意
外






、
此



喜
悦






の
最
中






に
非
常






な
事
變





が
起



つ
た
。

刻


は
、
草
木





も
眠



る
、
一
時





と
二

時

と
の
間





、
談
話





暫
時





途

絶

え
た
時



、
ふ
と
、
耳



を
澄



す
と
、
何
處





と
も
な

く
轟
々






と
、
恰





も
遠
雷






の
轟





く
が
如



き
響





、
同
時





に
戸
外






で
は
、
猛
犬
稻
妻










が
け
た
ゝ
ま
し
く
吠
立





て
る
の
で
、

吾
等





は
驚





い
て
立
上






る
、
途
端





も
あ
ら
せ
ず
！
　
響





は
忽





ち
海

上







に
當



つ
て
、
天
軸






一
時





に
碎



け
飛

ぶ
が
如



く
、
一
陣






の
潮
風






は
波



の
飛
沫






と
共



に
、
サ
ツ
と
室
内






に
吹
付





け
た
。

『
大
海
嘯







！
　
大
海
嘯







！
。
』
と
一
同






は
絶
叫






し
た
よ
。

155



周
章
狼
狽









戸
外






に
飛
出





し
て
見

る
と
、
今
迄






は
北
斗
七
星









の
爛
々






と
輝





い
て
居

つ
た
空



は
、
一
面






に
墨



を
流



せ

る
如



く
、
限



り
な
き
海
洋






の
表
面







は
怒
濤





澎
湃






、
水
煙






天


に
漲





つ
て
居

る
。

此


海
嘯





は
後



に
分



つ
た
が
、
印
度
洋







中


マ
ル
ダ
イ
　ヷ
島



附
近





の
海
底






の
地
滑





り
に
原
因






し
て
、
亞

弗

利

加

の
沿



岸


か
ら
、
亞

剌

比

亞

地
方





へ
か
け
て
、
非
常






な
損
害






を
與



へ
た
相



だ
が
、
其



餘

波

が
此



孤
島







ま
で
押
寄





せ
て
來

た
の
で
あ
る
。

兎

に
角



非
常






な
騷
動






！

幸
福






に
も
吾
等





の
家



は
、
斷
崖






の
絶
頂






に
建

て
ら
れ
て
居

つ
た
の
で
、
此



恐


る
可

き
惡
魔





の
犧
牲





と
な
る
事



丈

け
は
免



か
れ
た
。
け
れ
ど
、
そ
れ
と
同
時





に
、
第
一






に
吾
等





の
胸



を
打

つ
た
の
は
、
櫻
木
大
佐
等










の
乘
込





め
る

海
底
戰
鬪
艇












の
安
否





で
あ
る
。
天



は
暗



い
、
地

も
暗



い
、
海



の
面





は
激
浪






逆
卷





き
、
水
煙






跳


つ
て
、
咫
尺





も
辨



ぜ
ぬ
有
樣






、
私




は

氣

も
氣

で
な
く
、
直



ち
に
球

燈







を
點



じ
て
驅

け
出

す
と
、
日
出
雄
少
年









も
水
兵
等







も
齊



し

く
手

に
〳
〵
松
明






を
か
ざ
し
て
、
斷
崖






の
尖
端






に
立

ち
、
聲



を
限



り
に
叫



び
つ
ゝ
火
光







を
縱

横







に
振
廻






し
た
。

吾
等





の
叫

聲







は
忽





ち
怒
濤





の
響





に
打
消





さ
れ
て
し
ま
つ
た
が
、
只



見

る
、
黒
暗
々








た
る
遙



か
〳
〵
の
沖



に
當



つ
て
、
一
點






の
燈

光







ピ
カ
リ
〳
〵
。

ま
さ
し
く
、
海
底
戰
鬪
艇












よ
り
の
夜
間
信
號









！

其


信
號






に
曰



く

　
電
光
艇









は
無

事

な
り
！
　
電
光
艇









は
無

事

な
り
！
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第
二
十
三
回
　
十
二
の
樽



　
　
　
　
　
海
底
戰
鬪
艇
の
生
命
　
　
人
煙
の
稀
な
橄
欖
島
　
　
鐵
の
扉
は
微
塵
　
　
天
上
か
ら
地
獄
の
底
　

　
　
　
　
　
　
其
樣
な
無
謀
な
事
は
出
來
ま
せ
ん
　
　
無
念
の
涙

　
大
海
嘯







後

の
光

景







は
、
實



に
慘
憺






た
る
も
の
で
あ
つ
た
。

翌
朝






に
な
つ
て
見

る
と
、
海
潮






は
殆





ど
平

常







に
復



し
た
が
、
見
渡





す
限



り
、
海
岸






は
、
濁
浪






怒
濤





の
爲



に
荒



さ
れ
て
、
昨
日





美


は
し
く
飾
立






て
ゝ
あ
つ
た
砂

上







の
清
正






の
人

形







も
、
二
見





ヶ
浦



の
模
形





も
、
椰
子
林







の

陣
屋





も
、
何
處





へ
押
流






さ
れ
た
か
影



も
形





も
な
く
、
秘
密
造
船
所











も
一
時





は
全





く
海
水






に
浸



さ
れ
た
と
見

え
て
、

水
面






か
ら
餘
程





高


い
屏
風
岩







の
尖
頭






に
も
、
醜





き
海
草






の
殘



さ
れ
て
、
其



海
草






か
ら
滴





り
落

つ
る
水
玉






に
、
朝

日


の
光





の
異
樣





に
反
射






し
て
居

る
な
ど
、
實



に
荒

凉








た
る
有
樣






で
あ
つ
た
。

此
時






、
電
光
艇









は
遙



か
の
沖



か
ら
海
岸






に
近





き
來



り
、
櫻
木
海
軍
大
佐













は
、
無

事

に
一
隊






の
水
兵






と
共



に
上



陸




し
て
來

た
の
で
、
陸

上







の
一
同






は
直



ち
に
其

處

に
驅
付





け
た
。
吾
等





の
爲



に
は
、
海
底
戰
鬪
艇












が
無

事

で
あ
つ
た
事



が
何

よ
り
※



し
い
。

私



は

滿
面






に
笑



を
湛



え
て
大
佐





の
手

を
握



り
、
か
ゝ
る
災
難






の
間





に
も
互





の
身

の
無

事

な
り
し
事



を
よ
ろ
こ
び
、

さ
て

『
昨
夜





、
海

上







の
光

景







は
ど
ん
な
で
し
た
か
。
』
と
言

ひ
な
が
ら
、
し
げ
〳
〵
と
大
佐





の
顏



を
眺



め
た
が
、

實


に
驚





い
た
。
日
頃





沈

着







で
、
何
事






に
も
動
顛






し
た
事



の
な
い
大
佐





の
面





に
は
、
此
時






何
故






か
、
心
痛






極




り

な
き
色



が
見

え
た
の
で
あ
る
。
大
佐





ば
か
り
で
な
い
、
快

活








な
る
武
村
兵
曹










も
、
其
他





の
水
兵
等







も
、
電
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光
艇





よ
り
上

陸







し
た
一
同






は
、
悉





く

色
蒼






ざ
め
、
頭





を
垂

れ
て
、
何
事






を
か
深



く
考





へ
て
居

る
樣
子





。

私



は

胸


う
た
れ
て
、
急



ぎ
問

ひ
か
け
た
。

『
何



か
變



つ
た
事



で
も
起



り
ま
し
た
か
、
若

し
や
、
昨
夜





の
海
嘯





の
た
め
に
、
海
底
戰
鬪
艇












に
破
損





で
も
生



じ

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
』

『
否



。
』
と
大
佐





は
靜



か
に
顏



を
上

げ
た
。

『
電
光
艇









の
船
體






に
は
、
何



も
異
状






は
あ
り
ま
せ
ん
が
　
　
。
』
と
い
ひ
な
が
ら
、
眤



と
私




の

顏


を
眺



め
て

『
然



し
、
昨
夜





の
海
嘯





は
、
吾
等





一
同






を
希
望





の
天

上







よ
り
、
絶
望






の
谷
底






へ
蹴
落





し
た
と
思



は
れ
ま
す
。
』

『
な
、
な
、
何

故

で
す
か
。
』
と
、
陸



の
仲
間





は
一
時





に
顏
色







を
變

へ
た
の
で
あ
る
。
大
佐





は
、
直



ち
に
此



問


に
は
答



へ
ん
と
は
せ
で
、
頭





を
廻



ら
し
て
、
彼
方





な
る
屏
風
岩







の
方



を
眺



め
た
が
、
沈
欝






な
る
調
子






で

『
君



は
今
朝






に
な
つ
て
、
秘
密
造
船
所











の
内
部





を
檢
査





し
ま
し
た
か
。
』

『
い
や
、
未

だ
で
す
。
』
と
私




は

答


へ
た
。
若

し
、
大
海
嘯







が
今



か
ら
二
三
日



以
前





の
事



で
、
海
底
戰
鬪
艇












が

未

だ
船
渠





を
出

ぬ
内



な
ら
、
第
一






に
警
戒






す
べ
き
塲
所





は
其

處

だ
が
、
今



は
、
左

迄

で
急



い
で
、
檢
査





す
る
必



要


も
無

い
と
考





へ
た
の
で
あ
る
。
然



る
に
、
大
佐





の
言
葉





と
、
其



顏
色






と
で
察



す
る
と
、
其



心
痛






の
源




は

何

ん

で
も
其

處

に
起



つ
た
ら
し
い
、
私




は

急


ぎ
言



を
つ
ゞ
け
た
。

『
未

だ
實
見






は
し
ま
せ
ん
が
、
御
覽





の
通



り
、
海
面






か
ら
餘
程





高


い
あ
の
屏
風
岩







の
尖
頭






に
も
、
海
草






が
打
上





げ
ら
れ
た
程



で
す
か
ら
、
秘
密
造
船
所











の
内
部





は
無
論





海
潮






の
浸
入






の
た
め
に
、
大
損
害








を
蒙





つ
た
事



で
せ
う
、

そ
れ
が
何



か
憂



ふ
可

き
事



の
原
因






と
な
る
の
で
す
か
。
』
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『
無
論





で
す
。
』
と
大
佐





は
胸



に
手

を
措

い
て

『
君



は
忘



れ
ま
し
た
か
、
秘
密
造
船
所











の
中



に
は
、
未

だ
海
底
戰
鬪
艇












の
生
命






の
殘



さ
れ
て
居

つ
た
事



を
。
』

『
海
底
戰
鬪
艇












の
生
命






と
は
。
』
と
、
私




は

審




つ
た
。

『
十
二
の
樽



で
す
。
君



も
御
存





じ
の
如



く
、
海
底
戰
鬪
艇












の
總



て
の
機
關






は
、
秘
密





な
る
十
二
種



の
化
學
藥
液










の
作
用





で
活

動







す
る
の
で
せ
う
、
其



活

動







の
根

源

と
な
る
可

き
藥
液






は
、
盡




く

十
二
の
樽



に
密
封






さ
れ
て
、

造
船
所








内


の
一
部





に
貯
藏






さ
れ
て
あ
つ
た
の
だ
が
、
あ
ゝ
、
昨
夜





の
大
海
嘯







で
は
其



一
個





も
無

事

で
は
居

る
ま

い
、
イ
ヤ
、
决



し
て
無

事

で
居

る
筈



は
あ
り
ま
せ
ん
。
』

『
え
、
え
、
え
。
』
と
、
初



め
て
此
事






に
氣

付

い
た
吾
等





一
同



は
、
殆





ど
卒
倒






す
る
ば
か
り
に
愕





い
た
。
大
佐





は
深



き
嘆
息






を
洩



し
て

『
恐



ら
く
私




の

想
像






は
誤





る
ま
い
、
實



に
天



の
禍




は

人
間






の
力





の
及



ぶ
處





で
は
な
い
が
、
今
更






斯


る
災
難






に
遭

ふ
と
は
、
實



に
無
情






い
次
第





で
す
。
今



、
十
二
の
樽



が
盡




く

流
失






し
た
も
の
な
ら
ば
、
海
底
戰
鬪
艇












の
神
變






不

思

議

の
力





も
、
最
早





活

用







す
る
に
道



が
無

い
の
で
す
。
丁
度






普
通





の
蒸
※
船








に
石
炭






の
缺
乏






し
た
と
同



じ
事



で
、
波
上






に
停
止





し
た
ま
ゝ
、
朽
果





つ
る
の
他



は
あ
り
ま
せ
ん
。
勿
論






、
電
光
艇









に
は
試
運
轉
式









の
時



に
積

入


れ
た
發
動
藥
液










が
、
今



も
多
少





は
殘



つ
て
居

る
が
、
艇



に
殘



つ
て
居

る
丈

け
で
は
、
一
千
海
里





以
上






を
進
航






す
る
に
足

ら
ぬ
程



で
、
本
島






か
ら
一
千
海
里





と
い
へ
ば
此

處

か
ら
一
番






に
近



い
あ
の
人
煙






の
稀



な
る
マ
ル
ダ
イ

　ヷ
群
島






の
一



つ
橄
欖
島








の
附
近





ま
で
は
到
達






す
る
事



は
出

來

ま
せ
う
が
、
橄
欖
島








へ
達



し
た
所





で
何



に
も
な
ら

な
い
、
却





て
其

處

で
、
全
然






進
退






の
自
由





を
失





つ
た
ら
夫



こ
そ
大
變






、
自





ら
進



ん
で
奇
禍





を
招



く
や
う
な
も
の

159



で
す
。
橄
欖
島








は
荒
凉






た

る
島



、
と
て
も
其



種


の
發
動
藥
液










を
得

る
事



は
出

來

ず
、
其
他





の
諸
島






、
又



は
大
陸






に
通
信






し
て
、
供
給







を
仰



ぐ
と
い
ふ
事



も
、
决



し
て
出

來

る
事



で
は
無

い
の
で
す
。
加



ふ
る
に
橄
欖
島








の
附
近





に
は
、
始
終





有
名






な
る
海
賊
船








が
横
行






し
、
ま
た
屡
々






、
歐
洲






諸
國






の
軍
艦






も
巡

航







し
て
來

ま
す
か
ら
、
其



邊


に
我

が
海
底
戰
鬪
艇












が
機
關






の
活

動







を
失





つ
て
、
空



し
く
波
上






に
漾





つ
て
居

る
の
は
無
謀





此
上






も
な
い
事



で
す
。
彼
等





は
日
本
帝
國










の
爲



に
、
今



や
斯



る
戰
艇






が
竣

成







し
た
と
知

つ
た
ら
、
决



し
て
默



し
て
は
居

り
ま

せ
ん
、
必
定






、
全

力







を
盡



し
て
、
掠

奪







に
着

手







し
ま
せ
う
が
、
其
時






、
動



い
て
は
天
下





無
敵





の
此



電





光
艇





も
、
其



活
動
力










を
失





つ
て
居

る
間





は
、
如
何





と
も
す
る
事



が
出

來

ま
せ
ん
、
吾
等





は
潔





よ
く
其

處

に

身
命






を
抛





つ
事



は
露
惜






ま
ぬ
が
、
其
爲






に
、
海
底
戰
鬪
艇












が
遂



に
彼
等





の
手

に
掠

奪







さ
れ
て
御
覽





な
さ
い
、

吾
等





が
幾
年
月








の
苦
心
慘
憺









も
水



の
泡



、
否



、
我

が
親
愛






な
る
日
本
帝
國










の
爲



に
、
計

畫







し
た
事



が
、
却





て

敵


に
利
刀





を
與



へ
る
事



に
な
り
ま
す
。
其
樣






な
事



が
如

何

し
て
出

來

ま
せ
う
。
然

れ
ば
百

計







盡


た
塲
合





に
は
、

た
と
へ
海
底
戰
鬪
艇












と
共



に
永

久







に
此



孤
島







に
朽
果





つ
る
と
も
、
無
謀





に
本
島






を
出

發







す
る
事



は
出

來

ま

せ
ん
。
君



よ
左

樣

で
せ
う
。
で
、
今



私



の

想
像






す
る
が
如



く
秘
密
造
船
所











が
全





く
海
水






の
爲

め
に
破
壞






さ
れ
て
、

十
二
の
樽



が
其



一
個





で
も
流
失






し
た
も
の
な
ら
ば
、
吾
等





は
最
早





本
島






か
ら
一

尺







も
外



へ
出

る
事



は
出

來

な

い
の
で
す
、
左
樣





、
吾
等





が
無
上






の
樂




と

せ
る
懷



か
し
の
日
本






へ
歸



る
可

き
希
望





も
、
全





く
奪
去






ら
れ
た
と
い

ふ
も
の
で
す
。
』

『
嗟

呼

。
』
と
叫



ん
だ
儘



、
私




も

日
出
雄
少
年









も
其
他





の
水
兵
等







も
茫
然
自
失









し
た
。

昨
夜





の
大
海
嘯







の
悽



ま
じ
き
光

景







で
は
、
其



十
二
の
樽



の
最
早





一
個





も
殘



つ
て
居

ら
ぬ
事



は
分



つ
て
居

る
が
、
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そ
れ
で
も
、
萬



に
一



も
と
思



つ
て
、
吾
等





は
心





も
空



に
洞
中






の
秘
密
造
船
所











の
内
部





に
驅
付





け
て
見

た
が
、
不

幸


に
し
て
大
佐





の
言





は
誤





ら
な
か
つ
た
。
塲

内







の
光

景







は
實



に
慘
憺






た
る
も
の
で
、
濁
浪






怒
濤





は
一
方






の

岩
壁






を
突
破






つ
て
、
奔
流






の
如



く
其

處

か
ら
浸
入






し
た
も
の
と
見

へ
、
其



直

ぐ
側



の
、
兼



て
發
動
藥
液










の
貯
藏






せ
ら
れ
て
居

つ
た
小
倉
庫







の
鐵



の
扉





は
微
塵





に
碎



か
れ
て
、
十
二
の
樽



は
何
處





へ
押
流






さ
れ
た
も
の
か
、
影



も

形

も

無

か
つ
た
。

大
佐





は
撫
然





と
し
て
天



を
仰



ぐ
の
み
、
一
同






の
顏
色







は
益
々






青


く
な
つ
た
。

あ
ゝ
、
天

上







か
ら
地
獄





の
底



へ
蹴
落





さ
れ
た
と
て
、
人
間






は
斯

く
迄



失
望






す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

一
同






は
詮
方






な
く
海
岸






の
家



に
皈



つ
た
が
、
全





く
火

の
消

え
た
後



の
や
う
に
、
淋



し
く
心

細







い
光

景







。
櫻

木
大
佐








は
默
然






と
し
て
深



く
考




に

沈


ん
だ
。
武
村
兵
曹










は
眼
中






に
無
念





の
涙





を
浮



べ
て
、
今



も
猶

ほ
多
少





仇
浪






の
立
騷






い
で
居

る
海
面






を
睨



ん
で
居

る
。
日
出
雄
少
年









は
い
と
〳
〵
悲



し
相



に

『
あ
ゝ
、
ま
た
日
本






へ
皈



る
事



が
出

來

な
く
な
つ
た
ん
で
す
か
。
』
と
空



し
く
東





の
空



を
望



む
、
其



心




の
中



は

ま
あ
ど
ん
な
で
あ
ら
う
。
三
十
有
餘
名







の
、
日
頃





は
鬼



と
も
組

ま
ん
水
兵
等







も
、
今



は
全





く
無
言





に
、
此

處

に

一
團






、
彼
處





に
一
團






、
互





に
顏



を
見

合

は
す
ば
か
り
で
、
其
中






に
二
三
名



は
、
萬
一






に
も
十
二
の
樽



の
中



一
つ

で
も
、
二
つ
で
も
、
海
濱






に
流



れ
寄

る
事



も
や
と
、
甲

斐

／
″
＼
し
く
巡
視






に
出

か
け
た
が
、
無
論





宛


に
な
る

事


で
は
無

い
。

　
　
　
　
第
二
十
四
回
　
輕
氣
球








の
飛
行
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絶
島
の
鬼
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
　
　
非
常
手
段
　
　
私
が
參
り
ま
す
　
　
無
言
の
わ
か
れ
　
　
心

　
　
　
　
　
で
泣
い
た
よ
　
　
住
馴
れ
た
朝
日
島
は
遠
く
〳
〵

　
私




は

つ
く
／
″
＼
と
考





へ
た
が
、
今
度





と
い
ふ
今
度





こ
そ
は
、
と
て
も
免



れ
ぬ
天



の
禍




で

あ
ら
う
。
櫻
木
大







佐


の
言



の
如



く
、
無
謀





に
本
島






を
離



る
ゝ
事



が
出

來

ぬ
も
の
と
す
れ
ば
、
他



に
何



の
策



も
無

い
。
電
光
艇









の

活

動







の
原
因






と
な
る
べ
き
十
二
種



の
藥
液






は
、
何

時

ま
で
か
ゝ
つ
て
も
、
此

樣

な
孤
島







で
は
製
造






の
出

來

る

も
の
で
な
く
、
ま
た
、
他

か
ら
供
給







を
仰



ぐ
事



も
恊



は
ね
ば
、
吾
等





は
爾
後






十
年



生
存






る
か
、
二
十
年



生
存






る

か
知

れ
ぬ
が
、
朝
夕






、
世
界
無
比











の
海
底
戰
鬪
艇












を
目
前






に
眺



め
つ
ゝ
も
、
終



に
は
、
此



絶
島






の
鬼



と
な
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

斯

う
考





へ
る
と
、
無
限





に
悲
哀





く
な
つ
て
、
た
ゞ
茫
然






と
故
國





の
空



を
望



ん
で
、
そ
ゞ
ろ
に
暗
涙






を
浮



べ
て
居

る
時



、
今
迄






默
然






と
深



き
考
慮






に
沈



ん
で
居

つ
た
櫻
木
大
佐









は
、
突
然






顏


を
上

げ
た
。
彼



は
遂



に
非
常
手
段










を

案


じ
出



し
た
の
で
あ
る
。

大
佐





は
、
决
然






た
る
顏
色







を
以



て
口



を
開



い
た
。

『
今



、
此



厄
難






に
際



し
て
、
吾
等





の
採

る
可

き
道



は
只



二
つ
あ
る
、
其



一
つ
は
、
何
事






も
天
運






と
諦





め
て
、
電



光
艇







と
共



に
此



孤
島







に
朽
果





て
る
事



　
　
然



し
そ
れ
は
何
人






も
望



む
處





で
は
あ
り
ま
す
ま
い
　
　
他

の
一
策






は
他



で
も
無

い
、
實



に
非
常






の
手
段






で
は
あ
る
が
、
※
日






か
其
他





の
大
陸
地
方









の
都
邑





に
達



し
、
其

處

で
、
電



光
艇







が
要



す
る
十
二
種



の
藥
液






を
買

整







へ
、
其

處

か
ら
一
千
海
里





離


れ
て
大
陸






と
本
島






と
の
丁
度






中
間






に

横

は

れ
る
橄
欖
島








ま
で
竊





に
船



に
艤
裝





し
て
、
十
二
の
藥
液






を
運
送






し
て
來

た
な
ら
ば
、
此
方





で
も
海
底
戰
鬪
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艇


に
は
、
未

だ
多
少





の
發
動
藥
液










が
殘



つ
て
居

る
か
ら
、
其



運
送
船








が
丁
度






橄
欖
島








に
到

着







す
る
頃



、
我

が

電
光
艇









も
亦

た
本
島






を
出

發







し
て
、
二
船





其


島


に
會
合







し
、
凖
備






の
藥
液






を
ば
電
光
艇









に
轉
載






し
て
、

そ
れ
よ
り
日
本






に
歸



ら
ん
と
の
計

畫







で
す
。
勿
論






、
事



の
成
敗






は
豫

期

し
難



い
が
、
萬
一






氣
球






が
空
中






に
破

裂


す
る
と
か
、
其
他





の
異
變





の
爲



に
、
使
命





を
果



す
事



が
出

來

な
け
れ
ば
夫
迄






の
事



、
此
方





電
光
艇









は
、
約



束


の
日

に
本
島






を
發



し
、
橄
欖
島








に
赴





い
て
、
數
日






待

つ
て
も
、
來

る
可

き
船



の
來

ぬ
塲
合





に
は
、
そ
れ
を
以



て
輕
氣
球








の
運
命






を
卜



し
、
自




も

亦

た
天
運






の
盡



と
諦





め
て
、
其
時






は
最
後





の
手
段






、
乃





ち
海
賊
船








と
か
其
他





強

暴







な
る
外

國







の
軍
艦
等








に
、
海
底
戰
鬪
艇












の
秘
密





を
覺



ら
れ
ぬ
が
爲



に
、
自





ら
爆
發
藥








を
以



て
艇
體






を

破
壞






し
て
、
潔





よ
く
千
尋





の
海
底






に
沈



ま
ん
と
の
覺
悟





。
實



に
非
常






の
手
段






で
は
あ
る
が
、
今



の
塲
合





に
於



て
、

目
的






も
な
く
、
希
望





も
な
く
漸





く
竣

成







せ
し
海
底
戰
鬪
艇












を
目
前






に
瞻



め
つ
ゝ
、
空



し
く
此



孤
島







に
朽
果





て

ん
よ
り
は
、
寧



ろ
吾
等





の
採

る
可

き
道



は
是



で
あ
ら
う
。
』
と
、
語



り
終



つ
て
、
大
佐





は
、
决
心






の
色



動


か
し

難


く
吾
等





一
同






を
見

た
。
無
論





大
佐





の
言



に
異

議

を
挾



む
も
の
ゝ
あ
ら
う
筈



は
無

く
、
遂



に
此
事






は
確

定







し

た
が
、
さ
て
、
輕
氣
球








に
乘

つ
て
、
此



大
使
命







を
果



さ
ん
も
の
は
誰



ぞ
と
い
ふ
段



に
な
つ
て
、
勇
壯






な
る
水
兵





等


は
、
吾
先






に
と
其



任


に
當



ら
ん
と
競



ひ
立

つ
た
が
、
大
佐





は
思



ふ
所





あ
る
如



く
容
易





に
許



さ
な
い
。
實



に
、

此


大
使
命







は
重

大







な
事



で
あ
る
。
氣
球






が
い
よ
〳
〵
大
陸






の
都
邑





に
降
下





し
て
後



、
秘
密
藥
品









の
買
收






か
ら
、

竊


か
に
船



に
艤
裝





し
て
、
橄
欖
島








へ
赴





く
迄



の
間





の
駈
引






は
尋

常







な
事



で
無

い
、
私




は

早


く
も
櫻
木
大
佐









の

心

を

讀

み
得

た
の
で
、
自





ら
進



み
出

た
。

『
此



大
使
命







に
は
不
肖





な
が
ら
私




が

當


り
ま
せ
う
。
』
と
い
ふ
と
大
佐





は
大





に
喜





び
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『
實



は
其



お
言
葉





を
待

つ
て
居

つ
た
の
で
す
。
此



任
務





は
、
單



に
勇
氣





と
、
膽

力







と
の
み
で
は
出

來

ま
せ
ん
。

氣
球






の
降
下





す
る
處





は
無
論





異
邦





の
地

、
外
國
語








、
其
他





の
便
宜
上








、
君



に
依
頼





す
る
よ
り
他



は
無

か
つ
た
の

で
す
。
』
と
左
右





を
顧
見






て

『
そ
こ
で
、
今



一
人





助
手






と
し
て
誰



か
。
』

『
私




が

參


り
ま
す
。
』
と
例



の
武
村
兵
曹










は
勇
躍






し
て
進



み
出

た
。
大
佐





眼




を
定



め
て
眤



と
兵
曹






の
顏



を
眺



め

『
汝





、
此
度






の
使
命





の
成
敗






は
、
我

が
海
底
戰
鬪
艇












が
、
日
本
帝
國










の
守
護





と
し
て
、
世

に
現
出







す
る
事



が
出

來

る
か
、
否



か
の
分



れ
目

で
あ
る
ぞ
。
極



め
て
機
敏





に
、
極



め
て
愼

重







な
れ
。
』

兵
曹






言




は
な
く
、
涙





を
垂

れ
て
大
佐





の
顏



を
見
返





し
た
。

斯

く
大
使
命







の
役



も
私




と

武
村
兵
曹










と
に
定



ま
る
と
、
本
島






に
殘



る
櫻
木
大
佐
等










と
吾
等





兩
人







と
の
間





に
は
、

極


め
て
細
密






な
る
打
合






せ
を
要



す
る
の
で
あ
る
。
其



打
合






せ
は
斯

う
で
あ
つ
た
。
今

日

は
二
月





の
十
二
日



、
風



の
方
向






は
極



め
て
順

當







で
あ
る
か
ら
、
本
日






輕
氣
球








が
此



島


を
出

發







す
れ
ば
、
印
度
洋







の
大
空






を
横
斷






し

て
、
來



る
十
六
日



か
十
七
日



に
は
、
大
陸






で
一
番






に
近



い
印
度
國







コ
ロ
ン
ボ
市

の
附
近





に
降
下





す
る
事



が
出

來

る
で
あ
ら
う
。
其

處

で
秘
密
藥
品









の
買
入





れ
や
、
船
舶






の
雇
入






れ
に
五
日
間







を
費





す
と
し
て
吾
等





が
橄
欖
島








に

赴

く

事


の
出

來

る
の
は
、
本
月






の
廿
四
日

か
ら
廿
七
八
日



迄


の
間





と
豫
定





せ
ら
る
ゝ
か
ら
、
櫻
木
大
佐
等










は
二

十
四
日

の
夜
半





に
電
光
艇









に
乘





じ
て
、
本
島






を
離



れ
、
其



翌
日






の
拂
曉







に
は
、
橄
欖
島








の
島
蔭






に
到

着







す

る
約
束






。
そ
こ
で
、
何
方





で
も
、
早



く
橄
欖
島








に
到

着







し
た
方



は
、
向



ふ
一
週
間









の
間





、
其



島


の
附
近





で

待
合





は
せ
、
一
週
間









※


て
後



も
他

の
一
方






が
見

え
ぬ
時



に
は
、
最
早





運
命






の
盡



と
覺
悟





を
定



め
る
筈



で
あ
つ
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た
。

此


打
合






せ
が
終



る
と
、
大
佐





の
命
令






で
、
輕
氣
球








は
海
岸






の
砂

上







に
引
出






さ
れ
、
水
素
瓦
斯











は
充
分






に
滿

た

さ
れ
、
數
日
分








の
食

料







と
、
飮
料
水








と
、
藥
品






の
買
入





れ
や
、
船
舶






の
雇
入






れ
の
爲

め
に
費





す
可

き
、
巨
額






の
金
銀
貨








の
積
込





み
も
終



る
と
、
私




と

武
村
兵
曹










と
は
身
輕





に
旅

裝







を
整





へ
て
搖
籃






の
中



へ
と
乘
込





ん
だ
。

あ
ゝ
、
之



が
一
生







の
別



れ
と
な
る
か
も
分



ら
ぬ
。
櫻
木
大
佐









も
、
日
出
雄
少
年









も
、
默



つ
て
吾
等





兩
人







の
顏



を

眺


め
、
力





を
込

め
て
吾
等





の
手

を
握



つ
た
。
一
隊






三
十
有
餘
名







の
三
年






以
來





の
馴
染





の
水
兵
等







は
、
別





を
惜



ま

ん
と
て
、
輕
氣
球








の
周
圍





を
取
卷





い
た
が
、
誰



も
一
言






も
發



す
る
者



が
無

い
、
中



に
は
感
慨






極




つ
て
、
涙





を
流



し
た
者



も
あ
つ
た
。
私




も

武
村
兵
曹










も
實



に
心





で
泣

い
た
よ
。
此
時






、
吾
等





一
同






の
沈
默






は
、
千
萬
言








よ
り
も

深


い
意

味

を
有



し
て
居

る
の
で
あ
つ
た
。

兎
角





す
る
程



に
結



び
の
綱



は
解

か
れ
て
、
吾
等





兩
人







を
乘

せ
た
る
輕
氣
球








は
、
遂



に
勢




よ

く
昇

騰







を
は
じ
め

た
。
櫻
木
大
佐
等










は
一
齊






に
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を
振

つ
た
。
武
村
兵
曹










と
私




と

は
、
帽



を
脱



し
て
下

方

を
瞻



め
た

が
、
風



は
南





か
ら
北



へ
と
、
吾

が
輕
氣
球








は
、
三
千
數



百
尺





の
大
空






を
、
次
第





〳
〵
に
大
陸






の
方



へ
と
、
や
が

て
、
住

み
馴

れ
し
朝
日
島







も
、
蒼
渺






た
る
水
平
線
上











に
豆



の
や
う
に
な
つ
て
消

え
去

つ
た
。

　
　
　
　
第
二
十
五
回
　

白
色
巡
洋
艦














　
　
　
　
　
大
陸
の
影
　
　
矢
の
如
く
空
中
を
飛
走
し
た
　
　
ポ
ツ
ン
と
白
い
物
　
　
海
鳥
の
群
　
　
「
ガ
ー

　
　
　
　
　
フ
」
の
軍
艦
旗
　
　
や
、
や
、
あ
の
旗
は
！
　
あ
の
艦
は
！
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朝
日
島







を
去

つ
て
か
ら
、
三
日





は
何
事






も
な
く
※
去





の
附
近





に
降
下





し
て
、
櫻
木
大
佐









よ
り
委
任





さ
れ
た
る
、

此
度






の
大
役






を
も
首
尾





よ
く
果



す
事



が
出

來

る
で
あ
ら
う
と
、
互





に
喜
悦





の
眉



を
展



く
時



し
も
、
又
々






一
大






異

變


が
起



つ
た
。
そ
れ
は
他



で
も
無

い
、
今
迄






は
恰





も
天



の
恩
惠






の
如



く
、
極



め
て
順

當







に
、
南





か
ら
北



へ
と
、

吾

が
輕
氣
球








を
だ
ん
／
″
＼
陸
地







の
方



へ
吹

き
送



つ
て
居

つ
た
風



が
、
此
時






、
俄
然





と
し
て
、
東





か
ら
西



へ
と

變


つ
た
事



で
あ
る
。
は
じ
め
朝
日
島







を
出

づ
る
時



、
櫻
木
大
佐









は
天
文






を
觀

測







し
て
、
多
分





此


三
四
日

の
間





は
、
風
位





に
激
變






は
無

か
ら
う
と
言

は
れ
た
が
、
天



の
仕
業





程


豫

知

し
難



い
も
の
は
な
い
。
此



東

風







が
吹

い

て
來

た
爲



に
、
吾

が
輕
氣
球








は
、
忽





ち
進
行






の
方
向






を
變



じ
て
、
今
度





は
、
陸



の
方
面






か
ら
斜





に
、
海
洋






の
方



へ
と
吹

き
や
ら
れ
た
。
私




と

武
村
兵
曹










と
は
今
迄






の
喜
悦






も
何

處

へ
や
ら
、
驚
愕






と
憂
慮





と
の
た
め
に
、
全





く

顏

色







を
失





つ
た
。
今
一
息








と
い
ふ
間
際





に
な
つ
て
、
此



異
變





は
何
事






で
あ
ら
う
。
あ
ゝ
、
天



は
飽
迄






我
等





に

祟


る
の
か
と
、
心





を
焦
立





て
、
身

を
藻

掻

い
た
が
、
如
何





と
も
詮
方






が
無

い
。
見

る
〳
〵
内



に
、
大
陸






の
影



も

名

殘

り
な
く
、
眼
界






の
外



に
消

え
失

せ
て
し
ま
う
と
、
其
内






に
風



は
だ
ん
〳
〵
烈



し
く
な
つ
て
來

て
、
は
て
は

印
度
洋







で
、
著
名





の
颶
風






と
變



つ
て
し
ま
つ
た
。
下
界





を
見

る
と
眼





も
眩



む
ば
か
り
で
、
限



り
な
き
大
洋






の
面



に
は
、
波
瀾





激
浪






立
騷






ぎ
、
數
萬





の
白

龍







の
一
時





に
跳



る
が
や
う
で
、
ヒ
ユ
ー
、
ヒ
ユ
ー
と
帛



を
裂

く
が
如



き
風



の
聲



と
共



に
、
千

切

つ
た
樣



な
白
雲






は
眼
前






を
掠



め
て
飛

ぶ
、
實



に
悽
愴






極




り
な
き
光

景







。
勿
論






、
旋



風




の
常



と
て
一
定






の
方
向






は
な
く
、
西



に
、
東





に
、
南





に
、
北



に
、
輕
氣
球








は
恰





も
鵞
毛





の
ご
と
く
、
天
空






に
舞

ひ
揚



り
、
舞

ひ
降



り
、
マ
ル
ダ
イ
ヴ
群
島






の
上



を
斜





に
飛

び
、
ラ
ツ
カ
ダ
イ
ヴ
諸
島






の
空



を
流
星






の
如



く

驅


つ
て
、
そ
れ
か
ら
何
處





へ
、
如

何

に
行

く
も
の
や
ら
、
四
晝
夜









の
間





は
全





く
夢
中





に
空
中






を
飛
走





し
た
が
、
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其


五
日
目









の
午
前





に
な
つ
て
、
風



も
漸





く
を
さ
ま
り
、
氣
球






の
動
搖






も
靜



ま
つ
た
の
で
、
吾
等





は
は
じ
め
て
再



生


の
思





を
な
し
。
恐



る
〳
〵
搖
籃






か
ら
半
身






を
現



は
し
て
下
界





を
見

る
と
、
今



は
何
處





の
空



に
吹
流






さ
れ
た
も

の
や
ら
、
西



も
東





も
方
角






さ
へ
分



ら
ぬ
程



だ
が
、
身

は
矢
張





渺
々






た
る
大
海
原








の
天
空






に
飛
揚





し
て
居

る
の
で

あ
つ
た
。
此

處

は
地
球
上









の
何



れ
の
邊



に
當



つ
て
居

る
だ
ら
う
と
、
二
人





は
首



を
捻



つ
て
見

た
が
少



し
も
分



ら
な
い
。
武
村
兵
曹










の
考




で

は
。
最
早





亞
弗
利
加
大
陸

















を
横
斷






し
て
、
ず
つ
と
西



の
方



に
吹

き
飛

ば
さ
れ
て
、

今


、
下
邊





に
見

ゆ
る
大
海






は
、
大
西
洋








に
相
違





は
あ
る
ま
い
。
と
言

つ
た
が
、
私




は

ど
う
も
左

樣

と
は
信



じ
ら

れ
な
か
つ
た
。
數
日






以
來





の
風



は
、
隨
分






悽


ま
じ
い
も
の
で
あ
つ
た
が
、
颶
風






の
常



と
し
て
、
吾

が
輕
氣
球








は

幾
度






も
同



じ
空



に
吹

き
廻



さ
れ
て
居

つ
た
樣



だ
か
ら
、
左
迄





遠
方






へ
飛

ぶ
氣
遣






は
な
い
、
私




の

考



で

は
、
下

方

に
見

ゆ
る
の
は
矢
張





印
度
洋







の
波



で
、
事



に
よ
つ
た
ら
マ
ダ
カ
ツ
ス
ル
島



の
西
方






か
、
ア
デ
ン
灣



の
沖



か
、
兎

に
角



歐
羅
巴







邊


の
沿
岸






に
は
、
左
程





遠


い
所





で
は
あ
る
ま
い
と
思



は
れ
た
。

然


し
、
今



は
其

樣

な
事



を
悠

長







に
考





へ
て
居

る
べ
き
塲
合





で
な
い
。
此
時






の
心
痛






は
實



に
非
常






で
あ
つ
た
。

櫻
木
大
佐









と
の
約
束






の
日

は
既



に
切
迫






し
て
居

る
。
指



を
屈



し
て
見

る
と
、
吾
等





が
豫
定
通







り
に
印
度
國







コ
ロ

ン
ボ
市

の
附
近





に
降
下





し
て
、
秘
密
藥
品









を
買

整







へ
、
船



に
艤
裝





し
て
橄
欖
島








へ
到

着







す
可

き
筈



の
二
十

五
日



迄


に
は
、
最
早





六
日





を
餘



す
の
み
で
。
約
束






の
日

に
は
、
櫻
木
大
佐









は
日
出
雄
少
年
等

















と
共



に
、
海
底
戰








鬪
艇






に
乘





じ
て
朝
日
島







を
離



れ
、
竊



か
に
橄
欖
島








に
到



り
て
、
吾
等





兩
人







の
應
援






を
、
今

日

か
、
明

日

か
と
、

待

ち
暮



す
事



で
あ
ら
う
が
。
今



の
吾
等





の
境
遇







で
は
、
果



し
て
其



大
任






を
果



す
事



が
出

來

る
で
あ
ら
う
か
。
見

渡


す
限



り
雲
煙






渺
茫






た
る
大
空






に
漂
蕩






し
て
、
西



も
、
東





も
定



め
な
き
今



、
何

時

大
陸






に
達



し
て
、
何

時

橄
欖
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島


に
赴





き
得

べ
し
と
い
ふ
目

的

も
な
け
れ
ば
、
其
内






に
豫
定





の
廿
五
日



も
※

ぎ
、
其
後





の
一
週
間









も
空



し
く

※
去





つ
た
な
ら
ば
、
櫻
木
大
佐









も
終



に
は
覺
悟





を
定



め
て
、
稀
世





の
海
底
戰
鬪
艇












と
共



に
、
海



の
藻
屑





と
消

え

て
し
ま
う
事



で
あ
ら
う
。
嗚

呼

、
大
事
切
迫









〳
〵
と
、
私




は

武
村
兵
曹










と
顏



を
見

合

は
し
た
る
儘



、
身
體






の
置

塲


も
知

ら
ぬ
程



心




を
惱



ま
し
て
居

る
、
時



し
も
忽





ち
見

る
、
遙



か
〳
〵
の
水
平
線
上











に
薄
雲






の
如



き
煙





先

づ

現


は
れ
、
つ
ゞ
ゐ
て
鳥



か
船



か
見

え
分

か
ぬ
程



、
一
點






ポ
ツ
ン
と
白



い
影



、
そ
れ
が
段

々







と
近



づ
い
て
來

る

と
そ
は
一
艘






の

白
色
巡
洋
艦














で
あ
つ
た
。
後
檣
縱
帆
架







に
飜




る

旗


は
、
ま
だ
朦
乎






と
し
て
、
何
國





の
軍
艦






と

も
分



ら
ぬ
が
、
今



や
、
團
々






た
る
黒
煙






を
吐

き
つ
ゝ
、
波



を
蹴

立

て
ゝ
吾

が
輕
氣
球








の
飛
揚





せ
る
方
角






へ
進
航






し
て
來

る
の
で
あ
つ
た
。
此
時






私



は

急


に
一
策






を
案



じ
た
。
今



吾
等





は
、
重

大







の
使
命





を
帶

び
な
が
ら
、
何

時

大
陸






へ
着

く
と
い
ふ
目

的

も
無

く
、
此
儘






に
空
中






に
漂
蕩






し
て
居

つ
て
、
其

間







に
空



し
く
豫
定





の
期
日





を

經
※






し
て
し
ま
つ
た
事



な
ら
ば
、
後

悔







臍


を
噛

む
と
も
及



ぶ
ま
い
。
幸





ひ
、
彼

處

に
見

ゆ
る

白
色
巡
洋
艦














、

あ
れ
は
何
國





の
軍
艦






で
、
何

處

か
ら
何

處

へ
指

し
て
の
航
海
中








か
は
分



ら
ぬ
が
、
一
應






か
の
船



の
助



け
を
求



め

て
は
如

何

だ
ら
う
。
勿
論






、
吾
等





が
空
中
旅
行










の
目
的






と
、
櫻
木
大
佐









の
海
底
戰
鬪
艇












の
秘
密





と
は
、
輕

々







し
く
外
國
船









な
ど
に
覺



ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
臨
機
應
變









に
何



と
か
言
脱






れ
の
工
夫





の
無

い
で
も
無

い
。
兎

も
角



も
、
目
下





の
急



丈

け
を
、
か
の
軍
艦






に
助



け
ら
れ
て
、
何
處





で
も
よ
い
、
最
近






の
大
陸
地
方









に
送



り
屆



け
て
貰



つ
た
な
ら
ば
、
其
後






は
必
死





に
奔
走






し
て
、
如

何

に
か
し
て
、
豫
定





の
期
日





ま
で
に
約
束






の
凖
備






を
整





へ
て
、
櫻
木
大
佐
等










が
待

て
る
橄
欖
島








に
到

着







す
る
事



の
出

來

ぬ
で
も
あ
る
ま
い
。

斯

う
考





へ
た
の
で
、
急



ぎ
武
村
兵
曹










に
談
合






す
る
と
、
兵
曹






も
無
論





不
同
意









は
な
く
、
直



ち
に
白



い
手

巾








を
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振
廻






し
て
、
救

難







の
信
號






を
す
る
と
、
彼
方





の

白
色
巡
洋
艦














で
も
、
吾
等





の
輕
氣
球








を
認



め
た
と
見

え
、

其


前
甲
板








に
白



と
赤



と
の
旗



が
、
上
下






に
ヒ
ラ
〳
〵
と
動



く
や
う
に
見

え
た
。
此



途
端





！
　
武
村
兵
曹










は
、
忽





ち
何
者






を
か
見
出





し
た
と
見

へ
、
割

れ
る
や
う
な
聲



で
叫



ん
だ
。

『
大
變






！
　
大
變






！
　
大
變






だ
ア
』

私



も

愕
然






と
し
て
振
向





く
と
、
今
迄






は

白
色
巡
洋
艦














の
一
方






に
氣

を
取

ら
れ
て
、
少



し
も
心
付






か
な
か
つ
た

が
、
只



見

る
、
西
方






の
空



一
面






に
「
ダ
ン
ブ
ロ
ー
鳥



」
と
て
、
印
度
洋







に
特
産






の
海
鳥






　
　
其



形




は
鷲



に
似

て

嘴


鋭




く
、
爪
長






く
、
大





さ
は
七
尺





乃
至





一
丈





二
三
尺





位


い
の
巨
鳥






が
、
天
日






も
暗



く
な
る
迄



夥



し

く
群



を
な
し

て
、
吾

が
輕
氣
球








を
目

懸

け
て
、
襲



つ
て
來

た
の
で
あ
る
。
吾
等





兩
人







は
非
常






に
喫
驚







し
た
。
此



種


の
海
鳥






は
、

元

來







左
迄





に
性
質






の
猛
惡






な
も
の
で
無

い
か
ら
、
此
方





さ
へ
落
付





い
て
居

れ
ば
、
或





は
無
難





に
免





れ
る
事



が

出

來

た
か
も
知

れ
ぬ
が
、
不

意

の
事



と
て
、
心



か
ら
顛
倒






し
て
居

つ
た
の
で
、
其

樣

な
事



を
考





へ
出

す
暇





も
な

い
、
急



ぎ
追

ひ
拂



ふ
積



り
で
、
一
發






小
銃






を
發
射






し
た
の
が
※
失






で
あ
つ
た
。
彈

丸







は
物



の
見
事





に
其



一
羽





を
斃



し
た
が
、
同
時





に
他

の
鳥
群






は
、
吾
等





に
敵
對






の
色



が
あ
る
と
看

て
取

つ
た
か
ら
堪



ら
な
い
。
三
羽





四

羽

憤
怒





の
皷
翼






と
共



に
矢

の
如



く
氣
球






に
飛
掛





か
る
、
あ
つ
と
い
ふ
間

に
、
氣
球






は
忽





ち
其



鋭




き
嘴




に

突
破






ら
れ

た
。
其
時






、
先
刻






の

白
色
巡
洋
艦














は
既



に
吾

が
輕
氣
球








を
去

る
事



一
海
里





許




の
海

上







に
進



ん
で
來

た
の
で

船


の
全
體






も
手

に
取

る
如



く
見

え
る
、
今



し
も
、
ふ
と
其



「
ガ
ー
フ
」
の
軍
艦
旗







を
認



め
た
武
村
兵
曹










は

『
や
、
や
、
あ
の
旗



は
、
あ
の
艦



は
。
』
と
ば
か
り
、
焦
眉





の
急



も
忘



れ
て
跳



り
立

つ
、
私




も

急


ぎ
其



方


に
眼





を
轉



ぜ
ん
と
し
た
が
、
時



既


に
遲



か
つ
た
。
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「
ガ
ン
ブ
ロ
ー
鳥



」
に
突
破






ら
れ
た
る
輕
氣
球








は
、
水
素
瓦
斯








の
洩

る
ゝ
音



と
共



に
、
キ
リ
ヽ
〳
〵
と
天
空






を

舞

ひ
降



つ
て
、
『
あ
は
や
』
と
い
ふ
間

に
、
大
洋






の
眞
唯
中








へ
落
込





ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
二
十
六
回
　
顏



と
顏



と
顏



　
　
　
　
　
帝
國
軍
艦
旗
　
　
虎
髯
大
尉
、
本
名
轟
大
尉
　
　
端
艇
諸
共
引
揚
げ
ら
れ
た
　
　
全
速
力
　
　
賣

　
　
　
　
　
れ
た
顏
　
　
誰
か
に
似
た
顏
　
　
懷
か
し
き
顏

　
輕
氣
球








と
共



に
、
海
洋






の
唯
中






に
落
込





ん
だ
吾
等





兩
人







は
、
一
時





は
數



十
尺





深


く
海
底






に
沈



ん
だ
が
、
幸




に

も
、
落
下





の
速

力







の
割
合






に
緩

慢







で
あ
つ
た
爲



と
、
ま
た
浪



に
氣
球






が
抵
杭






し
た
爲



に
、
絶
息






す
る
程



で

も
な
く
、
再





び
海
面






に
浮



び
出

で
ゝ
、
命





を
限



り
に
泳



い
で
居

る
と
、
暫





く
し
て
、
彼
方





の
波
上






か
ら
、
人



の

呼
聲






と
、
櫂





の
音

と
が
近



づ
い
て
來

て
、
吾
等





兩
人







は
遂



に
情





あ
る
一
艘






の
端
艇






に
救



ひ
上

げ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
今



、
端
艇






を
出



し
て
、
吾
等





の
九
死
一
生











の
難



を
救



つ
て
呉

れ
た
の
は
、
疑




も

な
い
、
先
刻






の
白
色
巡










洋
艦






で
あ
る
。

端
艇






に
引
上





げ
ら
れ
た
武
村
兵
曹










は
、
此
時






忽




ち
叫



ん
だ
。

『
お
ー
。
矢
張






左

樣

だ
つ
た
！
　
あ
の
巡
洋
艦









の
ガ
ー
フ
の
旗



は
、
我

が
帝
國






の
軍
艦
旗







で
あ
つ
た
※
。
』

と
、
彼



は
、
今



し
も
、
輕
氣
球








か
ら
墮
落






の
瞬

間







に
、
ち﹅
ら﹅
り﹅
と
認



め
た
同



じ
模
樣





の
海
軍
旗







を
、
此



端
艇






の
艇
頭





に
見
出





し
た
の
で
あ
る
。

私



も

艇
中






の
一
同






を
見

て
、
實



に
驚





き
飛
立





つ
た
よ
。
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『
や
！
　
帝
國
軍
人










！
　
日
本
海
軍
々
人














！
。
』
と
叫



び
つ
ゝ
、
頭





を
廻



ら
す
と
、
此



端
艇






を
去

る
こ
と
程
遠






か
ら
ぬ
洋

上







に
は
、
先
刻






の

白
色
巡
洋
艦














は
小
山





の
如



き
浪



に
漂
蕩






し
つ
ゝ
、
其



後
檣
縱
帆
架







と
船
尾





と

に
は
、
旭





輝




く
大
日
本
帝
國












の
軍
艦
旗







は
翩
飜






と
南
風






に
飜




つ

て
居

つ
た
。

端
艇






の
右
舷





左
舷





に
櫂





を
握



り
詰

め
た
る
水
兵
等







も
、
吾
等





兩
人







の
顏



を
見

て
、
一
齊






に
驚




と

不
審






の
眼





を
見

張

つ
た
。
艇
尾





に
は
色



淺
黒






く
、
虎
髯





を
海
風






に
吹

か
せ
た
る
雄
風






堂

々







た
る
海
軍
大
尉









あ
り
、
舵
柄





を
握



れ
る
身

を
延



し
て
、
『
や
ゝ
、
貴

下

等

も
日
本
人








で
は
な
い
か
。
』
と
ば
か
り
、
私




と

武
村
兵
曹










の
面





を
見

詰

め
た
が
、
西



も
東





も
果



し
な
き
大
洋






の
面



で
は
、
荒
浪






騷


ぎ
、
艇



跳


つ
て
、
と
て
も
仔

細

か
い
話





な
ど
は
出

來

な
い
、
か
く
言

ふ
間

も
巨
濤






は
、
舷



に
碎



け
て
艇



覆



ら

ん
と
す
、
大
尉





舵


を
ば
右
方





に
廻



し
、
『
進





！
。
』
の

一
聲






。
端
艇






は
忽





ち
艇
頭






を
右



に
轉



じ
て
、
十
二
の
「
オ
ー
ル
」
の
波



を
切

る
音



と
共



に
、
本
艦






指

し
て
矢

の

や
う
に
進



ん
だ
。

私



と

武
村
兵
曹










と
は
夢



に
夢
見





る
心
地





。
自
分





が
濡

鼠







の
樣



に
な
つ
て
居

る
事



も
、
少



な
か
ら
ず
潮
水






を
飮

ん
で
腹



が
苦



し
く
な
つ
て
居

る
事



も
忘



れ
て
、
胸



は
驚




と

悦



に

、
跳



り
つ
ゝ
、
眤



と
眺



む
る
前
方





の
海

上







、

「
ガ
ー
フ
」
に
懷



か
し
き
我

が
帝
國






の
軍
艦
旗







を
飜




せ

る
か
の
白

色







の
巡
洋
艦









は
、
此
邊






海
底






深


く
し
て
、

錨




を
投



ず
る
こ
と
も
叶



は
ね
ば
、
恰





も
小
山





の
動

搖

ぐ
が
如



く
、
右



に
左





に
漂
蕩






し
て
居

る
。
此



軍

艦

、
排
水






噸
數






二
千
七
百
ば
か
り
、
二
本





烟
筒






の
極



め
て
壯
麗






な
る

裝
甲
巡
洋
艦













で
あ
る
。
今



し
も
波

浪

に
揉

ま
れ
て
、

此
方





に
廻



り
し
其



艦
尾





に
は
、
赫
々






た
る
日
輪






に
照



さ
れ
て
「
日◉
の◉
出◉
」
の
三
字

が
鮮





か
に
讀

ま
れ
た
。
軍
艦






日

の
出

！
　
軍
艦






日

の
出

！
　
と
私




は

何

故

と
も
な
く
二
度

三
度

口


の
中



で
繰
返






す
内



に
、
端
艇






は
だ
ん
〳
〵
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と
本
艦






に
近



く
な
る
。
軍
艦






「
日

の
出

」
の
甲
板






で
は
、
後
部
艦
橋









の
ほ
と
り
よ
り
軍
艦
旗







飜



る

船
尾





に
到



る

ま
で
、
多



く
の
乘
組






は
、
列



を
正



し
て
、
我



端
艇






の
歸
艦





を
迎



へ
て
居

る
。

頓


て
本
艦






の
間
際





に
な
つ
た
が
、
海



は
盤
水






を
動



か
す
が
ご
と
く
、
二
千
七
百
餘

噸


の
巨
艦






ゆ
ら
り
〳
〵
と
高



く
、
低



く
、
我

が
端
艇






は
秋



の
木

の
葉

の
ご
と
く
波

浪

に
跳



つ
て
、
迚



も
左
舷
々
梯









に
寄
着





く
事



が
出

來

な
い
。

水
煙






は
飛

ぶ
、
逆
浪






は
打
込





む
、
見

上

ぐ
る
舷
門






の
邊





、
「
ブ
ル
ワ
ー
ク
」
の
ほ
と
り
、
士
官






、
水
兵






頻


り
に

叫


ん
で
、
我

が
艇
尾





の
大
尉





は
舵



の
柄

を
碎



け
ん
ば
か
り
に
握



り
詰

め
て
、
奈
落





に
落

ち
、
天
空






に
舞

ひ
、
艇



は
幾
度






か
艦



の
水
線
甲
帶










に
碎



け
ん
と
し
た
が
、
漸





く
の
事



で
起
重
機







を
も
つ
て
、
我
等





十
餘
人





の
乘

れ
る
ま
ゝ

端
艇






が
「
日

の
出

」
の
甲
板






に
引
揚





げ
ら
れ
た
時



に
は
、
は
じ
め
て
ホ﹅
ツ﹅
と
一
息






つ
い
た
よ
。
本
艦






は
一
令






の

下


に
推

進

螺

旋

波


を
蹴

つ
て
進
航






を
始



め
た
。
規
律





正


し
き
軍
艦






の
甲
板






、
か
ゝ
る
活
劇





の
間





で
も
决



し
て
其



態
度





を
亂



す
樣



な
事



は
な
い
。

『
輕
氣
球








が
天
空






よ
り
落

ち
た
。
本
艦






よ
り
端
艇






を
下



し
た
。
救



ひ
上

げ
た
る
二
個





の
人



は
日
本
人








で
あ
る
。

一
人





は
冐
險
家







ら
し
い
年
少






の
紳
士






、

他

の
一
人





は
我

が
海
軍






の
兵
曹






で
あ
る
。
い
ぶ
か
し
や
、
何
故






ぞ
。
』

と
、
此



噂




は
早



く
も
軍
艦






「
日

の
出

」
の
全
體






に
傳





つ
た
が
、
誰

れ
も
其



本
分






を
忘



れ
て
「
ど
れ
、
ど
ん
な
男





だ
」
な
ど
ゝ
、
我
等





の
側



に
飛

ん
で
來

る
樣



な
不
規
律









な
事



は
少



し
も
無

く
。
機
關
兵








は
機
關
室








を
護



り
、
信



號
兵






は
戰
鬪
樓








に
立

ち
、
一
等



、
二
等



、
三
等



水
兵
等







は
士
官






の
指

揮

の
下



に
、
今



引
揚





げ
た
端
艇






を
收



め
つ

ゝ
。
た
ゞ
公
務





の
餘

暇

あ
る
一
團






の
士
官






水
兵
等







が
吾
等





を
唯

あ
る
船
室






に
導





き
、
濡

れ
た
る
衣
服





を
脱

が
せ
、

新




し
き
衣
服





を
與



へ
、
中



に
も
機
轉





よ
き
一
士
官






は
興
奮






の
爲



に
と
、
急



ぎ
「
ブ
ラ
ン
デ
ー
」
の
一
杯



を
さ
へ
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惠


ん
で
呉

れ
た
。
實



に
其



軍
律






の
嚴
然






た
る
は
今
更






な
が
ら
感
嘆






の
他



は
無

い
の
で
あ
る
。

此
時






、
前



に
端
艇






を
指

揮

し
て
、
吾
等





兩
人







を
救



ひ
上

げ
て
呉

れ
た
、
勇



ま
し
き
虎
髯
大
尉








は
、
武
村
兵
曹










も

私


も

漸




く
平

常







に
復



し
た
顏
色






を
見

て
、
ツ
ト
身

を
進



め
た
、
微
笑





を
浮



べ
な
が
ら

『
兩

君







！
　
君
等





の
幸
運






を
祝





し
ま
す
。
』
と
言

つ
た
ま
ゝ
、
頭





を
廻



ら
し
て
左
右





を
顧
見






た
時



、
忽





ち
、

艦


の
後
部
艦
橋









を
降



つ
て
、
歩
調






ゆ
た
か
に
吾
等





の
方



に
歩



ん
で
來

た
一
個





の
海
軍
大
佐









が
あ
つ
た
。
風
采






端


然


、
威
風





凛
々






、
言

ふ
迄



も
な
い
、
本
艦






の
艦

長







で
あ
る
。

艦

長







は
既



に
虎
髯
大
尉








よ
り
の
報
告






に
よ
つ
て
、
輕
氣
球








と
共



に
落
下





し
た
吾
等





の
二
人





の
日
本
人








で
あ
る

事


も
、
一
人





は
冐
險
家







ら
し
い
紳
士





風


で
、
他

の
一
人





は
同



じ
海
軍






の
兵
曹






で
あ
る
事



も
知



て
居

つ
た
と
見

え
、

今


、
吾
等





の
前



に
立

つ
て
、
武
村
兵
曹










と
私




と

の
顏



を
眺



め
た
が
、
左
迄





驚




く
色



が
な
い
、
目
禮






を
も
つ
て
傍






の
倚

子

に
腰



打

ち
掛

け
、
鼻
髯





を
捻



つ
て
靜



か
に
此
方





に
向
直






つ
た
。

兵
曹






と
私




と

は
、
恭




し

く
敬
禮






を
施





し
つ
ゝ
、
ふ﹅
と﹅
、
其
人






の
顏



を
眺



め
た
が
、
あ
ゝ
、
此



艦

長







の
眼
元





　

　
其



口
元






　
　
私




が

甞


て
記
臆





せ
し
、
誰

人

か
の
懷



か
し
い
顏



に
、
よ
く
も
〳
〵
似

て
居

る
事



と
思



つ
た
が
、

咄
嗟





の
急



に
は
思



ひ
浮



ば
な
か
つ
た
。
何



は
兎

も
あ
れ
、
今



、
か
く
心





が
落
付





い
て
見

る
と
、
今
度





吾
等





が
此



大
危
難







を
ば
、
同



じ
日
本
人








の
　
　
し
か
も
忠
勇






義
烈





な
る
帝
國
海
軍
々
人














の
手

に
よ
つ
て
救



は
れ
た
の
は
、

實


に
吾
等





兩
人







の
幸
福






の
み
で
は
な
い
、
天



は
今



や
か
の
朝
日
島







に
苦





め
る
櫻
木
海
軍
大
佐













の
誠
忠






を
ば
遂



に

見

捨

て
な
か
つ
た
か
と
、
兩
人





は
不
測





に
感
涙






の
流



る
ゝ
樣



に
覺



え
て
、
私




は

垂
頭





き
、
武
村
兵
曹










は
顏



を
横

向


け
る
と
、
此
時






吾
等





の
傍




に

、
何



か
艦

長







の
命



を
聽

か
ん
と
て
、
姿
勢





を
正



し
て
立

て
る
三
四
名



の
水
兵
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は
、
先
刻






よ
り
熱
心






に
武
村
兵
曹










の
顏



を
見

詰

め
て
居

つ
た
が
、
其



中


の
一
名






、
一
歩





進


み
出

で
ゝ
、
恭




し

く

虎
髯
大
尉








と
艦

長







と
に
向



ひ
、
意

味

あ
り
氣

に

『
閣
下





、
私




は

此


兵
曹






に
一
言






話


し
た
う
厶



り
ま
す
。
』
と
言

ふ
。

『
よ
ろ
し
い
。
』
と
艦

長







の
許
可





を
得

て
、
水
兵






は
や
を
ら
武
村
兵
曹










に
眼





を
轉



じ

『
久
濶





や
、
兵
曹






、
足
下





は
本
國






で
名
高





い
櫻
木
海
軍
大
佐
閣
下
















の
部

下

の
武
村
兵
曹










で
は
な
い
か
。
』
と
問

ひ
か
け
た
。
武
村
兵
曹










と
云

へ
ば
快

活








な
事



と
、
そ
れ
か
ら
砲

術







に
巧





な
事



と
、
ま
た
腕

力







の
馬

鹿

に

強


い
事



と
で
、
日
本
海
軍










の
水
兵
仲
間









に
は
少



な
か
ら
ず
顏



の
賣

れ
て
居

つ
た
男





な
の
で
、
今



や
圖



ら
ず
も
、

天
涯






萬
里





の
此



帝
國
軍
艦










の
艦

上







に
て
、
昔
馴
染








の
水
兵
等







に
對
面






し
た
も
の
と
見

え
る
。

兵
曹






驚




い
て
眼

を
見

張

り

『
お
ゝ
、
乃

公

は
如

何

に
も
櫻
木
大
佐
閣
下












の
部

下

な
る
武
村
新
八
郎












だ
。
』
と
言

ひ
な
が
ら
、
額





を
叩



い
て

『
濟

ま
な
い
、
す
つ
か
り
忘



れ
た
、
足
下





は
誰



だ
つ
た
か
な
。
』

『
前



の
高
雄
艦
長










、
今



は
軍
艦






「
日

の
出

」
の
艦

長







、
松
島
海
軍
大
佐
閣
下





















の
部

下

の
信
號
兵








だ
よ
。
』
と
、

水
兵






は
膝



を
進



ま
せ

『
今



、
松
島
海
軍
大
佐
閣
下
















は
、
英
國






テ
ー
ム
ス
河
口





を
進
航






し
て
來

る
と
、
丁
度






輕
氣
球








が
天

上







か
ら
落

ち
て
來

た
の
で
、
急



ぎ
助



け
て
見

た
ら
足
下
等









だ
、
實



に
不

思

議

な
縁



で
は
な
い
か
。
』
と
語



り
終



つ
て
一
歩





退

い

た
。

此


一
言






！
　
心





な
き
人



が
聽

い
た
ら
何



で
も
な
か
ら
う
が
、
私




と

武
村
兵
曹










と
は
思



は
ず
顏



を
見

合

は
し
て
莞
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爾


と
し
た
よ
。

先

づ
第
一






の
喜
悦






は
、
先
刻






輕
氣
球








の
上



で
疑





つ
た
樣



に
、
今



の
今



ま
で
、
我
等





が
泛



べ
る
此



太
洋






は
、
大
西






洋


か
、
は
た
ア
ラ
ビ
ア
ン
海



な
る
姓
名






を
耳



に
し
て
、
忽





ち
小
膝





を
ポ
ン
と
叩



い
た
よ
。
讀
者






諸
君






！
　
松
島





海
軍
大
佐










と
は
誰



で
あ
ら
う
？

私



は

未

だ
此



大
佐





と
は
甞



て
面

會







し
た
事



は
無

い
が
、
兼



て
聞

く
櫻
木
海
軍
大
佐













と
は
無

二

の
親
友






で
、
ま

た
、
私




の

爲


に
は
終
世







忘


る
ゝ
事



の
出

來

な
い
、
か
の
春
枝
夫
人








の
令
兄






　
　
日
出
雄
少
年









の
爲



に
は
叔
父
君









に
當



つ
て
居

る
人



。
今



か
ら
足
掛





け
四
年



以
前





に
、
私




の

親
友






濱
島
武
文










の
妻



な
る
春
枝
夫
人








が
、
本
國






の
令



兄


松
島
海
軍
大
佐













の
病
床





を
訪

は
ん
が
爲

め
に
、
其



良
君





と
別



れ
、
愛
兒





日
出
雄
少
年









を
伴





ふ
て
、
伊
太
利









の

國


子
ー
プ
ル
ス
港



を
發



し
、
私




と

同


じ
※

船

で
、
は
る
／
″
＼
日
本









へ
歸
國





の
途
中





、
暗
黒






な
る
印
度
洋







の
眞



中


で
恐



る
可

き
海
賊
船








の
襲
撃






に
遭

ひ
、
不
運





な
る
弦
月
丸








の
沈
沒






と
共



に
、
夫
人





の
生
死





は
未

だ
私




に

は
分



ら
ぬ
次
第





だ
が
、
一
時





は
病





の
爲

め
に
待
命
中








と
聞

い
た
其



大
佐





が
、
今



は
却





て
健
康






に
、
此



新




し
き
軍
艦






「
日

の
出

」
の
廻
航
中









と
か
　
　
さ
て
は
、
と
私




は

忽




ち
思



ひ
當



つ
た
の
で
わ
る
。
先
刻






一
目





見

て
直

ぐ
誰

人

か
に
似

て
居

る
と
想



つ
た
の
は
其



筈


よ
、
誰



あ
ら
う
、
此



日

の
出

艦

長







こ
そ
、
春
枝
夫
人








の
令
兄






、
日

出

雄
少
年







の
叔
父
君









な
る
松
島
海
軍
大
佐













で
あ
つ
た
の
か
と
。
そ
ゞ
ろ
に
床



し
く
、
懷



か
し
く
、
眼





を
揚

げ
て
、

目
前






に
端
然






た
る
松
島
大
佐









の
面





を
瞻



め
る
と
、
松
島
大
佐









も
意

味

あ
り
氣

に
、
私




と

武
村
兵
曹










の
顏



と
を
見

く
ら
べ
た
が
、
例



の
虎
髯
大
尉








と
一
寸






顏


を
見

合

は
せ
て
、
言
葉





靜


か
に
問

ひ
か
け
た
。
先

づ
私




に

向


ひ

『
貴
君





、
今



本
艦






水
兵






と
貴
君





の
同
伴
者








な
る
武
村
兵
曹










と
の
談
話





に
よ
る
と
、
貴
君
等









は
、
我

が
最





も
親
密
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な
る
海
軍
大
佐
櫻
木
重
雄
君


















と
縁
故





の
人



の
樣



に
思



は
れ
る
が
、
果



し
て
左

樣

で
す
か
。
』
と
い
ひ
か
け
、
頷



づ
く
私




の

顏


を
打
守






り
て
、
屹



と
面





を
改



た
め

『
實



は
先
刻






貴
君
等









が
不

思

議

に
も
大
輕
氣
球










と
共



に
此



印
度
洋







の
波
上






に
落
下





し
た
と
聞

い
た
時



か
ら
、
私






は
心





に
或



想
像






を
描



い
て
居

る
の
で
す
。
想
像






と
は
他



で
も
な
い
、
貴
君
等









が
果



し
て
我

が
親
愛






な
る
櫻
木
君








と
縁
故





の
人



な
ら
ば
、
今
度





此


不

思

議

な
る
出
來
事









も
、
或





は
櫻
木
大
佐









の
運
命






に
或



關

係







を
有



し
て
居

る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
。
私




は

櫻
木
君








の
大
望






を
ば
よ
く
知

つ
て
居

り
ま
す
。
ま
た
、
彼



が
、
人



の
知

ら
な
い

此


印
度
洋







中


の
一



孤
島





に
、
三
十
有
餘
名







の
水
兵






と
共



に
、
身

を
潜



め
て
居

る
次
第





を
も
よ
く
存



じ
て
居

り
ま

す
。
五
年





前


、
彼



が
横
須
賀









の
軍
港






に
於



て
永



き
袂
別





を
私




に

告

ぐ
る
時



、
彼



は
决
然






た
る
顏
色







を
以



て
言

つ

た
で
す
「
今



よ
り
五
年



の
後



に
は
、
必





ず
一
大






功
績






を
立

て
ゝ
、
君



に
再

會







す
る
事



が
出

來

る
だ
ら
う
」
と
。

そ
れ
か
ら
五
年



の
星
霜






は
※
去





つ
た
が
、
未

だ
彼



の
消
息






は
少



し
も
聞



え
ま
せ
ん
、
其

間







、
私




は

一
日






で
も

彼


の
健
康






と
、
彼



の
大
事
業







の
成
功






と
を
祈



ら
ぬ
時



は
な
い
の
で
す
。
あ
ゝ
、
櫻
木
君








は
遂



に
其



大
目
的








を
達



し
ま
し
た
ら
う
か
。
彼



が
潜
心
苦
慮









せ
る
大
軍
器







は
遂



に
首
尾





よ
く
竣

成







し
ま
し
た
ら
う
か
。
』
と
言

ひ
な

が
ら
、
聲



を
沈



ま
し

『
け
れ
ど
、
私




は

今


、
時



な
ら
ぬ
輕
氣
球








を
此



印
度
洋
上










に
認



め
、
特



に
其



乘
組
人








の
一
人





は
櫻
木
大
佐









の
片



腕


と
言

は
れ
た
武
村
兵
曹










で
あ
つ
た
の
で
想





へ
る
と
、
今



や
孤
島





の
櫻
木
君








の
身
邊






に
は
、
何



か
非
常






の
異
變





が
起



つ
て
、
其
爲






に
貴
君
等









兩
人







は
大
佐





と
袂
別





を
告

げ
、
一
大



使
命





を
帶

び
て
此



空
中






を
飛
行





し
て
來

た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
』
と
眤



と
吾
等





兩
人







を
見

詰

め
た
。
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『
其
事






！
　
實



に
御
明
察







の
通



り
で
す
。
』
と
私




は

ツ
ト
身

を
進



め
た
。
武
村
兵
曹










は
胸



を
う
つ
て

『
艦
長
閣
下










、
實



に
容
易





な
ら
ぬ
事
變





は
我

が
大
佐
閣
下








の
上



に
起



り
ま
し
た
。
』
と
、
そ
れ
よ
り
、
兵
曹






と

私


と

は
迭

代








に
、
櫻
木
海
軍
大
佐













の
海
底
戰
鬪
艇












の
事



、
其



大
成
功








の
實
情






、
及



び
二
月





十
一
日



の
夜
半





、

大
佐





功


成

り
將



に
朝
日
島







を
出

發







せ
ん
と
す
る
瞬
時





前


、
震
天
動
地









の
大
海
嘯







の
爲



に
、
秘
密
造
船
所











の
倉

庫


碎


け
て
、
十
二
の
樽



の
流
失






し
た
事



か
ら
、
遂



に
今

回







の
大
使
命







に
立
到






つ
た
迄



の
大
略






を
述

べ

『
大
佐
閣
下








よ
、
さ
れ
ば
吾
等





兩

名







は
今



よ
り
急



ぎ
印
度
國







コ
ロ
ン
ボ
の
港





に
到



り
、
十
二
種



の
秘
密
藥
液









を
凖
備





へ
て
、
本
月






二
十
五
日



拂
曉






ま
で
に
は
、
電
光
艇









が
待
合





は
す
べ
き
筈



の
橄
欖
島








ま
で
赴





か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
』
と
語



り
終



る
と
、
聽

く
水
兵
等







は
驚

嘆







の
顏



を
見

合

は
せ
、
勇
烈






な
る
虎
髯
大
尉








は
、
歡





び

且

つ
愕





き
の
叫
聲





を
も
つ
て
倚

子

よ
り
起

ち
て
、
松
島
海
軍
大
佐













の
面





を
見

る
と
、
松
島
大
佐









は
握



れ
る
軍
刀






の
※



の
碎



く
る
を
も
覺



え
ぬ
ま
で
、
滿
足






と
熱
心






と
の
色



を
も
つ
て
、
屹



と
面





を
揚

げ

『
快





な
る
哉



、
櫻
木
君








の
海
底
戰
鬪
艇












は
遂



に
竣

工







し
ま
し
た
か
。
』
と
、
暫
時





は
言



も
な
く
、
東
天






の
一



方


を
眺



め
た
が
、
忽





ち
腕
拱






ぬ
き

『
し
て
、
櫻
木
君








の
一
行






は
意
外






の
天
變






の
た
め
に
、
來



る
二
十
五
日



拂
曉






、
橄
欖
島








の
附
近





に
て
貴

下

等

の

應
援






を
待

つ
の
で
す
か
、
よ
ろ
し
い
、
斯

く
承




は

る
以
上






は
最
早





憂
慮






す
る
に
は
及



び
ま
せ
ん
。
日
本
帝
國










の

た
め
、
帝
國
海
軍










の
た
め
、
ま
た
櫻
木
大
佐









の
光
譽






の
た
め
に
、
我
等





は
全

力







を
盡



し
て
電
光
艇









の
應
援






に
赴





き
ま
せ
う
。
』
と
立

つ
て
傍




な

る
卓

上







に
一
面






の
海
圖





を
押
擴






げ
、
具



さ
に
緯

度

を
計



り
つ
ゝ

『
此

處

か
ら
最





も
便
宜





な
る
、
ま
た
最





も
近



き
貿
易
港








は
矢
張





印
度
國







コ
ロ
ン
ボ
の
港





で
、
海

上







大
約






千
二
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百
哩





、
そ
れ
よ
り
橄
欖
島








ま
で
は
千
五
百
哩





弱




、
さ
れ
ば
、
本
艦






は
明
後
晩







コ
ロ
ン
ボ
に
錨





を
投



じ
、
電
光








艇

に
必
要






な
る
十
二
の
秘
密
藥
液









を
凖
備






し
て
、
直



ち
に
暗
號
電
報










を
も
つ
て
本
國






政
府





の
許
可





を
受

け
、

全
速
力









を
も
つ
て
橄
欖
島








へ
向



ふ
事



が
出

來

ま
す
、
さ
ら
ば
！
。
』
と
ば
か
り
側




の

虎
髯
大
尉








に
向



ひ
、

『
轟
大
尉









！
　
本
艦






全
速
力









、
方
向






は
矢
張





コ
ロ
ン
ボ
港



、
右



號
令






を
傳



へ
て
下



さ
い
※
。
』

虎
髯
大
尉








、
本
名






は
轟
大
尉









で
あ
つ
た
。
『
諾



。
』
と
應



え
た
ま
ゝ
、
身

を
飜





へ
し
て
前
甲
板








の
方



へ
走



り

去

つ
た
。

松
島
大
佐









は
再





び
海
圖





の
面



に
向



つ
た
。

此
時






中
部
甲
板









に
は
、
午
前





十
一
時

を
報



ず
る
六
點
鐘









、
カ
ヽ
ン
！
　
カ
ヽ
ン
！
　
カ
ヽ
ン
！
　
カ
ヽ
ン
！

　
カ
ヽ
ン
！
　
カ
ヽ
ン
！

武
村
兵
曹










と
私




と

は
、
實



に
双
肩






の
重
荷





を
降



し
た
樣



な
心
地





が
し
た
の
で
あ
る
。
實



に
、
※



し
い
、
※



し
い
、

※


し
い
。

此


※


し
い
時



　
　
す
で
に
我

が
大
使
命







を
ば
語



り
終



つ
た
る
今



、
一
個
人









の
事



で
は
あ
る
が
、
私




は

松
島
海
軍









大
佐






に
向



つ
て
、
問

ひ
も
し
、
語



り
も
し
た
き
事



は
澤
山






あ
る
。
大
佐





の
令
妹






春
枝
夫
人








の
安
否





　
　
其



良
君





濱
島
武
文










の
消
息






　
　
そ
れ
よ
り
前



に
私




か

ら
語



ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
（
大
佐





は
屹
度





死

ん
だ
と
思



つ
て
居

る

だ
ら
う
）
※
去





三
年



の
間





、
私




と

共


に
朝
日
島







の
月



を
眺



め
て
、
今



も
猶

ほ
健
康






で
居

る
彼



の
娚



な
る
日
出
雄









少
年





の
消
息






で
あ
る
。

私



は

幾
度






か
口



を
開



き
か
け
た
が
、
此
時






大
佐





の
顏
色







は
、
私




が

突
然





に
此
事






を
言

ひ
出

し
兼

ね
た
程



、
海
圖
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に
向



つ
て
熱
心






に
、
頓



て
櫻
木
大
佐









と
、
其



海
底
戰
鬪
艇












の
に
會



合

ふ
べ
き
筈



の
、
橄
欖
島








附
近





の
地
勢





、
海



深
等






を
調



ぶ
る
に
餘
念





も
な
か
つ
た
。

暫
時





、
船
室






内


は
寂



と
な
る
。

室

外







に
は
舷



に
碎



く
る
浪



の
音



、
檣

頭







に
走



る
風



の
聲



、
艦
橋






に
響



く
士
官






の
號
令






。

私



は

何
氣





な
く
倚

子

よ
り
離



れ
て
、
檣

樓







に
、
露
砲
塔







に
、
戰
鬪
樓








に
、
士
官






水
兵






の
活
動






目

醒

ま
し
き
甲



板


を
眺



め
た
が
、
忽





ち
電
氣





に
打

た
れ
し
如



く
躍

上







つ
た
よ
。
今



し
も
、
後
部
甲
板









昇
降
口









よ
り
現



は
れ
て
、

一
群






の
肩

章







に
波



を
打

た
せ
た
る
年
少






士
官
等







と
語



り
な
が
ら
、
徐



か
に
此
方





に
來

か
ゝ
る
二
個





の
人



　
　

軍
艦
々
上











に
は
珍



ら
し
き
平
服






の
姿





、
一
個





は
威
風
堂
々









た
る
肥
滿





の
紳
士





、
他

の
一
個





は
天
女






の
如



き
絶
世





の
佳
人





！
　
誰



か
知

ら
ん
、
此



二
人





は
、
四
年



以
前





に
ネ
ー
プ
ル
ス
で
別



れ
た
濱
島
武
文










と
、
今



は
此
世





に
亡

き
人



と
の
み
思



つ
て
居

つ
た
彼



の
妻



　
　
松
島
大
佐









の
令
妹






　
　
日
出
雄
少
年









の
母
君






な
る
春
枝
夫
人








で
あ
つ

た
。

急


ぎ
眼

を
押
拭






つ
て
見

た
が
、
矢
張





其
人






※

私



は

狂
喜






の
あ
ま
り
、
唐
突






武
村
兵
曹










の
首



を
捻

ぢ
向

け
て

『
兵
曹






！
　
あ
れ
を
見

よ
〳
〵
、
濱
島
君








に
、
春
枝
夫
人








！
。
』
と
叫



ぶ
と
、
不

意

に
愕





い
た
る
武
村
兵
曹










は

『
ど
、
ど
、
ど
、
何

處

に
！
　
ど
の
人



が
？
。
』
と
伸
上






る
。

側
面






の
卓

上







に
あ
つ
て
、
此



有
樣






を
認



め
た
る
松
島
海
軍
大
佐













は
不
審





の
眉



を
揚

げ

『
い
ぶ
か
し
や
、
貴
君





は
何
人






な
れ
ば
、
濱
島
武
文










と
春
枝





と
を
御
在





じ
で
す
か
。
』
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私



は

ツ
ト
身

を
乘

り
出

し
た

『
私




こ

そ
、
四
年





前


に
、
春
枝
夫
人








と
弦
月
丸








の
沈
沒






に
別



れ
た
柳
川






で
す
。
』

松
島
海
軍
大
佐













の
端
然






た
る
顏
色







は
微





に
動



い
て

『
で
は
、
貴
君





は
、
若

し
や
我

が
娚



日
出
雄
少
年









の
安
否





を
　
　
。
』
と
言

ひ
か
け
て
、
急



ぎ
艦
尾





な
る
濱
島






武
文






と
春
枝
夫
人








と
に
眸





を
移



す
と
、
彼
方





の
二
人





も
忽





ち
私




の

姿




を
見

付

け
た
。
春
枝
夫
人








の
美



は
し
き
顏



は
『
あ
ら
。
』
と
ば
つ
か
り
、
其



良
君





を
顧
見






る
。
私




は

彼
方





へ
！
　
彼
方





は
此
方





へ
！
　
轉



ぶ
が
ご
と
く
※

　
　
　
　
第
二
十
七
回
　
艦
長
室









　
　
　
　
　
鼻
髯
を
捻
つ
た
　
　
夢
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
　
　
私
は
何
よ
り
憘
し
い
　
　
大
分
色
は
黒
く
な

　
　
　
　
　
り
ま
し
た
よ
、
は
い
　
　
今
度
は
貴
女
の
順
番
　
　
四
年
前
の
話

　
日

は
高



く
、
風



は
清



し
き
軍
艦






「
日

の
出

」
の
艦

上







、
縱

帆

架

に
は
帝
國
軍
艦
旗











舞

ひ
、
「
ブ
ル
ワ
ー
ク
」

の
邊





に
は
克

砲








、

俄

砲










、
四
十
七
粍



速
射
砲








、
砲
門






を
な
ら
べ
、
遠



く
一
碧






の
水
天






を
望



み
、
近



く
破

浪


の
音



を
聽

き
つ
ゝ
、
絶



て
久



し
き
顏



と
顏



と
は
艦
長
室









の
美



は
し
き
長
倚
子









に
倚

つ
て
向



ひ
合

つ
た
。

濱
島
武
文










は
言
葉





も
な
く
私




の

手

を
握



つ
た
。

春
枝
夫
人








は

『
あ
ゝ
、
柳
川






さ
ん
、
妾




は

、
貴
方





と
此
世





で
御

目

に
掛

か
ら
う
と
は
　
　
。
』
と
言

つ
た
ま
ゝ
、
其



美


は
し

き
顏



は
私




の

身
邊






を
見
廻





し
た
。
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武
村
兵
曹










は
私




の

横
側





で
五
里
霧
中











の
顏



。

艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















は
春
枝
夫
人








の
言



を
ば
奪



ふ
が
ご
と
く
私




に

向


ひ

『
し
て
、
日
出
雄
少
年









は
　
　
安
全






で
す
か
　
　
そ
れ
と
も
　
　
。
』

私



は

欣
然






と
し
て
叫



ん
だ
。

『
お
ゝ
、
松
島
海
軍
大
佐













よ
、
濱
島
武
文
君












よ
、
春
枝
夫
人








よ
、
貴
方
等







の
喜
悦






に
ま
で
、
少
年






は
無

事

で
す
、

無

事

で
す
※
。
』

松
島
大
佐









と
濱
島
武
文










と
は
言

ひ
合

は
し
た
樣



に
喜

色

を
浮



べ
て
鼻
髯





を
捻



つ
た
。
春
枝
夫
人








は
流
石





に
女






性

の
常



『
あ
ゝ
、
夢



で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
、
之



が
夢



で
な
か
つ
た
ら
、
ど
ん
な
に
嬉



し
い
ん
で
せ
う
。
』
と
、
止



め

兼


た
る
喜
悦






の
涙





を
ソ﹅
ツ﹅
と
紅
絹






の
手

巾








に
押
拭






ふ
。

『
夢



ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
と
も
〳
〵
。
』
と
武
骨





な
る
武
村
兵
曹










は
、
此
時






ヒ
ヨ
ツ
コ
リ
と
顏



を
突
出





し
た
。

『
貴
夫
人









！
　
何

ん
で
夢



だ
な
ん
ぞ
と
仰

つ
し
や
る
。
あ
の
可
憐





な
る
日
出
雄
少
年









は
、
今



は
我

が
敬
愛






す
る

櫻
木
海
軍
大
佐
閣
下
















と
共



に
朝
日
島







に
元
氣





よ
く
、
今
頃






は
屹
度





、
例



の
可
愛





ら
し
い
樣
子





で
、
水
兵






共


や
、

愛
犬






の
稻
妻






な
ん
か
と
、
海
岸






の
岩



の
上



か
ら
、
遙



か
に
日
本






の
空



を
眺



め
て
、
早



く
孤
島





を
出

發







し
て
、

一
日






も
速





か
に
貴
方
等







に
再

會







し
た
い
と
待
望






ん
で
居

る
事



で
せ
う
。
』
と
叫



ぶ
。

『
貴
方





は
　
　
。
』
と
二
人





の
眼





は
懷



か
し
相



に
武
村
兵
曹










の
上



に
轉



じ
た
。

『
此
人






は
武
村
兵
曹










と
て
、
吾
等





が
三
年






の
間





孤
島





の
生
活
中









、
日
出
雄
少
年









と
は
極



め
て
仲



の
よ
か
つ
た
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一
人





で
す
。
』
と
私




は

彼


を
二
人





に
紹
介






せ
て
、
そ
れ
よ
り
武
村
兵
曹










と
私




と

は
交



る
／
″
＼
、
朝
日
島







へ
漂



流


の
次
第





、
稀
世





の
海
底
戰
鬪
艇












の
事



、
孤
島





生
活
中









の
有
樣






、
そ
れ
か
ら
四
年





以
前





に
は
、
穉
氣





な
く
母



君


と
別



れ
た
り
し
日
出
雄
少
年









の
今



は
大



き
く
な
り
て
、
三
年






の
間





、
智
勇





絶
倫






の
櫻
木
海
軍
大
佐













の
愛
育






の

下


に
、
何



か
ら
何



ま
で
、
父
君






が
甞



て
望



め
る
如



き
海
軍
々
人










風


の
男
兒





と
な
り
て
、
毎
日






〳
〵
賢



こ
く
、
勇



ま
し
く
、
日

を
送



つ
て
居

る
有
樣






を
ば
目

に
見

る
如



く
に
語



り
、
大
佐





よ
、
濱
島
君








よ
、
春
枝
夫
人








よ
、
さ
れ

ば
吾
等





は
今



や
天
運






開


け
て
、
遠



か
ら
ず
非
常






の
喜





び
に
會





す
る
時



を
待

つ
ば
か
り
で
す
。
と
語



り
終



る
と
、

聽

く
三
人





は
或





は
驚





き
或





は
よ
ろ
こ
び
。
大
佐





は
相
變






ら
ず
鼻
髯





を
捻



り
つ
ゝ
。
豪
壯






な
る
濱
島
武
文










は
胸



を

叩


い
て

『
私




は

何


よ
り
も
嬉



し
い
。
弦
月
丸








の
沈
沒






は
、
日

出

雄

の
爲



に
は
、
寧



ろ
幸
福






で
あ
つ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

今


彼


が
當
世






に
隱



れ
も
無

き
、
櫻
木
海
軍
大
佐













か
ら
、
斯

く
も
懇
篤






な
る
薫
陶






を
受

け
て
生

長







し
た
事



は
、

世
界





第
一






の
學
校






を
卒
業






し
た
よ
り
も
、
私




の

爲


に
は
※



し
い
で
す
。
』

春
枝
夫
人








は
包



み
兼

ね
た
る
喜
悦






の
聲



で

『
皆
樣






は
、
其
樣





に
あ
の
兒

を
可
愛





が
つ
て
下



さ
つ
た
の
で
す
か
。
妾




は

何


と
御
禮





の
言
葉





も
ご
ざ
い
ま
せ
ん

。
』
と
雪



の
や
う
な
る
頬



に
微
※





の
波



を
湛



え
て

『
そ
し
て
、
あ
の
兒

は
も
う
其
樣





に
大



き
く
な
り
ま
し
て
。
』

『
大



き
く
な
り
ま
し
た
段



か
。
近
々






に
橄
欖
島








で
お
逢

ひ
に
な
つ
た
ら
、
そ
り
や
喫
驚






な
さ
る
』
と
ま
た
兵
曹






が
飛

び
出

し
た
。
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『
あ
ら
。
』

『
そ
れ
ば
か
り
か
、
少
年






の
活

溌







な
事



ツ
た
ら
話





に
な
り
ま
せ
ん
よ
。
獅
子
狩









も
や
り
ま
す
、
相
撲





も
取

り

ま
す
。
弱



い
水
兵






な
ん
か
は
負

か
さ
れ
ま
す
。
』
と
彼



は
至
極





眞

面

目

に

『
然



し
、
其
代






り
、
大
分






色


は
黒



く
な
り
ま
し
た
よ
。
は
い
。
』

『
お
ほ
ゝ
ゝ
ゝ
。
』
と
春
枝
夫
人








は
半
顏






を
蔽



ふ
て

『
其
樣





に
黒



く
な
り
ま
し
た
の
、
ま
ア
。
』

『
イ
ヤ
、
中
黒






で
す
。
』
と
滑
※






な
る
兵
曹






の
一
言






に
、
大
佐





も
、
濱
島






も
、
私




も

大
聲






に
笑



ひ
崩



る
ゝ
時



、

春
枝
夫
人








の
優



し
い
眼

は
、
遙



か
〳
〵
の
南





の
方



の
水



と
空



と
を
懷



か
し
相



に
眺



め
て
居

つ
た
。

其
時






私



は

膝


を
進



め
て

『
今
迄






は
吾
等





の
經
歴






を
の
み
語



つ
た
が
、
サ
ア
今
度





は
、
貴
方
等







の
お
答





の
順

番







で
す
よ
。
』
と
先

づ
春

枝
夫
人







に
向



ひ

『
夫
人






！
　
先
刻






貴
女





も
左

樣

仰

つ
し
や
い
ま
し
た
ね
え
。
私




も

眞
個






に
、
此
世





で
ま
た
貴
女





に
お
目

に
か
ゝ

ら
う
と
は
思



ひ
設



け
ま
せ
ん
で
し
た
、
實



に
不

思

議

で
す
よ
、
一
體






あ
の
時



は
如

何

し
て
御
助
命







に
な
り
ま
し

た
。
』
と
口



を
切

つ
て

『
回

想







す
れ
ば
今



か
ら
四
年



前


、
私




が

日
出
雄
少
年









を
抱



い
て
、
弦
月
丸








の
沈
沒






と
共



に
、
海
中






に
飛
込





ん

だ
時



、
二

度

、
三
度





、
貴
女





の
お
名

を
お
呼

び
申



し
た
が
、
聽



ゆ
る
も
の
は
、
風



の
音



と
、
浪



の
響





ば
か
り
、

イ
ヤ
、
只



一
度





、
微



か
に
〳
〵
、
お
答





の
あ
つ
た
樣



に
も
思



は
れ
た
が
、
そ
れ
も
心





の
迷





と
信



じ
て
、
其
後






朝

183



日
島






に
漂

着







し
て
、
或



時


、
櫻
木
大
佐









に
此
事






を
語



つ
た
時



、
大
佐





は
貴
女





の
運
命






を
卜



し
て
、
夫
人





は
屹

度


無

事

で
あ
ら
う
と
言

は
れ
た
に
拘





ら
ず
、
日
出
雄
少
年









も
、
私




も

、
最
早





貴
女





と
は
、
現
世





で
お
目

に
掛



る

事


は
出

來

ま
い
と
ば
か
り
斷
念






し
て
居

り
ま
し
た
に
。
』

春
枝
夫
人








は
、
四
年





以
前





の
恐



ろ
し
き
夜

の
光

景







を
回

想







し
て

『
あ
ゝ
、
あ
の
時



は
、
眞
個






に
物
凄






う
御

坐

い
ま
し
た
ね
え
。
轟
然






た
る
響





と
共



に
、
弦
月
丸








は
沈
沒






し
て
、

妾


は

一
時





は
逆
卷





く
波
間





に
數



十
尺





深


く
沈



み
ま
し
た
が
、
再





び
海
面






に
浮



び
上



つ
た
時



、
丁
度






貴
方





の
お
聲



で
、
私




の

名

を
お
呼

び
に
な
る
の
が
聽



え
ま
し
た
。
私




は

、
一
た
び
、
二
た
び
、
お
答



へ
申



し
ま
し
た
が
、
四

邊


は
眞



の
闇



で
、
何

處

と
も
分



ら
ず
、
其
儘






永


い
お
別



れ
に
な
り
ま
し
た
。
幸





ひ
、
沈
沒






の
間
際





に
、
貴
方





が

投

げ
て
下



さ
つ
た
浮

標

に
す
が
つ
て
、
浪



の
ま
に
〳
〵
漂





つ
て
居

る
内



、
其



翌
朝






に
な
つ
て
見

る
と
、
漫
々






た

る
大
海
原








の
遙



か
彼
方





に
、
昨
夜





の
海
賊
船








ら
し
い
一
艘






の
船



が
、
頻



り
に
潜
水
器







を
沈



め
て
居

る
の
が
見

え

ま
し
た
が
、
其
時






、
丁
度






通


り
か
ゝ
つ
た
英
國






の
郵
便
船








に
救



は
れ
て
、
廻



り
め
ぐ
つ
て
、
再





び
ネ
ー
プ
ル
ス

の
家



へ
皈



つ
た
の
は
、
夫



か
ら
一
月






程


※


て
の
事



で
し
た
。
』

夫
人





は
一
息






つ
き
て

『
妾




が

子
ー
プ
ル
ス
の
家



へ
歸



つ
て
、
涙





な
が
ら
に
良
人





の
濱
島






に
再

會







し
た
時



に
は
、
弦
月
丸








の
沈
沒






の

噂

は

大
層






で
し
た
。
何
事






も
天
命






と
諦





め
て
も
、
本
當






に
悲



し
う
御

坐

ん
し
た
よ
。
い
ろ
〳
〵
の
噂





を
聞

く
に

つ
け
、
最
早





貴
方





も
、
日

出

雄

も
、
全





く
世

に
亡

き
人



と
の
み
思



ひ
定



め
、
ま
た
、
一
方






に
は
、
本
國






の
兄



の

病

を

思


ひ
煩





つ
て
居

り
ま
し
た
が
、
幸





ひ
、
兄



の
病





は
だ
ん
／
″
＼
と
快

方







の
由



、
其
後





の
便
船






で
通
知





が
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參


り
ま
し
た
の
で
、
其



方


は
漸





く
胸



撫

で
お
ろ
し
、
日
本






へ
皈



る
事



も
其
儘






思


ひ
止





つ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら

四
年
※









に
歸



つ
て
か
ら
、
三
月





程


※


て
、
名
殘





な
く
全

快







し
て
、
今



は
人
一
倍








に
健
全






に
、
英
國






か
ら
新
造






軍
艦






の
廻
航
中









、
此



「
日

の
出

」
に
乘

つ
て
居

る
事



は
貴
方





も
御
覽





の
通



り
で
す
。
』
と
語



り
終



つ
て
令
兄






な
る
大
佐





と
良
君





武
文






と
の
顏



を
婉
然






に
見

た
。

　
　
　
　
第
二
十
八
回
　
紀
念
軍
艦









　
　
　
　
　
帝
國
軍
艦
「
日
の
出
」
　
　
此
虎
髯
が
御
話
申
す
　
　
テ
ー
ム
ス
造
船
所
の
製
造
　
　
「
明
石
」

　
　
　
　
　
に
髣
髴
た
る
巡
洋
艦
　
　
人
間
萬
事
天
意
の
ま
ゝ

　
松
島
海
軍
大
佐













は
相



も
變



ら
ず
鼻
髯





を
捻



り
つ
ゝ
、
面
白
相








に
我
等





の
談
話





を
聽

い
て
居

る
。

濱
島
武
文










は
春
枝
夫
人








に
次

い
で
口



を
開



い
た
。

『
春
枝





は
大
分






愚

痴

が
出

ま
す
。
女





は
あ
れ
だ
か
ら
い
か
ん
で
す
。
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。
け
れ
ど
私




も

、
弦
月
丸








の

沈
沒






を
耳



に
し
た
時



に
は
實



に
愕





き
ま
し
た
。
春
枝





丈

け
は
其
後





無

事

に
皈



つ
て
來

た
も
の
ゝ
、
君



の
行
衞





は

知

れ
ず
、
私




が

兼


て
よ
り
、
有
爲





な
帝
國
海
軍
々
人














に
養
成






し
て
、
國



に
獻



げ
ん
と
心





に
樂



し
ん
で
居

つ
た
日

出

雄

は
、
君



と
共



に
、
印
度
洋







の
藻
屑





と
消

え
て
し
ま
つ
た
と
斷
念






し
た
時



に
は
、
實



に
泣

く
よ
り
辛



か
つ
た

で
す
。
』
と
い
ひ
掛

け
て
、
彼



は
忽





ち
聲



高


く
笑



ひ

『
ほ
ー
。
私




ま

で
愚

痴

が
出

た
。
イ
ヤ
、
愚

痴

で
な
い
。
實
際






失
望
落
膽










し
た
で
す
。
其
頃






歐
羅
巴







の
諸



新
聞






は
筆



を
揃



へ
て
、
弦
月
丸








の
遭
難






を
詳

報







し
、
か
の
臆

病







な
る
船
長
等








の
振
舞






を
ば
痛



く
攻
撃






す
る
と
共



185



に
『
日
本
人








の
魂




。

』
な
ん
か
と
標
題





を
置

い
て
、
君
等





の
其
時






の
擧
動






を
賞

讃







す
る
の
を
見

る
に
つ
け
て

も
、
實



に
斷

膓







の
念



に
堪

え
な
か
つ
た
で
す
　
　
何



、
あ
の
卑
劣





な
る
船
長
等








は
如

何

し
た
と
問

は
る
ゝ
か
。

左
樣





さ
、
一
旦






は
無

事

に
本
國






へ
歸



つ
て
來

た
が
、
法
律






と
、
社

會







の
制
裁






と
は
許



さ
な
い
、
嚴
罰






を
蒙





つ

て
、
酷



い
目

に
逢

つ
て
、
何
處





へ
か
失
奔






し
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
。
』

『
愉
快






だ
！
　
愉
快






だ
！
。
』
と
武
村
兵
曹










は
不

意

に
叫



ん
だ
。

私



は

失
笑






し
な
が
ら
問



を
つ
ゞ
け
て

『
濱
島
君








、
し
て
、
其
後






、
君



も
、
夫
人






も
、
引
續






い
て
ネ
ー
プ
ル
ス
港



に
の
み
お
在

留

で
し
た
か
。
今



ま
た

此


軍
艦






に
便

乘







し
て
日
本






へ
お
歸
國





に
な
る
の
は
如

何

い
う
次
第





で
す
。
』
と
胸



に
手

を
置

い
て

『
ち
と
想
像






に
※



る
か
も
知

れ
な
い
が
、
私




は

先
刻






か
ら
考





へ
て
居

つ
た
の
で
す
。
今



此


新
造
巡
洋
艦













に
君



の
愛
兒





日
出
雄
少
年









の
名

と
何



か
の
因
縁






あ
る
如



く
「
日

の
出

」
と
命
名






さ
れ
て
居

る
の
は
何



か
深



い
仔
細





の

あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
』

『
其
事






は
此



虎

髯

が
お
話





申


す
の
が
順

當







で
せ
う
。
』
と
不

意

に
室
内






へ
飛
込





ん
で
來

た
の
は
、
例



の
磊
落






な
る
虎
髯
大
尉








、
本
名






轟
大
尉









で
あ
つ
た
。
先

づ
艦
長
松
島
大
佐














に
向



つ
て
、
何
事






を
か
二
言






、
三
言





、
公

務


の
報
告






を
終



つ
て
後



、
私




の

方


に
向
直






つ
た
。
快

活








な
調
子






で

『
貴
君





！
　
此



新
造
巡
洋
艦













に
「
日

の
出

」
と
命
名






さ
れ
た
の
は
全





く
君



の
想
像






の
如



く
日
出
雄
少
年









の
紀

念


の
爲



と
云

つ
て
も
よ
い
の
で
す
。
左

樣

ば
か
り
で
は
お
釋



り
に
な
る
ま
い
、
濱
島
氏







は
君



も
御
存





じ
の
通



り
、

日
出
雄
少
年









を
ば
有
爲





な
海
軍
々
人











に
養
成






し
て
、
日
本
帝
國










の
干
城





に
と
、
兼



て
の
志

望







で
あ
つ
た
の
が
、
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弦
月
丸








の
沈
沒






と
共



に
、
全





く
水
泡






に
歸

し
た
と
思



は
れ
た
の
で
、
今



は
、
其



愛
兒





を
ば
國



に
獻



ぐ
る
事



の
出

來

ぬ
代



り
に
、
せ
め
て
は
一
艘






の
軍
艦






を
獻
納






し
て
、
國



に
盡



す
日
頃





の
志





を

遂

げ
ん
も
の
と
、
其



財
産






の
一



半


を
割

き
、
三
年






の
日
月






を
經

て
、
英
國






テ
ー
ム
ス
造
船
所








で
竣

成







し
た
の
が
、
此



軍
艦






「
日

の
出

」
で
す
。

此


軍
艦






は
最
新
式








の
三
等



巡
洋
艦









で
、
排
水
量









二
千
八
百
噸



、
速

力







二
十
三
節





、
帝
國
軍
艦










「
明
石





」

に
髣
髴






た
る
艦



だ
が
、
も
つ
と
速

力







は
速



い
、
防
禦
甲
板










は
平
坦
部







二
十
粍



、
傾
斜
部







五
十
三
粍



、
砲
門






は

八
吋





速
射
砲








二
門



、
十
二
珊





速
射
砲








六
門



、
四
十
七
粍



速
射
砲








十
二
門



、
機
關
砲








四
門



あ
る
で
す
。
日
本
政
府









は
快




く

濱
島
氏







の
志





を

容

れ
、
我

が
海
軍
部
内









で
は
、
特
別






の
詮
議





が
あ
つ
て
、
直



ち
に
松
島
大
佐
閣
下












が
回



航
委
員
長











の
任



に
當



る
事



と
な
り
、
今



や
大
佐





は
本
艦
々
長











の
資
格





を
も
つ
て
日
本






へ
廻
航
中









、
濱
島
氏









夫
妻






は
、
此



軍
艦






の
獻
納
者








で
あ
れ
ば
、
本
艦






引
渡






し
の
儀
式





の
爲



と
、
一



つ
に
は
、
最
早





異
境






の
空



も
飽
果





て
た
れ
ば
之



よ
り
は
、
山



美


は
し
く
、
水



清


き
日
本






に
歸



ら
ん
と
、
子
ー
プ
ル
ス
港



か
ら
本
艦






に
便
乘







し
た
次

第


で
す
。
』
と
語



り
か
け
て
、
轟
大
尉









は
虎
髯





を
逆





に
捩



り
つ
ゝ

『
軍
艦






日

の
出

！
　
此



名

は
確



か
に
、
日
出
雄
少
年









の
名

と
或



關

係







を
有

つ
て
居

る
と
信



じ
ま
す
。
然



し
、

濱
島
氏







は
决



し
て
虚
名






を
貪





る
人



で
な
い
、
此



名

は
彼



が
求



め
た
名

で
は
無

い
の
で
す
、
す
べ
て
本
國






政
府





の

任
意





に
定



め
た
事



で
、
軍
艦
命
名
式












の
嚴

肅







な
る
順

序







を
經

て
下



さ
れ
た
の
が
「
日

の
出

」
の
三
字

で
す
。

け
れ
ど
私




は

、
此



名

と
日
出
雄
少
年









の
名

と
の
符
合





を
ば
、
决



し
て
偶
然






の
事



と
は
思



ひ
ま
せ
ん
。
』

『
無
論





偶
然






の
符
合





で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
』
と
私




は

感
嘆






の
叫





を
禁



じ
得

な
か
つ
た
。
武
村
兵
曹










は
前
額






を

撫

で
ゝ
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『
や
あ
、
だ
ん
／
″
＼
と
目

出

度

い
事



が
集





つ
て
來

ま
す
な
。
新
造
軍
艦










は
獻
納






さ
れ
る
、
海
底
戰
鬪
艇












は
現



は
れ
て
來

る
、
日
本
海
軍










益
々






榮


え
　
　
。
』
と
快

活








な
る
面





を
擧

げ
て
ニ
コ
と
笑



ふ
。
松
島
海
軍
大
佐













も

微
笑





を
帶

び
て

『
洵





に
兵
曹






の
言



の
如



く
日
本
海
軍










の
爲



に
慶
賀





す
べ
き
事



で
あ
る
。
今



や
遠



か
ら
ず
橄
欖
島








の
ほ
と
り
で
櫻

木
大
佐








に
對
面






し
、
そ
れ
よ
り
本
艦






「
日

の
出

」
と
櫻
木
大
佐









の
電
光
艇









と
が
舳
艫





相


並


ん
で
颯
々






た
る
海



風


に
帝
國
軍
艦
旗











を
飜





へ
し
つ
ゝ
頓



て
、
帝
國






の
軍
港






へ
と
到

着







し
た
時



に
は
如

何

に
壯
烈






に
且

つ
愉
快






な

る
事



だ
ら
う
。
』

轟
大
尉









は
双
手






を
擧

げ
て
快

哉







を
叫



ん
だ
。
濱
島
武
文










は
腕



を
さ
す
つ
て

『
實



に
人
間






の
萬
事





は
天
意





の
儘



で
あ
る
。
め
ぐ
り
廻



つ
て
何
事






が
幸
福






と
な
る
か
も
分



ら
ぬ
。
私




は

今


や
ま

た
軍
艦






日

の
出

の
み
な
ら
ず
一
度





喪




つ
た
と
思



つ
た
日

出

雄

を
も
國



に
獻



ぐ
る
事



の
出

來

る
や
う
に
な
つ
た
事



を
感
謝






し
ま
す
。
』
と
限



り
な
き
滿
足






の
色



を
以



て
夫
人





を
顧
見






た
。

あ
ゝ
、
人
間






の
萬
事





は
實



に
天
意





の
儘



だ
と
、
私




も

深


く
心





に
感



ず
る
と
共



に
、
忽





ち
回

想







し
た
一
事





が
あ

る
。
そ
れ
は
他



で
も
な
い
、
忘



れ
も
せ
ぬ
四
年





以
前





の
事



、
春
枝
夫
人








と
、
日
出
雄
少
年









と
、
私




と

の
三
人





が
、

子
ー
プ
ル
ス
港



の
波

止

塲

を
去

ら
ん
と
し
た
時



、
濱
島
家







の
召

使







で
、
常
時






日
出
雄
少
年









の
保

姆

で
あ
つ
た

亞
尼






と
て
、
伊
太
利









生


れ
の
年
老






た
る
女





が
、
其



夜

の
出
帆







を
と
ゞ
め
ん
と
て
、
頻



り
に
、
魔

の
日

だ
の
、
魔

の
刻



だ
の
、
黄
金






や
眞
珠






の
祟



り
だ
の
と
、
色
々






奇
怪






な
る
言





を
繰
返






し
た
事



が
あ
る
、
無
論





、
其
時






は
無

※

な
事



と
笑



ひ
、
ま
た
實
際






無

※

な
事



に
は
相
違





な
い
の
だ
が
、
そ
れ
が
偶
然






に
も
符
合





し
て
、
今



に
な
つ
て
考
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へ
る
と
、
恰





も
※
去





の
樣

々







な
る
厄
難






の
前
兆






で
あ
つ
た
か
の
如



く
、
甞



て
朝
日
島







の
生
活
中









、
櫻
木
大







佐


に
此
事






を
語



つ
た
時



、
思
慮





深


き
大
佐





す
ら
小
首





を
傾





け
た
程



で
、
私




の

胸


に
は
、
始
終





附

い
て
離



れ
ぬ
疑

問


で
あ
つ
た
の
で
、
今



機
會






を
得

て

『
何



か
此
事






に
就

い
て
お
心

當







り
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
。
』
と
春
枝
夫
人








に
問

ひ
か
け
た
。

　
　
　
　
第
二
十
九
回
　
薩
摩
琵
琶











　
　
　
　
　
春
枝
夫
人
の
物
語
　
　
不
屆
な
悴
　
　
風
清
き
甲
板
　
　
國
船
の
曲
　
　
腕
押
し
脛
押
と
參
り
ま

　
　
　
　
　
せ
う
　
　
道
塲
破
り
め
　
　
奇
怪
の
少
尉

　
春
枝
夫
人








は
清



し
き
眉



を
揚

げ

『
あ
ゝ
其
事






！
　
貴
方





は
よ
く
覺



え
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
ね
え
。
亞
尼






は
眞
個






に
妙



な
事



を
と
、
其



時
分





は
少



し
も
心





に
留

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後



に
そ
れ
と
思



ひ
當



り
ま
し
た
よ
。
全





く
根

な
し
言



で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
つ
た
の
、
そ
れ
は
斯

う
な
ん
で
す
。
』
と
、
そ
よ
と
吹

く
海
風






に
、
鬢



の
ほ
つ
れ
毛

を
拂



は
せ
な
が
ら

『
魔

の
日

、
魔

の
刻



と
か
申



し
ま
し
た
ね
え
。
其



夜

に
出
帆







し
た
弦
月
丸








は
、
不

思

議

に
も
、
豫
言





の
通



り
に

印
度
洋







の
沖



に
沈
沒






し
て
、
妾




が

英
國






郵
便
船








に
救



は
れ
て
、
再





び
子
ー
プ
ル
ス
の
家



に
歸



つ
た
時



に
は
、
亞



尼


の
姿





は
既



に
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ
〳
〵
探
索






し
て
見

ま
し
た
が
、
誰



も
行
衞





を
知

つ
て
居

る
人



は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
當






に
奇
妙





な
事



だ
と
思



つ
て
居

る
と
、
或



日

の
事



、
ウ
ル
ピ
ノ
山
中






と
て
、
子
ー
プ
ル
ス
の
街



か
ら
は
餘
程





離


れ
た
寒
村






の
、
浮
世





の
外



の
尼
寺






か
ら
、
一
通






の
書
状





が
屆



き
ま
し
た
、
疑




も

な
き
亞
尼






の
手
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跡


で
、
は
じ
め
て
仔
細





が
分



り
ま
し
た
よ
。
』

『
ど
、
ど
、
ど
ん
な
書
面






で
　
　
。
』
と
私




と

武
村
兵
曹










と
は
身

を
乘
出





し
た
。

夫
人





は
明
眸






に
露



を
帶

び
て

『
可
愛
相







に
ね
え
貴
方





。
其



書
面






に
よ
る
と
亞
尼






は
、
弦
月
丸








の
沈
沒






を
聞

い
て
、
私

共








に
濟

ま
ぬ
と
尼



に

な
つ
た
の
で
す
よ
。
其



事
柄






は
一

塲







の
悲

劇







で
す
。
亞
尼






に
一
人





の
息
子





が
あ
つ
て
、
極

く
放
蕩






無
頼





な

男

で

、
十
幾
年






か
前



に
家
出





を
し
て
、
行
衞
不
明








に
な
つ
た
と
い
ふ
事



は
兼



て
聞

い
て
居

り
ま
し
た
が
、
亞
尼






は
、
そ
れ
を
ば
常



に
口
僻






の
や
う
に
、
斯

う
言

つ
て
居

り
ま
し
た
「
私




の

忰




は
私




の

言

ふ
事



を
容

か
ず
に
、
十



月




の
祟





の
日

に
家
出





を
し
た
ば
か
り
に
、
海
蛇






に
捕

ら
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
」
と
。
海
蛇






に
捕

ら
れ
た
と

は
、
眞



に
妙



な
事



だ
と
思



つ
て
居

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
よ
く
隱
語





を
使



ふ
伊
太
利
人








の
僻



で
、
其



書
面






で
は

じ
め
て
分



り
ま
し
た
よ
。
其



息
子





が
海
蛇






に
捕

ら
れ
た
と
い
ふ
の
は
、
生
命





の
事



で
は
な
く
、
實



は
、
印
度
洋







の
惡
魔





と
世

に
隱



れ
も
な
き
海
賊
船








の
仲
間





に
入

り
、
血

を
す
ゝ
つ
て
、
海
蛇
丸





と
か
い
へ
る
海
賊
船








の
水
夫





と
な
つ
た
の
だ
相



で
す
。
其
爲






に
亞
尼






は
一
人





淋


し
く
家



に
殘



さ
れ
て
、
遂



に
私




の

家


に
奉
公






に
出

る
樣



に
な

つ
た
の
で
す
が
、
御
存





じ
の
通



り
、
極

く
正

直







な
女





で
す
か
ら
、
私

共








も
目

を
か
け
て
使



つ
て
居

る
内



、

丁
度






私

共








が
子
ー
プ
ル
ス
港



と
愕





い
た
の
で
す
。
其
頃






弦
月
丸








が
、
今
迄






に
無

い
程



澤
山






の
、
黄
金






と
眞
珠






と
を
搭
載






し
て
、
ネ
ー
プ
ル
ス
港



を
出

發







し
て
、
東
洋






に
向



ふ
と
い
ふ
の
は
評
判







で
し
た
が
、
誰



も
世

に
恐



る
可

き
海
蛇
丸







が
、
竊



か
に
其



舷

側

に
停
泊






し
て
、
樣
子





を
窺





つ
て
居

る
と
は
氣

付

い
た
人



は
あ
り
ま
せ
ん
か

つ
た
が
、
今



現


に
海
賊






仲
間





の
其



息
子





が
此



港




に
居

る
事



と
、
今



の
話





の
樣
子





で
、
朧





な
が
ら
も
其

れ
と
覺



つ
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た
亞
尼






の
驚
愕






は
ま
ア
ど
ん
な
で
し
た
ら
う
。
私

共








の
乘
組





む
筈



の
弦
月
丸








と
、
同



じ
日

、
同



じ
刻



に
、
ネ

ー
プ
ル
ス
港



を
出

發







す
る
海
蛇
丸







の
目
的






は
云

ふ
迄



も
あ
り
ま
せ
ん
。
其



息
子





が
大
仕
事







と
云

つ
た
の
は
ま

さ
し
く
弦
月
丸








を
襲
撃






し
て
、
其



貨
財






を
掠

奪







す
る
目
的






だ
な
と
心
付






い
た
時



、
彼
女






は
切



に
其



非
行





を
諫



め
た
相



で
す
が
、
素



よ
り
思



ひ
止



ま
ら
う
筈



は
な
く
、
其



暴
惡






な
る
息
子





は
、
斯

く
推
察






さ
れ
た
上



は
と
、
急



に
語

勢







荒
々






し
く
「
お
つ
か
さ
ん
、
左

樣

覺


ら
れ
た
か
ら
は
百
年
目








、
若

し
此



一
件






を
他
人





に
洩



す
も
の
な

ら
ば
、
乃

公

の
笠



の
臺



の
飛

ぶ
は
知

れ
た
事



、
左

樣

な
れ
ば
破



れ
か
ぶ
れ
、
お
前



の
御
主
人







の
家



だ
つ
て
用
捨






は
な
い
、
火

で
も
か
け
て
、
一
人





も
生

か
し
て
は
置

か
な
い
ぞ
。
」
と
鬼



の
や
う
に
な
つ
て
、
威

迫

し
た
ん
で

せ
う
。
亞
尼






は
心





も
心





で
な
く
、
急



ぎ
私

共








の
家



へ
歸



つ
て
來

た
も
の
ゝ
、
如

何

す
る
事



も
出

來

ま
せ
ん
、

明

瞭







に
言

へ
ば
、
其



子

の
首



の
飛

ぶ
ば
か
り
で
は
な
く
、
私

共








の
一
家





に
も
、
何

處

か
ら
か
恐



ろ
し
い
復



讐


が
來

る
も
の
と
信



じ
て
、
千



に
心





を
碎



い
た
揚
句





、
遂



に
あ
ん
な
妙



な
事



に
托



し
て
、
私

共








の
弦
月
丸








に
乘
組





む
事



を
留

め
や
う
と
企





て
た
の
で
す
。
け
れ
ど
、
誰



だ
つ
て
信



ぜ
ら
れ
ま
せ
ん
は
ね
え
。
船



の
出

發







が
魔

の
日

魔

の
刻



だ
な
ん
て
。
あ
ゝ
亞
尼






が
ま
た
妙



な
事



を
と
、
少



し
も
心





に
止

め
ず
に
出
帆







し
た
の
が
、
あ

ん
な
災
難






の
原
因






と
な
つ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
亞
尼






は
、
い
よ
〳
〵
弦
月
丸








が
沈
沒






し
た
と
聞

い
た
時



、
身

も
世

に
あ
ら
れ
ず
、
私

共








に
濟

ま
ぬ
と
い
ふ
一
念






と
、
其



息
子





の
悔
悟






と
を
祈



る
が
爲



に
、
浮
世





の
外



の
尼



寺


に
身

を
隱



し
た
の
で
す
。
で
、
亞
尼






は
、
今



は
、
眞
如






の
月
影






清


き
、
ウ
ル
ピ
ノ
山
中






の
草



の
庵





に
、
罪



も

け
が
れ
も
な
く
、
此
世





を
送



つ
て
居

る
事



で
せ
う
が
、
あ
の
惡



む
べ
き
息
子





の
海
賊






は
、
矢
張





印
度
洋







の
浪



を

枕

に

、
不

義

非
道





の
業





を
逞





し
う
し
て
居

る
事



で
せ
う
。
』
と
、
語



り
終



つ
て
、
春
枝
夫
人








は
明
眸






一
轉






※


か

191



の
空



を
仰



い
だ
。

私



は

思


は
ず
膝



を
叩



い
た
。
短
慮






一
徹






の
武
村
兵
曹










は
腕



を
鳴



し
て
、
漫
々






た
る
海
洋






を
睨



み
廻



し
つ
ゝ

『
此

處

は
所





も
印
度
洋







、
其



不
屆






な
小
忰






め
は
何

處

に
居

る
。
』
と
艦

上







の
速
射
砲








に
眼

を
注



い
で

『
今



は
無
上






に
愉
快






な
時



だ
ぞ
、
今



一
層






の
望



み
に
は
、
新





に
鑄



へ
た
此



速
射
砲








で
、
彼
奴
等









惡

つ
く
き
海
賊






共


を
鏖

殺







に
し
て
呉

れ
ん
に
。
』

『
ヒ
ヤ
〳
〵
、
壯
快







！
　
壯
快







！
。
』
と
轟
大
尉









は
掌

を
鳴



し
た
。
艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















、
濱
島
武
文










、
其

他


同
席






の
二
三
士
官
等







は
、
凛



た
る
面





に
微
笑





を
浮



べ
て
、
互





に
顏



を
見
合





す
時



、
軍
艦






「
日

の
出

」
の
右

舷


左
舷





に
は
、
潮





の
花



は
玉



と
亂



れ
て
、
艦



の
速

力







は
飛

ぶ
が
樣



で
あ
つ
た
。

そ
れ
よ
り
、
私




と

武
村
兵
曹










と
は
、
艦
中






の
一
同






か
ら
筆



に
も
言





に
も
盡



さ
れ
ぬ
優
待






を
受

け
て
、
印
度
洋







の

波
濤





を
蹴

つ
て
、
コ﹅
ロ﹅
ン﹅
ボ﹅
と
言

は
せ
て
、
吾
等





孤
島





の
生
活
中









は
、
い
つ
も
滑
※






と
失
策






と
の
本
家
本
元









で
　
　
今



は
私




の

傍


に
、
威
勢





よ
く
話





の
相
槌






を
打

つ
て
居

る
武
村
兵
曹










は
、
幾
度






か
軍
艦






日

の
出

の
水
兵
等







に
、
背
中





叩


か
れ
、
手

を
叩



か
れ
て
、
艦
中






第
一






の
愛
敬
者








と
は
な
つ
た
。

武
村
兵
曹










は
今



は
私




と

同


じ
や
う
に
、
此



軍
艦






の
賓
客







で
は
あ
る
が
、
彼



は
軍

艦

を
家



と
す
る
水
兵






の
身

　
　

水
兵






の
中



に
も
氣
象






勝


れ
、
特



に
砲

術







、
航
海
術









に
は
際
立





つ
て
巧
妙





な
男





な
の
で
、
か
く
軍
艦






に
乘
組





ん
で
は
一
刻






も
默

念

と
は
し
て
居

ら
れ
ぬ
、
か
つ
は
艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















を
始



め
軍
艦






「
日

の
出

」
の
全
員






が
、

自
分





の
最





も
敬
愛






す
る
櫻
木
大
佐









の
た
め
に
誠
心






か
ら
盡

力







し
て
呉

れ
る
の
が
、
心





か
ら
※



し
く
、
難
有






く
、

せ
め
て
報
恩






の
萬
分






の
一



に
は
、
此



軍
艦






の
水
兵
等







と
同



じ
樣



に
働





き
た
い
と
、
頻



り
に
心





を
焦
立





て
た
が
、
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海
軍






の
軍
律






は
嚴



と
し
て
動



か
す
可

か
ら
ず
、
本
艦






在
役






の
軍
人






な
ら
ね
ば
檣

樓







に
昇



る
事



も
叶



は
ず
、
機



關
室






に
働





く
事



も
能



は
ず
、
詮
方
無







き
ま
ゝ
、
立

つ
て
見

つ
、
居

て
見

つ
、
艦
首






か
ら
縹
渺






た
る
太
洋






の
波

濤

を
眺



め
た
り
、
「
ブ
ル
ワ
ー
ク
」
の
邊





か
ら
縱

帆

架

に
飜




る

帝
國
軍
艦
旗











を
仰



い
で
見

た
り
、
機
關
砲








を
覗



い

て
見

た
り
、
果

て
は
無
聊





に
堪

え
兼

ね
て
頻



り
に
腕



を
さ
す
つ
て
居

た
が
、
其
内






に
夕
刻






に
も
な
る
と
、
此



時

刻


は
航
海
中








、
軍
艦
乘
組
員












の
最





も
樂



し
き
時



、
公
務





の
餘

暇

あ
る
夥
多





の
士
官






水
兵






は
、
空



高


く
、
浪



青


き

後
部
甲
板









に
集





つ
て
、
最





も
自
由





に
、
最





も
快

活








に
、
詩

を
吟



ず
る
も
あ
る
、
劍



を
舞

は
す
も
あ
る
。
武
村






兵
曹






も
其



仲
間





に
入

つ
て
、
頻



り
に
愉
快






だ
〳
〵
と
騷



い
で
居

つ
た
が
、
何

時

何

處

か
ら
聞
知






た
も
の
か
、
例



の
轟
大
尉









の
虎
髯






は
ぬ﹅
つ﹅
と
進



み
出

て

『
こ
れ
、
武
村
兵
曹










、
足
下





は
な
か
〳
〵
薩
摩
琵
琶











が
巧



い
相



な
、
一
曲







や
ら
ん
か
、
や
る
！
　
よ
し
來

た
。
』

と
傍




の

水
兵






に
命



じ
て
、
自
分





兼


て
御
持
參









の
琵

琶

を
取
寄





せ
た
。
年
少






士
官






、
老
功






水
兵
等







は
『
こ
れ
は
面



白


い
。
』
と
十
五
珊





速
射
砲








の
ほ
と
り
、
後
部
艦
橋









の
下



に
耳



を
濟

ま
す
、
兵
曹






、
此

處

ぞ
と
琵

琶

お
つ
取

り
、

翩
飜






と
飄




る

艦
尾





帝
國
軍
艦
旗











の
下



に
膝



を
組

ん
で
、
シ
ヤ
シ
ヤ
ン
、
シ
ヤ
ラ
〳
〵
と
彈

き
出

す
琵

琶

の
曲





、

聲


張
上





げ
て

「
雲



に
聳



ゆ
る
高
山






も
。
登



ら
ば
な
ど
か
越

へ
ざ
ら
む
。
空



を
ひ
た
せ
る
海
原






も
。
渡



ら
ば
終



に
渡



る
べ
し
。

我


蜻
蛉
洲







は
茜





さ
す
。
東





の
海



の
離



れ
島



。
例



へ
ば
海



の
只
中






に
。
浮



べ
る
船



に
さ
も
似

た
り
　
　
。
」
と
、

高


き
調





は
荒
鷲






の
、
風



を
搏



い
て
飛

ぶ
ご
と
く
、
低



き
調





は
溪
水






の
、
岩



に
堰

か
れ
て
泣

く
如



く
、
檣

頭







を

走


る
印
度
洋







の
風



、
舷



に
碎



く
る
波



の
音



に
和

し
て
、
本
艦
々
上











、
暫
時





は
鳴



も
止

ま
な
か
つ
た
。
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琵

琶

の
調



べ
が
終



る
と
、
虎
髯
大
尉








は
忽





ち
大
拍
手








を
し
た
。

『
う
ま
い
〳
〵
、
本
物






ぢ
や
、
よ
し
、
よ
し
、
あ
ん
ま
り
安
賣






を
す
な
。
』
と
ば
か
り
身

を
跳



ら
し
て

『
兵
曹






、
ど
う
ぢ
や
一
番






腕
押






は
　
　
。
』
と
鐵



の
樣



な
腕



を
突
出





し
た
。
虎
髯
大
尉








の
腕
押






と
來

た
ら
有
名






な
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
武
村
兵
曹










は
ち
つ
と
も
知

ら
な
い
、
自
分





も
大



の
力
自
慢








。

『
よ
ろ
し
い
、
參



り
ま
せ
う
。
』
と
琵

琶

投

げ
捨

て
ゝ
、
一
番






鬪




つ
た
が
、
忽





ち
ウ
ン
と
捩



り
倒



さ
れ
た
。

『
弱



い
な
ア
。
』
と
大
尉





は
大





に
笑



ふ
。

『
ど
、
ど
、
如

何

し
た
ん
だ
ら
う
、
こ
、
此



武
村






を
お
負

か
し
な
す
つ
た
な
、
『
ど
れ
も
う
一
番






　
　
。
』
と

鬪

つ

た
が
、
ま
た
負



た
。

『
こ
ん
な
筈



で
は
な
い
の
だ
が
。
』
と
腕



を
摩



つ
て
見

た
が
、
迚



も
叶



ひ
相



も
な
い
。
き﹅
よ﹅
ろ﹅
〳
〵
し
な
が
ら

四
方





を
見

廻

は
す
と
、
「
日

の
出

」
の
士
官






水
兵
等







は
く﹅
す﹅
〳
〵
笑



つ
て
居

る
、
濱
島
武
文










は
か﹅
ら﹅
〳
〵
笑



つ

て
居

る
、
春
枝
夫
人








は
手

巾








の
影



か
ら
そ
つ
と
笑



つ
て
居

る
。

『
殘
念






だ
な
、
よ
し
。
』
と
武
村
兵
曹










は
忽





ち
毛
脛





を
突
出





し
た
。

『
大
尉
閣
下








、
御
禮





に
一
番






脛
押






と
參



り
ま
せ
う
。
』

『
脛
押






か
。
』
と
轟
大
尉









は
顏



を
顰



め
た
が
、
負

け
ぬ
氣

の
大
尉





、
何
程






の
事



や
あ
ら
ん
と
同



じ
く
毛
脛





を

現


は
し
て
、
一
押






押

し
た
が
、
『
あ
痛

た
、
た
ゝ
ゝ
ゝ
。
』
と
後





へ
飛
退





い
て

『
こ
れ
は
痛



い
、
武
村






の
脛



に
は
出
刄
庖
丁









が
這

入

つ
て
居

る
ぞ
。
』

『
そ
、
そ
ん
な
に
強



い
の
で
す
か
。
』
と
彌
次
馬









の
士
官






水
兵






は
吾



も
〳
〵
と
や
つ
て
來

た
が
、
成
程






武
村






の
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脛


は
馬

鹿

に
堅



い
、
皆



一
撃






の
下



に
押
倒






さ
れ
て
、
痛



い
〳
〵
と
引
退






る
。
武
村
兵
曹










は
些



さ
か
得
意





の
色



を

浮


べ
て
鼻



を
蠢



め
か
し
た
が
、
軍
艦






「
日

の
出

」
の
甲
板






に
は
未

だ
仲
々






豪
傑






が
居

る
。

『
武
村






、
怪

し
か
ら
ん
な
、
我



軍
艦






「
日

の
出

」
の
道
塲
破









り
を
や
つ
た
な
、
よ
し
、
乃

公

が
相
手





に
な
ら

う
。
』
と
突
然






大

檣







の
影



か
ら
現



は
れ
て
來

た
の
は
、
色



の
黒

々







と
し
た
、
筋
骨






の
逞



ま
し
い
年
少






少
尉





、

此
人






は
海
軍
兵
學
校












の
生
活
中









、
大
食
黨









の
巨
魁






で
、
肺

量







五
千
二
百
、
握

力







七
十
八
、
竿
飛






は
一

丈

三

尺




ま
で
飛

ん
で
、
徒
競
走








六
百
ヤ
ー
ド
を
八
十
六
秒





に
走



つ
た
と
い
ふ
男





、
三
年



の
在
學
中








、
常



に
分
隊






の
第



一
番



漕
手






と
し
て
、
漕

力







天
下
無
比











と
云

は
れ
た
腕
前






。

『
そ
ら
來

い
！
。
』
と
ば
か
り
、
ヒ﹅
タ﹅
と
武
村
兵
曹










の
所
謂






出
刄
庖
丁









の
入



つ
て
居

る
脛



に
己



が
鐵



の
脛



を
合



せ
て
、
双
方






眞
赤





に
な
つ
て
エ
ン
ヤ
〳
〵
と
押
合





つ
た
が
勝
負






が
付

か
な
い
、
甲
板






の
一
同






は
面
白






が
つ
て
ヤ

ン
ヤ
〳
〵
と
騷



ぐ

『
も
う
廢

せ
〳
〵
、
足



が
折

れ
る
ぞ
〳
〵
。
』
と
虎
髯
大
尉








は
二
人





の
周
圍





を
ぐ
る
〳
〵
廻



つ
て
、
結
局






引
分






に
な
つ
た
。

艦
橋






よ
り
は
艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















、
例



に
よ
つ
て
例



の
如



く
鼻
髯





を
捻



り
つ
ゝ
、
微
笑





を
浮



べ
て
眺



め
て
居

つ

た
。

　
　
　
　
第
三
十
回
　
月
夜





の
大
海
戰








　
　
　
　
　
印
度
國
コ
ロ
ン
ボ
の
港
　
　
滿
艦
の
電
光
　
　
戰
鬪
喇
叭
　
　
惡
魔
印
の
海
賊
旗
　
　
大
軍
刀
を
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ブ
ン
〳
〵
と
振
廻
し
た
　
　
大
佐
來
！
　
電
光
艇
來
！
　
朝
日
輝
く
印
度
洋

　
か
く
て
、
軍
艦






「
日

の
出

」
は
、
其



翌
々
晩






は

豫
定
通







り
に
、
印
度
大
陸









の
西
岸






コ
ロ
ン
ボ
の
港





に
寄
港





し

て
、
艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















と
、
私




と

、
武
村
兵
曹










と
は
、
椰

子

や
芭
蕉





の
林





は
低



く
海
岸






を
蔽



ひ
、
波

止

塲

の

ほ
と
り
か
ら
段

々







と
高



く
、
電
燈






の
光





は
白
晝





を
欺





か
ん
ば
か
り
な
る
市
街





に
上

陸







し
て
、
竊



か
に
櫻
木





海
軍
大
佐










よ
り
委
任





を
受

け
た
る
、
電
光
艇









用


の
秘
密
藥
品









を
買

整







へ
、
十
二
の
樽



に
密
封






し
て
、
今



は

特
更






に
船



を
艤
裝





す
る
必
要






も
な
く
、
直



ち
に
軍
艦






「
日

の
出

」
に
搭
載






し
て
、
同
時





に
暗
號
電
報










を
も
つ
て
、

松
島
海
軍
大
佐













は
本
國






政
府





よ
り
の
許
可





を
受

け
、
來



る
二
十
五
日



拂
曉






に
海
底
戰
鬪
艇












と
相



會

ふ
可

き
筈



の

橄
欖
島








の
方
向






を
指

し
て
進
航






し
た
。

コ
ロ
ン
ボ
港



か
ら
橄
欖
島








ま
で
大
約






一
千
五
百
海
里





。
明

け
て
は
、
日

麗


ら
か
な
る
甲
板






に
、
帝
國
軍
艦
旗











翩


飜


た
る
を
仰



ぎ
見

て
は
、
日

な
ら
ず
智
勇





兼
備





の
兩





海
軍
大
佐









が
新





し
き
軍
艦






「
日

の
出

」
と
、
新





し
き
電






光
艇





と
の
甲
板






に
て
、
波



を
距



て
ゝ
相



會




し
、
そ
れ
よ
り
二
隻





相


並


ん
で
、
海
原






遠


く
幾
千
里







、
頓



て
、
芙

蓉


の
峯



の
朝
日





影


を
望



み
見

る
迄



の
、
壯
快







な
る
想
像






を
胸



に
描



き
、
暮

れ
て
は
、
海
風






穩




か
な
る
艦
橋






の
ほ

と
り
、
濱
島
武
文










や
春
枝
夫
人
等









と
相



語


つ
て
、
日
出
雄
少
年









の
愛



ら
し
き
姿





を
待
兼





ね
つ
ゝ
。
四
晝
夜









の
航



海


は
恙





な
く
※

ぎ
て
、
右
舷





左
舷





に
寄

せ
て
は
返



す
波



の
音



と
共



に
、
刻
一
刻








に
近



づ
き
來



る
喜
劇





に
向



つ
て
、

橄
欖
島








と
覺

ぼ
し
き
島
影






を
、
雲
煙






渺
茫






た
る
邊



に
認



め
た
の
は
、
日

は
二
月





の
二
十
五
日



、
刻



は
萬
籟






寂


た

る
午
前





の
二
時

と
三
時

と
の
間





。
下
弦





の
月



は
皓
々






と
冴

え
渡



り
て
、
金
蛇





走


ら
す
浪



の
上



に
は
、
た
ゞ
本
艦






の
蒸
※
機
關










の
響





の
み
ぞ
悽



ま
じ
か
つ
た
。
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軍
艦






「
日

の
出

」
の
艦
中






に
は
一
人





も
眠

む
る
者



は
無

か
つ
た
。
艦
橋






に
は
艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















を
は
じ
め
と

し
、
一
團






の
將

校







は
月



に
燦
爛






た
る
肩

章







に
波



を
打

た
せ
て
、
隻
手





に
握



る
双
眼
鏡









は
絶

え
ず
海

上







を
眺



め
て
居

る
。
甲
板






の
其

處

此

處

に
は
水
兵






の
一
群






二
群





、
ひ
そ
〳
〵
と
語



る
も
あ
り
、
樂



し
氣

に
笑



ふ
も

あ
り
。
武
村
兵
曹










は
兩
眼







を
ま
ん
丸



に
し
て

『
サ
ア
、
い
よ
〳
〵
橄
欖
島








も
近



づ
い
て
來

た
ぞ
。
大
佐
閣
下








の
海
底
戰
鬪
艇












は
す
で
に
あ
の
島
影






に
來

て
居

る
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
と
も
未

だ
朝
日
島







を
出

發







せ
ぬ
の
か
し
ら
、
え
い
、
待
遠






や
〳
〵
。
』
と
、
手

の
舞

ひ
、
足



の
踏

む
處





も
知

ら
ぬ
有
樣






。
濱
島
武
文










は
艦
尾





の
巨
砲






に
凭



れ
て
悠
々






と
美
髯





を
捻



り
つ
ゝ
。
春
枝
夫









人


の
笑
顏





は
天
女






の
美



は
し
き
よ
り
も
美



は
し
く
、
仰



ぐ
御
空





に
は
行

く
雲



も
歩





を
と
ゞ
め
、
浪



に
鳴

く
鳥



も

吾
等





を
讃
美





す
る
か
と
疑





は
る
ゝ
。
此



快

絶







の
時



、
忽





ち
舷
門






の
ほ
と
り
に
尋

常

な
ら
ぬ
警
戒






の
聲



が
聽



え

た
。
艦
中






の
一
同






は
ヒ
タ
と
鳴



を
靜



め
た
の
で
あ
る
。
只



見

る
本
艦






を
去

る
事



三
海
里







餘

、
橄
欖
島








と
覺



し
き

島


の
北
方






に
當



つ
て
、
毒

龍







蟠



る

が
如



き
二

個

の
島
嶼






が
あ
る
。
其



島
陰






か
ら
忽
然






と
し
て
一
點






の
光





が
ピ

カ
リ
ツ
。
つ
ゞ
い
て
一
點






又


一
點






、
都
合





七
隻






の
奇
怪






な
る
船



は
前

檣







高


く
球

燈







を
掲



げ
て
、
長
蛇






の
列



を
な
し
て
現



は
れ
て
來

た
。
月



は
隈



な
い
、
其



眞
先






に
黒
烟






を
吐

い
て
進



ん
で
來

る
の
は
、
二
本





烟
筒






に
二
本





檣

！

　
見
忘





れ
も
せ
ぬ
四
年



前


の
そ
れ
※

『
海
蛇
丸







來




！
　
海
蛇
丸







來




！
。
』
と
私




が

絶
叫






し
た
時



、
虎
髯
大
尉








は
身

を
翻





へ
し
て
戰
鬪
樓








の
方



へ
走



り

去

つ
た
。

唯


見

る
、
海
蛇
丸







の
船
首






よ
り
は
、
閃
々






と
流



る
ゝ
流
星






の
如



き
爆
發
信
號










が
揚



つ
た
、
此



信
號






は
他
船





の
注
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意


を
喚
起






す
る
夜
間
信
號









、
彼

れ
大
膽
不
敵









な
る
海
賊
船








は
、
今



や
何
故






か
其



信
號






を
揚

げ
て
、
我

が
帝
國
軍








艦


の
視
線





を
惹

か
ん
と
し
て
居

る
の
で
あ
る
。

我

が
艦

上







の
視
線





は
果



し
て
一
同






其


方


へ
向



つ
た
。

一
度






戰
鬪
樓








の
方



へ
走



り
去

つ
た
虎
髯
大
尉








は
此
時






再




び
私




の

傍


へ
歸



つ
て
來

た
が
大
聲






に

『
奇
怪






な
船



！
　
奇
怪






な
船



！
　
あ
の
船



は
我



軍
艦






に
向



つ
て
、
何



か
信
號






を
試





み
ん
と
し
て
居

る
。
』
と
叫



ん
だ
。
實



に
前
後





の
形
勢






と
、
か
の
七
隻



の
船



の
有
樣






と
で
見

る
と
、
今



や
海
蛇
丸







は
明




に

何
事






を
か
我



軍
艦






に
向



つ
て
信
號






を
試





み
る
積





だ
ら
う
。
け
れ
ど
私




は

審


か
つ
た
。
今
日






世
界





の
海

上







に
於



て
は
、
晝
間







の
萬



國
信
號








は
あ
る
が
、
夜
間
信
號









は
、
各
國






の
海
軍






に
於



て
、
各
自






に
秘
密





な
る
信
號






を
有



す
る
他



、
難
破
信
號









と
か
、
今



海
蛇
丸







の
揚

げ
た
爆
發
信
號










の
や
う
な
、
極



め
て
重

大







な
る
ま
た
單

純







な
る
も
の
を
除



い
て
は
、

萬
國






共
通






の
も
の
は
無

い
の
で
あ
る
。
然

れ
ば
奇
怪






の
船



、
我



に
信
號






を
試





み
ん
と
な
ら
ば
、
果



し
て
如

何

な

る
手
段






を
か
取

る
と
瞻



め
て
居

る
と
、
忽





ち
見

る
、
海
蛇
丸







の
、
檣

上








、
檣
下






、
船
首






、
船
尾





、
右
舷





、
左

舷


に
閃
々






た
る
電
燈






輝




き
出

で
ゝ
、
滿
船






を
照



す
其



光




は
白
晝






を
欺





か
ん
ば
か
り
、
其



光




の
下



に
一
個





の
異
樣





な
る
人
影






現


は
れ
て
、
忽





ち
檣

桁







高


く
信
號
旗







が
上



つ
た
。

心
憎






く
や
、
奇
怪






の
船



は
、
晝
間
信
號










を
電
燈






の
光





に
應
用






せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

三
角



、
四
角



、
さ
ま
／
″
＼
の
模
樣





の
信
號
旗







は
風



に
動



い
て

「
其



軍
艦






止


ま
れ
！
　
其



軍
艦






止


ま
れ
※
。
」
と
示



す
。

我


日

の
出

艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















は
、
一
令






を
發



し
て
滿
艦






に
電
光







を
輝





か
し
た
。
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一
等



信
號
兵








は
指

揮

の
下



に
信
號
檣
下










に
立

つ
た
。

「
奇
怪






の
船



！
　
汝





は
何
者






ぞ
。
」
と
我

が
信
號
旗







上


る
。

ヒ
ラ
〳
〵
と
動



く
彼
方





の
信
號






「
我



こ
そ
は
音



に
名
高





き
印
度
洋







の
大
海
賊
船










な
り
、
汝





の
新
造
軍
艦










を
奪



は
ん
と
て
此

處

に
待

つ
こ
と
久
矣





、

速



に

白
旗





を
立

て
ゝ
其



軍
艦






を
引
渡






さ
ば
可



、
若

し
躊
躇






す
る
に
於



て
は
、
我



に
七
隻



の
堅
艦






あ
り
、
一
撃






の

下


に
汝





の
艦



を
粉
韲






す
べ
き
ぞ
。
」
と
見

る
〳
〵
内



に
長
蛇






の
船
列






は
横
形






の
列



に
變



じ
て
、
七
隻



の
海
賊
船








の
甲
板






に
は
月

光







に
反
射






し
て
、
劍
戟






の
晃





く
さ
へ
見

ゆ
、
本
艦






の
士
官






水
兵






は
一
時





に
憤
激






の
眉



を
揚

げ

た
、
中



に
も
年
少






士
官
等







は
早

や
軍
刀






の
※



を
握



り
詰

め
て
、
艦

長







の
號
令






を
待

つ
、
舷
門






の
邊





、
砲
門






の

邊

、

慓
悍






無
双





の
水
兵
等







は
腕



を
摩



つ
て
居

る
。
濱
島






は
冷
然






と
笑



ひ
、
春
枝
夫
人








は
默
然






と
し
た
。

我

が
勇



ま
し
き
武
村
兵
曹










は
怒
髮





天
空






を
衝

き

『
え
い
、
ふ
ざ
け
た
り
〳
〵
、
海
賊






共


、
眼

に
物



見

せ
て
呉

れ
ん
づ
。
』
と
矢
庭





に
左
舷





八
吋





速
射
砲








の
方



へ

馳

せ
た
が
、
忽





ち
心
付






い
た
、
夫

れ
海
軍
々
律










は
嚴



と
し
て
泰
山






の
如



し
、
た
と
へ
非
凡





の
手
腕






あ
り
と
も
艦



員


な
ら
ぬ
も
の
が
砲



を
動



か
し
、
銃



を
發



つ
事



は
出

來

な
い
の
で
あ
る
。
兵
曹






無
念





の
切
齒





を
な
し
、

『
え
い
、
殘
念






だ
〳
〵
、
此

樣

な
時



、
本
艦






の
水
兵






が
羨





ま
し
い
。
』
と
叫



ん
だ
ま
ゝ
、
空
拳






を
振

つ
て
本
艦

々
頭










に
仁
王
立







、
轟
大
尉









は
虎
髯





逆
立





ち
眦




裂

け
て
、
右
手





に
握



る
十
二
珊





砲


の
撃
發
機







は
唯

だ
艦

長







の

一
令






を
待

つ
ば
か
り
。

艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















は
此
時






ち
つ
と
も
騷



が
ず
、
平
然






と
し
て
指

揮

す
る
信
號






の
言





、
信
號
兵








は
命



を
奉



じ
て
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信
號
旗







を
高



く
掲



げ
た
。

「
愚





な
り
、
海
賊






！
　
我



縱

帆

架

に
飜




る

大
日
本
帝
國
軍
艦
旗

















を
見

ず
や
。
」
と
。
忽





ち
海
蛇
丸







滿
船






の
電
燈






は
パ
ツ
と
消

え
た
。
同
時





に
七
隻



の
海
賊
船








は
黒
煙






團
々






、
怒
濤





を
蹴

つ
て
此
方





に
猛
進






し
來



る
。
轟
然






一
發






の
彈

丸







は
悲
鳴





を
あ
げ
て
、
我

が
前

檣







を
掠



め
去

つ
た
。
大
佐





一
顧





軍
刀






の
鞘



を
拂



つ
て
、
屹



と
屹
立





つ

司
令
塔
上










、
一
令



忽




ち
高



く
、
本
艦
々
上











戰
鬪
喇
叭









鳴

る
、
士
官






の
肩

章







閃


め
く
、
水
兵






其


配
置





に
就

く
、

此
時






、
既



に
早



し
、
既



に
遲



し
、
海
賊
船








か
ら
打
出





す
彈

丸







は
雨



か
、
霰





か
。
本
艦






之


に
應



じ
て
先

づ
手
始






に
は
八
吋





速
射
砲








つ
ゞ
い
て
打
出





す
機
關
砲








。
月



は
慘



た
り
、
月
下





の
海

上







に
砲
火






迸




り
、
硝
煙






朦
朧






と
立



昇


る
光

景







は
、
昔





が
た
り
の
タ
ラ
ン
ト
灣



の
夜
戰





も
か
く
や
と
想



は
る
ゝ
ば
か
り
。
士
官






水
兵






の
勇



ま
し
き

働

き

ぶ
り
は
言

ふ
迄



も
な
い
。
よ
し
戰
鬪
員








に
あ
ら
ず
と
も
如

何

で
か
手

を
拱





い
て
居

ら
る
べ
き
ぞ
と
、
濱
島






も
、
私




も

、
重



き
上
衣





を
跳

ね
脱

け
て
、
彈

丸







硝
藥






を
運



ぶ
に
急





は
し
く
。
武
村
兵
曹










は
大
軍
刀









ブ
ン
〳
〵

と
振

り
廻



し
海
賊
船








若

し
近
寄





ら
ば
吾



か
ら
其



甲
板






に
飛
移






ら
ん
ば
か
り
の
勢





ひ
。
春
枝
夫
人








の
嬋
娟






た
る
姿





は
喩



へ
ば
電
雷






風
雨





の
空



に
櫻
花






一
瓣






の
ひ
ら
〳
〵
と
舞

ふ
が
如



く
、
一
兵






時


に
傷





き
倒



れ
た
る
を
介
抱






せ
ん

と
て
、
優



し
く
抱



き
上

げ
た
る
彼
女






の
雪



の
腕





に
は
、
帝
國
軍
人










の
鮮
血






の
滾
々






と
迸





り
か
ゝ
る
の
も
見

え
た
。

海
戰






は
午
前





二
時

三
十
分



に
始





つ
て
、
東
雲






の
頃



ま
で
終



ら
な
か
つ
た
。
此
方





は
忠
勇






義
烈





の
日
本
軍
艦










な
り
、

敵


は
世
界





に
隱



れ
な
き
印
度
洋







の
大
海
賊








。
海
賊
船








は
此
時






砲
戰






も
ど
か
し
と
や
思



ひ
け
ん
、
中



に
も
目

立

つ

三
隻






四
隻





は
一
度





に
船
首






を
揃



へ
て
、
疾
風






迅
雷






と
突

喚







し
來



る
、
劍
戟






の
光





晃




く
其



甲
板






に
は
、
衝
突







と

共


に
本
艦






に
乘
移






ら
ん
ず
海
賊






共


の
身
構






。
え
い
、
も
の
も
の
し
や
、
我

が
神
聖






な
る
甲
板






は
、
如

何

で
か
汝
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等


如


き
汚



れ
た
る
海
賊






の
血
汐





に
染

む
べ
き
ぞ
。
と
我

が
艦



ま
す
〳
〵
奮



ふ
。
硝
煙






は
暗



く
海



を
蔽



ひ
、
萬
雷






一
時





に
落

つ
る
に
異





ら
ず
。
艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















の
號
令






は
い
よ
〳
〵
澄
渡






つ
て
司
令
塔







に
高



く
、
舵
樓





に
は

神
變






不

可

思

議

の
手
腕






あ
り
。
二
千
八
百
噸



の
巡
洋
艦









操

縱







自
在





。
敵
船






右


よ
り
襲



へ
ば
右
舷





の
速
射
砲








之


を
追

ひ
、
賊
船






左




よ
り
來



れ
ば
左
舷





の
機
關
砲








之


を
撃

つ
。
追

へ
ど
も
撃

て
ど
も
敵



も
強
者






、
再





び
寄

す
る

七
隻






の
堅
艦






、
怒
濤





は
逆
卷





き
、
風



荒

れ
て
、
血
汐





に
染

み
た
る
海
賊






の
旗
風






い
よ
〳
〵
鋭





く
、
猛



く
、
此



戰





何

時

果

つ
可

し
と
も
覺



え
ざ
り
し
時



。
忽





ち
見

る
！
　
東
雲






の
、
遙



か
〳
〵
の
海

上







よ
り
、
水
煙






を
揚

げ
、

怒
濤





を
蹴

つ
て
、
驀

直







に
駛

け
來

る
一
艘






の
長

艇







あ
り
、
や
ゝ
近



づ
い
て
見

る
と
、
其



艇
尾





に
は
、
曉
風






に
飜




る

帝
國
軍
艦
旗











！
　
見

る
よ
り
、
私




は

右
舷





か
ら
左
舷





に
躍



つ
て

『
大
佐





來


！
　
大
佐





來


る
！
　
櫻
木
大
佐









の
電
光
艇









來


る
※
。
』
と
叫



ぶ
響





は
砲
聲






の
絶
間





、
全
艦






に
鳴

り

渡


る
と
、
軍
艦






「
日

の
出

」
の
士
官






水
兵






一
時





に
動

搖

め
き
。
此
時






艦
頭






に
立

て
る
武
村
兵
曹










は
、
右
鬢





に
微



傷


を
受

け
て
、
流



る
ゝ
血
汐





の
兩

眼







に
入

る
を
、
拳





に
拂



つ
て
、
キ
ツ
と
見
渡





す
海



の
面



、
電
光







の
如



く
近



づ
き
來



つ
た
海
底
戰
鬪
艇












は
、
本
艦






を
去

る
事



約


一
千
米
突










　
　
忽
然






波
間





に
沈



ん
だ
と
思



ふ
間

も
疾

し
や
遲



し
や
、
唯



見

る
本
艦






前
方






の
海

上







、
忽





ち
起



る
大
叫
喚









。
瞻



む
れ
ば
一
隻



の
海
賊
船








は
轟
然






た
る
響





諸
共






に
、
船
底






微
塵





に
碎



け
、
潮
煙






飛

ん
で
千
尋





の
波
底





に
沈



み
去

つ
た
、
つ
ゞ
い
て
起



る
大
紛
擾









、
一
艘






は
船

尾


逆
立





ち
船
頭






沈


ん
で
、
惡
魔
印








の
海
賊
旗







は
、
二

度

、
三
度





、
浪



を
叩



く
よ
と
見

る
間

に
影



も
形





も
。

『
そ
れ
、
櫻
木
大
佐









來




！
　
電
光
艇









の
應
援






ぞ
！
　
お
く
れ
て
彼
方





の
水
兵






に
笑



は
れ
な
、
進



め
〳
〵
。
』

の
號
令






の
下



に
、
軍
艦






「
日

の
出

」
の
士
官






水
兵






は
勇
氣





百

倍







、
息



を
も
つ
か
せ
ず
發
射






す
る
彈

丸







は
、
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碎


け
て
玉



と
飛
散





る
如



く
、
す
で
に
度

を
失





つ
て
、
四
途
路
筋
斗













の
海
賊
船








に
、
命

中

る
も
〳
〵
、
本
艦

々
尾









の
八
吋





速
射
砲








は
、
忽





ち
一
隻






を
撃
沈






し
、
同
時





に
打
出





す
十
二
珊





砲


の
榴
彈






は
、
之

れ
ぞ
虎
髯
大
尉








の

大
勳
功








！
　
今



し
も
死
物
狂








ひ
に
、
本
艦






目

掛

け
て
、
突

貫







し
來



る
一
船






の
彈
藥
庫







に
命
中






し
て
、
船
中






、

船

外







、
猛
火






※
々






舵


は
微
塵





に
碎



け
て
、
船



獨

樂

の
如



く
廻



る
、
海
底






よ
り
は
海
底
戰
鬪
艇












、
さ
し
つ
た
り

と
電
光
石
火











の
勢





ひ
、
げ
に
も
や
電
光







影
裡





春

風







を
斬

る
ご
と
く
、
形





は
見

え
ね
ど
三
尖
衝
角











の
回

旋

る
處





、
敵
船






微
塵





に
碎



け
、
新
式
魚
形
水
雷














の
駛



る
と
こ
ろ
白

龍







天


に
跳



る
、
殘



る
賊
船






早

や
三
隻



、
す
で

に
一
隻



は
右
舷





よ
り
左
舷





に
、
他

の
一
隻



は
左
舷





よ
り
右
舷





に
、
見

る
間

に
甲
板






傾




き
、
濤



打
上





げ
て
、
驚





き

狂


ふ
海
賊






共


は
、
大
砲






小
銃






諸
共






に
、
雪
崩





の
如



く
海



に
落

つ
。
今



は
早

や
殘



る
賊
船






只


一
隻



！
　
之

れ
ぞ
二

本


煙
筒






に
二
本





檣




の
海
蛇
丸







！
　
海
蛇
丸







は
最
早





叶


は
じ
と
や
思



ひ
け
ん
、
旗



を
卷

き
、
黒
煙






團
々






橄
欖
島








の

方
向






へ
逃

げ
て
行

く
を
、
海
底
戰
鬪
艇












今


は
波



に
沈



む
迄



も
な
く
、
奔
龍






の
如



く
に
波
上






を
追

ふ
、
本
艦






鳴


を

靜


む
る
十
秒



二
十
秒



。
其



鋭
利





な
る
三
尖
衝
角











は
空



に
閃





く
電
光






の
如



く
賊
船






の
右
舷





に
霹
靂
萬
雷










の
響





あ

り
、
極
惡
無
道









の
海
蛇
丸







は
遂



に
水
煙






を
揚

げ
て
海
底






に
沒



し
去

つ
た
。

此
時






夜

は
全





く
明

け
て
碧
瑠
璃









の
や
う
な
東





の
空



か
ら
は
、
爛
々






た
る
旭
日





が
昇



つ
て
來

た
。
我



艦
長
松
島
海












軍
大
佐








は
、
流



る
ゝ
汗



を
押
拭






ひ
つ
ゝ
、
滿
顏






に
微
笑





を
湛



え
て
一
顧





す
る
と
、
忽





ち
起



る
「
君



が
代

」
の
軍



樂


、
妙



に
勇



ま
し
き
其



ひ
ゞ
き
は
、
印
度
洋







の
波



も
躍



ら
ん
ば
か
り
、
我



軍
艦






「
日

の
出

」
の
士
官






水
兵






は
、

舷
門






よ
り
、
檣

樓







よ
り
、
戰
鬪
樓








よ
り
、
双
手



を
擧

げ
、
旗



を
振

り
、
歡
呼






を
あ
げ
て
、
勇



み
、
歡





び
、
を

と
り
立

つ
、
濱
島
武
文










、
春
枝
夫
人








は
餘



り
の
※



し
さ
に
聲



も
な
く
、
虎
髯
大
尉








、
武
村
兵
曹










、
一
人





は
右
鬢
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に
、
一
人





は
左
鬢





に
、
微



か
な
傷



に
白



鉢
卷






、
私




は

雀
躍






し
な
が
ら
、
倶



に
眺



む
る
黎
明






の
印
度
洋







、
波
上






を

亘


る
清



し
い
風



は
、
一
陣






又


一
陣






と
吹



來


つ
て
、
今



し
も
、
海
蛇
丸







を
粉
韲






し
た
る
電
光
艇









は
、
此
時






徐


か

に
艇
頭






を
廻



ら
し
て
此
方





に
近



づ
い
て
來

た
が
、
あ
ゝ
、
其



光
譽





あ
る
觀

外

塔

上













を
見

よ
※
　
色



の
黒



い
、

筋
骨






の
逞



ま
し
い
、
三
十
餘
名





の
慓
悍






無
双





な
る
水
兵






を
後





に
從





へ
て
、
雄
風






凛
々






た
る
櫻
木
海
軍
大
佐













は
、

籠

手

を
翳



し
て
我



軍
艦






「
日

の
出

」
の
甲
板






を
眺



め
て
居

る
。
其



傍



に

は
、
日
出
雄
少
年









は
、
例



の
水
兵






姿




で
、

左
手





は
猛
犬






「
稻
妻






」
の
首
輪





を
捕



へ
、
右
手





は
翩
飜






と
海
風






に
飜





へ
る
帝
國
軍
艦
旗











を
抱



い
て
、
そ
の
愛



ら

し
い
、
勇



ま
し
い
顏



は
、
莞
爾





と
此
方





を
仰



い
で
居

つ
た
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
　
　
　
　

　
讀
者






諸
君






！

　
白
雲






は
低



く
飛

び
、
狂

瀾







天


に
跳



る
印
度
洋
上










、
世
界





の
大
惡
魔







と
世

に
隱



れ
な
き
七
隻



の
大
海
賊
船










を

ば
、
木
葉
微
塵








に
粉
韲






い
た
る
我



帝
國
軍
艦










「
日

の
出

」
と
、
神
出
鬼
沒










の
電
光
艇









と
は
、
今



や
舷



を
な
ら

べ
て
、
本
國






指

し
て
歸
航





の
途
中





で
あ
る
。
昨
夜





新
嘉
坡








發


、
一
片



の
長

文







電
報






は
、
日
本






の
海
軍
省








に
到



達


し
た
筈



で
あ
る
が
、
二
隻



は
去

る
金
曜
日







を
も
つ
て
、
印
度
大
陸









の
尖
端






コ
モ
リ
ン
の
岬





を
廻



り
錫
崙
島








の

沖


を
※

、
行
會





ふ
英



、
佛



、
獨



、
露
艦





の
敬
禮






に
向



つ
て
謝
意





を
表





し
つ
ゝ
、
大
小






ニ
コ
バ
ル
島



と
サ
ラ
ン
島



と
を
右
舷





と
左
舷





と
に
眺



め
て
、
西



と
東





と
の
分



れ
道

な
る
マ
ラ
ツ
カ
海
峽






を
も
い
つ
し
か
夢



の
間

に
※

ぎ
、

今


は
支
那
海









の
波
濤





を
蹴

つ
て
進
航






し
て
居

る
か
ら
、
よ
し
此
後






浪


高


く
と
も
、
風



荒


く
と
も
、
二
船



が
諸
君






の
面
前






に
現



は
れ
る
の
は
最

早

や
遠



い
事



で
は
あ
る
ま
い
と
思



ふ
。
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其
時






は
無
論





、
新
聞






の
號

外







に
よ
つ
て
、
市
井





の
評
判






に
よ
つ
て
、
如

何

な
る
山
間






僻
地





の
諸
君






と
雖





も
更



に
新





し
き
、
更



に
歡





ふ
可

き
事



を
耳



に
せ
ら
る
ゝ
で
あ
ら
う
が
、
私




は

殊


に
望



む
！
　
西



、
玄
海
灘








の
邊





よ
り
、

馬
關
海
峽










を
※

き
、
瀬
戸
内
海








に
入

り
、
夫



よ
り
紀
伊
海
峽








を
出

で
ゝ
潮

崎







を
廻



り
、
遠
江
灘









、
駿
河
灣







、

相
模
灘







の
沿
岸






に
沿

ふ
て
、
凡



そ
波
濤





の
打

つ
と
こ
ろ
、
凡



そ
船
舶






の
横





は
る
處





、
海
岸






に
近



く
家



を
有



せ
ら

る
ゝ
諸
君






は
、
必





ず
朝
夕






の
餘

暇

に
は
、
二
階





の
窓



よ
り
、
家
外






の
小
丘






よ
り
、
ま
た
海
濱






の
埠
頭





よ
り
、
籠

手

を
翳



し
て
遙



か
な
る
海

上







を
觀

望







せ
ら
れ
ん
事



を
。
若

し
、
水
天






一
碧






の
地
平
線
上










、
團
々






た
る
黒
烟






先

づ
見

え
、
つ
ゞ
ゐ
て
白

色







の

新
式
巡
洋
艦













現


は
れ
、
そ
れ
と
共



に
、
龍





の
如



く
、
鯱





の
如



き
怪

艇







の

水
煙






を
蹴

つ
て
此
方





に
向



ふ
を
見

ば
、
請

ふ
、
旗



あ
る
人



は
旗



を
振

り
、
喇
叭





あ
る
人



は
喇
叭





を
吹

奏

し
、
何

物

も
無

き
人



は
双
手





を
擧

げ
て
、
聲



を
限



り
に
帝
國
萬
歳










！
　
帝
國
海
軍
萬
歳














を
連
呼





せ
ら
れ
よ
、
だ
ん
／
″

＼
と
近



づ
く
二
隻



の
甲
板






、
巡
洋
艦









の
縱

帆

架

に
、
怪

艇







の
艇
尾





に
、
帝
國
軍
艦
旗











の
翩
飜






と
飜





へ
る
を

見

ば
、
更



に
其
時






は
、
軍
艦






「
日

の
出

」
の
萬
歳






と
、
電
光
艇









の
萬
歳






と
を
三
呼





せ
ら
れ
よ
。
電
光
艇









の

觀
外
塔










に
は
、
櫻
木
海
軍
大
佐













、
武
村
兵
曹










、
日
出
雄
少
年









、
他



三
十
餘
名





の
慓
悍
無
双









な
る
水
兵






あ
り
。

軍
艦






「
日

の
出

」
の
甲
板






に
は
、
艦
長
松
島
海
軍
大
佐


















、
虎
髯
大
尉








轟
鐵
夫
君











、
濱
島
武
文










、
春
枝
夫
人








、

及


び
二
百
餘
人









の
乘
組






あ
り
。
い
づ
れ
も
手

に
〳
〵
双
眼
鏡









を
携





へ
、
白

巾








を
振

り
、
喜

色

を
湛



え
て
、

諸
君






の
好
意





を
謝



す
る
事



で
あ
ら
う
。
其

の
時



は
、
私




は

、
屹
度





、
軍
艦






「
日

の
出

」
の
艦
尾





の
方



、
八
吋





速


射
砲






の
横



た
は
る
邊



、
若



く
ば
水
面






高


き
舷
門






の
ほ
と
り
に
立

つ
て
　
　
恭




し

く
　
　
右

手

に
高



く

兜

形









の
帽
子





を
揚

げ
て
、
今



一
度





、
諸
君






と
共



に
大
日
本
帝
國
萬
歳
















！
　
帝
國
海
軍
萬
歳














！
　
を
三
呼





し
ま
せ
う
。
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（
軍
艦
「
日
の
出
」
の
甲
板
に
て
）

海
島
冐
劍
奇
譚
海
底
軍
艦
終
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
海
島
冐
檢
奇
譚
　
海
底
軍
艦
」
名
著
復
刻
日
本
児
童
文
学
館
、
ほ
る
ぷ
出
版

　
　
　1975
（
昭
和50

）
年10

月
発
行

底
本
の
親
本
：
「
海
島
冐
劍
奇
譚
　
海
底
軍
艦
」
文
武
堂

　
　
　1900

（
明
治33
）
年11

月15

日

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

※
「
変
体
仮
名
し
」
は
、
「
志
」
を
く
ず
し
た
形
で
す
。

※
文
中
の
「
〜
〜
〜
〜
」
は
底
本
で
は
繋
が
っ
た
波
線
で
す
。

※
「
艦
の16

か
く
目
の
「
一
」
が
「
丶
」
」
は
「
デ
ザ
イ
ン
差
」
と
見
て
「
艦
」
で
入
力
し
ま
し
た
。

※
「
覽
の10

か
く
目
の
「
一
」
が
「
丶
」
」
は
「
デ
ザ
イ
ン
差
」
と
見
て
「
覽
」
で
入
力
し
ま
い
た
。

※
「
「
褒
」
の
「
保
」
に
代
え
て
「
丑
」
」
は
「
デ
ザ
イ
ン
差
」
と
見
て
「
衰
」
で
入
力
し
ま
す
。

※
ル
ビ
抜
け
は
底
本
通
り
に
し
ま
し
た
。

※
底
本
に
は
数
多
く
の
印
刷
不
鮮
明
な
箇
所
や
誤
植
が
疑
わ
れ
る
箇
所
、
仮
名
遣
い
の
混
在
が
あ
り
ま
す
が
、

底
本
通
り
と
し
ま
し
た
。

※
な
お
「
ゝ
」
「
ヽ
」
「
ゞ
」
「
ヾ
」
は
印
刷
不
鮮
明
の
た
め
底
本
ど
お
り
で
は
な
く
、
「
ゝ
ゞ
」
は
ひ
ら
が
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な
繰
り
返
し
記
号
、
「
ヽ
ヾ
」
は
カ
タ
カ
ナ
繰
り
返
し
記
号
と
し
て
入
力
し
ま
し
た
。

入
力
：H

.K
oB

aY
aShi

校
正
：
川
山
隆

2008

年6
月2
日
作
成

2009

年8

月31
日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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